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はじめに 


MS - DOS は、アプリケーションソフトウェアをお使いになる際に必要な基本ソフトウェアで 
す。今回、お買い上げいただいた MS - DOS のバージョンは 6.2 です。 MS-DOS 6.2 は、今までの 
MS - DOS に比べ、大幅に機能が強化され、より使いやすくなりました。本書は、その MS - DOS の 
機能と操作法を簡潔に解説したマニュアルです。 

MS-DOS 6.2 の特長は、ファイル関連コマンド、メモリ関連コマンドの強化の他に、オンライ 
ンヘルプが付属したことです。実際にご使用になりながら、その場でご覧になれるコマンドの 
ヘルプ、そしてリファレンスがわりに使用できる HELP コマンドなどがサボートされています。 
本書とともに、必ずこれらのヘルプをご覧の上ご活用ください。 

本書の構成 

本書は、 MS-DOS 6.2 をコマンドプロンプトや DOS シェルの状態から使うためのマニュアルで 
す。本書は、4つの編と付録から構成されています。 

• 基本操作編 

DOS シェルを使ったファイル操作やタスク切り替え、コマンドプロンプトからのファイル操 
作、スクリーンエディタや HELP コマンドの操作方法などを解説しています。あまり MS-DOS 
になじみのない方は、まず最初にここを読まれることをお勧めします。 

•発展編 

MS-DOS 6.2 から新規にサポートされた機能を中心に解説しています。ファイルのバックアッ 
プ、ディスクの空き領域を増やすコマンド、空きメモリを増やすコマンドなどを使いたい方 
は、ここをお読みください。 

• 環境設定編 

お使いのコンピュータの使用環境を、自分の好みや使い方に合わせて変更する際に役に立つ 
情報を解説しています。 AUTOEXEC . BAT や CONFIG . SYS の書き方を知りたい方や、お使いの 
コンピュータに新しく周辺機器を接続した方は、ここをお読みください。 

• 日本語入力編 

MS - DOS に添付されている日本語入力機能について解説しています。普通の漢字かな混じり 
文の入力だけでなく、特殊な文字や記号の入力方法や部首から漢字を探す方法までを取り上 
げています。 

•付録 

トラブルシューティング、目的別索引、また用語集などを説明しています。困ったときはこ 
こをお読みください。 

その他のマニュアル 

『 MS-DOS 6.2 基本機能セット』には、本書の他に次のようなマニュアルが添付されていま 
す。 


•『 MS-DOS 6.2 インストールガイド』 

お求めになった MS-DOS 6.2 は、そのままの状態では利用できません。このマニュアルを読み 
ながら、固定ディスクなどに MS-DOS 6.2 をインストールして（組み込んで）ください。また、 
購入したソフトウエアやハードウヱアを使うための準備についても解説しています。まず最 
初に、このマニュアルに目を通しておいてください。 
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マウスの使い方 

代表的なマウスの使い方には、次の3つがあります。 


クリック 


何かを選択するときの操作方法です。たとえば、 
ボタンのような表示を選択する場合や、何かを選 
ぶような場合にこの操作をします。 

マウスの左ボタンを「カチッ」とします。 



今ツ 


厂ダブルクリック 


強い選択をするときの操作です。たとえば、選 
択したものを実行する場合などにこの操作をしま 
す。 

マウスの左ボタンを「カチカチヅ」と2回続けて 
押します。 



キツ 

力/ ツ 
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この中の項目は、省略できます:、必要に応じて入力してください。 

この中の項目は、必ず入力してください。 

この中には、“丨”で区切られたいくつかの項目が並んでいます。このうち、必要 
なものを選択して入力します。必ずひとつは入力してください。 

必要に応じて、何度かくり返して入力できる項目を示しています。 

これで区切られた項目は、いずれかを選択して入力することを示しています。たと 
えば 、 “BREAK [ON | OFF ]” と記載されている場合は、 “ BREAK”、“BREAK ON ”、 
“BREAK OFF ” のいずれかを入力することを意味します c 

ドライブ名を示しています。ドライブ名は、アルファベット1文字とコロン（：） 
を組み合わせて表現します。 


(6) スイッチ 

コマンドといっしょに指定して、機能を制御するものです。スイッチがないコマンドには、 
この項目はありません。 

(7) エラー レベル 

コマンドを実行した後に、その実行状態に応じてコマンドが返す値をエラーレベルといい 
ます。 エラー レベルの使い方については 「IF コマンド」を参照してください。 エラー レべ 
ルが不定ある t ゝは常に同じ値を返すコマンドには、この項目はありません。 

(8) 解説 

コマンドの詳細な説明や使用例を記述しています。 

(9) 注意 

コマンド使用時の注意事項を記述しています。 

(10) 関連コマンド 

関連するコマンドを示しています。 


本書の記号の読み方 

文章中の記号の表記について簡単に説明します。これは、 HELP コマンドでも同じです。 

(1) コマンド名 

別表記がある場合は、0内に示しています。 

(2) 内部コマンド/外部コマンド 

そのコマンドが内部コマンドであるか外部コマンドであるかを示しています c 
「 CONFIG . SYS のコマンド」には、この表記はありません。 

(3) NET 不可 

そのコマンドがネットワークに対応していないことを示しています。 

⑷機能 

コマンドの機能を簡単に紹介しています。 

(5) 書式 

コマンドを入力するときの、書式を示しています。 

書式の中で使われる記号などには、次の意味があります C 
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■ズマニュアル 


本編では、 MS-DOS をマウスで簡単に操作できる DOS シヱルの使い方を中心に、従来方式 
のキーボードから命令を入力して操作する方法や、スクリーンエディタについて説明します。 
さらに、 MS-DOS6.2 の新機能であるオンラインヘルプ機能 （HELP コマンド）について説明し 
ています。 

初めて DOS シェルをご利用になる方は、第1章をお読みになり DOS シェルの基本操作や各 
部の名称を覚えてください。 

第 2 章では、アプリケーションソフトで作った文章ファイルや、表計算のデータなどを効率 
よく整理整頓する方法を説明しています。 

第 3 章では、キーボードからコマンド（命令）を入力して MS-DOS を操作する基本について 
説明しています。 DOS シェルを利用すれば、 MS-DOS のほとんどの操作ができますので、必須 
というわけではありません。キーボードでの操作に慣れている方や、一歩進んだ MS-DOS の使 
い方を知りたい方は、第3章をごらんください。 

第4章では、 DOS シヱルを使って複数のアプリケーションを実行し、切り替えながら作業す 
る方法について説明しています。 

第5章では、後述の AUTOEXEC.BAT や CONFIG.SYS といったさまざまなファイルを編集す 
るための 道具、 スクリーン エディ タについて説明しています。 

第6章では、コマンドの説明を画面に簡単に表示できるオンラインヘルプ （HELP コマンド） 
の使い方について説明します。 
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第 1 章 


DOS シェル紹介 




DOS シェルは、画面を見ながら操作していくことによって、 MS - DOS の持っている機能を活 
用できる機能です。 

この章では、 DOS シヱルを簡単に紹介します。 


1.1 DOS シエ J レとは 


DOS シヱルが起動すると、次のような画面が表示されます。この場合は固定ディスクドライ 
ブが1台、フロッピィディスクドライブが1台の構成です（ドライブの構成や、 DOS シェルの設 
定によって異なる画面が表示されることもあります)。 


お手持ちのコンピュータによっては表示が異なる場合があります。 

DOS シェルでは、このような画面に表示された内容を選択しながら操作していきます。 
MS - DOS の操作は、文字で情報をやりとりするためコマンドを覚えなければなりませんが、 
DOS シェルでは、これらの内容が視覚的に表現されているため、目で見て確認しながら操作で 
きます。 

この DOS シェルは、 MS - DOS と私たちユーザとのあいだに立って、より操作しやすい環境を 
提供しているのです。 


◄.► 

文字でやりとり 



ユーザ 


操作 


文字でやりとり 


MS-DOS 


面 BEbililEbEb 
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続けて次のように人力します。 

DOSSHELL ® — 

1.2.2 DOS シェルの終了 


DOS シェルを起動する 


DOS シェルは、次のようにして終了します。 

電源を®るときは、必ず DOS シヱルを終了してからにしてください。 


■fel ( か … * ! 

• ノ 

翁 …： M 

一 ： if . ‘ : 

m 凼 COMMG .svs :似 xx-xx-:<x i 

Bj Eb r£CP! .$y$ m.xxx m 

m Eb REATTE .DOC X.XXX XX-XX-»< H 

11 Eb R£fOjrE> .DOC X.XXX XX-W- ぬ ■ 

_ Eb 壬 TIP .DEF X •撕 XX-»<-.XX 1 




. 野 ®/ ビ : 

r - SHIFTtr^ 


① 画面左上の[ファイル （ F )] を選択します。 

マゥスの操作 

[ファイル （ F )] をクリックします 3 

キーボー ドの操作 

@キー または® キーを 押し、@ キーを 押しま 
す。 

② [終了（ X )]を選択します。 

匾 F . ■マゥスの雛 

[終了（ X )]をクリックします。 

キーボードの操作 

mm キーで[終了 ( x )] を反転表示させ、 
( Z ) キーを 押します： 


1.2 DOS シェルの起動と終了 




まずは、 DOS シェルの起動と終了の方法を覚えましょう。 

1.2.1 DOS シェルの起動 

DOS シ ェルは、 MS-DOS のコマンドプロンプトから 起動で きます- 
次のように入力してください。 


MOUSES 


マウスを使えるようにする 


参ョ 


キーボードで DOS シヱルを操作する埸合は “ MOUSE ®” と入力する必要はありません。 
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1.2 DOS シヱルの起動と終了 
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ー プログラムー覧 


SH ! FT + f *9:： R ： ‘卜 了 ア 


こ 1 〇 


A •多 

jgg 固 B 


テ、レ外リツリ - 

へ * 

ED SS1 
\-CD BIN 

DOS 

| 

會 

圖 r»inre»aii 

B C0T1I1AND 
Eb CONFIG 

Eb NECAI 
a READflE 

Eb READNE2 
函 SETUP 

con xx,xxx xx-xx-xx 
SYS XXX xx-xx-xx 
SYS xxx.xxx xx-xx-xx 

t 

dx x.m xx-xx-xx 
DOC x.xxx xx-xx-xx 
DEF X.XXX XX-XX-XX 



T 




③ DOS シェルが終了すると、次のよつな画 
面が表示されます。 

これで電源を切ってもかまいません（電源を 
切る場合は、必ず@キーを押してから切るよ 
うにしてください）。 

④ 続けてご使用になる場合は 、 “MOUSE 
/ RO ” と入力して、マウスドライバの常 
駐を解除してください。 


1.3 画面の構成 


DOS シェルの画面は、次のようになっています。 

ここでは、固定ディスクドライブが1台、フロッピィディスクドライブが1台の場合を例にし 
ていますが、ドライブの構成や起動したディスクの種類によって多少異なります。また、以前 
に使用していた DOS シェルの設定によって、画面の構成が大きく異なることもあります。その 
ような場合には、@キーを押しながら®キーを押し、次に〇キーを押すと、ほぼ同じ画面構 
成になります。 


ドライブ選択ウィンドウ 


-バー 


タイトルバ - 


マウスカーソル 


ファイル表示ウィンドウ 


メインウインドウ 


ディレクトリ • ツリー ウィンドウ ステータスバー ファイルー 覧 


タイトルバー: [ MS-DOS Shell ] と書かれています。 

メニューバー： DOS シェルで実行できるコマンドが、メニュー形式で書かれています。 

ファイルー覧：次の3つのウィンドウを総称してこう呼びます。 

ドライブ選択ウィンドウ：使用できるドライブが表示されています。 

ディレクトリ.ツリーウィンドウ：選択されているドライブのディレクトリが表示されて 

います。 

ファイル表示ウィンドウ：選択されているディレクトリにあるファイル名が表示されてい 
ます。 

メインウィンドウ：プログラムに関するリストが表示されています。 

プログラムー覧： DOS シェルから直接起動できるように登録されたプログラムのタイトル 
が表示されています。 

ステータスバー：現在の時刻と、実行中の操作に関するヒントなどが表示されています。 

マウスカーソル：マウスを使う場合は、このマウスカーソルを動かして操作します。 


フ Wi(R 才 7* 为 : ， (0) 表示 (U> W~(T) 


(T) <h> 




B 圇圇圔10圇 
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1.4 操作の対象を選択する 


DOS シエルの操作では、まず最初に操作したい内容を選択します。 

選択の方法は、マウスを使う場合とキーボードを使う場合で異なります。ここでしっかり覚 
えておきましょう。 

• キーボードでの選択 

次のような画面で、@キーを何度か押してみましょう。 


ディレクトリ•ツリーウィンドウ、フアイル表示ウィンドウ、メインウィンドウ、ドライブ 
選択ウィンドウの順に、それぞれのウィンドウの上のバーと反転表示の色が変わっていきます。 
バーと反転表示の色が濃く表示されているウィンドウカヰ、現在選択されているウィンドウです。 
このウィンドウを、アクティブウィンドウといいます。 

次に CBCD 00 キーを押してみましよう。こんどはアクティブウィンドウの中で、選択され 
ている内容（濃い色で反転表示している）が変わっていきます。 


選択されている内容が反転表示されている 


ファイ ル ( F ) びション(〇) J 示 ( U ) ツリ-(了） ( H ) _ 

BS 囹 B 


テ:、ィ 1.2 M 聲 . 


B AUTOEXEC.BAT 

B COtWlND .con 
Eh CONFIG .SYS 
NECA1 .SYS 


XXX XX-XX-XX 

xx.rn xx-xx-xx 

XXX XX-XX-XX 
“XXX- 


..xxx,m xx-xx-xx 

_ ITi !— CTk ♦:柄父〇:舎貌. 

ISi README2 .DOC ず X.XXX XX-XX-XX 

趣 SETUP .DEF X.XXX XX-XX-XX 


卜10=メ ニ:！- FT+f 凄: R •外7 CDTf 、 你 XX 


№1 


DOS シヱルを操作していて、画面の一部が乱れたり表示されなくなった場合は、[表示（ V )] 
メニューの[画面の再描画 （ E )] を実行してください。 
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W 圇圇圇 M 圇 



基本操作編 


1.4 操作の対象を選択する 5 

















































瘳 マウスでの選択 

マウスを使って選択する場合は、操作したい内容をクリックするだけです。 

ためしに、ファイル表示ウィンドウのファイル“ README . DOC ” をクリックしてみましよ 
う。ファイル表示ウィンドウのバーの色とファイル名の色（反転表示）が、同時に変わります c 

1.4.1 ひと目でわかるアイコン表示 

DOS シェルの画面では、文字だけでなくアイコン（絵文字）が表示されています 3 これらの 
アイコンによって、ひと目でそれが何であるか判別できるようになっています。 

❿ ドライブを表すアイコン 

ドライブを表すァイコンには、次のような種類があります。これらについては、本編の「2.2 
ディスクの操作」で説明します 3 


I "H [ ram ] ■: , CD .：» 

⑩ ディレクトリを表すアイコン 

ディレクトリを表すアイコンには、次の3つの種類があります。これらについては、本編の 
「2.3ディレクトリの操作」で説明します。 


£□ 


• ファイルを表すアイコン 

ファイルを表すアイコンには、次の2つの種類があります。これらについては、本編の「2.1 
ファイルとは」で説明します。 


酌 


籲 プログラムを表すアイコン 

メインウィンドウには、次の2つの種類のアイコンが表示されています。これらについては、 
本章の「1.7—発起動のプログラムー覧」で説明します。 



1.4.2 スクロールバーの使い方 

それぞれのウィンドウの右横には、細長いバー（スクロールボックス）と上下の矢印がつい 
ています。 

ディレクトリ•ツリーウィンドウの [ DOS ] をアクティブにしてみましよう（ディレクトリ•ツ 
リーウィンドウの [ DOS ] をクリックする、または®キーを何度か押してディレクトリ•ツリ 
ーウィンドウをアクティブにし、@キーを押して [ DOS ] を反転表示させる）。 

ファイル表示ウィンドウの表示内容が変わり、黒い長方形（スクロールバー）が表示されました， 
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A:¥DOS ル 


HDF0RMAT.EXE 

XX， XXX 

xx-xx-xx 

HDUTL 

.EXE 

XX， XXX 

xx-xx-xx 

HINEN 

.SYS 

XX， XXX 

xx-xx-xx 

INSTAP 

.EXE 

XX， XXX 

xx-xx-xx 

JOIN 

.EXE 

XX， XXX 

xx-xx-xx 

KEY 

.EXE 

xx, m 

xx-xx-xx 

KKCFUNC 

.SYS 

x.xxx 

xx-xx-xx 

KKCSAU 

.SYS 

x.xxx 

xx-xx-xx 

LABEL 

.EXE 

x.xxx 

XX-XX-XH 


ここをクリックすると、表示は上にスクロール 


スクロールボックスをドラッグすると、動 
きに合わせてスクロール。表示されている 
内容が全体のどのあたりなのかが分かる 

スクロールバーをクリックすると、 

1画面ずつスクロール 


ここをクリックすると、表示は下にスクロール 







l^i 

B 

Q 

邑 


HDUTL 
HI MEM 
INSTAP 
JOIN 
KEY 

KKCFUNC 

KKCSAU 


.EXE 

.SYS 

.EXE 

.EXE 

.EXE 

.SYS 

.SYS 


XX， XXX 
XX， XXX 
XX， XXX 
XX， XXX 
XX， XXX 
XX， XXX 

x，m 

x.xxx 


xx-xx-xx [ 
xx-xx-xx 
xx-xx-xx 
xx-xx-xx 


-XX 

xx-xx-xx 
xx-xx-xx I 
xx-xx-xx 


h ：¥*.* 

AUTOEXEC.BAT XXX XX - XX-X 卜 " 


COMMAND .COM 
CONFIG .SYS 
NECAI .SYS 
README .DOC 
README2 .DOC 
SETUP .DEF 


XX,XXX XX-XX-XX 
XXX XX-XX-XX ! 
XXX,XXX xx-xx-xx j 
x,xxx xx-xx-xx 
x.xxx xx-xx-xx 

X,XXX XX-XX-XX i 


キーホー ドで スクロール 

キーボー ドでスクロール するときは、まず® キーを 何度か押して目的の ウィンドウをァクテ 
ィブ にしておきます。 

CDCB キーを押し続けると、1行ず つ 上下に スクロール します。 

キーを押すと、1画面分ずつ上下にスクロールします。 

キーボー ドで スクロール すると、 マウスの 操作と同じように スクロールボックスが 移動して、 
全体のどのあたりが表示されているかが分かります。 


1.5 メニ ューを開いて操作する 

メニューバーの 内容は、アクティブなウィンドウによって異なります。 

ひとつのメニューを選択すると、そのメニューに関するコマンドが表示されます。これを、 
プルダウンメニューといいます。 

1.5.1 プルダウンメニューを表示する 

プルダウンメニューを表示するには、次のように操作します。 


すべてのファイルが表示されている 表示されていないファイルもある 

スクロールバー 

マウスで スクロール 

マウスでスクロール するときは、次のような方法があります。 


このようにひとつの ウィン ドウにすべての内容を表示しきれないとき、 スクロールボックスが 
縮小され スクロールバーが 表示されます。この場合は、 スクロールバーな どを利用して表示の 
範囲を上下に移動させながら目的の内容を表示します。このような操作を 「スクロール」 とい 
います。 

スクロールボックス 


LABEL .EXE X,XXX XX-XX-A 


□ 0 邑 BB0U 匣 ■ 


画 QID £1 SIS1 0 
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1.5 メニューを開いて操作する 




















mm ▽ ウスの操作 

目的のメニュー名をクリックします。 

キーボー ドの操作 

@キーを押します。次に、メニュー名の後ろのアルファべットのキーを押して目的のメニュー 
名を反転表示させ、@キーを押します。 

また、@キーを押しながらメニュー名の後ろのアルファベットのキーを押すと、どのウィンド 
ウがアクティブでも、そのプルダウンメニューが表示されます。 

次の画面は、[ファイル （ F )] のプルダウンメニューです。 





フ;あ新“ 


麵必 … 

n , 

I 職 ⑨… 

の塞著他… 


f-7 

f.8 

DEL 






< L > 


終了⑻ 


B AUTOEXEC.BAT 
B COmAND .COM 
Eb CONFIG .SYS 
Eb t€CAI .SYS 

m i - - 

Eb README2 .DOC 
匣 SETUP .DEF 


XXX XX->«-XX 
XX.XXX XX-XX-XX 
XXX XX-XX-XX 

xxx.xxx 

■林!柳 

x.m xx-xx-xx 
x.xxx xx-xx-xx 


• 10 =^ - SHiFT + f -9= aR > K ' rrj>rh 


プルダウンメニューには、濃い色で表示されているコマンドと薄い色で表示されているコマ 
ンドがあります。 

濃い色で表示されているコマンドは実行できますが、薄い色で表示されているコマンドは実 
行できません。また、表示されるコマンドや実行できるコマンドと実行できないコマンドは、 
どのウィンドウがアクティブになっているかで変わります（グラフィックモードのみ）。 

マウスでウィンドウをクリックして、あるいは®キーを押して、アクティブなウインドウを 
変更しながらプルダウンメニューを開いて確認してみましよう。 


プルダウンメニューに表示された実行可能なコマンドは、次のように実行します。 


mm マウスの操作 

目的のコマンドをクリックします。 

[^ l ] キーボードの操作 

目的のコマンドを ( DCI ] キーを使って反転表示させ、@キーを押します。0でく くられたアル 
ファベットのキーを押しても実行できます。たとえば、 DOS シェルを終了するときは、[ファイ 
ル （ F )] のプルダウンメニューが表示された状態で0キーを押します。 

t 使うと便利なショートカットキー 

DOS シェルではいくつかのキーを組み合わせて入力すると、プルダウンメニューを開かなく 
ても、一回の入力で目的のコマンドを実行できます。この組み合わせたキーのことを、ショー 
トカッ トキ ーとい います。 

プルダウンメニューの右端に表示されているのが、ショートカットキーです。 

たとえば DOS シェルを終了するショートカットキーは、です。この場合は、@キーを 
押しながら@キーを押します。 

@キーを押しながらメニュー名の後ろのアルファべットのキーを押して、プルダウンメニュ 
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x!xxx : 


1 ファイルー覧 

ひとつのドライブの情報だけを表示します。 


2 ファイルー覧 

2つのドライブの情報を表示します。ファイ 
ルを コピー するときなどに使用すると、実行 
結果をすぐに画面で確認できて便利です。 


一を表 7 K するキー操作も、ショートカットキーです。 


1.6 目的に合わせて表示を変える 

DOS シェルでは初期画面を含め、5種類の画面を用意しています。これらの画面の特徴を知り、 
操作によって使い分けると、効率的に操作できます。 

画面は、[表示（ V )] メニューで切り替えます。 



1 : 
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1 . 6 目的に合わせて表示を変える g 








































































95 SB 

(V 

: «DWJD.D8J 

tr ^ 

w : x,>co< 

ティレ外リ 

名前 ： DOS 

”* rr : x.xxx.>o<x 

つパ t : ：：-：•; 

テ、スク 

名前 ： MSDOSX 

”イ： r : 紙嫩说 

可能： 

lyM : >00< 

DIRI5 : 


Eb fiDDAUD 

B OJDDWU 
B ^ f€ND 
B ASSIGN 
B ATTRIB 
B AUTOEXEC 
迅 AUTOEXEC 
Eb OUGDRU 
Eh flUSDRU 


i 


B«:np 


B BS98 
Eb ES98 
Eb BS98 

Eb cr^cri 

B CHG0J 


全ファイル 

選択されているドライブの全ファイルの詳 
細な情報を（ディレクトリに関係なく）表示 
します。 


馨 プログラム&ファイルー覧 

ファイル表示ウィンドウと、プログラムー 
覧を表示します。また、タスクを切り替えら 
れるときは、タスクー覧も表示します。 


プロクラムー覧 

プログラムー覧だけを表示します。また、 
タスクを切り替えられるときは、タスクー覧 
も表示します。 

登録したプログラムが増えてきた場合、こ 
の画面にすると、1画面に多くのプログラムを 
表示できます。 


0 


DOS シヱルは、前回 DOS シヱルを終了したときの画面を表示して起動します。 


1.7 一発起動のプ□グラムー覧 


メインウィンドウには、現在起動できるプログラムの一覧が表示されています。ここには、 
よく使われる MS - DOS のコマンドがあらかじめ登録されています。 


普通のアイコ: 



Xxxxxxxxxxxxwxl-Ixxxxxxxxxxxxxxxx^xx 

請 11111 

111 

ilisi 溫ぷ牌 JMt 盟 


DEUsilgeflTOROs'I's^cal^corlDIPDIXll 
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普通のアイコンは、プログラムそのものを表しています。マウスによるダブルクリック、ま 
たは反転表示させて@キーを押すだけで実行できます。 

グループアイコンは、この中にいくつかのプログラムやグループアイコンが登録されている 
ことを表しています。グループアイコンをオープンする（マウスによるダブルクリック、また 
は反転表示させて@キーを押す）と、そのグループに登録されているプログラムが表示されま 
す。ここでアイコンまたはプログラム名を選択して実行します。 

ここでは、[システム設定]のグループの中のひとつのプログラム[日付の設定]を実行して 
みましよう。 


①[システム設定]グループをオープンします。 

マゥスの操作 

[システム設定]をダブルクリックします。 

11^1^ キ— ボー ドの操作 

CBCD キーを使って[システム設定]を反転表 
示させ、@キーを押します。 


②[日付の設定]を実行します。 

■ゎ マウスの操作 

[日付の設定]をダブルクリックします。 

キーボードの操作 

( BCE キーを使って[日付の設定]を反転表示 
させ、キーを押します。 


③今日の日付を入力します。 

年（西暦）、月、日を“-”で区切って入力し、 
〇キーを押します。 


④日付が変更されると、次のようなメッセ 
ージが表示されます。 


どれかのキーを押すと、 DOS シヱルに戻ります。 
どれかのキーとは、@キーや@キーなどの制 
御のためのキー以外なら何でもかまいません 
が、通常は®キーを押します。 


現存の日付 ㈡ 全） 

S 符をズカしてくたさい ( 年兩•日)： 1994-11-25 

キーをとれか押すと. MS-DOS SheH に戻ります. 


WBM ■_ itiM WEM «»■ toinl ■”】■ 遍 myn 


脚 - n-as 


WBM KOI Mxm WBm KQi Esnu ■g.M 1091 13191 W 
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?. W ) i -( F ) tr ン 3> ( o > #rn ( u ) _ 

A : ¥ 

藏回 b 暇 HOBlfPIM 

Shell の基本操作⑤ 
D 7：- h '( C ) 

操作丰 i 汜 i 
へ)}プの箧い方 ( U ) 


: -!l ： BIN 
L Q DOS 


jr - ゾ、 3 :销報⑼ 


函 SETUP 


J ケ-为ン 


m 


? フ 4 リヶ - ジョンの登!录 
B DOS] マン r 
圇製齡召介 


.i0= ： r a - sHiFT+f- 9=jorrir*rK 


プログラムー覧には、よく使うコマンドやアプリケーションを自由に登録できます。また、 
すでに登録してあるコマンドやアプリケーションを、使いやすいグループに分けなおすことも 
できます。アプリケーションの登録やグループの作成については、別冊の 『 MS-DOS 6.2 イン 
ストールガイド』を参照してください。 

L 8 ヘルプを使おう _ _ 一 

メニューバーの 右端には、 [ヘルプ （ H )] が 用意されています。 

DOS シェルを使っていてわからないことがあったとき、ヘルプを利用すると、説明を画面に 
表示できます。この機能を「オンラインヘルプ」といいます。 

オンラインヘルプ機能は、 DOS シヱルの大きな特徴のひとつです。 

1.8.1 ヘルプの種類 

ヘルプには、次の種類があります。 


⑤ DOS シェルの画面に民りました。 

[メイン]グループをオープンすると、元のプ 
ログラムー覧に戻ります。 


参考 


[日付の設定]は、システムが管理している日付を変更するプログラムです。 

システムが管理している日付は、ファイルを作成したり更新したときに記録されます。日付 
が重要になることもありますから、必ず正しい日付を設定するようにしてください。 

また、 [システム 設定]のグループには[時刻の設定]も用意されています。これは、 システ 
厶が管理している時刻を変更するプログラムです。 ステータス バーに表示されている時刻が、 
現在の時刻と異なっている場合は、[日付の設定]と同様に変更してください。時刻は、時、分、 
秒を“：”で区切って入力します。なお、 ステータス バーに表示されている時刻と実際の時刻 
とは数十秒の誤差があります。 




A: 私 .* 


BAT XXX XX-XX-XX 
COM XX,XXX xx-xx-xx 
SYS XXX XX-XX-XX 
SYS XXX,XXX xx-xx-xx 
DOC x.xxx xx-xx-xx 
DOC x.xxx xx-xx-xx 
.DEF X.XXX XX-XX-XX 

± 


t 
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目次：次の内容について説明しています。 

キーボードのヘルプ 

コマンドのヘルプ 

プログラムー覧のメニュー 

ファイル表示ウィンドウのメニュー 

操作方法のヘルプ 

MS-DOS Shell の基本操作のヘルプ 

ヘルプの使い方 

キーボード：キー操作に関して説明しています。 

Shell の基本操作： DOS シェルの基本的な操作方法について説明しています。 

コマンド：メニューバーの操作方法について説明しています。 

操作手順：次の内容について説明しています。 

シェルの基本操作 
ファイルー覧の操作 
プログラムー覧の操作 
プログラムを実行する 
その他の MS-DOS Shell の操作 

ヘルプの使い方：ヘルプの使い方について説明しています。 

1.8.2 ヘルプウィンドウの使し、方 

ヘルプコマンドを実行すると、次のような画面になります（この画面は、[目次 a )] を実行 

した場合です)。 



黒以外（あるいは反転表示）の文字で表示されている項目は、別に説明が用意されています。 
これらを選択すると、さらに詳しい説明が表示されます。 

ここでは、「ヘルプのキー操作」の詳しい説明を表示させてみましよう。 



①ヘルプウィンドウをスクロールして、[へ 
ルプのキー操作]を表示します。 

スクロールの 方法がわからない方は、本章の 
「1.4.2 スクロールバーの使い方」を参照して 
ください。 
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② 「ヘルプのキー操作」を選択し、実行し 
ます。 

マウスの雛 

「ヘルプのキー操作」をダブルクリツクしま 
す。 

キーボードの操作 

@キーを何度か押して「ヘルプのキー操作」 
を反転表示させ、 ® キーを押します。 



③ 「ヘルプのキー操作」が表示されました。 

ヘルプウィンドウの下には、 5 つのボタンが用 
意されています。ボタンは、次のようにして 
選択します。 

mm マウスの操作 

目的のボタンをクリックします。 


ipwi ] キーボードの操作 

@キーを何度か押して目的のボタンにカーソ 
ルを移動させ、@キーを押します。 



( tab ] キーを押すとカーソルは、現在表75されて 
いるウィンドウの中で、詳しい説明を表示でき 
る項目と 5 つのボタンを順番に移動します。 
それぞれのボタンには、次の意味があります c 

閉じる：ヘルプウィンドウをクローズします c 
戻る：ひとつ前に表示していたヘルプウィン 
ドウに戻ります。 

キーボード：キー操作のヘルプウィンドウを 
表示します。 

目次：目次のヘルプウィンドウを表示します。 
ヘルプ：ヘルプウィンドウの使い方を表示し 
ます。 



ヘルプウインドウは、@キーを 押しても クローズできます。 
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1.8.3 操作の途中でヘルプを使う 


DOS シヱルの操作の途中で使 t ゝ方がわからなくなったときは、その場でその操作に関するへ 
ルプを表示できます。 

參@ キーを使う 

操作の途中で©キーを押すと、その場でその操作に関するヘルプウィンドウが表示されま 
す。 

アクティブなウィンドウや項目を変更しながら¢3キーを押して、ヘルプの内容を見てみま 
す。 

• メニューバーのプルダウンメニューが表示されている場合 
選択されているコマンドについての説明が表示されます。 

-ファイルー覧がアクティブな場合 
ファイルー覧の概要が表示されます。 

•メインウィンドウがアクティブな埸合 
選択されているプログラムについての説明が表示されます。 



[タスクー覧]からパラメータの入力をともなうアプリケ_ 
-夕入力中にヘルプを使わないようにしてください。 


•シヨンを実行する場合、パラメ 


ダイアログボックスのヘルプを使う 

DOS シェルを操作している途中で、次のような画面が表示されることがあります。これは、 
ある操作を実行するために必要な詳細情報を設定する画面で、「ダイアログボックス」と呼びま 
す。 


h ：¥ 


固 B 



このようなダイァログボックスにヘルプのボタンがついていれば、やはりヘルプ情報を表示 
できます。ヘルプのボタンを選択実行すると、現在選択されている機能についての説明が表示 
されます。 
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ここで、ヘルプのボタンを選択実行すると、次のような画面が表示されます,: 



オンラインヘルプは、その場に応じた説明を表示してくれる非常に便利な機能です。「困った 
ときは@キーを押す」ことを、しっかり覚えておきましょう。 
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第 2 章 DOS シェルでデータを 処理する 


DOS シェルでは、固定ディスクやフロッピィディスクに保存されたデータを、画面を見なが 
ら簡単に操作できます。 

この章では、 DOS シェルでデータを処理するための基本的な知識と操作方法について説明し 
ます。なお、この章では、固定ディスクドライブから MS-DOS を起動し、フロッピィディスク 
が1台以上あるものとしています。お使いのシステム構成が異なる場合は、読み替えてください。 

2.1 ファイルとは _ 

固定ディスクやフロッピィディスクに保存された関連あるデータの集まりを、ファイルとい 
います。コンピュータでは、このファイルを単位として処理されます。たとえばワープロのプ 
ログラムやワープロで作成した文書、表計算のプログラムやこれで作成した見積書などは、そ 
れぞれファイルとしてディスクに保存されています。 

2.1.1 ファイル名のルール 

ディスクに保存されている ファイルは、 それぞれを認識するた めに 独自の名前 （ファイル 名） 
がつけられています。 ファイル 名は、一見自由につけられているように見えますが、いくつか 
の ルールに したがっています。この ファイル 名の ルールを 知る と、ファイル 名を見ただけでど 
んな ファイル であるか見当がつくなど、 ファイルを あつかいやすくなります。 

• ファイル名と拡張子 

ファイル名は、次のように構成されています。 

README.DOC 

I 

拡張子 
ピリオド 
主ファイル名 

主ファイル名 

半角8文字（全角4文字）以内で自由につけます。 

どんなファイルであるかがわかるようにつけておくと便利です。 

(例）企画書1 .TXT 企画書の ファイル 

MITUMORI.DAT 見積書の ファイル 

MEMO メモのファイル 

ピリオド 

主ファイル名と拡張子を区切る記号です。必ず半角のピリオドを使用してください。 

拡張子を省略する場合は、必要ありません。 
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拡張子 

半角 3 文字以内でつけます。省略してもかまいません。 

拡張子は、ファイルの種類を表す役割があります。 

おもな拡張子の種類は、次の通りです。 

拡張子 ファイルの種類 

EXE , COM , DLL , OVL プログラムファイル 
BAT バッチファイル 

SYS , DRV システムファイル 

BAK バックアップファイル 

DAT データファイル 

DOC , TXT テキストファイル 

主ファイル名と拡張子を合わせてファイル名と呼びます。 

拡張 子の 中でも、 “ EXE ” “ COM ” “ BAT ” は、コンピュータが直接 実行できる 種類のファイ 
ル（プログラムファイル）につけられ ています （バッチファイル も プログラムファイルの一種 
です)。 これらの 拡張子を変更してしまう と、 中身は同じでも実行できなくなります。 

“ SYS ” と “ DRV ” は、コンピュータ本体やプリンタなどの周辺装置を制御するなど、 MS - 
DOS や DOS シェルの動作に必要なファイルにつけられています。 

“ BAK ” のついたバックアップファイルは予備のファイルのことで、アプリケーションによ 
つては自動的につくるものもあります。 


1 1 

PRINT 


i 1 

MOUSE 


1 i 

RSDRV 

.SYS 


•SYS 


•SYS 


システムファイル 


1 i 

DATA1 


i i 

ABC 


i i 

DATA1 

•BAK 


.EXE 


.ABC 


DATA2 

•ABC 


アプリケーション “ ABC ” に関するファイル 


i i 

MENU 


i i 

BATKEY 


l l 

ADDDRV 

.COM 


.COM 


•EXE 


プログラムファイル 


使用できる文字と使用できない文字 

ファイル 名には、 アルフアベッ トも数字もひらがなも カタカナも 漢字も使えます。 
ただし、次の文字だけは使えません。 


, / * 

»* . . 

〈> + = 

: 1 全角/半角文字のスペース 

(よい例） 

123.456 

ABC.DEF 

GOODFILE 

(悪い例) 

12.34.56 

AB + C = D.E 

BAD FILE 


ファイル名に半角のアルファべットの小文字を使っても、大文字に変換されて処理されます。 
このため、ファイル名を入力するときは、大文字でも小文字でもかまいません。 

たとえば次のファイル名は、すべて同じ “ PROGRAM . COM ” として処理されます。 

(例） program.com pROgRaM.CoM PROGRAM .COM 
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参考 


半角文字は、日本語入力機能を利用せずに入力できる文字です。全角文字は、日本語人カモ 
— ドにすると入力できる、り2文字分の人きさの义字です 3 

❿ 使用できないファイル名 

ファイル名は基本的に自由につけてかまいませんが、次にあげるファイル名は、 MS - DOS が 
特別な意味で使うため利用できません。 

AUX AUX 1 AUX 2 CON PRN NUL CLOCK 

また、次にあげるファイル名もシステムに関わる特別なファイルです。一般のファイル名に 
は使わないでください。 

IO.SYS MSDOS.SYS COMMAND.COM CONFIG.SYS AUTOEXEC.BAT 
DBLSPACE.BIN DBLSPACE.INI 


2.1.2 プ□グラムファイルと文書ファイル 

DOS シェルは、ファイルをプログラムファイルと文書ファイルの2種類に大きく分けてあつか 
つています。ファイル表示ウィンドウには、ファイル名の先頭にアイコンを表示し、いずれの 
ファイルであるかすぐわかるようにしています。 

春 プログラムファイル 

P~j ファイル名の拡張子が “ EXE ” “ COM ” “ BAT ” の3種類のファイルを指します c 

文書ファイル 

[^1 プログラムファイル以外のファイルを指します。たとえば、ワープロソフトでつくつ 
た文書や、グラフィックデータ、辞書ファイルなども文書ファイルとしてあつかいます。 


2.2 ディスクの操作 


ここでは、ドライブ選択ウィンドウを使ったディスクの操作について説明します。 

2.2.1 ドライブとは 

コンピュータは、固定ディスクやフロッピィディスクなど、さまざまなディスクをあつかえ 
ます。このようなディスク装置を、 MS - DOS では「ドライブ」として管理しています。 


ファイル 
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ディスク装置ひとつは、ドライブひとつに対応します。たとえば固定ディスク装置が1台、フ 
ロッピィディスク装置が2台の場合は、ドライブは3台になります。またドライブには、 A から 
順にアルファべット1文字の名前（ドライブ名）がつけられます。 


この例では、ドライブ A がカレントドライブです。ディレクトリ•ツリーウィンドウとファ 
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■固定デイスクから MS - DOS を起動 


固定ディスク 
( MS - DOS を起動) 


口 


ドライブ A 


■ 

フロッピィディスク1 

ドライブ B 


固 

フロッピィディスク2 


ドライブ C 


■フロッピィディスクから MS - DOS を起動 

固 


フロッピィディスク1 

( MS - DOS を起動） 
ドライブ A 


固 


LU 


フロッピイデイスク2 

ドライブ B 


闹定デイスク 

ドライブ C 


DOS シェルでは、使用できるドライブは、ドライブ選択ウィンドウにアイコンとドライブ名 
で表示されています。ドライブを表すアイコンには、次のような種類があります。 


I _二！固定ディスクドライブを表しています。 

フロッピィディスクドライブを表しています。 

RAM ディスクドライブを表しています。 

[: 1 ] 1 CD - ROM ドライブを表しています。 

MS - DOS では、同時に複数のドライブはあつかえません。-度にあつかえるのは、ただひと 
つのドライブで、このドライブを「カレントドライブ」といいます。 

DOS シェルのドライブ選択ウィンドウでは、カレントドライブが反転表示されています。次 
の例では、固定ディスクドライブ（ドライブ A ) とフロッピィディスクドライブ1台（ドライブ B ) 
が、使用できます。 




フパ! t(F) オプジ3:><0> 丢示 ( U ) 训 ~(T> 

MT ( H ) 

矗回 B & 




固定ディスクなど、複数の領域に分けて使用できる装置では、それぞれ1つの領域に1つのド 
ライブとして割り当てられます。 






























イル表示ウィンドウには、カレントドライブの内容が表示されています。また、ドライブ選択 
ウィンドウの左上には、カレントドライブ名とディレクトリ名が表示されています。 

2.2.2 カレントドライブを変更する 

カレントドライブは、簡単に変更できます。 

ここでは、ドライブ A からドライブ B に変更してみましよう。ドライブ B がフロッピィディス 
クドライブであれば、あらかじめフロッピィディスクをセットしておきましよう。 


iTitiFt 遊 a； •: u> ザレ m 





①変更したいドライブを選択します。 

■4 7ウスの操作 

ドライブ B のアイコンをクリックします。 


キーポー ドの操作 

@+®キーを 押します。 


' ^ 


狂 UK' 秌 U .TXT X.XXN： XX-XX->M 

Eh KIKPKU 2 .DOC X.XXX 


②カレントドライブが、ドライブ B に変わり 
ました。 


参考 


カレントドライブを変更するショートカットキーは、@+(ドライブ名）です。 


フロッピィ ディスクが入っていない状態で、カレントドライブを フロッピィ ディスクドライ 
ブに変更しようとすると、次のようなメッセージが表示されます。 


? Wi ( F ) オァ为:ィ〇) ツリ -( T > へ) 




B：¥ 

C3A 


亡）國 


「テ鹿かできてい 


::' . 


0 K 


一本1〇蚀 


MT 


せん. 








协把…::.; で 



圇 

S 

m 

固 

S 

77°リ 
フ 

r ィス 

'J7SL 
77° リ 
DOS ： 
製品 

ケ-シ 3 ン 

» 

1 ケ-シヨン <3 

R >、、 

紹介 

D 登錄 




f * 

阳: 


SHlFT + f -9=3 s 

レ r ァ xx: xx 
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この場合は、次のように対応してください。 

• フロッピィディスクの内容を表示したい場合 
，た マゥスの操作 

フロッピィディスクをドライブにセットし、 [1 .このディスクをもう一度読み取ってみる.]をク 
リックし、 [ OK ] をクリックします。 

[^] キーポー ドの操作 

フロッピィディスクをドライブにセットし、 （ DCB キーで [1 .このディスクをもう 一度読み取っ 
てみる.]を 反転表示 させ、@キーを押します。 

參 フロッピィディスクの内容を表示しなくてもよい場合 
マゥスの操作 

[2 .このディスクの読み取りは中止する.]をクリックし、 [0 K ] または[キャンセル]をクリッ 
クします。 

キ-ボ- ドの操作 

@キーを押します。 

また、購入したばかりの フロ ッピィディスクなどをセットすると、次のようなメッセージが 
表示されることがあります。この場合は、[キャンセル]を選択してください。 



( ok ) 「本拠 ") ( 从 y ) 


*\ T 




圇 

7 T リブ-为ン 


會 

圇 

ファイル離 


— 

固 

テ、、ィス# 作 



圇 

システム 定 



圇 

7 T リケ-为ンの登錄 



B 

dos コマン r 



圇 

乳關介 


* 


- SHIR+f^JDh'^ET^tv XX ： XX 


このメッセージが表示された場合は、フロッピィディスクはこのままでは使えません。次の 
「2.2.3フロッピィディスクを初期化する」を参照して初期化してください。 



フロッピィディスクを差し替えたときは、ドライブのアイコンを「ダブルクリック」してく 
ださい。キーボードで操作する場合は、アイコンを反転表示させ®キーを押します。 


2.2.3 フロッピィディスクを初期化する 

購入したばかりのディスクを、お使いのシステム （ MS - DOS ) で使えるようにする作業を、 
「初期化」といいます。初期化の作業は、フロッピィディスクばかりでなく新しく購入した固定 
デイスクなどにも必要です。 
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ディスクの「初期化」は、「フォーマット」とも呼ばれています。このため、初期化に関する 
記述の中に、「フォーマット」という言葉が使われることもありますが、意味は初期化と同じです。 


DOS シェルでは、初期化の作業を[ディスク操作]の中に_してあるため、簡単に実行できます。 


ここでは購入したばかりの 2 HD のフロッピィディスクを、ドライブ B で初期化してみましょ 
う。カレントドライブが、ドライブ A になっていることを確認してから、次のように操作します。 







■ オデ为;丟示 <u> M-r 

_a sib 


e SE i 

卜 CD BIN 

DOS 

I B com® 

y Eb C(>FIG 
! Ei f€CAI 
: 2b F9WE 
:; Eb Fmt^2 
| 2b SETIP 

.COI 

.SYS 

.SYS 

.DOC 

.COC 

.t€F 

XX. XXX XX- ぬ - XX 
XXX XX-»<->0< 
XXX,XXX xx-»<-»< 
x.xxx 

x,>o<x xx-xx-xx 

X.XXX XX->0<-5C< 



m 7T リト为ン 

5^2 EXEAuilla f 
囫 

画 77 •• ルシ 3 ンの gif 

b dosdt ノ r 

圇湯 3 介 


. 族 ? アフ 







@■5 S3B 



①プログラムー覧の[ディスク操作]を才 
ープンします。 


② [2 HD フロッピィディスクの初期化]を 
選択し実行します。 


DOS シェルの [2 HD フロッピィディスクの初期化]では、 1.44 M バイトフロッピィディスク 
に初期化できません。 1.44 M バイトに初期化する場合は、本書の「発展編 5.1 フロッピィデ 
ィスクを使用可能に（初期化）する 一 FORMAT コマンドー」 を参照してください。 


初期化は、ディスクにある内容をすべて消してしまいます。ディスクを初期化するときは、 
間違えて必要なファイルの入ったディスクを初期化してしまわないように、十分注意してくだい。 




ね "! 虫 >( 〇 > 潘乐 < 〇)噠 7MH) 


—1 回 i 

B 



w ： 

ドライブ名を入力してください . 

<x-xx-xx | 

KX-XX->« 1 
KX->«-XX 1 

5 


| 、 .5 メ -9 入力 fe: 1 

XX-XX-W 1 



dMZD c a ‘ブ ) 

KX-XX-XX 1 
KX-XX-XX 1 




4 


MW 1 

■ SESSBSSME :：i： 

B 2DDXH ： %r4 ^ のネ厕 7E 

Q 7D:t • ィテ•ィ z? の ; Jf- 

g 固定テ 、” が j 期化 
b r ィレ外リの作成 

B テ％レジトリの•細薛 





③初期化するドライブ名を入力します。 

ここではドライブ B のフロッピィディスクを初 
期化します。 

，靈 マゥスの操作 

“ B :” と入力し、 [0 K ] をクリックします。 
キーポー ドの操作 

“B : ”と入力し、@キーを押します。 
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④新しいフロッピィディスクをドライブ日に 
入れ、いずれかのキーを押します。 


Format Uersion X.XX 

新しいディス2をドライブ B : に挿入し 
とれかキーを押してくたさい 

目的のディスクは lfB FD です 

フォーマット中です，..残り120トラックです 
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

■H ~I~I~I~I—I~I~I~ !(•';> 


WEM wbu WEBM mMiii mhiwm -im nm 


⑤フロッピィディスクの初期化がはじまり 
ます。 


Format Uersion X.>0< 


目的のディスクは 1 MB FD です 

フォーマツトカ(終了しました 
0 10 20 3 G 40 60 70 80 90 100 

*"■■■■■■■■■■■■■■■■ 

1260304バイト全ディスク容鼉 
1250304バイト樓用可能デイスク容« 

別のディスクをフォーマットしますか < VVN 1 


kb Kn K9 mm msm Dm3 csb ma Eiai m 


⑥別のフロッピィディスクを初期化するか 
どうか決定します。 

別のフロッピィディスクを初期化したい場 
合は“ Y ”（“ y ” でも可）と入力して@キーを 
押します。以降は、④の処理に戻ります。 

ここでは初期化するフロッピィディスクは1 
枚ですから、“ N ”（“ n ” でも可）と入力して® 
キーを押します。 


Format Uersion X •你 

胡しいディスクをドライブ B : に挿入し 
S れか キーを 押してください 

目的のディスクは lfB FD です 
フォーマツトが转了しました 

ノ ；；' :. 1 •パ .パ J J ： 

1250304バイト金ディスク容纛 
1250论4 /S イト i 用可能ディスク容是 

別のディスクをフォーマツトしますか N 
キーをとれか押すと. MS-DOS SheH に戻ります. 

MAM MM ifciM WSM MM 1 咖 1 iTM WBnM 


⑦続いていずれかのキーを押します。 
DOS シヱルの画面に戻ります。 
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2-3 ディレクトリの操作 

ここでは、ディレクトリの概念とディレクトリ•ツリーウィンドウを使ったディレクトリの 
操作について説明します。 

2.3.1 ディレクトリとは 

ディレクトリは、ファイルを効率よく管理するためのもので、書類を整理分類するバインダ 
に似ています。ディレクトリには、そのディスクに保存されているファイルについて、名前や 
大きさ、作成された日時などが記録されています。 


ディレクトリ 



籲 ルートディレクトリとサブディレクトリ 

初期化したばかりのディスクには、「ルートディレクトリ」と呼ばれるひとつのディレクトリ 
が用意されていますが、ファイルがどんどん増えてくると、ひとつのディレクトリですべての 
ファイルを管理するのはむずかしくなってきます。そこで、ルートディレクトリの中に新しい 
ディレクトリをつくり、用途別あるいは種類別にファイルを分類して管理していきます。 

この新しいディレクトリを、サブデイレクトリといいます。 



サブディレクトリは、必要に応じてつくっていきます。 

ディレクトリ名はファイル名と同じ規則でつけますが、一般的に拡張子はつけません。 


基本操作編 
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[¥] (ルートデイレクトリ） 


[ DOS ] [ TEMP ] [ワープロ] [表計算] 



[] は、ディレクトリを示す。 

⑩ 階層ディレクトリ構造 

サブディレクトリは、ルートディレクトリの中だけでなくサブディレクトリの中にもつくれ 
ます。こうして何層にもサブディレクトリがつくられている構造を、階層ディレクトリ構造と 
いいます。 

次の例では、ディレクトリ “ BUNSHO ” の中にもディレクトリ “ MEMO ” の中にも、 
“ TEST . DOC ” というファイルがあります。このようにディレクトリがちがっていれば、ひとつ 
のドライブの中でも同じ名前のファイルをつくれます。 


[¥] (ルートディレクトリ） 


[ BUNSHO ] TEST 


TEST.DOC 


[ NEW ] TEST.DOC 


[] は、ディレクトリを示す。 


また階層化されたディレクトリの関係は、親子の関係にたとえられ、1段上のディレクトリを 
「親ディレクトリ」、1段下のディレクトリを「子ディレクトリ」と呼びます。上の例で、 
“ MEMO ” の親ディレクトリは “ BUNSHO ”、 子ディレクトリは “ NEW ” になります。 

ディレクトリの構造は個人の好みでつくれますが、コマンド用、各アプリケーション用、文 
書ファイル用、-時ファイル（一時的に使用するファイル）用のディレクトリをつくると使い 
やすいでしよう。ひとつのディレクトリには、あまり多くのファイルを入れないようにするこ 
とも大切です。特によく利用するファイルは、ファイル数が多いディレクトリにあると探しに 
くくなります。 

2.3.2 カレントディレクトリを変更する 

ディレクトリ • ツリーウィンドウで 反転表示され ている （現在自分が いる）ディレクトリを、 
「カレントディレクトリ」といいます。ファイル 表示 ウィンドウには、カレントディレクトリの 
内容 （ファイル 名一覧）が表示され ています。 
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カレントディレクトリ 


ft : キ *•» 


COflflAND 

.con 

XX,XXX 

xx-xx-xx 

CONFIG 

.SYS 

:く 

xx-xx-xx 

NECA1 

.SYS 

XXX,XXX 

xx-xx-xx 

README 

.DOC 

x.xxx 

xx-xx-xx 

README2 

.DOC 

x,xxx 

xx-xx-xx 

SETUP 

.DEF 

x,xxx 

xx-xx-xx 




7 WMF ) 才 r ^>10) 莲示切 

1 ヲリ -( T ) MT < H ) 


m アプリケーション 

固フ7ィ讲 
圖 

固 _ 

圍竹-シ3ンの登錄 
B DOS ] マ:4、、 

圇製品紹介 


3ft 


•10=^ - SHiFT + f ，9= CR ントプ0>7*卜 


カレントディレクトリの内容が表示されている 
カレントディレクトリは、簡単に変更できます。 

ここでは、ルートディレクトリからサブデイレクトリ “ DOS ” に変更してみましよう。 

①変更したいディレクトリ名を選択します。 

ディレクトリ•ツリーウインドウの [ DOS ] 
を選択します。 


②カレントディレクトリが変更されます。 

ファイル表示ウィンドウには、ディレクトリ 
“ DOS ” の内容が表示されました。 


■i»a»：i：c«rgn 

.•，丁: ， ...，じバド\ 


m 


頃故 


B ccrm® .cai 

a 00 FIG .SYS 
a fECfll .SYS 
Eb REflinE .Da 
Eb RBWE2 .DOC 
Ej SETUP .DEF 


H 7T ')y-l>3y 

雷 im 

ss 

圇 7T リケ -• カンの登！争 

Q tcsror 
® 製品 J 3 介 



f-t0=vCi - 缃纖 




№1 

0 


ディレクトリ•ツリーウィンドウがァクティブな状態で、ディレクトリ名の頭文字1文字を入 
力しても、カレントディレクトリは変更できます。ルートディレクトリに変更したいときは、 
V ]キーを入力します。 


nBEbEhEbEbEh 



: lslp -»< 

mm 

w-w^www 

Mill 

gm.xf 


lil _ I 

圆 niiBIB 困 




i 

xx.xx.xx.xx.xx.»:xx. 




=_== 

BDDBEbADD 


BINfisl ,- 
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mm 


xxx xx-xx-»< 
m, xxx xx-»<-xx 

X.XXX XX- 你 - »< 

x.xxx xx-xx-xx 
x.xxx xx-xx-xx 




f SHIFT+f • 9= ： R ント ’ ァ CD アト が:ぬ 


. - ' 『 ' 

B 77° リケ-为ン 
圖ファィ II 特作 
固 テ、、ィ又彌乍 
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圖ア 7 •竹-为ンの舊 f 
B DOSIR ント'、 

圇製品紹介 
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2.3.3 ディレクトリを拡張/縮小する 

DOS シヱルでは、サブディレクトリを画面に表示したり表示をやめることもできます。 

サブディレクトリを表示することをディレクトリの「拡張」、表示をやめることをディレクト 
リの「縮小」といいます。 

これには、ディレクトリアイコンをクリックする方法とキー入力する方法、そして[ツリー 
( T )] メニューを使う方法があります。 

•ディ レクトリアイコンをクリックする 

ディレクトリを表すアイコンには、次の3種類があります。 

このディレクトリアイコンをクリックすることにより、ディレクトリの表示を変更できます。 

じ]このディレクトリの中にはサブディレクトリがないことを示しています。これをクリ 
ックしても、表示は変わりません。 

r+~i このディレクトリの中にはサブディレクトリがあり、現在サブディレクトリが画面に 
表示されていないことを示しています。このアイコンをクリックするとサブディレク 
トリが表示され（拡張され）、アイコンの中は「一」の表示に変わります。 

r ~ I このディレクトリの中にはサブディレクトリがあり、現在サブディレクトリが画面に 
表示されていることを示しています。このアイコンをクリックするとサブディレクトリ 
は表示されなくなり（縮小され)、アイコンの中は「+」の表示に変わります。 

• [ツリー （ T )] メニューを利用する 

ディレクトリの拡張/縮小は、[ツリー （ T )] メニューを使って変更することもできます。 
まず、表示を変更したいディレクトリを選択して（カレントディレクトリにして）、[ツリー 
( T )] のプルダウンメニューを表示します。 



11 :^盟 

1 §随隱 I 

琢 EbEbEbEb 
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コマンド 意味 キー操作 

1レベル拡張 選択したディレクトリ内のひとつ下のサブディレクトリを表示します® 0 

ツリーの拡張 選択したディレクトリ内のすべてのサブディレクトリを表示します回0 
全ツリーの拡張カレントドライブ内のすべてのサブディレクトリを表示します ® e+a 
ツリーの縮小 選択したディレクトリ内のサブディレクトリを表示しません ©0 


基 

本 

操 

作 


2.3.4 ディレクトリをつくる 

ディレクトリは、ディレクトリ•ツリーウィンドウを見ながら簡単につくれます。 

ここでは、ルートディレクトリの中に “ TEST ” というサブディレクトリをつくってみましよう。 


' 




i 


竿 各 eiA 

DOS 

^ B corrm) 

i Eb CCTFIG 
! Eb f€CA! 

:; Eb R£ADT€ 

: Eb REAITE2 

1 Sb SETUP 

ccn xx.m xx-xx-xx ^ 

SYS m XX-XX- か _ 

SYS XXX.XXX >0<-XX-XX 1 

DOC x.xxx xx-xx -办 圓 

DOC x.xxx xx-xx-xx 3 

DEF X.XXX 

M 7T リ 7 -为ン ♦ 

® テ、 番 

函シ又テ Z •設定 
國 7TW カンの逛？ 

B D0S3T ノ r 

® 鉛 3 識 1 




①新しくつくるディレクトリの親ディレク 
トリを選択します。 

ここではルートディレクトリ [¥] を選択し 
ます。 



②[ファイル （ F )] メニューを選択します。 



③[ディレクトリの作成 （ E )] を実行しま 
す。 
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2.3.5 デイレクトリ名を変更する 


ディレクトリ名は、いつでも変更できます。ここでは、いまつくったディレクトリ “ TEST ” 
を “ TEMP ” に変えてみましよう。 


P:¥TEST 

msi 回 e 


. 


VST (Ht 



①名前を変更したいディレクトリを選択し 
ます。 

ここでは “ TEST ” を選択します。 




••: JTESm 

r Mt SB 



②[ファイル （ F )] メニューを選択します。 


④ 新しくつくるディレクトリ名を入力しま 
す。 

ここでは “ TEST ” と入力します （“ test ” と入 
力してもかまいません）。 

『丫 マウスの操作 

“ TEST ” と入力し、 [0 K ] をクリックします。 

キ—ボードの操作 

“ TEST ” と入力し、@キーを押します。 

⑤ ディレクトリ “ TEST ” が、ルートディレ 

—巧-⑴必 H ) - クトリの中にできました0 
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_B SB 

CD 團 t 
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③ 


[名前の変更 （ N )] を実行します。 


④ 新しいディレクトリ名を入力します。 

ここでは “ TEMP ” と入力します (“ temp ” と 
入力してもかまいません）。 

マゥスの操作 

“ TEMP ” と入力し、 [0 K ] をクリックします。 

キーボードの操作 

“ TEMP ” と入力し、@キーを押します。 

⑤ ディレクトリ名が “ TEMP ” に変わりまし 
た。 




?-»<1 
-xx-i:^ 

XXXXXXXXSXX 


gsvsSYSsDOCIEF 
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ディレクトリを削除する 


不必要になったディレクトリは、同様の操作で削除できます。 
ここでは、ディレクトリ “ TEMP ” を削除してみましよう。 


①削除したいディレクトリを選択します。 
ここでは “ TEMP ” を選択します。 


②[ファイル （ F )] メニューを選択します。 


/ - 、 

A|.r (H) 

• 

諭 》… 

勝，. 

11 



1 こ © テ ' VUWV には フパ (■がありません. 

.:?’'补》*)の作成屯>... 

終了 (iP GRF««f-4 


. "T ， ...... .二 ..:……...，..:::: 


③[削除 （ D )] を実行します。 


mHHP —— 

jJg/lBB 裘示彻 外 m <h> 

A:rrErp 
困因 B 


CD 

卜 CD BIN 
卜亡 ] DOS 
L-Cj EE 


■ggn^spr^ H 漏綱 - 


⑴を削除しますか？ 


ん . 1 


④ディレクトリ名を確認し、削除する場合 
は [はい] を、削除したくない場合は 
[いいえ]を選択します。 

ここでは[はい]を選択します。 




2.3.6 



^ 18 困困 M | 
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⑤ディレクトリ “ TEMP ” が削除されました。 








A：¥DOS 

@g 固 B 


raF 

tgi 


hWMSS^MZ 


空でな t 矿ィレ外リは削除できません； 

まずこのテ''ィレ外リに含まれるすべてのフ 7 イルとサプ'テ''ィレ外リ 
を削除してください. 


( 閉じる） 




Q 


BACKUP 

BATKEY 


.EXE 

.COM 



ぬ - XX-XX I 

ぬ -XX-XX I 

xx-xx-xx I 
xx-xx-xx I 
|x xx-xx-xx I 

XX,XXX XX-XX-XX I 
XXX 


ディレクトリの中にファイルやサブディレクトリがある場合は、このディレクトリは削除で 
きません。 

このディレクトリを削除しようとすると、次のようなメッセージが表示されます。 


この場合は、削除したいディレクトリの中のファイルやサブディレクトリをすベて削除して 
から、ディレクトリを削除してください。ファイルの削除については、後述の「2.4.6ファイ 
ルを削除する」を参照してください。 



0 


削除したいディレクトリを選択し、@キーを押してもディレクトリを削除できます。 


1 §| 

画团国圇圉 E 一睡 
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ここでは、ファイル表示ウィンドウを使ったファイルの操作について説明します。 

2.4.1 ファイルー覧を表示する 

ファイル表示ウィンドウには、カレントドライブのカレントディレクトリ内のファイルー覧 
が表示されています。 

カレントドライブやカレントディレクトリを変更すると、変更されたディレクトリ内のファ 
イルー覧が表示されます。ファイル表示ウィンドウの上部には、カレントドライブ名とカレン 
トディレクトリ名が表示されています。 


- カレントドライブ、 



2.42フアイルの内容を表示する 


ファイルの内容を画面に表示するときは、[ファイル （ F )] メニューの[ファイル内容の表 
示( V )]を利用します。 

ファイルには、ワープロでつくった文書ファイルのようにアルファべットや漢字などの文字 
データで構成されているテキスト形式のファイルと、プログラムファイルのように2進数データ 
で構成されているバイナリ形式のファイルがあります。 

[ファイル内容の表示（ V )]は、ファイルの形式に合わせて表示します。 

ここでは、ルートディレクトリにあるファイル “ README . DOC ” の内容を表示してみましよう。 

①表示したいファイルを選択します。 

ここでは、 “ README . DOC ” を選択します。 
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XX.XXX xx-xx-xx 
XXX xx-xx-xx 



y.^yy. xx-xx-xx 
x.»o< xx-xx-xx 



②[ファイル （ F )] メニューを選択します。 



一 : ，ふ : r ::fr* 

r フ裏不す 1 には , ROLL l 


③[ファイル内容の表示（ V )]を実行しま 
す。 


④ファイル “ README . DOC ” の内容が表示 
されました。 


，礎勸 i 餛? S ? 有％為ふ蜃1!_ット J を 
D 齩??為益渡％没/放盤以さ ぃ。 

處&盤 m 潔誌 e __ には、メこユ，からに 


参考 ②、③の操作は、@キーを押すと一度に実行できます。 


ファイル内容の表示中は、 © gffldia キーを使って画面をスクロールできます。 

ファイル内容の表示を終了するときは、@キーを押してください。 

また、[表示（ V )] メニューの[表示終了 （ R )] を実行しても終了できます。 

2.4.3 ファイルを コピーす る 

ファイルをコピーする方法は、マウスを使ったドラッグによる方法と、[ファイル （ F )] メ 
ニューの[コピー （ C )] を利用する方法があります。 

ドラッグは、コピー元のファイルをドラッグしてコピー先のディレクトリへ移動する操作で 
す。この方法は、画面を見ながら簡単に操作できます。 

• ドラッグで コピーす る 

この方法でファイルをコピーするときは、[表示( V )] メニューを利用してコピー元とコピ 
一先のディレクトリを2ファイルー覧表示にしておくと、コピーの結果が確認しやすくなり便利 
です。 

ここでは、ドライブ A にあるファイル “ README . DOC ” をドライブ B のルートディレクトリ 
にコピーしてみましよう。フロッピィディスクは、初期化されているものを使用します。 
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①コピーしたいファイルを選択します。 
ここでは、 “ README . DOC ” を選択します。 


② 目的のドライブのディレクトリまでドラ 
ッグレて、マウスの左ボタンを離します0 

ここではドライブ B のアイコンまでドラッグし 
ます。表示されているドライブ B のアイコンで 
あれば、どちらでもかまいません。 

③ 確認のメッセージに応えます。 

マゥスの操作 

[はい]をクリックします。 

キーボードの操作 

@キーを 押します。 

確認された ファ イルをコピーしたくないとき 
は、[いいえ]を選びます。 

④ ファイルがコピーされました。 

ファイル “ README . DOC ” が、ドライブ B の 
ファイル表示ウィンドウに表示されています。 
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この r ル外リにはフ wi •かありません, 



同じドライブの中でコピーするときは、@キーを押しながらドラッグしてください。@キ 
一を押さないでドラッグすると、ファイルの移動になり、元のディレクトリのファイルはなく 
なります。 


• [ファイル （ F )] メニューの[コピー （ C )] を利用する 

この方法は、マウスでもキーボードでも操作できます。 

ここでは、ドライブ A にあるファイル “ README 2. DOC ” をドライブ B のルートディレクトリ 
にコピーして みまし よう。 
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①コピーしたいファイルを選択します。 
ここでは、 “ README 2. DOC ” を選択します。 



②[ファイル （ F )] メニューを選択します。 



③[コピ ー( C )] を実行します。 




④ ファイルの コピー 先を入力します。 
ここでは “ B : ”と入力します。 

■ マウスの操作 

B : と入力し、 [0 K ] をクリックします。 

キーポードの操作 

“B : ”と入力し、@キーを押します。 

⑤ ファイルがコピーされました。 
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I 参考 ②、③の橾作は、■キーを押すと一度に実行できます。 


ひとつのディレクトリの中には、同じ名前のファイルはつくれません。同じ内容のファイル 
を同じディレクトリの中につくりたいときは、ファイル名を変えてコピーしてください。この 
場合、④の操作でファイルのコピー先を入力するときに、新しいファイル名まで含めて入力し 
ます。 

別のドライブやディレクトリでも、ファイル名を変えてコピーできます。 

2.4.4 ファイルを移動する 

ファイルの保存先を変えたいときは、ファイルを移動します。 

ファイルの移動には、ファイルのコピーと同じようにドラッグによる方法と、メニューを利 
用する方法があります。 

• ドラッグで移動する 

移動元のファイルを、移動先のディレクトリにドラッグします。 

別のドライブに移動するときは、@キーを押しながらドラッグしてください。@キーを押 
さないでドラ ッ グすると、 ファ イルのコピーになります。 

ドラッグによるファイルのコピーと移動は、次のような関係になります。 

_ファイルのコピー_ファイルの 移動_ 

同じドライブ内 @キーを押しながらドラッグ ドラッグ 

異なるドライブ間 ドラッグ @キーを押しな 

がらドラッグ 


• [ファイル （ F )] メニューの[移動 （ M )] を利用する 

この方法は、[コピー （ C )] コマンドの代わりに[移動 （ M )] コマンドを選択するだけで、 
他の操作は ファ イルのコピーと同じです。ショートカットキーは 〇 です。 

2.4.5 ファイル名を変更する 

ファイル名は、いつでも自由に変更できます。ここでは、ドライブ B のファイル 
“ README . DOC ” の名前を、 “ COPY . DOC ” に変更してみましよう。 

①ファイル名を変更したいファイルを選択 
します。 


ここでは、 “ README . DOC ” を選択します。 
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②[ファイル （ F )] メニューを選択します。 



③[名前の変更 ( N )] を実行します。 




tg 諧 



|t| H rtUTOE ： £C.BHT 

XXX 

現在の名前： 

READTE.DOC ! の 

!•： 
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新しい名前 

COPV.DOC 1 





_腦 4 
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xx-xx-x 

xx-w-x 


I xx-xx-xx H 

wrrw^Hi 



④新しいファイル名を入力します。 

ここでは “ COPY . DOC ” と入力します。 

mm マウスの操作 

“ COPY . DOC ” と入力し、 [0 K ] をクリックし 
ます。 


\ pm ^ i キーポードの操作 

“ COPY . DOC ” と入力し、 ® キーを押します。 
⑤ファイル名が変更されました。 
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②[ファイル （ F )] メニューを選択します。 


③[削除⑼]を実行します。 



) 示 0J> ザ)—:了 ） MT (H) 

E8 SB 


hS BIN 
^ DOS 

| t | S AUT0E>HC.&*T 

B : 5«XPy.D0C を削除しますか？ 

cda ms 

t 也 SSZMKnSKM 



[TE2 .DOC H X.XXX XX->«-XX 圖 
: . 、.一 H 


④確認のメッセージに応えます。 

匾^マ ゥスの操作 

[はい]をクリックします。 

キーボ—ドの操作 

® キーを 押します。 

確認されたファイルを削除したくないときは、 
[いいえ]または[キャンセル]を選びます。 


2.4.6 ファイルを削除する 

コンピュータを使っていると、いつのまにかファイルは増えていきますが、ディスクの容量 
には限度があります。不必要になったファイルは、なるべく削除しましよう。 

ここでは、ドライブ B のファイル “ COPY . DOC ” を削除してみましよう。 

①削除したいファイルを選択します。 

ここでは、 “ COPY . DOC ” を選択します。 
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⑤ファイルが削除されました。 

フアイル表示ウィンドウから “ COPY . DOC ” 
が消えています。 



「穿—! 

I 参考 ②、③の操作は、@キーを押すと一度に実行できます。 


2.47 ファイルを検索する 

あつかうディレクトリやファイルの数が増えてくると、うろ覚えのファイル名がでてきます。 
DOS シェルでは、正しいファイル名がわからなくても簡単にそのファイルを探すことができ 
ます 

•使う と便利なワイルドカード 

ワイルドカードは、ファイルを指定するときに利用する特殊文字で、「*」と「？」の2種類 
があります。この2つの文字は、他の文字の代わりに使えます。 

* (アスタリスク）■•任意の文字列の代わりになります。 

「*」を使うと次のように指定できます。 

*.DOC 拡張子が “ DOC ” のすベてのファイル 

A . DOC 、 CAR . DOC 、 README . DOC 、 README 2. DOC など 
C*.TXT ファイル名の先頭が“ C ” ではじまり、拡張子が “ TXT ” のすベてのファ 

イル 

C . TXT 、 CAR . TXT 、 CENTER . TXT など 
*.* すべてのファイル 

A . DOC 、 C . TXT 、 CAR . DOC 、 CAR . TXT 、 CENTER . TXT 、 README . DOC など 

?(クエスチョンマーク）：任意の1文字の代わりになります。 

「？」を使うと次のように指定できます。 

? ? ? .EXE 主ファイル名が3文字で拡張子が “ EXE ” のすベてのファイル 
KEY . EXE 、 MEM . EXE 、 SYS . EXE など 

SAMPLE ? .DOC ファイル名の先頭6文字が “ SAMPLE ” で続く1文字が任意、拡張子が 
“ DOC ” のすベてのファイル 
SAMPLE 1. DOC 、 SAMPLE 2. DOC 、 SAMPLEX . DOC など 
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ii 
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③[検索 （ H )] を実行します。 


ファイルの検索 

ここでは、ドライブ A にあって拡張子が “ COM ” のファイルを探してみましよう c 


①検索したいドライブを選択します。 
ドライブ A を選択します。 


'Mg 因 B 


②[ファイル （ F )] メニューを選択します。 
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④検索したいファイル名を入力します。 

ここでは拡張子が “ COM ” のファイルを検索 
します。 

„ マウスの操作 

“*. COM ” と入力し、[了解]をクリックします:， 
|^] キーボードの操作 
* .COM と入力し、@キーを押します。 

このとき、[全ディスクを検索する]の前が [ X ] になっていることを確認してください。 [ X ] 
になっていないと、カレントディレクトリのみを検索します。 

[ X ] にしたいときは、次のように操作します。 

，■マゥス®^ 

[全ディスクを検索する]をクリックします。 

キーポー ドの操作 

CB キーを押した後、スペースキーを押します。 



⑤検索結果が表示されます。 


⑥元の画面に戻るときは、 ㈣ キーを押します。 


@キーを押して元の画面に戻る前に、@キーを押しながらドライブ名（たとえば回）を入 
力すると、指定したドライブで引き続き検索されます。 
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2.4.8 ファイル表示ウィンドウの表示を変える 

ファイル表示ウィンドウには、カレントディレクトリにあるファイルやサブディレクトリが、 
アルファべット順に並んでいます。 

[オプション（0)] メニューの[ファイル表示オプション （ F )] を利用すると、ファイルの 
表示順を変更できます。それぞれの項目をマウスでクリックするか、@キーを押して設定して 
ください。 



[名前]の欄にファイル名を入力すると、指定したファイルだけがファイル表示ウィンドウ 
に表示されます。 

[隠し/システム属性ファイルの表示]をチヱックする([ X ]にする）と、隠しファイルな 
ども表示されます 

[降順]をチェックする（[ X ]にする）と、表示順が逆になります。 

[並べ替え]のぃずれかを指定すると、指定した内容の順番に表示されます。 

2.4.9 ファイルをまとめてあつかう 

ファイルのコピーや削除では、ひとつのファイルだけでなく複数のファイルをまとめて処理 
したいことがあります。 DOS シヱルでは、複数のファイルをまとめて選択して一度に処理でき 
ます。 


i 連続して並んでいるファイルを選択する 

ここでは、ドライブ A のルートディレクトリの “ COMMAND . COM ” “ CONFIG.SYS 
“ NECAI . SYS ” の3つのファイルを選択してみましよう。 



①最初のファイルを選択します。 

ここでは、 “ COMMAND . COM ” を選択します。 
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^ DOS 


a cortxw .ccri xx.xxx xx-xx-xx f 

趣 r ou—ir— issammggs! 

Eb t€CAI .SYS ^ XXX.XXX xx-xx-xx 

Eb REAETE .DOC X.XXX XX-XX-XX | 

迅 REAETE2 .DOC X.»0< XX->0<-XX fc 

Eb SETUP .DGF X.>W XX->0<->0< I 


②次のファイルを選択します。 

ここでは、 “ CONHG . SYS ” を選択します。 

Jgp マウスの操作 

@キーを押しながら、 " CONFIG . SYS ” をクリ 
ックします。 

キーボードの操作 

@)+@キーを押します。ステータスバーに、 
[追加]が表示されます。 

CD キーを2回押して " CONFIG . SYS " を反転表示 
させ、スペースキーを押します。 


②最後のファイルを選択します。 

ここでは、 “ NECAI . SYS ” を選択します。 

マウスの操作 

@キーを押しながら、 ” NECAI . SYS n をクリッ 
クします。 


キーボードの操作 

@キーを押しながら、 CB キーを2回押して 
•’ NECAI . SYS " を反転表示させ、@キーを押し 
ます。 

複数のファイルを選択したら、いままでと同じようにコマンドを実行できます。 

バラバラに並んでいるファイルを選択する 

ここでは、ドライブ A のルートディレクトリにある “ AUTOEXEC . BAT ” と “ CONFIG . SYS ” 
と “ README . DOC ” の3つのファイルを選択してみましょう。 

①最初のファイルを選択します。 

ここでは、 “ AUTOEXEC . BAT ” を選択します。 
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キーボードによる操作では、 ステータス バーに[追加]と表示されているときは、複数のフ 
ァイルを選択するモードになっています。3個め以降のファイルも [0 キーとスペースキーで選 
択できます。 

あつかうすべてのファイルを選択したら、もう一度キーを押してください。ステータ 
スバーから[追加]の表示が消えると、ひとつのファイルを選択するモードになります。 


すべてのファイルを選択する 

カレントディレクトリの中のすべてのファイルを選択するときは、もっと簡単です。 

① ファイル表示ウィンドウをアクティブにします。 

② [ファイル （ F )] メニューの[全ファイルの選択 （ S )] を実行します0 

ちがうディレクトリのファイルを選択する 

通常、ディレクトリを変更すると、変更前のディレクトリで選択されていたファイルは、選 
択が取り消されます。 

複数のディレクトリにわたってファイルを選択したいときは、[オプション（0)] メニュー 
の[複数ディレクトリで選択 （ A )] コマンドを実行します。このコマンドを実行すると、前の 
ディレクトリで選択されていたファイルは、選択を取り消さないかぎり、選択されたままです。 

複数のディレクトリにわたってファイルを選択できる場合は、[複数ディレクトリで選択 （ A )] 
の横に [*] が表示されています。元の状態に戻したいときは、もう一度[複数ディレクトリ 
で選択 （ A )] コマンドを実行します。 

「*」があるときは、複数のデイレクトリにわたって 
ファイルが選択できる。 


フパ Fi gmMMI 去不 （ U) ^'i-(T) 

轉 in 職.. 



♦ l_l 通 : t 

B COI'lllAND . 

Eb CONFIG . 

邑 NECftI 
函 READTE 
四 READTE2 
Eb SETUP 


.COM 

xx，m 

XXX 

xx-xx-xx 

.SYS 

xx-xx-xx 

.SYS 

.DOC 

XXX,XXX 

xx-xx-xx 

x.xxx 

xx-xx-xx 

.DOC 

.DEF 

x.xxx 

x.xxx 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 





③②の操作をくり返して、次々に選択して 
いきます。 

ここでは、 “ README . DOC ” を選択します。 
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O ^ コマンドプロンプトから 

¢3早 MS - DOS を操作する 


MS - DOS を使っていて 「 A :¥>」 とか 「 B :¥>」 という画面を見たことはありませんか？ 
これは「コマンドプロンプト」と呼ばれ、 MS - DOS を操作する基本となっています。市販の 
アプリケーションソフトのマニュアルなどでは、「コマンドライン」とか 「 DOS プロンプト」な 
どと表記されている場合があります。 

ここでは、 MS - DOS を「コマンドプロンプト」から操作する方法について説明します。それ 
では、 MS - DOS の中でもよく使う命令（コマンド）を、コマンドプロンプトから使ってみましょう。 

3.1A : ¥>とカレントドライブ 

DOS シェルを実行中なら終了してみましょう。きっと、次のような表示がされたと思います。 
A : ¥ >■ —力ーソル 

これが「コマンドプロンプト」です。文字列と「>」が表示されていて、四角が点滅してい 
ます。 

左のアルファべット1文字と“ジ’は、現在 MS - DOS が注目しているドライブのドライブ名を 
表しています。このドライブのことを「カレントドライブ 」 （Current Drive ;現在のドライブ） 
と呼びます。“¥”は、本章の「3.3.6カレントディレクトリを変更する」で説明しているカレ 
ントディレクトリを示しています。コマンドを実行する際、特にドライブ名やディレクトリ名 
を指定しないと、カレントドライブのカレントディレクトリに対して作業を行います。 

このようにコマンドプロンプトが表示されているときは 「 MS - DOS がコマンドを実行できる 
状態にある」ことを示しています。 

市販のアプリケーションの マニュアル などで 「コマン ドプロンプトから次のように入力しま 
す。」という表記があった場合は、この状態にしてから命令を入力します。 

3.2 とにかく操作してみよう 

何はともあれ、 MS - DOS をコマンドプロンプトから操作してみます。 

それでは、次のように操作してカレントドライブのファイルー覧を表示させてみましょう。 

① コマンドプロンプトが表示されていることを確認してください。 

② キーボードから © CD ® と入力してください。大文字でも小文字でもかまいませんが、全 
角文字は使えません。 

ミスタイプした場合は、画キーを押してください。カーソルの左側の文字を1文字ずつ消 
せます。 


③スペルを確かめて®キーを押します。 
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④ 


スペルがまちがっている場合は、「コマンドまたはフアイル名が違います.」といラメ、ソセ 
ージが表示されます。②からやり直してくたさい。 

次のような情報が表示されます。 

ディレクトリファィル名ボリュームラベルボリュームシリアル番号 



ファイルサイズディスクの空き容量作成/更新日時 

ぉ 手持ちのコンピュ-夕によっては表示が異なる齢があります。 


カレントド刁ィブのファイルの一覧が表示されました。 - 1も，ブ杰 

ゴ以ぷこプニ お“操作です。 


3.2.1 D 旧コマンドで表示される内容 

脈コマンドは、 MS - DOS の中でもよく使われるコマンドですから、もつ少し詳しく 1 ^こみま 
しよラ。 


せん丨と表示されます。 


5 じ;；^:ぽる番号ですが、変更することはできません。 


^ドライブ（ディレクトリ）のファイル名一覧なのかが表示されています。 

• j ディレクトリ」に保存されてぃるファィル名の-覧です。 

• ファイルサイズ , 

ファイルの大きさが「バイト」単位で表示されています。 

•作成/更新日時 

ファィルを作成した日時が表不されています。 
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• ディスクの空き容量 

そのドライブの空き容量が「バイト」単位で表示されています。 


3.2.2 実行できるファイル 

DIR コマンドで表示したファイル名のうち、拡張子が “ COM ” “ EXE ” “ BAT ” のファイルは、 
コマンドプロンプトから主ファイル名を入力して®キーを押すと実行できます。 

逆に拡張子が “ COM ” “ EXE ” “ BAT ” 以外のファイルは直接実行することはできません。 



拡張子が “ COM ” “ EXE ” “ BAT ” のファイルについては、本編の「2.1.1ファイル名のルー 
ル」を参照してください。 


3.2.3 コマンドの書式の見方 

前述の 3.2 で表示させたファイルの一覧は、カレントドライブのものです。しかし、 DIR コマ 
ンドには、カレントドライブ以外のドライブを表示させたり、ファイル名だけを表示させたり 
といった機能もあります。 

MS - DOS のコマンドのほとんどは、細かい機能を指定できるようになっています。それぞれ 
の指定と動作をまとめたものが「コマンドの書式」です。単に「書式」ともいいます。 

また、ほとんどのコマンド（拡張子が “ COM ” “ EXE ” のファイルと内部コマンド）には、 
簡単な操作方法が表示できる“/?”スイッチが用意されています。たとえば、 CHKDSK コマ 
ンドの説明を表示させる場合は、コマンドプロンプトから “CHKDSK /?”と入力します。 


A：¥>chkdsk /? 

ディスクをチ I ックして，現在の状態を表示します . 
CHKDSK [r^r:l[[rT7]7W)l4i] [^f] IA)) 




レクトリを指定します . 


A) 


T ィスクの全ファフル A ズと名前を表示します . 


パラメータの 指定がなければ，現在の ディスクをチェック します . 

CH<DSK を実行する代わりに， SCANDISK を使ってみてください . SCANDISK の方が , 
より確実に問題を見つけ，修正できる問題の範囲も広くなります . 詳しくは，コマ 
ブロンブトで HELP SCANDISK と入力してくだきい . 


コマンド 


■8M Tiini BKM «!■ kmirf IMM ISaiM MAM 


3.2.4 カレントドライブを変更する 

カレントドライブを変更するには、カレントドライブにしたいドライブ名のアルファベット1 
文字と“：”を入力します。 

たとえば、ドライブ A からドライブ B にカレントドライブを変更する場合は、次のように入力 
します。 


A : ¥>B ：@ 

B : ¥ >■ 

ドライブ B がカレントドライブになりました。ここで “ A : と入力すれば、ドライブ A が 

カレントドライブになります。 
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3 j 3 ファイルの操作 


みなさんは必要な書類をコピーしたり、逆に不用になった書類を捨てたりするでしよう。 
MS-DOS のファイルも、書類と同じ感覚でコピーしたり捨てたり、一覧を見たりといったこと 
ができます。 

ここでは、 MS-DOS のコマンドの中でも特に利用頻度の高い下記の7つのコマンドについて説 
明します。 


コマンド名 機能 


COPY 

DEL 

REN 

MKDIR ( MD ) 
CHDIR ( CD ) 
RMDIR ( RD ) 
DIR 


ファイルをコピーし ます。 

ファイルを削除します。 

ファイル名を変更します。 
ディレクトリを作成します。 

カレントディレクトリを変更します。 
ディレクトリを削除します。 

フアイルの一覧を表示させます。 


また、 MS-DOS 6.2 で新たにサポートされた DELTREE コマンドや MOVE コマンドなど、 MS - 
DOS のコマンドの詳しい使い方は、 HELP コマンドを参照してください。 


3.3.1 ファイルをコピーする 一COPY コマンドー 

ファイルを コピーす る場合には、 COPY コマンドを利用します。 

たとえば、カレントドライブにある “ KIKAKU . TXT ” をドライブ B にコピーする場合、コマ 
ンドプロンプトから “COPY KIKAKU.TXT B : のように入力します。 

次に、ドライブ B にコピーされたか確認するために、 DIR コマンドでドライブ B の内容を確認 
してみましょう。コマンドプロンプトから “DIR B : と入力してください。 


A：¥>copy kikaku.txt b ： 

1個のファイルをコピーしました. 

A:¥>dir b: 


ドライブをのボリュームラベルはありません. 
ボリュームシリアノレ番号は XXXX-XXXX 
ディレクトリは B :¥ 


TXT 
1個 


X.XXX XX - XX-XX XX:XX 

x.m バイトのファイルがあります 
X , XXX , XXX バイトの空きがあります 


■OT — — Hiliil 1811 ■ ilgM 155 圈 UkM 


ファイルがオリジナルかコピーか見分けられるようにしたい場合などは、ファイル名を変更 
してコピーすることもできます。 

“COPY KIKAKU.TXT B : KIKAKU . BAK @” のように、コピー元のファイル名のあとに 
コピー先のファイル名を指定することで、内容はオリジナルのままファイル名を変えてコピー 
できます。 
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テキストフアイルの内容を表示させるには、 TYPE コマンドを利用すると便利です。 
書式 ： TYPE 〈ファイル名〉 


3.3.2 


ワイルドカードを使ったファイルのコピー 


ワイルドカート 


を使ってファイル名を指定することも可能です。 




ワイルドカードについては、本編の「2.4.7ファイルを検索する」を参照してください。 


たとえば、拡張子には関係なく主ファイル名が “ KIKAKU ” というファイルをドライブ B に 
コピーする場合は 、 “COPY KIKAKU . * B :@” と入力します。 


A:¥>copy kikaku.* b: 

KIKAKU.DOC 
KIKAKU.TXT 
KIKAKU.BAK 

3 個のファイルをコピーしました . 
A：¥>dir b ： 

ドライブ B: のボリュームラペルはありません . 
ボリュームシリアノレ番号は XXXX-XXXX 
デイレクトリは B:¥ 


KIKAKU DOC 
KIKAKU TXT 
KIKAKU 


sTi 


X.XXX XX-XX-XX XX 

x.xxx xx-xx-xx XX 

XXX XX-XX-XX XX 


: -XX 

x.xxx バイトのファイルがあります 
X,XXX,XXX バイトの空きがあります 


I mm №91 


\mm 


拡張子が何であろうと、また拡張子がなかろうと、主ファイル名さえ “ KIKAKU ” というフ 
アイルであれば、すべてドライブ B にコピーできます。 



ファイル名の8文字に満たない部分や、拡張子の3文字に満たない部分は「スペースという文 
字で埋められている」と考えると、ワイルドカードの意味がわかりやすくなるかも知れません。 


実際のファイル名 

“ KIKAKU ” “ KIKAKUCIQCCO ，， 

“ FILE .2” “ FILEC 1 IIDQ 2 □□” 

注）□はスペースを表します。 


“COPY *.* B : @1”のようなパラメータを指定すると、ドライブ A のカレントディレク 
トリにあるすベてのファイルがドライブ B にコピーできます。 

?はアルファベット1文字分に相当しますから “ KIKAKU . XOC ” というファイルをすべてコ 
ピーするといったことができます。このようなときは 、 “COPY KIKAKU .70 C B : と入 

力します。 


3.3 ファイルの操作 
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A:¥>copy kikaku.?oc b ： 

KIKAKU.DOC 

i 個のファイルをコピーしました. 
ft：¥>dir b ： 


ドライブ B : のボリュームラベルはありません. 
朮 ’ 0ュームシリアノレ番县は XXXX-XXXX 
ディレクトリは B :¥ 


KIKAKU 

KIKAKU 

DOC 

TXT 

X.XXX XX-XX-XX XX:XX 

X.XXX XX-XX-XX XX:XX 

XXX XX-XX-XX XX:XX 

KIKAKU 

BfiK 

3 個 


X.XXX パイトのファイルがあります 
x.xxx.m バイトの空きがあります 


ft：¥> 




MStU 議 _ MSM «!■ ti'nliM Kf _»■ 153M M 


市販されているアプリケーションソフトゃ〇 S は、著作物として著作権法により保護されてい 
C \ J ? ます。したがって、これらの全部、または各ファイルを著作者に無断でコピーすると法により 
罰せられる恐れがありますので注意してくださしヽ。 


3.3.3 ファイルを削除する 一 DEL コマンドー 

不必要になったファイルを削除する場合は 、 DEL ( Delete の略）コマンドを使います。たとえ 
ば、ドライブ B の “ KIKAKU . BAK ” というファイルを削除する場合は、コマンドプロンプトか 
ら “DEL B : KIKAKU . BAK @ m と入力します。 


B: 李 〉 del b ： kikaku.bak 


ドライブをのボリュームラベルはありません. 
ボリュームシリアノレ番号は XXXX-XXXX 
デイレクトリは B :¥ 


KIKAKU DX 
K1KAKU TXT 
TEF1P DOC 

TEMP BAK 

K1KAKU2 DOC 
KIKAKU2 BAK 
6 個 


X.XXX XX-XX-XX XX:XX 
X.XXX XX-XX-XX XX:XX 
XXX XX-XX-XX XX:XX 
XXX XX-XX-XX XX:XX 
X.XXX XX-XX-XX XX:XX 
X.XXX XX-XX-XX XX:XX 

XX,XXX バイトのファイルがあります 
x . xxx . m バイトの金きがあります 


狄 n“l MM\M mii^u -ad— I 


これで “ KIKAKU . BAK ” が削除できました。 

いったん削除したファイルでも、ある条件下ではファイルを復活することが可能です。削除 
したファイルの復活方法については、本書の「発展編 5.5 削除したファイルを復元する 
一 UNDELETE コマンドー」や HELP コマンドを参照してください。 

_ ワイルドカードを使ったファイルの削除 

DEL コマンドは、削除するファイルを指定する際にワイルドカードを指定できます。 

たとえば、ドライブ B にあって拡張子が“ BAK ” のファイルをすべて削除する場合は、コマ 
ンドプロンプトから “DEL B : と入力します。 
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B：¥>del b: 孝 .bak 


ドライブ B : のボリュームラベルはありません. 
ポリュー厶シリアノレ番号は xm-xxxx 
デイレクトリは B :¥ 


KIKAKU DX 
KIKAKU TXT 
TETP DOC 
KIKAKU2 DOC 
4 個 


x.xxx xx - xx-xx XX 

x.xxx xx - xx-xx XX 

XXX XX-XX-XX XX 

X.XXX XX-XX-XX XX 


x . xxx , 


卜吸烟辦ます 


:バイトの空きがあります 


I WESM WEM I 


_lii _T?M ■:;通 I 



“DEL *.*” を指定した場合に限り「よろしいですか 〈 Y / N 〉 ？」と確認のメッセージ 
が表示されます。なぜなら、そのディレクトリのすべてのファイルを削除することを意味して 
いるからです。本当にすベてのファイルを削除してもいい場合は、 ® キーに続いて@キーを押 
してください。削除を中止する場合は、 ® キーに続いて®キーを押してください。 

このメッセージが表示されたら不用意に®キーを押さないように注意してください。 


3.3.4 ファイル名を変更する 一 REN コマンドー 


REN ( Rename の略）コマンドは、ファイル名を変更するコマンドです。 

ファイル “ KIKAKU . BAK ” を “ KIKAKU . OLD ” に変更する場合は、コマンドプロンプトから 
“REN KIKAKU.BAK KIKAKU . OLD ©” のように入力します。 

同ーディレクトリにある拡張子 “ BAK ” のすベてのファイルの拡張子を “ OLD ” にする場合 
などは、ワイルドカードを用いると便利です。コマンドプロンプトから “REN *.BAK 
*. OLD @” のように入力すると、拡張子 “ BAK ” のすベてのファイルが拡張子 “ OLD ” にな 
ります。 


すでにあるファイル名に変更しようとすると、エラーメッセージが表示されますので、新し 
I 、名前をつけるか、すでにあるファイルを削除するようにしてください。 


3.3.5 ディレクトリをつくる 一 MKDIR ( MD ) コマンドー 

ディレクトリをつくるには 、 MKDIR (Make Directory の略）コマンドを使います。特によく 
使われるコマンドなので、 MD と省略できるようになっています。 


ディレクトリについては、本編の「2.3ディレクトリの操作」を参照してください。 


カレントドライブのカレントディレクトリに “ DOC ” というディレクトリを作成する場合は、 
コマンドプロンプトから “MKDIR DOC @” または “MD DOC @” のように入力します。 

このコマンドでつくったディレクトリを「サブディレクトリ」または、「子ディレクトリ」と 
呼びます。そして、サブディレクトリが属するディレクトリは「親ディレクトリ」と呼びます。 


基本操作編 
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(ルートデズレクトリ） 


DOC 


APL 


親デイレクトリ：¥ (ル-トテ、レ外リ ）I 
サブディレクトリ：なし wp 


親デイレクトリ：なし 
サブデイレクトリ： DOC と APL 


親ディレクトリ：¥ (ル-トテ、、ィレク> リ) 
サブディレクトリ: WP と DATA 


DATA 


親ディレクトリ : APL 親ディレクトリ : APL 

サブディレクトリ：なし サブディレクトリ：なし 


DIR コマンドを使って、サブディレクトリができているか確認してみましょう。 


A:¥>mkdir doc 


ドライブ A: のボリュームラベルは ) 
ボリュームシリア .11/ 番芸は XXXX-XXX) 
ディレクトリは ' 


corriAND con 
DOS <DIR> 

CONFIG SYS 
AUTOEXEC BAT 
NECAI SYS 
README DOC 
READTE2 DOC 


DOC <DtR> 

SETUP DEF 
BIN <DIR> 

10 1 


XX,XXX xx-xx-xx 
xx-xx-xx 
XXX xx-xx-xx 
XXX xx-xx-xx 
XXX,XXX XX 酱 XX 
x.m xx 普ぬ 
x.xxx xx-xx-xx 
xx-w-xx 

X.XXX XX- 欢 -XX 


XX 
XX 
XX 
XX 
XX 
XX 
XX 
XX 
X 

xx-xx-xx XX 


xxx,:«x,x)<x バ彳卜 6 空きがあめ if ~ 


xxx パ y 卜のフアイ . ルがあります 
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「 DOC 」 の右にある r < DIR > J の表示は、 DOC というサブディレクトリがあることを表して 
います。 

デイレクトリを削除する場合は、後述の RMD 1 R コマンドを使います。 



サブデイレクトリの名前を変更したいときは、 RENDIR コマンドを使います。 
書式 ： RENDIR 〈変更前のディレクトリ名〉 〈変更後のディレクトリ名〉 


3.3.6 カレントディレクトリを変更する 一 CHD 旧 ( CD ) コマンドー 

カレントディレクトリを移動するには 、 CHDIR (Change Directory の略）コマンドを使います。 
CD と省略することが可能です。 

では、いまつくった “ DOC ” というサブディレクトリをカレントディレクトリにしてみましょう。 
コマンドプロンプトから 、 “CHDIR DOC ®” または “CD DOC @” のように入力します。 

DIR コマンドを使って、カレントデイレクトリが DOC になっているか確認してみましよう。 
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A:¥>chdir doc 
A ： ¥D0C>dir 

ドライブ A : のボリューム 
ポリュームシリアル番号は 
デイレクトリは A ： ¥D0C 


ラベルは XX>«XX 
XXXX-XXXX 


<DIR> 

<DIR> 


A:¥D0C> 


XX-XX-XX X：XX 
XX-XX-XX X : ぬ 




Kn Km ki eh №9 D^sa niw im mm 


では、元の親ディレクトリ に戻る にはどうしたらよいでしょうか？もう一度 DIR コマンドの内 
容をよく見てください。「. 〈 DIR 〉」 と「•• < DIR > J と表示されています。 

これらは次のような意味を持ちます。 

表示 意味 

. 現在のディレクトリ自身を意味します。 

親ディレクトリを意味します。 

親ディレクトリに戻るには、“ CD と入力します。 

DIR コマンドで、親デイレクトリに戻ったか確かめてみましょう。 


A ： ¥D0C>cd .. 


ドライブ A: のボリュームラベルは； 
ポリュームシリナル番号は XXXX-XXX5 
デイレクトリは 


COMMAND COM 
DOS <DIR> 

CONFIG SYS 
AUTOEXEC BAT 
NECAl SYS 

README DOC 
READHE2 DOC 
DOC <DIR> 

SETUP DEF 

BIN <DIR> 

10 個 


XX,XXX xx-xx-xx 
xx-xx-xx 
XXX xx-xx-xx 
XXX xx-xx-xx 
XXX,XXX xx-xx-xx 
x.xxx xx-xx-xx 
x,m xx-xx-xx 
xx-xx-xx 


xx：xx 

xx：xx 

xx：xx 

xx：xx 

xx：xx 

xx：xx 

xx：xx 

xx：xx 


x.xxx xx - xx-xx x：xx 

XX-XX-XX XX:XX 

m . xxx バイトのファイルがあります 
xxx . m . xxx バイトの空きがあります 


A：¥> 
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ディレクトリを移動するたびに DIR コマンドで確認するのはたいへんです。そこで、ディレ 
クトリ名を指定せずに CHDIR コマンドを実行させると、カレントディレクトリが表示されるよ 
うになっています。 

たとえば、いまルートディレクトリがカレントディレクトリになっていて、 “ DOC ” ディレ 
クトリの “ PROGRAM ” の “ CALC ” の “ DATA ” をカレントディレクトリにするのに、ひとつ 
ひとつ “CD xxx ” と入力しながら移動していたらたいへんです。 
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[¥] (ル-卜 r ィレクトリ) , 

I 


I 

DOC 

I — 


4 


MEMO 


こんなときには、デイレク1 
レクトリを変更できます。 


一気にカレントデイ 


CHDIR DOC ¥ PROGRAM ¥ CALC ¥ DATA ® または 
CD DOC ¥ PROGRAM ¥ CALC ¥ DATA ® 

このディレクトリからルートディレクトリに戻る場合は、次のように入力します。 

CHDIR ¥@ または CD ¥@ 

パス名にだけを指定すると、カレントディレクトリをルートディレクトリに変更でき 
ます。 

3.37ディレクトリを削除する 一 RMD 旧 （ RD ) コマンドー 

ディレクトリを削除する場合は、 RMDIR (Remove Directory の略）コマンドを使います。こ 
のコマンドも RD と省略できます。 

コマンドプロンプトから “RMDIR DOC @” または“ RD DOC @” のように入力して、力 
レントディレクトリにある “ DOC ” というディレクトリを削除してみましょう。 

うまくディレクトリを削除できましたか？ 


fl:^>rmdir doc 

パス广少 


河 ng 餅，.、？イレクトリでないか， 


または空ではありません . 


A：¥> 


二のようなメッセージが表示された場合は、次の点を確認してください。 

(1) ディレクトリの名前のつづりは合っていますか？ 

ディレクトリの名前をよく確認して、再度試してみてください。 

(2) 削除しようとしたディレクトリに、ファイルやサブディレクトリがありませんか？ 
DIR コマンドでファイルやサブデイレクトリがないか確認してください。 


削除しようとしたディレクトリにファイルやサブディレクトリがあると、ディレクトリは削 
除できません。また、カレントディレクトリやルートディレクトリを削除することはできません。 


CD DOC¥PROGRAM¥CALC¥DATA 


CD DOC 


K：D .. 


CD PROGRAM 


{OGRAM 


^3 


CD CALC 


CALC 

I 




WORK 


n 

DAT 

| 



CD DATA 


=i CD ¥ 1= 


トリの名前をで区切って指定すれば、 


B 

D 
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なぜなら、ディレクトリを削除してしまうと、ファイルやサブディレクトリがそのディレクト 
リに存在できなくなってしまうからです。このような： t 易合は、次の手順でディレクトリを削除します。 

① 削除するディレクトリをカレントディレクトリにする。 

CD 〈ディレクトリ名〉 

② 削除するディレクトリにあるファイルをすべて削除する。 

DEL 

③ カレントディレクトリに、さらにサブディレクトリがある場合は①〜②をくり返し、 

サブディレクトリがなくなったら親ディレクトリをカレントディレクトリにする。 

CD ..0 

④ 今までカレントディレクトリだったサブディレクトリを削除し③に戻る。 

RMDIR 〈ディレクトリ名〉@ 

この手順を目的のディレクトリを削除するまでくり返します。 


⑤ディレクトリを削除する。 

RMDIR DOC ® または 


RD DOCfJ ] 


参考 


MS-DOS 6.2 の DELTREE コマンドを使うと、指定したディレクトリに含まれるファイルやサ 
ブディレクトリをすべて削除できます。ただし、このコマンドを使うと、ディレクトリ内のす 
ベてのファイルが削除されてしまいますので、注意して使うようにしてください。 

DELTREE コマンドの使い方は、 HELP コマンドを参照してください。 


3.3.8 ファイルやディレクトリを探す 一 D 旧コマンドー 

先ほどから何度も登場する DIR ( Directory の略）コマンドは、ファイルやディレクトリの一覧 
を表示するコマンドです。 

DIR コマン ドにパラメータを指定することで、カレントドライブ以外のファイルー覧を表示 
できます。さらに、パラメータにワイルドカードを指定すると、ファイル名を特定して表示で 
きます。 

たとえば、拡張子が “ DOC ” のファイルのみを表示することもできるのです。では、 MS - 
DOS を起動したドライブをカレントドライブにしてください。 

コマンドプロンプトから、次のように入力します。 


A：¥>dir ♦.doc 


ドライブ A : のボリュー厶ラベルは； 
ボリュームシリアノレ番号は XXXX - XXX ； 
ディレクトリは 


README DOC 
READJ1E2 DOC 
2 個 


X.XXX XX - XX-XX XX:XX 

x.xxx 

XXX, 


XX XX - XX-XX XX:XX 
xx . xxx バイトのファイルがあります 
:， XXX ， XXX バイト丄〜 一'^ 


(卜の空きがあります 
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表示されているすべてのファイルは、拡張子が “ DOC ” になっています。 


基本操作編 
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第 4 章 DOS シェルの進んだ使い方 


本編の「第1章 DOS シヱル紹介」や「第2章 DOS シヱルでデータを処理する」では、基本 
的な DOS シヱルの使い方を紹介しましたが、この章では、もう一歩進んだ DOS シヱルの使い方 
を紹介します。 

4.1 複数のアプリケーショとの起動 

表計算のアプリケーションとワープロのアプリケーションを同時に起動しておいて、予算を 
見積もりながらグラフをつくる、そして報告書をつくる。このように、いくつかのアプリケー 
ションを切り替えながら使えたら便利ですね。 

DOS シェルは、複数のアプリケーションを起動して、それらを切り替えながら実行できます。 

41.1タスクとは 

コンピュータで実行しているひとつひとつのアプリケーション（プログラム）のことを、夕 
スクといいます。そして、タスクを切り替えることを「タスクスワップ」といいます。 

複数のタスクが起動しているときも、実際に働いているのはひとつのタスクだけです。この夕 
スクのことを、「アクティブ」なタスクといい、一時的に実行を中断している他のタスクのこと 
を「インアクティブ」な（アクティブでない）タスクといいます。 

4.1.2 タスク切り替えを実行するために 

タスク切り替えの機能は、いつでも利用できます。 

タスク切り替え機能を有効に利用するために、次のことに注意しましょう。 

❿ 有効にタスクを切り替えるために 

固定ディスクの空き領域が多いほど、同時により多くのタスクを起動できるようになります。 
また、 CPU の機能が高いほど効果的です。 

RAMDISK ドライバを組み込み、環境変数 TMP ( TEMP ) で指定するドライブを RAM ディス 
クに設定すると、高速にタスクを切り替えることができます。 


• [タスクの切り替え （ E )] を実行する 

タスク切り替え機能を使うためには、[オプション（0)] メニューの[タスクの切り替え ( E )] 
コマンドを実行します。 

このコマン ドを実行すると、起動されて切り替え可能な タスクの 一覧が画面に表示されます。 
また、 [オプション（〇)] メニューの[タスクの 切り替え （ E )] コマンドの 左には アスタリス 
ク （*) が表示されます。 
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「*」 が表示されているとき、タスク切り替え機能が使える 


■漏漏 agfll—i— 


COftlAND 

CONFIG 

.con 

.SYS 

XX,XXX 
XXX 

xx-xx-xx 

NECAI 

.SYS 

XXX,XXX 

xx-xx-xx 

README 

.DOC 

x,xxx 

xx-xx-xx 

READHE2 

.DOC 

x,xxx 

x,xxx 

xx-xx-xx 

SETUP 

.DEF 

xx->«-xx 


フ 

A ：¥ 
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Mu n» i M li 1 1 
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篇鑑苫外リで選 
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f-10=>t ： a- SHIFT+f-9=^rrCD7^- 
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圇 …. 

固 
圇 

固 7 T リヶ-るの登錄 
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圇獅 S 介 
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タスクー覧 

タスク切り替え機能を使わないときは、再度[タスクの切り替え （ E )] コマンドを実行しま 
す。プルダウンメニューの左の「*」が消え、タスクー覧も表示されなくなります。 

• 拡張タスク切り替え機能について 

本バージョンでは、 MS-DOS 6.2 よりも前のバージョンにのみ対応したアプリケーションやか 
な漢字変換ドライバ （ FEP ) も、 DOS シェルから安全に切り替えて利用できます。この機能を、 
「拡張タスク切り替え機能」といいます。 

拡張タスク切り替え機能を利用するためには、次のような条件と準備が必要です。 

•拡張メモリを搭載していること（拡張メモリとは、 1 M バイト以上の範囲にあるメモリの 
ことです） 

• 仮想8086モード用 EMS ドライバ ( EMM 386. EXE ) を組み込むこと 
拡張メモリを、 XMS メモリとして確保し、さらにそれを EMS メモリにします。 

•1 ページ （16 K バイト）以上の EMS メモリが存在すること 

条件を満たすために、 MS - DOS を起動するドライブの CONFIG . SYS には、次のような指定が 
必要です。 


DEVICE=A : ¥DOS¥HIMEM.SYS 

DEVICE=A ： ¥ DOS ¥ EMM386.EXE /P=96 /UMB /T=A : ¥ DOS ¥ EXTDSWAP.SYS 


HIMEM.SYS は、 XMS メモリドライバです。 “ EMM 386. EXE ” は、仮想 8086 モード用 EMS 
ドライバです。それぞれについては、本書の「環境設定編第2章 MS - DOS と周辺装置」を参 
照してください。 
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メニューバーの[ファイル] を選択します。 

プルダウンメニューから[新規 登録] を選択します。 
[プログラムを登録] を選択します。 

[プログラム 名] や[コマンド] などの登録情報を入力します。 


上記の手順でアプリケーションプログラムを DOS シェルに登録す ると、[ビデオモード] が 
[グラフィック] で登録されます。なお、 [ビデオ モード] は④で [詳細設定…]を選択す る 
と表示されます。 



[ビデオモード]が[テキスト]の場合、タスク切り替えの際にグラフィック画面の情報が 
保持されないため、画面が乱れることがあります。 

• 通信の実行中やプリンタで印刷中にタスク切り替えを行わないでください。 

• 同じアプリケーションは複数実行しないでください。 

タスクー覧に表示されている場合は、タスクー覧から選択し再実行してください。 

. ファイルなどの資源を共有するプログラムを複数起動しないでください。 

タスク切り替えを行ったときに、ファイルが壊れる可能性があります。 

• タスクの切り替えの間は、 DOS シェルがアプリケーションの画面描画を常時監視するので、 
アプリケーションによっては実行速度が遅くなる場合があります。 


4.1.3 複数のアプリケーションを起動する 


タスク切り替え機能を利用できるときは、2つの方法でアプリケーションを起動できます。起 
動されたアプリケーションは、タスクー覧に表示されます。 

• アプリケーションをアクティブな状態で起動する 

これは、 DOS シヱルからアプリケーションを起動する通常の方法です。 

• プログラムー覧から実行する 

プログラムー覧から起動する手順は、本書の「基本操作編 L 7 —発起動のプログラムー覧」 
を参照してください。 

•ファイル表示ウィンドウを利用する 

ファイル表示ウィンドウに表示されたアプリケーションファイル名を、ダブルクリックまた 
は反転表示させた後®キーを押して実行します。[関連付け （ A )] の機能を使うと、データ 
ファイルからもアプリケーションを起動できます。 

関連づけについては、後述の「4.2関連づけで簡単起動」を参照してください。 

• [実行 ( R )] コマンドを利用する 

[ファイル （ F )] メニューの[実行 （ R )] を実行し、「コマンドライン」にコマンド名を入力 
します。 

これらの方法でアプリケーションを起動した後、別のアプリケーションを起動するときは、 
アプリケーションを終了しないで、キーを押して DOS シェルに戻ります。 

DOS シェルから、同様に別のアプリケーションを起動できます。 


拡張タスク切り替えで DOS シヱルを使う場合の注意 

次の5点について注意してください。 

•グラフ（グラフィック）画面を使用するアプリケーションを実行する場合は、以下の手順 
で「プログラムー覧]に登録してください。 


①②③④ 
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アプリケーションをインアクティブな状態で起動する 

DOS シェルから起動したアプリケーションをすぐには実行しないで、インアクティブなタス 
クとしてプログラムー覧に加えることもできます。 


mm マウスの操作 


@キーを押しながら、起動したいアプリケーションのファイル名（または関連づけられてい 
るデータファイル名）をダブルクリックします。 


1 キーポー ドの操作 


起動したいアプリケーションのファイル名（または関連づけられているデータファイル名）を 
選択し、キーを押します。 

この方法でアプリケーションを起動すると、起動したアプリケーション名がタスクー覧に追 
加され、引き続き DOS シェルの画面がアクティブになっています。 

4.1.4 アプリケーションを切り替える 

複数のアプリケーションが起動しているときは、状況に応じて自由に切り替えられます。 

DOS シェルのタスクー覧からアプリケーションを選択して切り替える 

DOS シヱルの画面からは、タスクー覧に表示されているアプリケーション名を選んで切り替 
えることができます。 


㈣ マウスの操作 


切り替えたいアプリケーション名を、ダブル 
クリックします。 


キーポー ドの操作 


タスクー覧をアクティブにして、切り替えた 
いアプリケーション名を選択し@キーを押し 
ます。 

アプリケーションのタイトルを選択して切り替える 

アプリケーションの画面からは、他に起動している複数のアプリケーションのタイトルを順 
番に表示して、希望のアプリケーションにダイレクトに切り替えられます。 

①@キーを押しながら、@キーを押します。 

@キーを押したままで®キーを何度も押すとそのたびに、アプリケーションのタイトル 
が順次表示されます。 


GRPH ] キーを押しながら_ 


1TAB1 


回 


[ tab ] 


ワープロ 


表計算 


DOS シこ 



②希望のアプリケーションのタイトルが表示されたら、@キーを押します。 
希望のアプリケーションの画面になります。 
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参 アプリケーシヨンを順番に切り替える 

キーを押すと、起動しているアプリケーションが順番に切り替わります。また、 
キーを押すと、逆の順番で切り替わります。 

この方法は、 DOS シェルの画面が表示されると使えなくなります。 


使用可育 g なタスク_ 

ワープロ 
表言十算 
お絵かき 


I 1 GRPH 1+ | ESC ] キーを t 甲したときの〗犋番 

| SHIFT | + [ GRPH ] + | ESC | キーを押したときの丨倶番 



籲 指定しておいたキー操作で切り替える 

プログラムー覧から実行した一部のアプリケーションは、どんなアプリケーションがアクテ 
ィブな状態からでも、あらかじめ指定しておいたキー操作で切り替えることができます。 

このキー操作を「アプリケーションショートカットキー」といい、 DOS シェルのプログラム 
一覧にアプリケーションとともに登録しておきます。 

アプリケーションを新規登録する際にアプリケーションショートカットキーを指定するには、 
[ファイル （ F )]- [新規登録 （ N )]- [プログラム登録]を選択して表示される[プログラムの 
追加]ダイアログボックスで、[アプリケーションショートカットキー]の欄にキー入力します。 
すでに登録されているアプリケーションにショートカットキーを指定または変更するには、プ 
ログラムー覧からアプリケーション名を選択してから[ファイル （ F )]- [登録情報 （ P )] で表 
示される[プログラムの登録情報]ダイアログボックスで、アプリケーションショートカット 
キーを入力します。 


■imm—— 

■が治:;(〇)妄元 ( u ) 噃 r ( H ) 
A：¥ 

回 B K 



たとえば、[アプリケーションショートカットキー]の欄にを指定しておくと、切り 
替えキー（@+®キー）を押すことでこのアプリケーションに切り替えられます。 

登録の際の切り替えキーの大文字と小文字や@キーの状態は、切り替え時に区別されますが、 
画面上では常に大文字の英数字となります。 

また、同じキー操作が別のアプリケーションのショートカットキーとして割り当てられてい 
た場合（たとえばは DOS シェルの[ファイル （ F )] メニューを選択するショートカット 
キー）は、元の機能は働かなくなります。 

同じアプリケーションショートカットキーを割り当てたアプリケーションを複数起動してい 
た場合は、最後に実行されたアプリケーションが選択されます。 


_ DOS シェルに戻る 

どんなアプリケーションからでも、キーを押すと DOS シェルの画面に戻ります。 
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それでは、実際に関連づけをされたファイルを実行してみましょう。ここでは、例として 
“ README . DOC ” ファイルを実行します。 

①関連づけされたファイルを実行します。 


匮 1 マウスの操作 

まず、ファイル表示ウインドウのタイトルが 
[A : ¥*.*] となっていることを確認します。 
次に、ファイルー覧で関連づけをされたファ 
イル（ここでは “ README . DOC ”） をダブル 
クリックしてください。 

[| w |] キーボードの操作 

@キーを何回か押してファイル表示ウィンド 
ウを反転表示させます。このとき、ファイル 
表示ウィンドウのタイトルが [A : ¥ *.*] と 
なっていることを確認してください。次に、 
キーを使って関連づけをされたファイル 
(ここでは “ README . DOC ”） を反転表示させ、 
® キーを押してください。 


4.1.5 アプリケーションを終了する 


タスクー覧に表示されている（起動している）アプリケーションは、 DOS シヱルから終了す 
ることはできません。 

いったんアプリケーションをアクティブにして、アプリケーションによって決まっている正 
しい方法で終了してください。 

また、 DOS シヱルを終了するときは、起動してあるアプリケーションをすべて終了させてく 
ださい。 


参考 


DOS シェルからタスクー覧内のアプリケーションを選択して、[ファイル （ F )] メニューの 
[削除 （ D )] コマンドを実行するか®キーを押すと、強制的に終了させることもできます。た 
だし、その後の DOS シェルの動作が不安定になることがあります。アプリケーションが暴走す 
るなどして決められた方法で終了できなくなった場合以外は、この方法は実行しないでくださ 


4.2 関連づけで簡単起動 


DOS シヱルには、特定の拡張子を持つファイルとアプリケーションとを関連づける機能があ 
ります。これは、あるファイルをいつも決まったアプリケーションでオープンしたいときに利 
用すると便利です。 

たとえば、拡張子 “ DOC ” のファイルは、いつも 「 SEDIT 」 というエディタで実行するよう 
に関連づけをされています。ですから、 DOS シェルの「ファイル表示ウィンドウ」で拡張子 
“ DOC ” のファイルをダブルクリックするだけで、 SEDIT が起動すると同時にそのファイルが才 
ープンします。 


№1 

〇 


拡張子については本編の「2.1.1ファイル名のルール」を、 SEDU については本編の「第5章ス 
クリーンエディタ」を参照してください。 
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2 Fi 巧 キーポードの操作 

まず、@キーを何回か押してファイル表示ウ 
ィンドウを反転表示させます。次に、 mm キ 
一を使って、関連づけをしたいファイル（こ 
こでは “ README . DOC ”） を反転表示させて 
ください。 

②[ファイル]メニューの[関連付け]を 
選択します。 

mm マウスの操作 

まず[ファイル]メニューをクリックし、そ 
の中の[関連付け]をクリックしてください。 

へ , か1 i キ_ボードの操作 

@キーを押してから@キーを押すと、[ファイ 
ル]メニューがオープンします。この状態で、 
mm キーを使って[関連付け]を反転表示さ 
せ、@キーを押してください。 


函因 B 



③関連づけをしたいアプリケーションを指 
定します。 

この場合は [ SEDIT ] と表示されていますね。 
これは、拡張子 “ DOC ” のファイルが 「 SEDIT 」 
と関連づけられていることを示しています。 

この欄は、すでに関連づけられたアプリケー 
ションがないと、空白になっています。関連 
づけをしたいアプリケーションの実行コマン 
ドを入力してください。 



ここで起動した SEDIT の編集画面で何もせずに終了するには、まず®キーを押します。メニ 
ューが表示されますから、 m キーで[文書を保存せずエディタを終了]を反転させて@)キーを 


押してください。 


続いて、関連づけの設定方法を説明します。 

例としてアプリケーション 「 SEDIT 」 とファイル “ README . DOC ” の関連づけを見てみます。 
実際にファイルとアプリケーションの関連づけをするときも、同じように操作してください。 


K(T> « 



①関連づけしたいファイル (“ README . DOC ”) 
を選択します。 


wm マウスの操作 


ファイル表示ウィンドウのファイルー覧で、 
関連づけをしたいファイル（ここでは 
“ README . DOC ”） をクリックして反転表示さ 
せてください。 


xxxxx>:x>:g 

籠 11111 
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第 5 章 スクリーンエディタ 




この章では、 MS - DOS に添付のスクリーンエディタ rSEDITj の操作方法について解説しま 
す。 MS - DOS には 「 EDLIN 」 というエディタも添付されています。 EDLIN が行単位で編集する 
「ラインエディタ」であるのに対して、 SEDIT はカーソルキーやファンクションキーなどを利用 
して、画面上で文字を見ながらファイルを編集することができる「スクリーンエディタ」です。 


5.1 スクリー:ィタの起動 

スクリーンエディタの起動方法には、起動時に編集するファイルを指定する方法と、指定し 
ない方法があります。 SKDIT ではどちらを選択してもかまいません。 


5 . 1.1 ファイル名を指定して起動する 

SEDIT の起動時に編集するファイル名を指定します。コマンドプロンプトが表示されている 
状態で、 


SEDIT くファイル名>@ 


のように、 SEDIT コマンドに続けてファイル名を入力します。ファイル名にはこれから編集す 
るファイル、または新しく作成するファイルの名前を入れます。必要に応じてドライブ名やパ 
ス名も含めて指定します。ファイル名にはワイルドカードを含んだ指定もできます。なお、コ 
マンドとファイル名の間にはスペースが必要です。 

すでにファイルがある場合は、ファイルが読み込まれ編集画面になります。新規にファイル 
を作成する場合は、編集画面の右上に「新しいファイルです」と表示され、編集画面になります。 



ドライブ名とワイルドカードについては、本編の「第3章コマンドプロンプトから MS-DOS 
を操作する」を、パス名については「環境設定編第1章使いやすい環境をつくろう」を参照 
してください。 


5 . 1.2 ファイル名を指定せずに起動する 

ファイル名を指定しな t ゝで起動するときには、コマンドプロンプトが表示されている状態で、 

SEDIT® 

と入力します。すると「ファイル選択ウインドウ」が表示されますから、カーソルキーを使っ 
て編集するファイルを選択します。 


5.1 スクリーンエディタの起動 
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5 . 1.3 


ファイル選択ウィンドウ 

画面の各部分の名称と役割は次のようになっています。 


くカレントデイレクトリとパス〉 

どのドライブのどのデイレクトリのファイルー覧が 
表示されているのかを示します。 


<ファイル名入力行> 

ファイル名やディレクトリ名を直接指定したり、 
ドライブを変更するときに使います。新しいフ 
アイルを作成するときには、そのファイル名を 
ここに入力します。 


SED1TI3 フンド 


-- ix>pyr ight (C) rEGrtSOh i/S.W. <vws - 

pH 通 ^^ ar ■織 11111 

- frei.TXT I 

BIN¥ D0S¥ AUTOEXEC.BAT COftlAND.COM CONFIG.SYS 

I1EH.TXT hCCAI.SYS READHE.DOC READf€2.D0C SETUP. DEF 


AUTOEXEC.BAT 

REftDHE.DX 


C0MNAND.C0H CONFIG.SYS 
F€ADf1E2.D0C SETUP. DEF 


waa 麵 面 —- 


くファンクションキー表示 > 

ファンクションキーの内容が表示されています。 
対応するファンクションキーを押すと、ファンク 
ションキーの内容が反映できます。 


<並び順> 

「コード昇順」と表示されている場合は主ファイル 
名で、「拡張子昇順」と表示されている場合は拡張 
子でファイルー覧が表示されていることを示して 
います。 


くファイルー覧> 

カレントディレクトリにあるファイルの一覧です。ワイルドカードを指定したときには、 
条件に当てはまるファイルだけが表示されます。ファイル名は、主ファイル名または拡 
張子で ABC 順に表示されます。@キーを押すと、どちらで並び替えるかを切り替えられ 
ます。 


この 画面は ファイル 名に ワイルド カードを指定したときにも表示されます。また、@ キーの 
[読込]を選択したときにも表示されます。 CHII 00 キーで反転表示を動かして、編集した 
い ファイル や移動したいディレクトリ名に合わせて@ キーを 押します。なお、ディレクトリ名 
には末尾に“¥”がついています。 

選択したファイル名やディレクトリ名はファイル名入力行に転記されますから、確認して〇 
キーを押します。ファイル名を選択した場合は、ファイルが読み込まれ編集画面になります。 
ディレクトリ名を選択した場合は、そのディレクトリの一覧が表示されますので、同じように 
してファイルを選択します。 


、w 


拡張子が “ BAK ” のファイル、ファイルサイズが 128 K バイトを越えるファイルは編集できま 
せん。 
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5_2_2 ァイ)レを編集する 

ファイルの編集作業は「編集画面」で行います。ここでは編集画面の各部の名称と役割、基 
本機能を解説します。 

5.2.1 入力できる文字と記号 

入力できる文字の種類は、1バイト系半角文字、2バイト系全角文字、コントロールコード、 
タブ文字です。ただし、1バイト系半角文字のセミグラフィックキャラクタは入力できません。 

かな漢字変換を行っているときには、かな漢字変換プログラムがファンクションキーや、場 
合によっては®區キーなどのキーも使用しますから、エディタの機能を呼び出せないこと 
があります。このような場合には、いったん日本語入カモードから抜けてください。 


2バイト系半角文字を含むファイルを編集する こと も可能です。ただし、このエディタでは単 
なる2バイト文字として表示するため、画面には 「AABB」 といったように半角2文字のように 
見えます。ファイルには正しく 2バイト系半角文字として保存されるので、 MS-DOS の TYPE コ 
マンドなどで内容を表示させれば、2バイト系半角文字として読むことが可能です。 

2バイト系半角文字については、本書の「付録 C 用語集」を参照してください。 


5.2.2 編集画面の構成 


編集中のファイル名 掉人/上晉モード 

カーソル行 カーソル析 HELP 


メニューウインドウ 


ファンクションキー 


日本語フロントエンドプロセッサ領域 

〈編集中のファイル名〉 

いま 編集して いるファイルのドライブ 名、 パス 名、 ファイル 名が表示され ています。 


MS-DOS の APPEND コマンドでデータファイル検索パスが設定されているときに、ファイル 
名を指定してエディタを起動すると、データファイル検索パス内のファイルが読み込まれるこ 
とがあります。しかし、このときにもカレントディレクトリ内のファイルのように表示されま 
す。これは、 MS-DOS ではデータファイル検索パスを経由して見つけたファイルを操作してい 
るのか、あるいはカレントディレクトリのファイルを操作しているのかを、プログラムが区別 
できないしくみになっているからです。 



編集領域 

疑似改行マーク 

改行マーク- 
EOF マーク/ 


_____30 SSSSi 

… - D 0$ のブ□グラムは、フロッピイデイスクや固 f デ，スクなどの^ life からメモリ 
に読み込まれ、寒行されます。 MS-DOS ではコンピュータに塔載されているメモリは、3つ 
の Ip 分に分けて誓5塗されます。囡に示すように、コンベン t ヨナルメモリ（.メインメモリ 
と呼ばれるこぐもあります）ぶいって主としてアプリ.ケーシヨンソ 7. 一…— 


それに EHB 




フ¥リ1です。 


通? dib 镏だ赖鹄 3 ぅ1ら趨 

- メ モリ 空 間どなつ て いますが、ここに は CCCimND . C 0 N や FEP (かな漢李变換のためのブログ 


- メ モリ 空 間どなつ r いますか、ここに は CCertAND . C 0 N や FEP 丄力 

爾漏懸_零4の】 


種 g 


バイスドライバや FEP 、 さらに TSR なども同時に読み込まれているため、コンべンジョチル 
メモリが不足して実行できないことがあります。各 
この場会には、不氧なデバイスドライバを削除するか、 UT 1 B を利用して実行させるよう 
にします tUMB とは、二!:位メモリ領域のうち、システムが使わない部分のことです。それ 
ほど大きらメモリ空間ではありませんが、テバイスドライバや TSR のために使うことがで 
きます。 NemHaker は UHB を利用して、コンベンショナルメモリを最大限に利角するための 
よ リ T 7 マ . 抒 ^ 备 
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〈カーソル行〉 

ファイルの中の何行目にカーソルが位置しているのかを「論理行」で表示されます。 

1^1 たとえば先頭から100文字目に最初の改行マークがあるとします。これは「論理的」には1行 

^_ J ですが、画面では2行にわたって表示されます。つまりファイルの先頭または改行マークから改 

行マークまでを「論理行」、画面で表示されているそれぞれの行を「物理行」といいます。 


〈力ーソル桁〉 

カーソル位置の桁数が表示されます。これもカーソル行と同じように「論理桁」で表示され 
ます。 


〈挿入/上書モード〉 

® キーを押すたびに「挿入」と「上書」が切り替わります。挿入モードでは入力した文字が 
カーソルの左側に挿入されます。上書モードではカーソル位置の文字が入力した文字によって 
書き換えられます。 

( HELP ) 

@キーを押すと簡単な説明が表示されることを表しています。 

〈改行マーク〉 

改行を表すマークです。 

〈疑似改行マーク〉 

1論理行に約1000文字を入力するとこのマークが表示され、マークの右側に文字を入力したり 
カーソルを移動することができません。これは 、 SEDIT コマンドが便宜的に自動挿入するもの 
で、ファイルを保存するときに自動的に削除されます。したがって、疑似改行マークで見かけ 
上分割している行でも、ファイルに保存した場合には、改行マークまでが1論理行となります。 

〈 EOF マーク〉 

ファイルの終わり (End Of File ) を示すマークです。このマークより右側や下にカーソルを 
移動することはできません。 

〈編集領域〉 

ファイルの内容を表示したり編集するための領域です。この画面に入りきらない部分は、 
11111キーや®)®キーを押すことで「スクロール」して表示させることができます。スクロー 
ルについては、後述の「5.3.2スクロール」を参照してください。 

〈ファンクションキー〉 

ファンクションキーに割り当てられている機能が表示されます。 

〈日本語フロントエンドプロセッサ領域〉 

日本語フロントエンドプロセッサのガイドライン用に割り当てられている行です。 

〈メニューウイン ドウ〉 

ファンクションキーでエディタの機能を選択したときに表示されるメニューです。反転表示 
を mm キーで動かして機能を選択し、®キーを押すとその機能が実行されます。 
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5.3 スクリーンエディタの編集操作 


ここでは、スクリーンエディタの編集操作のうち、もっとも大切な文字の挿入や削除、カー 
ソルの移動について解説します。 


5.3.1 編集中のキー操作一覧 

基本的なキー操作は次の通りです。 

カーソルを移動する . CDUJ 00 キーを押す。 

行頭に カーソルを 移動 . @+0キーを 押す。 

行末に カーソルを 移動 . @+0キーを 押す。 

改行する . 13キーを押す。 

空白文字を入力する . スペースキーを押す。 

桁下げを行う . @キーを押す。 

カーソルの 直前の文字を削除する キーを 押す。 

カーソル 位置の文字を削除する • •©キーを 押す。 

1(物理）行まるごと削除する.•削除したい行に カーソルを 合わせて、 キーを 押す。 
キーで削除した行を 

カーソルの ある行に復活する..キーを押す。 


カー ソル位置から次の改行 マーク 

までの文字列を削除する . @+®キーを押す。 

エスケープシーケンスなどの制御 

コードを入力する . キーを押し、@+[目的の制御コードのキー]または、 

制御コードの16進数2桁を入力する。 

簡単な説明を表示させる . @キーを押す。 


編集中に「編集可能限界を越えそうなので実行できません」という警告が出ることがあります。 
^ この警告が出たときには、 EI キーを押して[ファイルのセーブと編集終了]を選択してください。 

また、画面最上位行のガイドラインが黄色のアンダーラインで表示されている場合は、編集バッ 
ファに空きがなくなり、文字や文字列の挿入機能やファイルのセーブなどが実行できなくなります。 
この場合01 D キーを押してカーソルを移動させ、ガイドラインが青色の反転表示になったこと 
を確認して、[ファイルのセーブと編集終了]を選択してくださし、。 


5.3.2 スクロール 

「スクロール」は、一画面におさまらない文書の続きを表示させる機能です。スクロールの 
種類と操作方法は次の通りです。 


キー操作 

スクロールの 種類 

CE/CB 

m / rn 連続 

^ i + m/nn 

@+ CD/CD 連続 
®/_ 

®/® 連続 

力ーソル移動 

連続カーソル移動 

2 行スクロール（カーソル行固定） 

連続 2 行スクロール（カーソル行固定） 

11 行クイックスクロール（力ーソル行固定） 

連続 11 行クイックスクロール（力ーソル行固定） 


※「連続」は、そのキーを押し続けることを表します 


5.3 スクリーンエディタの編集操作 
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5.4 フアンクシヨンキーの編集機能 


メニュー項目 

機能 

ファイルを保存し終了する 

@キーを押し[ファイルのセーブと編集終了]を選ぶ。 

ファイルを保存し編集を続ける 

キーを押し[ファイルのセーブと編集継続]を選ぶ。 

保存せずに終了する 

@キーを押し[ファイルをセーブせず編集終了]を選ぶ。 

ファイル名を変更する 

@キーを押し[ファイル名（パス名）の変更]を選ぶ。 

カットバッファの内容を保存する 

@キーを押し[カットバッファをファイルに書き出す]を選ぶ。 

カットバッファの内容を印刷 
する 

@キーを押して[カットバッファをプリンタに出力する] 

を選ぶ。 

ファイルを挿入する 

1. 挿入した t 、位置に カーソルを移動し@キーを押す。 

2. ファイル選択ウィンドウで挿入するファイルを選ぶ。 

文字列を検索する 

1. @キーを押し[文字列の検索（先頭から1方向)]を選ぶ。 

2. 検索する文字列を入力する。 

次々に文字列を検索する 

@キーを押すと®キーで検索した文字列を次々に検索する。 

ファイルの先頭にジャンプする 

画キーを押し[ファイルの先頭行へジャンプ]を選ぶ。 

指定行にジャンプする 

1. :卜①キーを押し[指定する行番号へジャンプ]を選ぶ。 

2. ジャンプしたい行を論理行で入力する。 

ファイルの末尾にジャンプする 

@キーを押し[ファイルの最終行にジャンプ]を選ぶ。 

文字列を置換する 

1 . @ キーを押し、置換する前の文字列を入力する。 

2. 置換後の文字列を入力する。 

3. 確認しながら置換するか、一括して置換するかを選ぶ。 

4. 確認しながらの場合は、 

[置換] ( EI キー）/ [次へ](スペースキー）を選ぶ。 

選択した範囲をカットバッファ 
に移動または複写する 

1. 指定する行または文字列の先頭にカーソルを移動し、行単位の場合は 
@キーを、文字列単位の場合はまたはキーを押す= 

2. CD CD 00キーで範囲を反転表示させる。 

3. @キー（切り取り）か@キー（複写）を押す。 

カットバッファの内容を 
貼り付ける 

貼り付けたい行または文字列の先頭にカーソルを移動し、@キーを押す。 

選んだ機能を中止する 

@キーを押す。 
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第 6 章 コマン ドの説明はヘルプで 


この章では、 MS - DOS に添付されているオンラインヘルプ （ HELP コマンド）の使い方につい 
て説明します。 

MS - DOS のコマンドやデバイスドライバの詳しい使い方や機能を知りたいといったときなど 
は、オンラインヘルプを使えばすばやく参照できます。オンラインヘルプでは、目次から目的 
のコマンドの書式や解説などを選んで表示させたり、目的のコマンドの書式を直接表示させた 
りできます。 


6.1 ヘルプの起動と終了 


ここでは、ヘルプの起動方法と終了方法について説明します。 


6.1.1 ヘルプの起動 

ヘルプの起動方法には、目次を表示させる方法と、コマンドの書式を直接表示させる方法が 
あります。 

HELP コマンドを使うには、マウスを利用すると便利です。マウスを使うには、マウスドライ 
Sj I ] バを MS - DOS に組み込む必要があります。コマンドプロンプトから “ MOUSE ®” と入力すると、 
マウスが使えるようになります。 


• 目次を表示させる 

コマンドの目次を表示させる手順は、次の通りです。 

① コマンドプロンプトから “ HELP @” と入力します。 

② ヘルプが起動されて、次のような画面が表示されます。 
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メニューバー 


目次項目 




は. [ MT ] メニューから[ヘルフ。の使い方]コマンドを選ぶか.一を稗しマ 


スクロールバーを 使う 

-‘ 丄について - 

__ ,，一 . ■へ.... .- _ てくださ 

ぃ. NS-DOS Help を終了するには. [ GRPH 3. IF ], [X] キーの順に押します. 

1S-D0S 6. 2 で強化された機能〉 


く MS-DOS の起!力について〉 

〈Windows 3.1 用ユ-ティリティ〉 

く rm、、 ライ iv、 一覧〉 

〈COf'FIG.SYS の: ]7>r> 

<テ、、 far ライ】丫'—覧> 

or ‘好 : mi 用コぎ > 

<Adddrv> 

<Fcbs> 

く Pause〉 

< Append > 

<Files> 

く Print〉 

<Attrib> 

<Find> 

く Prompt〉 

<Break> 

<For> 

<Rem> 

〈Buffers〉 

く Format〉 

く Rename〉 

く Call〉 

<Goto> 

く Restore〉 

<Cd> 

く Label〉 

<Rmdir> 

<Chdir> 

く Lastdrive> 

〈ScanDisk〉 

く Chkdsk〉 

<Loadhigh> 

<Set> 

〈Choice〉 

<Hd> 

く Share〉 

--C15 

<Hem> 

く Shell〉 


\ \ 


m 


スクロール ハー 


ジャンプ 


目次ボタン次の項目ボタン戻るボタ: 


ステータスバー 


実際の内容とは異なる場合があります。 

〈メ ニューバー〉 

ヘルプで実行できる機能が表示されています。それぞれのメニューを選ぶと、プルダウンメ 
ニューが表示されます。 


〈スクロールバー〉 

隠れて いる 画面を表示するとき に 使 t ゝ ます。 マウスカーソルをスクロールバーに 合わせて ク 
リックす ると、画面を スクロールさせる ことができます。また、 スクロールバーに ある上下の 
矢印を クリック すると、画面を1行ず つスクロールさせる ことができます。 


〈目次項目〉 

ヘルプで参照できる山形カツコ （<>) で囲まれた項目の一覧です。@キーやマウスを使う 
と、項目を移動できます。 


〈ジャンプ〉 

山形 カッコ （< >) で囲まれた項目です。ヘルプ内のトピックを移動するときに使います。 


〈ステータスバー〉 

参照している画面で、キーボードを使って利用できる機能が表示されています。 

〈目次ボタン〉 

ヘルプの目次を表示するためのボタンです。目次を表示するには、 〈GRPH+C= 目次〉ボタン 
をクリックするか、@+〇キーを押します。 

〈次の項目ボタン〉 

参照しているヘルプに関連するコマンドの説明を表示するためのボタンです。関連する次の 
コマンドの説明を表示するには、 <GRPH+N= 次の項目〉ボタンをクリックするか、@+〇キー 
を押します。 


〈戻るボタン〉 

直前に参照していたコマンドの説明を表示するためのボタンです。直前のコマンドの説明に 
戻すには、 <GRPH+B = 戻る〉ボタンをクリックするか、キーを押します。@キーを押し 
ても同じです。 
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目的のコマンドを直接表示させる 

目次画面を表示せずに直接コマンドの説明を参照できるので、あらかじめ参照したいコマン 
ド名がわかっているときなどは、この機能を使うと便利です。コマンドのヘルプを直接表示さ 
せる手順は、次の通りです。ここでは、 “ COPY ” コマンドを使って説明します。 


① 

② 


コマンドプロンプトから “HELP COPY ®” と入力します。 
“ COPY ” コマンドのヘルプが画面に表示されます。 

解説ボタン 入力例ボタン 




:解説〉<入力例> 


1つまたは複数のファイルを，別の場所にコピーします.また，このコマンドを使って 
複数のファイルを結合することができます.複数のファイルがコピーされる場合には 
ファイルがコピーされるごとにそのファイル名が表示されます. 


[ 々レ -Y] レ A:/B] く送り側〉 [/A ： /B] [+ く送り側〉レ A:/B] [+...]】 
£<受け伽> [/ A レ B ]] レ⑴ 


パラメータ 


^ : ft 一したいファイル （ 1つまたは複较)の 場所とファイル名を指^します. 

<送り側〉は，ドライブ令にコロン(:）がついたもの，ディレクトリ、.ファイル 
多，あるいは，これら f 組み合わせて指定します.複数のファイルを指定する場 
备はよワイルドカートこいと ?) を使吊できます. 

通 nniM 湖?老 ^^^^^^^ 


実際の内容とは異なる場合があります。 

〈解説ボタン〉 

コマンドの解説を表示するためのボタンです。解説を表示するには〈解説〉ボタンをクリッ 
クするか、〈解説〉ボタンにカーソルを合わせて⑷キーを押します。 

〈入力例ボタン〉 

コマンドの入力例を表示するためのボタンです。入力例を表示するにはく入力例〉ボタンを 
クリ ック するか、〈入力例〉ボタンにカーソルを合わせて@キーを押します。 

6.1.2 ヘルプの終了 

ヘルプの終了方法は、次の通りです。 

マゥスの操作 

メニューバーの[ファイル]をクリックしてプルダウンメニューを表示させ、[終了]をクリッ 
クします。 


キーボードの操作 

@+ fFl キーを押してから®キーを押します。 


基本操作編 
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6.2 

6 . 2.1 



6 . 2.2 


目的のコ マン を探す 

ここでは、目次やキーワードを使って目的のコマンドを探す方法や、オンラインヘルプの持 
つヒストリ機能などについて説明します。 

コマンド名から探す 

目次から参照したいコマンド名を探す手順は、次の通りです。 


① ヘルプを起動します。すでに起動されているときは、目次を表示させます。 

② 参照したい項目（ジャンプ）を選びます。画面をスクロールさせれば、画面の隠れている 
ところを表示できます。 

mm マゥスの操作 

マウスカーソルを参照したいジャンプに合わせてクリックします。 

::キーポー ドの操作 

カーソルを 参照したいジャンプに合わせて © キーを 押します。 


参照したいジャンプの先頭文字を入力すると、その文字ではじまるジャンプの先頭にカーソ 
ルをすばやく移動させることができます。ジャンプ間のカーソル移動については、後述する 
「6.2.3関連するコマンドの説明を参照する」の 「•コマンドの 説明内のカーソル移動」を参照 
してください。また、ヘルプのキー操作については、後述する「6.3キー操作一覧」を参照し 
てください。 


キーワードで探す 

ヘルプ内のコマンドは、キーヮードを指定して検索することもできます。 

« キーワードで検索する 

キーヮードを使ってコマンドの説明を表示させる手順は、次の通りです。 

① [検索]ダイアログボックスを表示させます。 

マウスの操作 

[検索]メニューをクリックしてプルダウンメニューを表示させ、[検索]をクリックします。 
キーポー ドの操作 

@+回キーを押してから〇キーを押します。 

② 検索文字列の欄に検索したい文字列を入力します。 
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③ 検索時に大文字と小文字、半角文字と全角文字を区別するかどうかを指定します。 

大文字と小文字を区別して検索するときは、[大文字/小文字の区別]をチ I ックします 
( X 印をつける）。また、全角文字と半角文字を区別して検索するときは[全角/半角の区 
別]をチェックします。013キーを押すとチェックされ、 CD 0 キーを押すとクリアでき 
ます。マウスでチェック（クリア）することもできます。 

④ [〇 K ] ボタンを選びます。 

検索が実行され、指定された文字列の含まれるコマンドの説明が表示されます。文字列が 
見つからないときは、確認メッセージが表示されます。 

❿ 同じ文字列を続けて検索する 

[検索]ダイアログボックスで指定した文字列を続けて検索するときは、次のように操作し 
ます。 

, マウスの操作 

[検索]メニューをクリックしてプルダウンメニューを表示させ、[次を検索]をクリックしま 
す 。 

ll ^^ l キーポー ドの操作 

ei キーを押します。 

検索が開始され、文字列の含まれるコマンドの説明が表示されます。文字列が見つからない 
ときは、確認メッセージが表示されます。 

6.2.3 関連するコマンドの説明を参照する 

ジャンプ項目が含まれているコマンドの説明から、関連するコマンドの説明を参照できます。 

_ コマン ドの説明内の カーソル 移動 

-参照したいジャンプがカーソルよりも前方にあるとき 
@キーを押すか、ジャンプのラベルの先頭文字を入力します。 

• 参照したいジャンプがカーソルよりも後にあるとき 

キーを押すか、@キ_を押しながらジャンプのラベルの先頭文字を入力します。 

• 関連するコマンドの説明を表示させる 

ジャンプをクリックするか、カーソルをジャンプに合わせて®キーを押すと、関連する コマ 
ンドの説明を参照できます。コマンドの説明の参照後、元に戻るときは〈戻る〉ボタンをクリッ 
クするか、キーか@キーを押します。 

6.2.4 ヒストリ機首 g 

ヒストリ機能を使うと、直前に参照していたコマンドの説明に戻ることができます。 

マウスの操作 

ステータスバーの 〈戻る〉ボタンを クリック します。 

| キ-■ポードの操作 

@+®キーを押すか、@キーを押します。 

これにより、直前に参照していたコマンドの説明に戻ることができます。 
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6.3 キー 1 喿彳乍一覧 

次の表は、ヘルプで使用するキー操作を、マウスとキーボードとに分けて説明したものです。 


機能 

マウスの操作 

キーボー ドの操作 

コマンドの説明を表示する 

ジャンプをクリックする 

キーで力ーソルをジャンフ 
に移動させて®キーを押す 

隠れている画面を表示する 

スクロ ー ルノ《一の矢印を 
クリックする 

©キーまたは_キーを押す 

カーソルを次のジャンプに 
進める 


@キーを押すか、移動したい 
ジャンプの先§1 文字を入力する 

カーソルを前のジャンプに 
戻す 


(5^)+问キーを押すか、キー 
を押しながら移動した V 、ジャンプ 
の先頭文字を入力する 

ヘルプの目次を表示する 

ステータスバーの〈目次〉 
ボタンをクリックする 

キーを押す 

ヘルプの次のコマンドの説明 
を表示する 

ステータスバーの〈次の項目〉 
ボタンをクリックする 

キーを押す 

直前に参照していたコマンド 
の説明に戻る 

ステータスバーの〈戻る〉 
ボタンをクリックする 

@+〇キー、または@キー 
を押す 

ヘルプ内をキーヮードで検索 
する 

[検索]メニューの[検索] 

をクリックする 

キーを押してから、 

( E キーを押すか[検索]を選ぶ 

続けて検索する 

[検索]メニューの[次を 
検索]をクリックする 

@キーを押すか、@*4•回キー 
を押してから[次を検索] 

を選ぶ 

ヘルプの使い方を表示する 

[ヘルプ]メニューの[ヘルプ 
の使い方]をクリックする 

キーを押してから、 

〇キーを押すか[ヘルプの 
使い方]を選ぶ。または、 

@キーを押す 

選択されているメニューの 
ヘルプ情報を表示する 


メニューを選んだ状態で 
@キーを押す 

ダイアログボックスのヘルプ 
情報を表示する 


ダイアログボックスを表示 
した状態で@キーを押す 

バージョン情報を表示する 

[ヘルプ]メニューの[バー 

ジョン情報]をクリックする 

キーを押してから、 

® キーを押すか[バージョン 
情報]を選ぶ 

印刷する 

[ファイル]メニューの 

[印刷]をクリックする 

キーを押してから、 

® キーを押すか[印刷]を 
選ぶ 
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MS - DOS .6.2 



第 1 章ファイルをバックアップ/復元する 一 Arcada Backup— 
第 2 章ディスクの空き領域を増やす 一 DoubleSpace- 
第 3 章空きメモリを増やす 一 MemMaker 一 
第 4 章コンピュータウイルスの検出 ー ウイルスバスター 98— 

第 5 章使って便利！ツール紹介 


本編では、 MS-DOS 6.2 で新たに追加されたコマンドを中心に、ディスクをバックアップす 
る方法や、ディスクの空き領域を増やすといった、より便利になった MS - DOS の機能について 
説明します。 

第1章では 、 Arcada Backup を使って、ファイルをバックアップしたり復元したりする方法に 
ついて説明します。 

第2章では、固定ディスクの容量を安全に、そして簡単に増やすことができる DoubleSpace 
について説明します。ディスクの空き領域を増やしたいと考えている方は、こちらをお読みく 
ださい。 

第3章では、 MemMaker を使って、メモリを効率よく使う方法について説明します。コンビ 
ュータにあまり詳しくない方でも、簡単にメモリの最適化が行えます。 

第4章では、ウイルス検出コマンドを使ってコンピュータウイルスに感染していないかどう 
かを検査したり、万一感染していたときの感染の届出方法などについて説明しています。 

第5章では、フロッピィディスクをまるごとコピーする方法からはじまり、ディスクに異常 
がないかを調べるコマンドやディスクを最適化する方法など、 MS - DOS の持つさまざまなツー 
ルについて説明しています。 



ファイルをバック了ップ/復元する 

^ Arcaaa Backup —— 


1.1 バックアップの必要性 一 QBACKUP コマンドー 

MS-DOS 6.2 には、対話型のインタフェースを持つ QBACKUP コマンドが添付されています。 
QBACKUP コマンドは、ファイルをさまざまな媒体に高速かつ安全にバックアップし、復元す 
るユーティリティです。 QBACKUP コマンドを使ってファイルを保存しておけば、万一固定デ 
ィスクに障害が起こっても、バックアップを作成した時点までの状態に復旧できます。 

また、 QBACKUP コマンドは、固定ディスクの使用領域の容量を変更する場合にも、ファイ 
ルをいったん保存するために利用できます。 




〇巳 ACKUP コマンドは、ハイレゾリューションモードには対応していません。ノーマルモー 
ドでご使用ください。 

また、 Windows の MS - DOS プロンプトから、 QBACKUP コマンドを使用しないでください。 


1-2 初期設定 

QBACKUP コマンドは、一番最初の起動時にプログラムの環境設定を行います。設定手順は 
次の通りです。 

① MS - DOS のコマンドプロンプトから “ QBACKUP ©” と入力すると、次のような画面が表 
示されます。[環境設定開始]を選んでください。 
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②プログラムレベルの設定を行います。 



どれを設定してよいかわからない場合は[初級]を選んでください。設定が終了したら 
[了解]ボタンを押します。 

③プログラムレベルの設定後、[環境設定]メニューの各項目が自動的に表示され、それぞれ 
の項目を設定できます。各項目について詳しくは、 QBACKUP コマンドのヘルプを参照し 
てください。 


@キーを押すと、 QBACKUP コマンドのヘルプ画面が表示されます。 


• バックアップデバイスの設定 

QBACKUP コマン ドは、接続されている フロッピィディ スクドライブとテープドライブの夕 
イプを自動的に検知します。なお、使用できるテープドライブとテープの種類は次の通りです。 

テープドライブのタイプ…… PC - BK 1 20、 PC - BK 120 D 
テープのタイプ . PC - BK 120-01 


DMA テスト 

接続されているドライブのタイプを検出した後で [ DMA テスト]を実行します。 


「 DMA テスト」を実行しているときにコンピュータが停止してしまった場合は、一度電源を 
切ってから電源を入れ直します。再びバックアッププログラムを起動して[環境設定]を選び、 
[機器構成の設定]ボタンを選びます。このときは DMA 速度の値を変更しないでください。[信 
頼性テスト]を選び、次のテストに進みます。 


• 信頼性テスト 

信頼性テストは、バックアップを作成したデータを元のデータと比較することによって信頼 
性を高めるものです。[環境設定]メニューで設定したバックアップデバイスが、フロッピィデ 
ィスクであれば初期化済みの空きフロッピィディスクを2枚、またテープデバイスであれば 1 M 
バイト以上の空き容量のあるテープを用意してください。両方設定している場合は、それぞれ 
の媒体が必要になります。 

[テスト開始]を選び、画面の指示に従って操作を行ってください。 

④すべての設定が終了したら、環境設定メニューの[設定の保存]ボタンを押します。環境 
設定を保存したら、バックアップ作業をはじめることができます。 
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1.3 バック ア ップの手順 

ファイルを保存するときの手順は次の通りです。なお、ここではフルバックアップの手順を 
説明しています。 



バックアップ方法には、「フルバックアップ」「増分バックアップ」「差分バックアップ」など 
さまざまな方法があります。お使いの環境に合ったバックアップ方法を選んでください。詳し 
くは 、 QBACKUP コマンドの ヘルプを参照してください。 ® キーを 押すと、ヘルプ画面が表示 
されます。また、初めてお使いになる場合は、使用者名を登録してください。 


①コマンドプロンプトから “ QBACKUP ®” と入力すると、次のような画面が表示されます。 



② [バックアップ]ボタンを押します。上級レベルの場合は SETUP ファイルを選ぶことがで 
きます。 QBACKUP コマンドを初めて起動した場合や、初級レベルの場合は、 
DEFAUl _ T . SET が， SETUP ファイルとなります。 

③ [バックァップ元]リストボックスには、バックァップ可能なドライブの一覧が表示され 
ます。リストボックスからバックァップするドライブ名を選びます。 

設定が終了したら[了解]ボタンを押します。 



A へ-. 7 T . てドラ.-へ.ツ v ル。が w i ， A て？屮へ> tr . I f •いへ 


④[バックアップタイプ]ボタンを選ぶと、バックアップの方式を指定できます。フルバッ 
クアップを選ぶと、選択したディレクトリ/ファイルすべてをバックアップできます。設 
定が終了したら[了解]ボタンを押します。 
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⑤[バックアップ先]ボタンを選ぶと、バックアップ先の媒体を指定できます。バックアッ 
プ用媒体として、フロッピィディスク、光ディスク、テープドライブを選べます。媒体選 
択後、[オプション]ボタンを押すと、さらに詳しい設定ができます。設定が終了したら 
[了解]ボタンを押します。 


⑥すべての設定が終了したら[バックアップ開始]ボタンを押します。バックアップがはじ 
まるので、あとは表示されるメッセージにしたがって操作してくださし、。 



• セットアップファイル 

バックアップするドライブ、ファイルの指定やオプションの設定は、バックアップを開始す 
るたびに、セットアップファイルに保存されます。セットアップファイルが指定されていない 
場合、プログラムは DEFAU じ T . SET と呼ばれるセットアップファイルを使用します。別のセッ 
トアップファイルを作成するには、[セットアップ]ダイアログボックスで、ファイル名を変更 
してから[保存]ボタンを選びます。 
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• バックアップの自動化 

バックアップを自動化するための多くの機能が用意されています。この機能の使い方は、 
QBACKUP コマンドのヘルプの「バックアップの自動化」を参照してください。 

•復元、コンペア 

データの復元やコンペア（バックアップしたファイルが、元のファイルと同じかどうかを調 
ベること）については、 QBACKUP コマンドのヘルプを参照してください。 
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ディスクの空き領域を増やす 

— DoubleSpace —— 


2.1 ディスクの空き領域を増やす 一 DBLSPACE コマンド- 


パーソナルコンピュータをつかさどる システムは 複雑化かつ多様化しています。また大規模 
なアプリケーション、多数のフォントファイルやサウンドファイルを使用する機会も増えてき 
ました。必要なファイルの数や大きさは増える一方です。いまや、ディスクの容量はいくらあ 
つても多すぎることはありません。 

DoubleSpace ( DBLSPACE コマンド）は、お使いの固定ディスクのデータを圧縮することによ 
つて占有スペースを減らし、見かけの空き容量（使用可能ディスク容量）を大きくするユーテ 
ィリティです。 

最初に一度セットアップ （ DoubleSpace を使用できるようにする手続き）をするだけで、固定 
ディスクの容量を安全かつ簡単に増やすことができます。 

ここでは、 DoubleSpace をセットアップする手順からはじめ、容量を増やす仕組み、圧縮ドラ 
イブの管理、トラブルに見舞われたときの対処法などを解説します。 



市販のディスク圧縮プログラムと DoubleSpace を同時に使うことはできません。 

DoubleSpace を使用する場合は、他のディスク圧縮プログラムを使用しないでください。ま 
た、他のディスク圧縮プログラムを利用している場合は、 DoubleSpace のセットアップを行わ 
ないでくださし、 0 


2.2 DoubleSpace のセットアップ 

DoubleSpace を使用できるようにするには、まず“セットアップ”という作業が必要です。 
DoubleSpace のセットアップは、 

1. 指定したドライブにある空き領域を利用して、「圧縮ドライブ」を作成する 

2. 必要に応じて、既存のドライブ内にあるデータを圧縮ドライブに移動する 

3. 圧縮ドライブを通常のドライブと同じように読み書きするためのプログラムを、 MS-DOS 
の システムに 組み込む 

という手順で行われます。 

DoubleSpace のセットアップは、初めて実行したときに自動的にはじまるようになっていま 
す。 

DoubleSpace をセットアップする前に確認しておくこと 

DoubleSpace のセットアップをはじめる前に、次のことを確認しておいてください。 

(1) セットァップ方法を決めてください。 

DoubleSpace のセットアップ方法には、「高速セットアップ」と「カスタムセットアップ」 
の2通りがあります。 

「高速セットァップ」は、起動ドライブが圧縮可能であれば起動ドライブを圧縮し、起動 
ドライブが圧縮できなければ他の圧縮可能なドライブを圧縮します。 

「カスタムセットアップ」は、圧縮するドライブを選択できます。また、圧縮率やドライ 
ブの環境も設定することができます。 
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(2) 「カスタムセットアップ」をする場合は、圧縮するドライブを決めてください。 
ドライブを決めるとき、次の点に注意してください。 


DoubleSpace は、交換可能メディア（フロッピィディスクドライブ、光ディスクドライブ 
( MO )) 、 CD - ROM ドライブ、ネットワークドライブ、 RAM ドライブ、 MS - DOS の ASSIGN 、 
JOIN 、 SUBST 、 MAXLINK - LITE コマンドなどの仮想ドライブはサポートしていません。こ 
れらのドライブにセットアップしないでください。 


ただし DoubleSpace のセットアップ時には、これらのドライブを含むすべてのドライブを、 
通常使用している状態で接続しておいてください。 DoubleSpace はセットアップ時のドライブ 
構成（ドライブ名のつきかた）を参考に設定されるので、セットアップ時と通常使用時とでド 
ライブ名が異なると、うまく認識されない恐れがあるからです。 
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⑶ DoubleSpace で圧縮ドライブを作成するとき、圧縮前の領域に 2 M バイト以上の空き領域が 
必要です。 

⑷ 32 M バイト以上 128 M バイト以下の領域を圧縮する場合は、 DB じ TRANS コマンドを実行して 
ください。これにより、1セクタを512バイトに変換できます。なお、お使いの固定ディスク 
によっては 32 M バイト近くの領域でも変換できないサイズの領域があります （ DB じ TRANS 
コマンドで表示されません）。 

INSTDOS および FORMAT コマンドで領域を確保するときは、 40 M バイト以上の領域を確保 
することをお勧めします。 

⑸固定ディスクドライブ内を複数の領域（ドライブ）に分割して使用している場合は、領域 
を「自動起動」に設定しておいてください。 DoubleSpace はセットアップの途中、何度かコ 
ンピュータを再起動させます。このとき誤って別のドライブから起動しないようにするた 
めです。 

自動起動については、本書の「環境設定編2.10固定ディスク起動メニュープログラム」 
を参照してください。 

(6) 「カスタムセットアップ」の場合は、圧縮ドライブをどのように作成するかを決めてくださ 
い0 

空のドライブや既存のドライブの空き領域を新たな圧縮ドライブにする方法と、すでに使 
用中のドライブの内容をファイルごと圧縮する方法があります。 

(7) SCANDISK コマンドと DEFRAG コマンドを実行できる環境にしておいてください。 

どちらのセットアップ方法を選んでも、セットアップの途中で SCANDISK コマンドと 
DEFRAG コマンドによるディスクの整理をします。 MS-DOS 6.2 自体のセットアップは正常 
に終わっているか、これらのコマンドがコマンド検索パス内のディレクトリまたはカレン 
トディレクトリにあるかどうかを確認してください。 

(8) セットアップ操作にマウスを使うかどうかを決めてください。 

DoubleSpace のセットアップ画面は、キーボードでもマウスでも操作できます。ただしマウ 
スをお使いになるなら、セットアッププログラムを実行する前にマウスドライバを組み込 
んでおかなければなりません。マウスドライバは、 MS - DOS をインストールしたディレク 
トリにある “ MOUSE . COM ” です。 

これらの事項を確認したら、次にあげる手順にしたがって DoubleSpace をセットアップしま 
す。 

作業 中は、画キーでセットアップの中止、53キーでヘルプの 表示ができます。また@ キー 
で前の画面に戻ることもできます。これらのキーが使用できるときには、画面の下に表示され 
ます。 
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セットアップに要する時間は、選択したセットアップの方法、圧縮したいドライブの容量、 
保存されているデータの量、コンピュータの処理速度、固定ディスクの性能、などによって大 
きく異なります。途中の画面におおよその処理所要時間が表示されますから、参考にしてくだ 
さい。 

また DoubleSpace の実行には、 コンベンショナル メモリ（メインメモリと呼ばれることもあり 
ます）に約 480 K バイトの空きが必要です。必要な空きメモリがないとエラーになり、起動でき 
ません。このときはメモリの使用量を減らし、再度実行してください： 



DoubleSpace をセットアップする前に、圧縮したいドライブのデータを、念のためバックアッ 
プしておくことをお勧めします。バックアップについては、本編の「第1章ファイルをバック 
アップ/復元する一 Arcada Backup —」を参照してください。 


DoubleSpace の高速セットアップ 

高速セットアップは、 DoubleSpace を簡単にセットアップする方法です。ただし高速セットア 
ップには、次のような制限があります。 

• MS - DOS を起動したドライブ（起動ドライブ）が圧縮可能な場合は起動ドライブを、圧縮で 
きない場合はドライブ A から順に圧縮可能なドライブを検索して最初に見つかったドライブ 
を圧縮します。 

• ドライブにすでに書き込まれているファイルは、すべて圧縮の対象になります。圧縮しては 
いけないファイルがある場合は、カスタ厶セットアップを選んでください。 

•作成される圧縮ドライブに対応する非圧縮ドライブ（ホストドライブ）のドライブ名は、 
DoubleSpace が決定します（実際のドライブ名は、セットアップ時のドライブ構成によって異 
なります)。高速セットアップ時には、ホストドライブについての知識は必要ありません。 

•圧縮ドライブは 2.0 対1の推定圧縮率で作成されます。 

またセットアップ中には何度かコンピュータが自動的に再起動します。必要のないフロッピ 
イデイスクなどは抜いておいてください。 


DoubleSpace の高速セットアップを行う手順は、次の通りです。 

① Windows や DOS シェルを含め、実行中のすべてのプログラムを終了させます。. 

またドライブ構成がいつもお使いになっているのと同じ状態になるように、ネットワーク 
ドライブの接続、 CD - R 〇 M ドライブの接続、 RAM ディスクドライバの組み込みなどをして 
おいてください。 

② MS - DOS のコマンドプロンプトで次のように入力します。文字は大文字でも小文字でもか 
まいません。 

DoubleSpace のセツトアップの操作にマウスをお使いにならないなら、 MOUSE コマンド 
を入力する必要はありません。 


MOUSE ® 
DBLSPACE @ 
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DoubleSpace が起動し、セットアップ画面が表示されます。 


Microsoft DoubleSpace セツトアツブ 

DoubleSpace iiv トアップへようこそ 


み込みます. DBLSPACE.BIN には，約 E 


J のメモ 


DoubleSpace セットアップブ□グラムは，ディスクのファイルを圧縮 
して，ハードディスクの空き領域をふやします.また， MS - DOS の一 
部で DoubleSpace 压縮ドライブへアクセスできるようにするための 
DBLSPACE . BIN を読み込み'' 

リが必要です. 

ネットワークを 
ネツ.トワークを： 




纏！ IKSilP 通 


• セットアップを開始するには.リターンキーを押してください. 

. 12ットアップについて詳しくは， f •彳キーを押してください. 

• DoubleSpace を組み込まずにセットアップを終了するには， f *3 
キーを押してください. 

リ 9 ■或行 f.l=M.r f.3 = 終了 


③表示を確認して、®キーを押すと、セットアップ方法を選択する画面が表示されます。 



④ [高速セットアップ]を選択して ® キーを押すと、圧縮されるドライブ内のファイルをバ 
ックアップするよう勧めるメッセージが表示されます。 

⑤ [続行]ボタンを選択すると、処理にかかる所要時間が表示されます。 

確認のうえ、©キーを押します。 

⑥ DoubleSpace のセットアップがはじまり、圧縮ドライブが作成されます。途中、 
SCANDISK コマンドや DEFRAG コマンドが実行され、何度かコンビュータが再起動されま 
す。 


⑦ドライブの圧縮が終わると、圧縮の結果生まれた空き領域の大きさや推定圧縮率、対応す 
るホストドライブのドライブ名、非圧縮領域の大きさなどが表示されます。 

® キーを押すと、コンピュータが再起動され、圧縮ドライブが使用できるようになりま 
す。 

DoubleSpace のカスタ厶セットアップ 

カスタムセットアップは、細かい設定をしながら DoubleSpace をセットアップする方法です。 
次のような場合には、カスタ厶セットアップを選択するとよいでしよう。 


圧縮の対象となるドライブを、自由に選択したいとき（高速セットアップでは、そのときに 
MS - DOS を起動したドライブが圧縮されます)。 
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• すでにディスク上にあるファイルのうちに、圧縮したくないファイルがあるとき。 

カスタ厶セットアップでは、指定したドライブにある空き領域だけを使って圧縮ドライブを 
作成することができます。ファイルの圧縮には時間がかかることがあるので、空き領域だけ 
を圧縮ドライブにした方がセットアップ時間が短くてすみます。 

•作成される圧縮ドライブに対応する非圧縮ドライブ（ホストドライブ）のドライブ名や空き 
容量を任意に決めたいとき。 

ホストドライブとは、圧縮してはならないファイルを残して入れるためのドライブです。圧 
縮ドライブの作成と同時に自動的に作成されます。 

• 作成される圧縮ドライブの推定圧縮率を、任意に決めたいとき。 

推定圧縮率については、後述の「2.3 DoubleSpace とは一どのように空き領域を増やすか」で 
解説しています。必要に応じてお読みください。 

またセットアップ中には何度かコンピュータが自動的に再起動します。必要のないフロッピ 
ィディスクなどは抜いておいてください。 

DoubleSpace のカスタ厶セットアップを行う手順は次の通りです 

① Windows や DOS シェルを含め、実行中のすべてのプログラムを終了させます。 

またドライブ構成がいつもお使いになっているのと同じ状態になるように、ネットワーク 
ドライブの接続、 CD - ROM ドライブの接続、 RAM ディスクの組み込みなどをしておいてく 
ださい。 

② MS - DOS のコマンドプロンプトで次のように入力します。文字は大文字でも小文字でもか 
まいません。 

DoubleSpace のセットアップの操作にマウスをお使いにならないなら、 MOUSE コマンド 
を入力する必要はありません。 

MOUSE @ 

DBLSPACE @ 

DoubleSpace が起動し、セットアップ画面が表示されます。 


Microsoft DoubleSpace セットアップ 

DoubleSpace セツ トア ツブ へようこそ 


DoubleSpace セツトアツブプ□クラムは，ディスクのファイルを圧縮 
して，ハードティスクの空き領域をふやします.また， HS - D 0 S の一 
SP で DoubleSpaciJJ 雜ドライブへアクセスできるよう - 
DBLSPftCE.BIN を!^込み S ' 

リが必要です， 


„… 一_うにするための 

かます. DBLSPACE . BIN には，約 50 KB のメモ 


ネットワークを速思している場1 

紙ワ||_|| 

そ’两い黯は圧縮作 




リ》斷 


_鼸編纖繼 

• セットアップを開始するには，リターンキーを押してください. 

-セットアップについて詳しくは，卜1キーを押してください. 

• Double ^ ace を!!み込まずにセットアップを終了するには， f -3 

f 十ヘルプ f -34?7 
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③表示を確認して®キーを押すと、セットアップ方法を選択する画面が表示されます。 


Microsoft DoubleSpace セツトアップ 

セットアップには，2つの方法があります： 

高速セットアッブは， DoubleSpace ト アップが 圧縮設定を決め, 

ドライブ B を圧縮します. DoubleSpace を簡單に組み込命法で 
す. 

獄遽 P 癖 f ■淚雜 1 く響?自分で行 

高速セットアップ(おすすめ） 

カスタムセットアッ:/ 

この選択でよければ，リターンキーを押してください. 

P 顯る龜劈髓!_れるまで T か 1 

リ亍 M = ヘルアト3=終了 


④[カスタムセットアップ]を選択して@キーを押します。 

_[既存のドライブを圧縮する]と[新しい圧縮ドライブを作成する]の2つの選択肢が表 
7 F されます。 


Microsoft DoubleSpace セツトアツブ 


DoubleSpace を使って新しくディスク領域を作成するには，2•つの 

ドライ:^)ファイルを任綿してそのドライブの空き領域をふ 
やすには，，既存のドライブを Hi する • を選んでく;^い.この 
方法では多くのデイスク領域を 1各すことができるので，ドライブ 
#すでにいっぱいになっている場合に特に便利です. 


1T 




離 m 習， 


この選択でよければ，リターンキーを押してください. 

p 雛?る既樂縱敦__てバか i 

リ》続行卜1=へルプト3=終了 ESC : 前の画面 


[既存のドライブを圧縮する]を選択すると、指定するドライブを書き込まれているデー 
夕ごと圧縮して、空き領域を増やします。すでにドライブにあまり空きがないときには便 
利ですが、ファイルを圧縮しながら圧縮ドライブを作成するので、セットアップに時間が 
かかります。 

[新しい圧縮ドライブを作成する]を選択すると、指定したドライブの空き領域だけを使 
って圧縮ドライブを新たに作成します。ドライブの空き領域が多いときには実行が速く便 
利です。 

どちらかを選択して、@キーを押します。 
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リ行 f-l=ur f .3= 終了 ESC = 前の画面 


.の選択でよければ，リターンキーを押してください. 


Microsoft DoubleSpace セツトアツプ 

圧縮したいドライブを選んでください： 

r ラ*^ 墨& 空籠域 


B 

177.9 HB 

507.7 MB 

J 

5.0 m 

10.0 


既存のドライフを圧縮する場合 

①[既存のドライブを圧縮する]を選択して®キーを押すと、圧縮したいドライブを選択する 
画面が表示されます（お使いのコンピュータによっては、表示が異なる場合があります）。 


②圧縮するドライブを選択して、©キーを押します。 


hicrosoft DoubleSpace セットアップ 

ドライブ B を汪縮して.同じドライブに空き領域を作成します. 


Windows の常駐スワップファイルなど.圧縮しないで残しておかな 
DoubleSpace は F フイ 7 B 

- m しすて盤齡ア斩 


Windows の常駐スワップファイルなと，圧縮1 
ければならないファイルもあります . Doubled 
を压縮すると同時に，ドライブ B からの住拥 
イル笔めるため Q 新ドライブを作成し: 
しい非圧締ドライブを作成します. 




—の學 g でよければ，リターンキーを抒レてください. 
"-1= ヘル r f .3= 終了 ESC = 前の®面 




指定したドライブを圧縮した後に対応するホストドライブのドライブ名の初期値、残す空 
き領域の大きさが表示されます。 

[新しい非圧縮ドライブ]にドライブ名を、[新いゝ非圧縮ドライブの空き領域]に必要な 
空き領域を M バイト単位の数字で入力します。 

たとえば 100 M バイトのドライブを圧縮するとき、ホストドライブに残す領域を 2 M バイト 
と指定すると、残る 98 M バイトが圧縮ドライブに変換されます。 

③ 初期値を変更する必要がなければ、[続行]のまま@キーを押します。変更する必要があ 
れば目的の項目を選択して®キーを押すと、その他の選択肢が表示されます。 

④ [続行]ボタンを選択すると、処理にかかる所要時間が表示されます。 

確認のうえ、©キーを押します。 

⑤ DoubleSpace のセットアップがはじまり、指定したドライブが圧縮されます。途中、 
SCANDISK コマンドや DEFRAG コマンドが実行され、何度かコンビュータが再起動されま 
す。 


⑥指定したドライブの圧縮が終わると、圧縮の結果生まれた空き領域の大きさや推定圧縮率 
などが表示されます。@キーを押すと、コンピュータが再起動され、圧縮ドライブが使用 
できるようになります。 


2.00 MB 
0 : 

続行 


ま. LL と 
るい RO こ 
れさ，る 
さだ 一> せ 
示く，さ 
■11て T ル 
„? 1 ^ 
V をにク 
ラ i 合ス 
ドキ場を 
いンる覧 
た一あ I 
し夕がて 
択リブし 
ii -ィ押 
，らラを 
はかドー 
にていキ 
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新ししヽ圧縮ドライブを作成する場合 

①[新しい圧縮ドライブを作成する]を選択して@キーを押すと、ドライブを選択する画面 
が表不されます（お使いのコンピュータによっては、表示が異なる場合があります）。 


Microsoft DoubleSpace セットアップ 

さい.そのドラィブの空き領域を新しい圧縮 
空 m 新 1 ^^の 


TK7'' 


B 

177.9 MB 

354.9 MB 

J 

5.0 m 

9.0 Mb 


この選択でよければ，リターンキーを押してください. 

別のドライブを選択I；るには.選択したいドライ之が表示されるま 
で 1 と！ ■ 宁一を#してから，リターンキーを#してください. 
ウインドウに入りきらないドライブがある場合には .T，J，R0LL 
または， ROLL UP キーを押して一覧をスクロールさせること 
ができます. 

リ9-ン=続行 M=M«r f.3= 終了 ESC= 前の画面 


②どのドライブの空き領域を利用して圧縮ドライブを作成するかを選択して、@キーを押し 
ます。 


Microsoft DoubleSpace セツトアップ 

P 潇で空き眞巧翻 


| な ?! 為織 iP i：^ 

耕しいドフイフ： 0： 

この設定でよければ，リターンキーを押してください. 

難鏺1: : 妃なふで為 f 凝織繫し% 

リ 9-ラ f.l= へ) I フ。 f.3= 終了 ESC: 前の 画面 


指定したドライブに残す空き容量、作成する圧縮ドライブの推定圧縮率とドライブ名など 
の初期値が表示されます。 

[ドライブ X に残す空き領域]には、指定したドライブにどれだけの領域を圧縮しないで残 
すかを指定します。 

たとえば 100M バイトの空き容量があるドライブで[ドライブ x に残す空き領域]に 10M バ 
イトを指定すると、残る 90M バイトが圧縮されて新しい圧縮ドライブになります。 

[新しいドライブの圧縮率]には、新しく作成する圧縮ドライブに入るデータの圧縮率を 
予想して指定します。圧縮率はデータの内容によって異なるので、ここでは初期値のまま 
にして、あとで実態に合わせた圧縮率に変更すればよいでしょう。 

[新しいドライブ]には、新しく作成する圧縮ドライブのドライブ名を指定します。 

③ 初期値を変更する必要がなければ、[続行]のまま@キーを押します。変更する必要があ 
るなら目的の項目を選択して©キーを押すと、その他の選択肢が表示されます。 

④ [続行]ボタンを選択すると、処理にかかる所要時間が表示されます。 

確認のうえ、 © キーを押します。 
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⑤ DoubleSpace のセットアップがはじまり、指定したドライブの空き領域を圧縮して新しい 
圧縮ドライブが作成されます。途中、 SCANDISK コマンドや DEFRAG コマンドが実行され、 
何度かコンピュータが再起動されます。 

⑥ 指定したドライブの圧縮が終わると、圧縮の結果生まれた空き領域の大きさや推定圧縮率 
などが表示されます。 ® キーを押すと、コンピュータが再起動され、圧縮ドライブが使用 
できるようになります。 

•セットアップが終了したら 

DoubleSpace のセットアップが正常に終了すると、お使 t ゝのコンピュータのドライブ構成が次 
のように変わります。 

高速セットアップをしたとき、またはカスタムセットアップで既存のドライブを圧縮し 
たとき 

作成された圧縮ドライブは、元のドライブと同じドライブ名のままで、空き容量が増えてい 
ます。 

また、別に新しいドライブ名でホストドライブが作成されています。 


新しい圧縮ドライブを作成したとき 

作成された圧縮ドライブは、指定したドライブ名で空の状態で作成されています。 

この圧縮ドライブのために空き領域を提供したドライブは圧縮されないままホストドライブ 
となり、空き容量が減っています。 

DoubleSpace が正常にセットアップできなかった場合は、後述の「2.5トラブルシューテイン 
グ」を参照してください。 


2.3 DoubleSpace とは一どのように空き領域を増やすか 


ここでは、 DoubleSpace がどのようにして空き領域を増やしているかを解説します。 
DoubleSpace は、正常にセットアップできれば、メカニズムを知らなくても利用できます。し 
かし、圧縮の仕組みを理解しておけば、 DoubleSpace の設定を細かく調整/変更できますし、卜 
ラブルが発生したときにも適切に対処できるでしよう。 

ただしここでの説明を理解するには、 MS - DOS に関する知識が若干必要です。知らなければ 
利用できないわけではないので、必要に応じてお読みください。 


_ 圧縮ドライブと CVF 

DoubleSpace で作成された圧縮ドライブは通常のドライブと同じように見えますが、実在する 
ドライブではありません。実際には、大きな1つのファイルとして存在しています。このファイ 
ルのことを CVF (Compressed Volume File ) と呼びます。 

CVF は、対応するホストドライブ（圧縮されていないドライブ）のルートディレクトリに、 
読み出し専用、隠しファイル、システムファイルの各属性を持った、 “ DBLSPACE . xxx ” •のよう 
なファイル名 （ xxx は数字）で置かれています。 


⑩ 圧縮ドライブの作成の実際 

DoubleSpace が圧縮ドライブを作成する作業は、実際にはホストドライブ上に CVF を作成する 
ことです。 

カスタ厶セットアップを利用して、既存のドライブ A を圧縮ドライブにする動作を例に考え 
てみましよう。 

[既存のドライブを圧縮する]を選択すると DoubleSpace は、ドライブ A 上のファイルを圧縮 
しながら、ドライブ A 上に CVF を作成します。このときドライブ A には、[新しい非圧縮ドライ 
ブの空き領域]で指定された容量だけを残します。 

CVF が作成できると、これが MS - DOS の論理的なドライブに見えるように内部を操作して、 
ドライブ名をつけます（たとえばドライブ H )。 
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そして最後に、残した容量の部分 ー ホストドライブ（ドライブ A ) —と、 CVF につけたドライ 
ブ名（ドライブ H ) の名称を MS - DOS 内部で入れ替えます。この一連の作業で、圧縮ドライブは 
元と同じドライブ A になり、ホストドライブは新しいドライブ H になるのです。 

空き領域を圧縮ドライブにするときもほぼ同じです。[新しい圧縮ドライブを作成する]を選 
択すると空き容量のうち指定した量をまとめて CVF にし、論理的なドライブ名をつけます。 

• 圧縮の仕組み一 DoubleSpace システ厶ファイル 

次の図は、 CVF 、 圧縮ドライブ、ホストドライブの関係を示しています。 


ホストドライブ 圧縮ドライブ 

ドライブ H ドライブ A 



ドライブ A にデータを書き込むと、 

約50%に圧縮されて、ドライブ H 
の DBLSPACE .000 の中に記憶される。 


ここでドライブ A は圧縮ドライブで、ホストドライブであるドライブ H の “ DBLSPACE .000” 
の中にすべて含まれています。この CVF を MS - DOS のドライブとして見かけ上通常のドライブ 
と同じように扱うためには、 DoubleSpace システムファイル （ DBLSPACE . BIN ) が必要です。 

DoubleSpace システムファイルの役割は、 MS - DOS の起動時に CVF を圧縮ドライブとして認識 
することと、圧縮ドライブへの読み書きの際にデータを自動的/瞬間的に圧縮/伸長すること 
です。データを自動的に圧縮して書き込むことで、データが占める割合が減り、相対的にディ 
スクの空き領域が増えているように見える一これが圧縮ドライブの仕組みです。 

DoubleSpace システムファイルは、 DoubleSpace をセットアップする ことによってシステムに 
組み込まれ、以降は MS - DOS を起動するたびに自動的に読み込まれるようになります。 

DoubleSpace システムファイルは約 50 K バイトのメモリを消費するので、通常はコンピュータ 
の特定のメモリ空間を UMB として確保し、そこに常馬主します。しかしそれでも 、 DoubleSpace 
をセットアップしたことによってアプリケーションがメモリ不足に陥り、動作しなくなる可能 
性はあります。 
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• 空き容量の表示と推定圧縮率の関係 

圧縮ドライブに書き込まれるデータはつねに圧縮されます。ところが圧縮率はデータの内容 
によって異なるので、ドライブにあとどれだけの量のデータが書き込めるかの表示（ドライブ 
の空き容量）はあまり正確なものになりません。 

たとえば普通のドライブでは、 1 M バイトの空きがあれば 1 M バイトのデータを書き込むこと 
ができます。しかし圧縮ドライブに対しては、まったく圧縮できないデータは 1 M バイトしか書 
き込めませんが、4分の1に圧縮できるデータなら 4 M バイト分書き込めることになります。した 
がって同じ空き容量であっても、データの圧縮率によって書き込める量がちがってくるのです。 

このような事情があるため、圧縮ドライブの空き容量を正確に表示することは不可能です。 
そこで DoubleSpace は、今後書き込まれるであろうデータの圧縮率を「推定圧縮率」と呼ばれる 
数字で代表させ、圧縮ドライブにおける空き容量表示をしています。 

推定圧縮率の初期値は、 2.0 対1です。つまりデータは平均的に半分まで圧縮できると仮定し、 
空き容量の表示をしているのです。 

しかし推定圧縮率はあくまでも仮定の数字ですから、書き込むデータが圧縮率の高くなるも 
のばかり（たとえば Windows のビットマップファイルなど）であれば、“書き込める量の可能性” 
としての空き容量の表示はあまり意味がないものになってしまいます。そこで DoubleSpace は、 
圧縮ドライブの推定圧縮率を実態に合わせていつでも変更できるようになっています。 

ある圧縮ドライブにおける推定圧縮率の数字と、そのドライブで実際にデータが圧縮される 
ときの圧縮率とは関係ありません。推定圧縮率の設定は、圧縮ドライブの空き容量を見積もる 
際にだけ使う、仮定としての圧縮率です。推定圧縮率を変更してもドライブの空き容量そのも 
のが大きくなるわけではないことに注意してください。 

_ DoubleSpace を使ううえでの注意 

DoubleSpace は以上のような仕組みに基づ t 、てドライブの空き容量を増やしている（ように見 
せている）ので、次のようなことには注意しなければなりません。 

•圧縮ドライブは、 DoubleSpace をセットアップしていない コンピュータ や、前の バージョンの 
MS - DOS では扱うことができません。また、 DoubleSpace 以外のドライブ圧縮 ツールで 圧縮し 
たドライブも扱えません。 

• DoubleSpace 以外の圧縮ツールですでに圧縮したドライブを、 DoubleSpace で重ねて圧縮する 
ことはできません。 

• たとえ DoubleSpace が正常にセットアップされていても、 MS - DOS の正規の手続きを経ずに直 
接ファイルを読み書きしている仕様のアプリケーションをお使いの場合は、圧縮ドライブに 
アクセスできないことがあります。 

• DoubleSpace では、圧縮できるドライブ上のファイル合計容量は最大 512 M バイトです。した 
がって、 512 M バイトを超えるような大容量ディスクを圧縮しても、かえって空き容量は減っ 
てしまうことがあります（そのドライブのうちの 512 M バイト分しか認識しないため）。 

大容量のディスクを DoubleSpace で使用する場合は、既存のドライブを圧縮するよりも、空き 
領域を複数の新し t ゝ圧縮ドライブにした方がよいでしょう。 

•圧縮ドライブは、1セクタ512バイトで初期化されていなければなりません。このため、固定 
ディスクの領域サイズによっては圧縮できません。 



1セクタが1024、あるいは2048バイトで初期化されているドライブ （32 M 以上 128 M バイト以 
下の領域）を圧縮する場合は、 DB じ TRANS コマンドを使えば512バイトに変更できます。 
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• DoubleSpace をセットアップすると、 DoubleSpace システ厶ファイルがメモリに常駐するよう 
になります。このファイルは 50 K バイト強のメモリを使用するので、通常はコンピュータの 
ROM BASIC 空間を UMB として確保して常駐し、コンベンショナルメモリをできるだけ使わ 
ないようにします。 

こうすると ROM BASIC はシステムから見えなくなるので、このアドレス空間を利用するアブ 
リケーションは動作しなくなることがあります。どうしてもこのようなアプリケーションを 
お使いになりたい場合は、後述の「2.5トラブルシューティング」の 「鬱 突然システムが停 
止してしまった場合」を参照して DoubleSpace システ厶ファイルのメモリ内の位置を変更して 
みるか、次の「2.4圧縮ドライブを管理する」の 「❿ 圧縮の解除」を参照して DoubleSpace そ 
のものの使用をあきらめるしかありません。 

•ホストドライブをシステムから削除したり、初期化してはいけません。そのようなことをす 
ると、圧縮ドライブはアクセスできなくなり、データはすべて失われます。 

また、ホストドライブ上でシステム属性が与えられているファイルは、いずれも MS - DOS の 
起動や圧縮ドライブのアクセスのためには不可欠な重要なファイルです。これらのファイル 
を削除したり、属性やファイル名を変更したりしないでください。圧縮ドライブ内のすべて 
のファイルが失われたり、 MS - DOS が起動できなくなったりすることがあります。 

• ドライブ名が変わるようなドライブ構成の変更はお勧めできません。圧縮ドライブが持って 
いるドライブ名などの情報を無効にしてしまうおそれがあるからです。 

どうしてもドライブ構成を変更したい場合は、いったん圧縮を解除してからにしてください 
(ただし最終ドライブ名の後ろに追加するなら、最初の圧縮ドライブから4ドライブ目までは 
問題ありません。この理由については、次の「2.4圧縮ドライブを管理する」の 「•オ プシ 
ョンの設定」を参照してください）。 

. フロッピィディスクで MS-DOS 6.2 を起動した場合や、 MS-DOS 6.2 以外の （ MS - DOS を含む） 
OS では、圧縮ドライブの読み書きはできません。次のような場合は、圧縮ドライブを使わな 
いようにアプリケーションをインストールまたは設定してください。 

(1) フロッピィディスクから起動してインストールが行われるアプリケーションソフトを使用 
する場合 

(2) フロッピィディスクのみで運用を行うアプリケーションソフトを使用する場合 

(3) 他の OS または MS-DOS 6.2 以外の MS - DOS を利用する場合 

. DoubleSpace で一度に取り付けられる圧縮ドライブは、最大15台までです。すでに圧縮ドライ 
ブが15台まで取り付けられている環境で次の操作を行う場合は、取り付けられているドライ 
ブのいずれかを取り外してから操作を行ってください。 

既存のドライブを圧縮する場合 
新規に圧縮ドライブを作成する場合 
取り外されているドライブを取り付ける場合 

なお、 MS - DOS を起動したドライブが圧縮ドライブの場合、そのドライブは取り外せません。 
圧縮ドライブの取り外し方については、後述の「4.2圧縮ドライブを管理する」の 「•圧縮 
ドライブの取り外し」を参照してください。 

2.4 圧縮ド之£ブを管理する 

圧縮ドライブや書き込まれているデータは、通常のドライブやデータと同じように使うこと 
ができます。 

しかし、圧縮率や圧縮ドライブのサイズなど、 DoubleSpace の機能そのものを調べたり変更し 
たりするには、 DBLSPACE コマンドを使います。 DoubleSpace をセットアップしたあとで 
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DBLSPACE @ 

とすると、次のようなメニュー画面が表示されます（お使いのコンピュータによっては、表示 
が異なる場合があります)。 




このメニュー画面も、セットアップのときと同じように、キーボードでもマウスでも操作で 
きます。ただしマウスをお使いになるなら、 DBLSPACE コマンドを実行する前に MOUSE コマ 
ンドを実行して、マウスドライバを組み込んでおかなければなりません。 


この画面には、その時点で DoubleSpace が認識している圧縮ドライブのドライブ名と種類、領 
域の大きさが表示されています。対象のドライブを選択してからメニューの中のコマンドを実 
行して、圧縮ドライブを管理します。 

また DBLSPACE コマンドの実行時にスイッチを指定して、メニュー画面を経ずに直接さまざ 
まな管理操作をすることもできます。 

ここでは、 DBLSPACE コマンドで圧縮ドライブを管理する方法について解説します。 

• ドライブの情報表示 

選択した圧縮ドライブの、空き領域と使用領域のサイズ、 CVF の名称、実際の圧縮率と推定 
圧縮率などを表示することができます。 


メニュー画面から 

対象となる圧縮ドライブを選んでからそのまま©キーを押すか、[ドライブ]メニューの 
[情報]コマンドを選択します。 



DBLSPACE コマンドにスイッチ （/ で始まる文字列）を指定して実行する場合は、必ず 
DoubleSpace をセツトアップしてから実行してください。 


コマンドラインから 

DBLSPACE /INFO 〈ドライブ名〉® 

〈ドライブ名〉を省略すると、カレントドライブの情報が表示されます。〈ドライブ名〉を指 
定すれば、 “/ INFO ” スイッチは省略できます。 

また、 


DBLSPACE /LIST ® 

とすると、すべての圧縮ドライブと DoubleSpace で利用可能なドライブの状態が表示されます。 
圧縮ドライブ内の各ファイルの実際の圧縮率を見たいだけなら、 

DIR / C ® 

でも表示できます。 
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響 圧縮ドライブのサイズの変更 

圧縮ドライブのサイズは、対応するホストドライブに空きがある限り拡大できます。圧縮ド 
ライブのサイズ（すなわち CVF ) を縮小して、ホストドライブに空きをつくることもできます。 


':^を/ 圧縮ドライブのサイズを縮小する前に、必ず[ツール]メニューの[ディスク最適化]コマ 
ンドで圧縮ドライブを最適化しておいてください。 


メニュー画面から 

対象となる圧縮ドライブを選んでから、[ドライブ]メニューの[サイズ変更]コマンドを選 
択します。次のような画面が表示されます（お使いのコンピュータによっては、表示が異なる 
場合があります)。 



圧縮 ( C ) ッ-ル(”へ H プ ( H > 

--- サイズの変更- 


i 域： 


圧縮 

、、ラヴ j 

264.86 HB 
264.86 fIB 

0.18 MB 
268.62 MB 


非圧縮 
224.68 MB 

一ぶ G 

0.13 MB 
134.34 MB 


現在の「ライフ''屮 
現在の空き領技 

mm ： 

新しい空き領域： 

. 実際の圧縮率 2.0 対： 

ドライブ J のサイズを変更するには.ドライブ A の空き 
領域を調整してください. 


264.86 HB** [2.00 ] MB 

で計算されています. 


MilMBCTK 


DoubleSpace | f.l= ヘルプ GRPH=M こュ -iV- *=次の項目 t= 前の項目 


[新しい空き領域]には、ホストドライブの[現在の空き領域]に表示されているのと同じ 
数字が出ています。ここには、ホストドライブの[最小空き領域]から[最大空き領域]まで 
の範囲の数字を指定できます。 

ホストドライブの空き領域を残したいとき、圧縮ドライブを縮小または拡大したいときには、 
この数字を増減してください。 

このまま [ OK ] ボタンを選択するか®キーを押すと、ホストドライブにある空き領域を変 
更しないで終了します。 


コマンドラインから 

コマンドラインから圧縮ドライブのサイズを変更する方法は少々複雑なので、ここでは解説 
しません。 


HELP DBLSPACE ⑷ 

を実行してヘルプを参照してください。 

馨_ 圧縮率の変更 

圧縮ドライブの推定圧縮率も自由に変更できます。圧縮ドライブの空き容量の表示は、推定 
圧縮率に基づいて計算した見積り量ですから、書き込まれるデータの内容によって大きな誤差 
が出る可能性があります。最悪の場合は、実際にはまだ空きがあるのに、推定圧縮率が小さす 
ぎて“空き領域がなくなった”という意味のメッセージが表示されることもあります。 
このようなときは、推定圧縮率を変更して、実際の圧縮率に近付けてください。 
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メニュー画面から 

対象となる圧縮ドライブを選んでから、[ドライブ]メニューの[圧縮率変更]コマンドを選 
択します。次のような画面が表示されます（お使いのコンピュータによっては、表示が異なる 
場合があります)。 



いまの推定圧縮率と、実際に圧縮ドライブ内に保存されているファイルの圧縮率の平均が表 
示されています。[新しい推定圧縮率]に実際の圧縮率に近い数字を指定して、 [0 K ] ボタンを 
選択するか®キーを押します。 

コマンドラインから 

DBLSPACE / RATIO = x.x 〈ドライブ名〉@ 

“= x . x ” には、新しい推定圧縮率を指定します。省略すると、指定したドライブの実際の圧 
縮率に変更されます。 

〈ドライブ名〉を省略すると、カレントドライブの推定圧縮率が変更されます。また、〈ドラ 
イブ名〉の代わりに VALL " を指定すると、すべての圧縮ドライブを対象に、推定圧縮率を 
変更します。 

たとえば、 MS - DOS を起動するドライブの AUTOEXEC . BAT に 

DBLSPACE /RATIO /ALL 

という1行を入れておけば、 MS - DOS の起動ごとにすべての圧縮ドライブの推定圧縮率が実際の 
圧縮率に近いものに自動的に調整されるようになります（ただし MS - DOS の起動に時間がかか 
るかもしれません）。 

« 圧縮ドライブの取り外し 

DoubleSpace は、圧縮ドライブを作成すると自動的に MS - DOS のドライブとして認識され、そ 
のまま使用できるようになります。この状態を“取り付けられた状態”といいます。 

逆に、圧縮ドライブがドライブとして認識されない状態を“取り外された状態”といい、後 
述の「取り外し」の作業をすることによって状態が変わります。 

圧縮ドライブを取り外すと、 CVF と圧縮ドライブ名との関係が解除され、圧縮ドライブとし 
てはアクセスできなくなります （ CVF を削除するわけではありません）。再度 DoubleSpace に認 
識させるためには、“取り付け”の操作をしなければなりません。 

メニュー画面から 

取り外したい圧縮ドライブを選んでから、[ドライブ] メニューの [取り外し]コマンドを選 
択します。確認を求められますから、よければ [ OK ] ボタンを選択するか®キーを押すと、 
その圧縮ドライブは取り外されます。 
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コマンドラインから 

DBLSPACE /UNMOUNT 〈ドライブ名〉@ 

〈ドライブ名〉には、取り外す圧縮ドライブを指定します。省略すると、カレントドライブ 
が取り外されます。 


/ MS - DOS を起動したドライブが圧縮ドライブの場合は、その圧縮ドライブを取り外すことは 
できません。 

•圧縮ドライブの取り付け 

一度取り外したドライブをまた DoubleSpace に認識させ、圧縮ドライブとして扱えるようにす 
るのが“取り付け”です。 

メニュー画面から 

[ドライブ]メニューの[取り付け]コマンドを選択します。コンピュータに接続されてい 
るすべてのドライブを検索して、まだ取り付けられていない CVF を探し、一覧表示します。 

その中から取り付けたい CVF を選択して、 [0 K ] ボタンを選択するか@キーを押すと取り付 
けられます。 

コマンドラインから 

DBLSPACE /MOUNT <= nnn ) 〈ドライブ名1〉 / NEWDRIVE = 

〈ドライブ名2〉@ 

“ = nnn ” には、取り付けたい CVF の拡張子の数字を指定します。省略すると “000” 
( DBLSPACE .000) が取り付けられます。 

〈ドライブ名1> には、取り付けの対象となる CVF を含むドライブを指定します。省略はでき 
ません。取り付け後は、このドライブがホストドライブになります。 

VNEWDRIVE = 〈ドライブ名2>” には、取り付ける圧縮ドライブにつけられるドライブ名 
を指定します。省略すると、そのときに DoubleSpace が割り当てることができるドライブ名が選 
ばれ、つけられます。 

瘳 圧縮ドライブのフォーマット 

選択した圧縮ドライブを初期化して、内容を空にします。圧縮ドライブ自体はなくなりませ 
んが、通常のディスクの初期化のように、圧縮ドライブ内にあった内容は失われます。 
DoubleSpace には、内容を復元させる“アンフォーマット”の操作はありませんからご注意くだ 
さい。 

メニュー画面から 

初期化したい圧縮ドライブを選んでから、[ドライブ] メニューの[フォーマット] コマンド 
を選択します。2回確認を求められますから、よければ [ OK ] ボタンと[はい]ボタンを選択 
すると、初期化がはじまります。 

コマンドラインから 

DBLSPACE /FORMAT 〈ドライブ名〉® 

く ドライブ名〉には、初期化する圧縮ドライブを指定し ます。 省略す ると、 カレントドライ 
ブが初期化され ます。 
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MS - DOS を起動したドライブが圧縮ドライブの場合は、その圧縮ドライブを初期化すること 
はできません。 


_ 圧縮ドライブの削除 

選択した圧縮ドライブの CVF を内容もろとも削除して、圧縮ドライブそのものをなくしてし 
まいます。 DoubleSpace には、削除した圧縮ドライブを元に戻すコマンドはありませんのでご注 
意ください。 



誤って削除してしまった圧縮ドライブは、対応する CVF を MS - DOS の UNDELETE コマンドで 
完全に復元させれば元に戻すことができる可能性はあります。復元できた CVF を取り付けてみ 
てください。うまく取り付けられなかったら、その CVF に対して SCANDISK コマンドを実行し 
てみてください。 



MS - DOS を起動したドライブが圧縮ドライブの場合は、そのドライブは削除できません。 


メニュー画面から 

削除したい圧縮ドライブを選んでから、[ドライブ]メニューの[削除]コマンドを選択しま 
す。2回確認を求められますから、よければ [0 K ] ボタンと[はい]ボタンを選択すると、削 
除がはじまります。 


コマンドラインから 

DBLSPACE /DELETE 〈ドラィブ名〉® 

〈ドライブ名〉には、削除するドライブを指定します。省略すると、カレントドライブが削 
除されます。 


蠊 既存ドライブの圧縮ドライブ化 

既存ドライブの圧縮ドライブ化は、 DoubleSpace のカスタ厶セットアップで既存のドライブを 
圧縮したときと同じです。 

あらかじめ1セクタの長さが512バイトになるように初期化された、圧縮するドライブ上のす 
ベてのファイルの合計容量が 512 M バイトまでのドライブを圧縮できます。 

空き領域がほとんどないドライブ、フロッピィディスクのようにメディアが交換可能なドラ 
イブ、ネットワークドライブ、 CD - ROM ドライブ、 ASSIGN 、 JOIN 、 SUBST コマンドでドライ 
ブ名を割り当てられたドライブなどは、圧縮ドライブにできません。詳しくは「2.3 
DoubleSpace とは」の 「❿ DoubleSpace を使ううえでの注意」を参照してください。 


すでにインストール済みのアプリケーションソフトのうち、そのアプリケーションソフトを 
構成するファイルの中に、システム属性や書き込み禁止属性、隠し属性が設定されているファ 
イルがある場合は、そのドライブを圧縮しない方がよいでしょう。これらの属性のついたファ 
イルがあるアプリケーションを圧縮ドライブにすると、動作しなくなる場合があります。 

詳細については、後述の「2.5 DoubleSpace のトラブルシューティング」の「•圧縮ドライ 
ブの圧縮解除ができない」を参照してください。 


メニュー画面から 

[圧縮]メニューの[既存ド、ライブ]コマンドを選択します。 DoubleSpace はコンピュータに 
接続されているドライブを検索して、圧縮できる可能性があるドライブを表示します。 

ここからは、 DoubleSpace のセットアップで「カスタムセットアップ」と「既存のドライブを 
圧縮する」を選んだときの手順②以降と同じです （88 ページ）。 
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コマンドラインから 

DBLSPACE /COMPRESS 〈ドライブ名1〉 / NEWDRIVE = 

〈ドライブ名2〉 / RESERVE = 〈サイズ〉@ 

〈ドライブ名1> には、圧縮の対象となる既存ドライブを指定します。省略はできません。 
Vnewdrive = 〈ドライブ名2>” には、圧縮後のホストドライブ名を指定します。省略す 
ると、そのときに DoubleSpace が割り当てることができるドライブ名がつけられます。 

Vreserve = 〈サイズ〉”には、ホストドライブに残しておく空き容量を M バイト単位の 
数字で指定します。省略すると 2 M バイトが残されます。 

馨 新しい圧縮ドライブの作成 

既存のドライブの空き容量を利用して、圧縮ドライブを作成します。 DoubleSpace のカスタム 
セットアップで、新しい圧縮ドライブを作成したときと同じです。 

空き領域がほとんどないドライブ、フロッピィディスクのようにメディアが交換可能なドラ 
イブ、ネットワークドライブ、 CD - ROM ドライブ、 RAM ドライブ、 RAM ディスク、 SUBST 、 
ASSIGN 、 JOIN コマンドでドライブ名を割り当てられたドライブなどは、圧縮ドライブにでき 
ません。 

メニュー画面から 

[圧縮]メニューの[新規ドライブの作成]コマンドを選択します。 DoubleSpace はコンピュ 
一夕に接続されているドライブを検索して、圧縮できる可能性があるドライブと、予想される 
圧縮ドライブの空き容量を表示します。 

ここからは、 DoubleSpace のセットアップで「カスタ厶セットアップ」と「新し t 、圧縮ドライ 
ブを作成する場合」を選んだときの手順②以降と同じです （89 ページ）。 

コマンドラインから 

DBLSPACE /CREATE 〈ドライブ名1〉 / NEWDRIVE = 〈ドライブ名2〉 
/ SIZE = 〈サイズ1〉 / RESERVE = 〈サイズ2〉 ® 

〈ドライブ名1> には、使用できる空き容量を持った既存ドライブを指定します。省略はでき 
ません。 

Vnewdrive = 〈ドライブ名2>” には、圧縮後のホストドライブ名を指定します。省略す 
ると、そのときに DoubleSpace が割り当てることができるドライブ名がつけられます。 

“/ SIZE = 〈サイズ1>”には、作成する CVF のサイズを M バイト単位の数字で指定します。 
“/ RESERVE 二〈サイズ2>” には、ホストドライブに残しておく空き容量を M バイト単位の 
数字で指定します。 

“/ SIZE = 〈サイズ1>”と “/ RESERVE = 〈サイズ2>” は、どちらか一方だけを指定するか、 
どちらも省略します。どちらも省略すると、ホストドライブに 2 M バイトが残され、残りの空き 
領域を CVF に割り当てます。 

コマンドラインから起動した場合は、 SCANDISK コマンドは実行されません。あらかじめ 
SCANDISK コマンドで固定ディスクに異常がないことを確認しておいてください。 

參 圧縮ドライブの最適化 

選択した圧縮ドライブ内のデータ領域と空き領域をそれぞれまとめ、領域を連続させる操作 
です。 MS - DOS の DEFRAG コマンドによる通常のドライブの最適化とは異なり、データの並べ 
替えまではしませんから、最適化によってディスクの読み書きが速くなるわけではありません 
が、圧縮ドライブのサイズを小さくすることはできます。 

圧縮ドライブのサイズを縮小する前には、必ず最適化をしてください。 

メニュー画面から 

最適化したい圧縮ドライブを選んでから、[ツール]メニューの[ディスク最適化]コマンド 
を選択します。確認を求められますから、よければ[はい]ボタンを選択すると最適化がはじ 
まります。 
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コマンドラインから 

DBLSPACE /DEFRAGMENT /F 〈ドラィブ名〉® 

<ドライブ名〉には、最適化するドライブを指定します。省略すると、カレントドライブが 
最適化されます。 

“/ F ” スイッチを指定すると、できるだけ完全に最適化しようとします。このスイッチ 
は省略できます。 

さらに 


DBLSPACE /DEFRAGMENT /F 〈ドラィブ名〉© 

DBLSPACE /DEFRAGMENT 〈ドラィブ名〉@ 

のように続けて実行すると、より完全に最適化できます（ただし時間がかかります)。 

€ 圧縮の解除 

選択した圧縮ドライブの圧縮を解除して、通常のドライブに戻します。具体的には、 CVF に 
格納されているデータをホストドライブに書き戻し、論理ドライブを削除します。 

圧縮を解除すると、圧縮ドライブはなくなります。システム上の最後の圧縮ドライブを削除 
すると、 DoubleSpace システムファイルもメモリから削除されます。 

無事に圧縮を解除するには、次のような条件がクリアされなければなりません。 

•圧縮されていたファイルがすべて収まるだけの空き容量が、元のホストドライブになければ 
なりません。ホストドライブに十分な空き容量がないと圧縮を解除できないので、ホストド 
ライブ上にある不要なファイルを削除したり、圧縮ドライブをできるだけ縮小しておくなど 
して、ホストドライブに空き容量を作成してください。 

.圧縮ドライブとホストドライブに同じ名称のファイルがあってはいけません。もしあると、 
圧縮されていたファイルを書き戻すことができないので、エラーになります。このようなと 
きは問題のファイルを一覧できる “ DBLSPACE . LOG ” という名称のファイルが自動的に作成 
されますから、それを確認したうえでファイルの削除やリネームをしてください。 

• コンベンショナルメモリと UMB をあわせて 530 K バイト以上の空きがなければなりません。 

メニュー画面から 

圧縮を解除したい圧縮ドライブを選んでから、[ツール]メニューの[圧縮解除]コマンドを 
選択します。確認を求められますから、よければ[はい]ボタンを選択すると圧縮の解除がは 
じまります。 

圧縮の解除の際、 SCANDISK コマンドでホストドライブの安全性をチェックします。ホスト 
ドライブの容量が大きいと、このチェックに非常に時間がかかります。 

コマンドラインから 

DBLSPACE /UNCOMPRESS 〈ドライブ名〉@ 

〈ドライブ名〉には、圧縮を解除する圧縮ドライブを指定します。 



圧縮が解除されるとドライブの構成が変わるので、コマンド検索パスやデータパスの設定 
などでエラーが発生する可能性があります。このようなときは、ドライブ名を正しく設定 
し直してください。 

最後の圧縮ドライブを圧縮解除した場合には、 DoubleSpace システムファイルがメモリか 
ら削除されます。したがって、取り外されていたままの圧縮ドライブは、取り付けたり圧縮 
ドライブとして使ったりできなくなります。このようなときは、 DoubleSpace を再度セツ 
トアップしてください。 
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參 オプションの設定 

DoubleSpace に関するその他のオプションの設定をします。 

[ツール]メニューの[オプション]コマンドを 選択すると、次のような ダイアログボック 
スが表示されます（お使いの コンピュータに よっては、表示が異なる場合があります)。 


、 X 7、、( D > 迀縮 < C ) ' M -( T ) へ) 17°( H ) 


ォプ黑 ' 


- DoubleSpace 

DoubleSpace に予約する 
最後のドライブ： 


纖嚮■り付 


[ X ] DoubleQuard 安全チェックを使用 


合計 


ヒ署》腦 ■: i 


しでく•い.ヘルラを蕃•るには . M キーを博]:.てくだ 


DoubleSpace | f . 1=1フ。 GRPHWla - iV 、- 枠次の項目 t = 前の項目 


ここで設定できる項目ごとに説明します。 


DoubleSpace に予約する最後のドライブ 

圧縮ドライブを作成したり取り付けたりすると、ホストドライブとして新しいドライブ名が 
割り当てられます。ここでは、 DoubleSpace がこのような目的で使用するためにどのドライブ名 
までを予約しておくかを設定します。 

DoubleSpace は、セットァップ時点での最終ドライブから5つめのドライブ名を最後のドライ 
ブとして予約します。たとえばシステムにドライブ A から E までがあれば、 DoubleSpace はドラ 
イブ J をホストドライブのドライブ名にします。以後、新たに圧縮ドライブを作成したり取り付 
けたりすると、後ろから前に（すなわちこの例ではドライブ I から F の方向に）割り当てていき 
ます。 

ドライブを圧縮したり取り付けたりしているうちにドライブ名が足りなくなったら、このス 
クロール ボックスから新し t ゝ 最終ドライブを選択して、割り当て可能な予約ドライブ名を増や 
してください。 

またドライブを予約すると、1つのドライブ名につき48バイトのメモリが必要です。メモリを 
節約したいときはこの数を減らしてください。 

コマンドラインからは、 

DBLSPACE / LASTDRIVE = 〈ドラィブ名〉® 

と実行します。 

〈ドライブ名〉には、 DoubleSpace で使用できる最終ドライブ名を指定します 0 省略はできま 
せん。 



ここで設定した最終ドライブの設定を有効にするためには、コンピュータを再起動する必要 
があります。 

また、最終ドライブ’は、 CONFIG . SYS の LASTDRIVE 言安定、 DoubleSpace の LASTDRIVE 言安定、 
および RAMDISK などのブロック型デバイスドライノ《の使用によって最適に設定されます。 
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システム起動後に取り付け可能なドライブ数 

MS - DOS の起動後に “DBLSPACE / MOUNT ” コマンドで取り付けるドライブ数を指定しま 
す 

この値を超えたドライブ数を取り付けることはできません。 

コマンドラインからは、 

DBLSPACE / MAXREMOVABLEDRIVES = ( n ) ® 

と実行します。 

< n > には、 DoubleSpace でシステム起動後に取り付け可能なドライブの数を指定します。指 
定できるのは1〜26までで、省略はできません。 



ここで設定したシステ厶起動後に取り付け可能なドライブの設定を有効にするためには、コ 
ンピュータを再起動する必要があります。 


DoubleGuard 安全チエックを使用 

本章の「2.1.2 DoubleSpace とは一どのように空き領域を増やすか」でも述べたように、圧縮 
ドライブの実体はひとつの CVF です。 CVF や圧縮ドライブは DoubleSpace システムファイル 
( DBLSPACE . BIN ) が管理しており、 MS - DOS やアプリケーションはこれを通して圧縮ドライブ 
を読み書きします。 DoubleSpace システムファイルは、 DoubleSpace をセットアップしたドライ 
ブから MS - DOS を起動すると、自動的にメモリに読み込まれます。 

メモリ中の DoubleSpace システムファイルが他のプログラムと衝突したり干渉したりすると、 
DoubleSpace にとっては重大な危険を招きます。 CVF が破壊されたり、無関係なデータを書き込 
まれたり、 DoubleSpace が使用しているメモリ内のデータが損傷を受けたりすると、最悪の場合 
は圧縮ドライブ内のデータにアクセスできなくなってしまうこともあります。 

そこで DoubleSpace には、 “ DoubleGuard ” と呼ばれるメモリ監視機構が内蔵されています。 
DoubleGuard はメモリ中の DoubleSpace システムフアイルに異常を検知すると、ただちに次のよ 
うなメッセージを表示してコンピュータの動作を停止させます。 


あるプログラムが DoubleSpace が使用しているメモリを破壊してしまいました. 

これ以上デ イス クでの作業を続けると，ドライブ内のデータをなくす可能性があるので， 
DoubleGuard がコンピュータを停止させました. 


DoubleGuard はこうして CVF に対するアクセスを停止して、圧縮ドライブに悪影響が及ばない 
ようにします。 

初期値では、つねに DoubleGuard によってチェックされるようになっていますが、 
“ DoubleGuard 安全チェックを使用”チェックボックスの X 印を消すとチェックをしないように 
できます。 DoubleGuard チェックを無効にすると、システムの処理速度は速くなりますが、圧縮 
ドライブに対する安全性が低下します。 

コマンドラインからは、 

DBLSPACE / DOUBLEGUARD =0 I 1® 

と実行します。 

“=”の直後には、 DoubleGuard を無効にする“0” か、有効にする“1”のどちらかを指定し 
ます。省略はできません。 
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ここで設定した DoubleGuard の設定を有効にするためには、コンビュータを再起動する必要 
がぁります。 

參 DBLSPACE コマンド、の終了 

[ドライブ]メニューの [終了] コマンドを 選択します。 

このほか、スイッチでしか指定できない機能がいくつかあります。詳細は、 

HELP DBLSPACE ® 

と実行して、表示されるヘルプメッセージを参照してください。 


2.5 DoubleSpace のトラブルシューティング 

DoubleSpace をお使いになるうえで陥りやすいトラブルと、その解決のヒントを紹介します。 



DoubleSpace をセットアップしたシステムで、都合によりそのときだけ DoubleSpace システム 
ファイルを組み込まないで MS-DOS を起動したい場合は、起動時にキーまたはキ 
一を押してください。 

キーを押しながらシステムを起動すると、 DoubleSpace の組み込み、 CONFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT の読み込み/実行をすべて飛ばして MS-DOS を起動します。 

@ +! f -8 j キーを押しながらシステ厶を起動すると、 DoubleSpace の組み込みをせず、 
CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT に書かれたコマンドを1行ずつ表示し、実行するかどうかを確 
認します。 

DoubleSpace を組み込まないで起動したシステムで DBLSPACE コマンドを実行すると、 
DoubleSpace のセットアップ画面が表示されます 0 まだ DoubleSpace がセットアップされていな 
いと見なされているのです。このようなときは重ねてセットアップせず、すぐに DBLSPACE コ 
マンドを終了させて MS-DOS を再起動してください。 


邐 圧縮ドライブの空き容量が足りなくなつた場合 

圧縮ドライブを使用中に空き容量が不足した旨のメッセージが表示されたら、次の3つの方法 
のいずれかで対処できます。 


推定圧縮率を変更する 

その圧縮ドライブの情報を表示して、推定圧縮率と実際の平均圧縮率との間に大きな開きが 
ないかどうかを確認してください。もし推定圧縮率の方が高すぎるなら、これを下げて平均圧 
縮率に近付けることによって、さらに書き込めるようになることがあります。 

この方法は、見かけにはまだ空き容量があるのに書き込めなくなったときに有効ですが、圧 
縮ドライブの容量そのものを変更するわけではないので、あまり大きな効果は期待できません。 

圧縮ドライブを最適化する 

最適化によって、圧縮ドライブ内の空き領域がまとまって、さらに書き込めるようになるこ 
とがあります。 


圧縮ドライブを拡大する 

ホストドライブにまだ空き容量があれば、もっと CVF に割り当てて圧縮ドライブの容量その 
ものを拡大します。 
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籲 ホストドライブの空き容量が足りなくなった場合 

ホストドライブの空きをつくるためには、圧縮ドライブを縮小して CVF を小さくするか、ホ 
ストドライブ上の CVF でないファイルを削除または移動します。 

_ 圧縮できなかったファイルが残った場合 

既存のドライブを圧縮するときに圧縮ドライブの容量が少ないと、すべてのファイルを圧縮 
ドライブに移動できないことがあります。 

これは圧縮ドライブが小さいことが原因ですから、圧縮ドライブを拡大します。もしホスト 
ドライブ上に未圧縮のファイルがあって圧縮ドライブを拡大できないようなら、いったんその 
ファイルを他のドライブに避難させて空き容量をつくり、圧縮ドライブを広げてから書き戻せ 
ば、すべてのファイルが圧縮できるでしょう。 

Windows が起動しなくなってしまった場合 

Windows をエンハンスドモードで実行するときに作成される“スワップファイル’’のうち、 
“常設スワップファイル”は特殊な構造をしています。そのため、 DoubleSpace の圧縮ドライブ 
には置くことができません（“一時スワップファイル”は圧縮ドライブ上にあってもよい）。 

もし DoubleSpace をセットアップするより先に Windows がセットアップしてあれば、 
DoubleSpace セットアップは常設スワップファイルを検知してホストドライブに残します。 

しかし圧縮ドライブを作成したあとで Windows をセットアップしたり、 Windows の〈コント 
ロールパネル〉で常設スワップファイルの位置を変更すると、常設スワップファイルが圧縮ド 
ライブに作成されてしまう可能性があります。このような状態で Windows を起動しようとする 
と、 Windows は"常設スワップファイルが壊れています”とメッセージを表示します。 

このようなときは、 Windows の〈コントロー ルパネル〉でいったん圧縮ドライブ上の常設ス 
ワップファイルを削除してから、ホストドライブ上（または別のドライブ）に作成し直してく 
ださい。 

• 圧縮ドライブの取り付けができなしヽ場合 

ホストドライブ上の CVF やホストドライブそのものに問題があると、 MS - DOS の起動時に圧 
縮ドライブを取り付けられないことがあります。画面には 


圧縮ドライブ X は取り付けされませんでした. 


のようなメッセージが出て、取り付け （ mount ) ができなかった旨を表示します 0 

このようなときは、まず SCANDISK コマンドでホストドライブを検査してください。異常が 
見つかったら、検査/修復してからコンピュータを再起動し、取り付けられるかどうかを試し 
てみてください。 

_ 圧縮ドライブの圧縮解除ができない 

DoubleSpace で既存のドライブの圧縮をする場合、そのドライブに “ MSDOS . SYS ” や 
“ IO . SYS ” などのシステムファイル以外に、書き込み禁止や隠し属性、システム属性が設定さ 
れているファイルがあると、 DoubleSpace はそのファイルを圧縮せずホストドライブに残しま 
す。 

また、このような属性が設定されているファイルがサブディレクトリあるドライブを圧縮す 
ると、ホストドライブにそのサブディレクトリとファイルが残されます（圧縮ドライブにもサ 
ブディレクトリは作成されます)。 

このように、システム属性などのファイルを含んだドライブを圧縮し、圧縮解除しようとす 
ると、圧縮ドライブとホストドライブに同一のファイル•ディレクトリがある旨のメッセージ 
が表示され、そのままでは圧縮解除できません。このとき、重複しているファイルの情報がホ 
ストドライブのルートディレクトリに “ DBLSPACE . LOG ” というファイルが作成されますので、 
これを参考にして次の手順で圧縮ドライブの圧縮解除を行ってください。 
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f 圧縮前にインストールしたアプリケーションによって書き込み禁止や隠し属性、シ 
ステム属性の設定されているファイルがサブディレクトリに作成されていた場合 


このようなドライブは圧縮するべきではありませんが、もし誤って圧縮 I 場合は、以下の手 
順で圧縮解除すると、圧縮前の状態に復元できる場合があります。 

ここでは圧縮ドライブ A とホストドライブ J に AAA というディレクトリがあり重複している場 
合を想定しています。 

①重複しているホストドライブ側のサブディレクトリ名を変更します。 

このとき、圧縮ドライブ側に存在するディレクトリ名を指定しないように注意してください。 


RENDIR AAA 巳 BB 

② 圧縮ドライブの圧縮を解除します。 DBLSPACE コマンドを実行し、ドライブ A を選択し 
[ツール]メニューから[圧縮解除]を実行するか、コマンドプロンプトから次のように入 
力します。 

DBLSPACE /UNCOMPRESS A : 

③ 圧縮解除した後、ディレクトリ BBB にディレクトリ AAA 以下のファイルをすべてコピーし 
ます。コマンドプロンプトからは、次のように入力します。 

A : 

COPY AAA ¥* .氺 BBB 

④ ディレクトリ BBB をもとのディレクトリ名の AAA に変更します。 

コマンドプロンプトから次のように入力します。 



RENDIR BBB AAA 


以上で作業は完了です。 

I 圧縮前にサブディレクトリ以下のファイルに書き込み禁止や隠し属性、システ 
厶属性などを設定した場合 


① 圧縮解除した際に作成される “ DBLSPACE 丄〇 G ” を参照して重複しているサブディレク 
トリ名を確認します。 

② 圧縮解除するドライブのホストドライブをカレントドライブにします。つぎに重複してい 
るディレクトリをカレントディレクトリにします。ここでは、ホストドライブをドライブ 
Y 、 重複しているディレクトリを AAA とします。 

Y : 

CD AAA 

③ サブディレクトリ内にあるファイルの属性を ATTR 旧コマンドで確認し、ファイルごとに属 
性をメモします。 

ATTRIB 

④ ファイルの属性をすべて解除します。そのディレクトリ中にさらにサブディレクトリがある場 
合は、そのサブデイレクトリをカレントディレクトリに肢、③®の作業を繰り返します。 
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⑤重複しているサブディレクトリすべてに対して②〜④の作業を終えたら、 C 〇 PY コマンド 
や XCOPY コマンドを使って、属性を解除したファイルをそれぞれに対応する圧縮ドライブ 
のサブデイレクトリにコピーします。 



ファイルをコピーする際、圧縮ドライブに重複するファイルが合った場合は、タイムスタン 
プ （ D 旧コマンドで表示されるファイルの作成日時）が新しいファイルを残すようにしてくだ 
さい。 


⑥ すべてのファイルのコピーを終えたら、ホストドライブにある重複しているディレクトリ 
をすベて削除します。コマンドプロンプトからは、次のように入力します。 

Y : 

DELTREE AAA 

⑦ 作業が完了したら、 DBLSPACE コマンドを実行して圧縮解除を行ってください。 

• 突然システムが停止してしまった場合 

突然のシステム停止にはさまざまな原因が考えられます。もし「2.4圧縮ドライブを管理す 
る」の 「⑩ オプションの設定」にある 「 DoubleGuard 安全チェックを使用」で紹介したようなメ 
ッセージが表示されて止まったのなら、 DoubleGuard の働きによってシステムが停止したことが 
考えられます。 

このようなときは、まず次のようにして、 CVF に損傷が起きていないかどうかをチェックし 
ます。 


① 停止したときに使用していたプログラム（実行中のもの、常駐していたもの）をメモして 
おき、コンピュータの電源を切ってから再度入れ、再起動させます。 

② コマンドラインから次のように入力します。 


SCANDISK / ALL ® 


SCANDISK コマンドが起動して、すべてのドライブを検査し修復します。 

CVF に損傷がないことが確認できたら、メモリ内で DoubleSpace と衝突するようなプログラム 
を使わないようにするのがもっとも単純な解決方法でしょう。そうもいかなければ、 
DoubleSpace システムファイル （ DBLSPACE . BIN ) のメモリ内の位置を変えて、使用していたプ 
ログラムと同じメモリ領域を使わないようにします。 

DoubleSpace システムファイルの位置を変更するには、 “ DBLSPACE . SYS ” という名前のデバ 
イスドライバを使用します。このデバイスドライバは、自動的にコンベンショナルメモリの上 
位に読み込まれる DoubleSpace システムファイルのメモリ内の位置を他に変更するためのドライ 
バで、 DoubleSpace のセットアップ時に起動ドライブの CONFIG . SYS にすでに組み込まれている 
はずです。 

DBLSPACE . SYS を使って DoubleSpace システムファイルのメモリ内の位置を移動するには、次 
のようにします。 

DoubleSpace システムファイルをコンベンショナルメモリの下位に移動させる 

CONFIG . SYS の DBLSPACE . SYS のコマンドラインには、必ず “/ MOVE ” スイッチを指定し 
なければなりません。 

DoubleSpace システ厶ファイルを HMA に移動させる 

HMA に十分な広さがあれば、 DBLSPACE.SYS はとくに何も指定しなくても、 DoubleSpace シ 
ステ厶ファイルの一部を MS-DOS のシステムとして HMA に読み込みます。 

このとき、 CONFIG . SYS 内の “ BUFFERS ” の設定に注意してください。 BUFFERS の値が4よ 
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り大きいと、 HMA 内にバッファのための領域と DoubleSpace システムファイルが共存できない 
ことがあります。ただし、 BUFFERS の値を小さくするとディスクの読み書きが遅くなりますか 
ら、 SMARTDrive を併用するようにするとよいでしょう。 

逆に DoubleSpace システ厶ファイルを HM A に読み込ませたくなければ、 CONFIG.SYS 内の 
DBLSPACE.SYS のコマンドラインに、 “/ NOHMA ” スイッチを付加します。 

DoubleSpace システムファイルを UMB に移動させる 

CONFIG.SYS 内で DBLSPACE.SYS を “ DEVICEHIGH ” で組み込むと、 UMB に十分な広さがあ 
れば、 DBLSPACE.SYS は DoubleSpace システムファイルを UMB に読み込みます。 

“/ MOVE ” スイッチや “/ NOHMA ” スイッチは併用できます。同時に指定すると、 
DoubleSpace システムファイルはコンベンショナルメモリの下位に移動され、 HMA は使用しま 
せん。さらに DEVICEHIGH コマンドも使用すると、 DoubleSpace システムファイルはできるかぎ 
り UMB に移動され、不可能ならコンベンショナルメモリの下位に移動され、 HMA は使用され 
ません。 

DoubleSpace をセットアップしたらアプリケーションが実行できなくなった場合 

これにはさまざまな原因が考えられます。 

コンベンシヨナルメモリの一部を DoubleSpace システムフアイルが使用したためのメモリ不足 

DoubleSpace システムファイルはメモリに常駐して約 50 K バイトを消費します。メモリ不足で 
動作しなくなったのであれば、前述のような方法でコンベンショナルメモリからドライバを追 
い出すのがよいでしょう。 

コピー防止機構が働いてしまう 

不正なコピーを防止するためにソフトウヱアに付加されている機構が、プログラムが圧縮さ 
れたことでうまく働かず、不正コピーと見なされて起動しないことがあります。このようなと 
きは、該当するファイルを圧縮しないで、ホストドライブに残すとよいでしょう。 
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空きメモリを増やす 

—MemMaker — 


メモリを最大限に利用するためには、 CONFIG . SYS や AUTOEXEC . BAT に記述するメモリドラ 
イバの設定を行って最適化する必要があります 。 MemMaker ( MEMMAKER コマンド）は、起 
動時に組み込むデバイスドライバや TSR (常駐プログラム) を UMB に移動させて、メモリの最 
適化を行うためのユーティリティです。 


3.1 メモリの最適化 一 MEMMAKER コマンドー 

MS - DOS のプログラムは、フロッピィディスクや固定ディスクなどの記憶装置からメモリに 
読み込まれ、実行されます。 MS - DOS ではコンピュータに搭載されているメモリは、3つの部分 
に分けて管理されます。図に示すように、コンベンショナルメモリ（メインメモリと呼ばれる 
こともあります）といって主としてアプリケーションソフトを読み込んで実行するところ、主 
にシステムが使用する上位メモリ領域、それに EMB (拡張メモリ）です。 



空きメモリ 



EMS として利用 
(要 EMM 366. EXE ) 


XMS として利用 
(要 HIMEM . SYS ) 


デバイスドライバ 


EMS へ 

VRAM I 


ージフレーム 


( 画像用メモリ） 


FEP 


空きメモリ 


アプリケーシヨニ 


MS-DOS のシステム 


UMB にデバイスドライバ 
と FEP を移動したことで、 
コンベンショナルメモリ 
が増える。 
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通常、コンベンショナルメモリは 640 K バイト、上位メモリは 384 K バイト程度の大きさです。 
コ ンベン ショ ナルメモリは、アプリ ケーショ ンソフトなどを読み込んで実行するためのメモリ 
空間となっていますが、ここには COMMAND . COM や FEP (かな漢字変換のためのプログラム） 
なども読み込まれます。また、マウスドライバやプリンタドライバのようなデバイスドライバ 
もこの部分に読み込まれます。 

CHKDSK コマンドなどを使ったときに「使用可能メモリ」として表示されるのは、コンベン 
ショナルメモリのうち、まだプログラムなどに使われていないメモリの量です。 

さまざまなプログラムがコンベンショナルメモリを使用すると、メモリが不足してアプリケ 
ーションが実行できないことがあります。このようなとき、不要なデバイスドライバを組み込 
まないようにするなどしてメモリを空けることができればよいですが、それができない場合は 
UMB を使います。 

また、上位メモリ領域は、 EMS のページフレーム 、 VRAM (画像表示用メモリ）、さまざま 
なインタフェースボード上の ROM などが特定の部分を使用し、あとは空いています。この空い 
ているところが UMB です。 MemMaker は、 UMB を利用してコンベンショナルメモリを最大限に 
利用するためのユーティリティです。 
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3.2 MemMaker を構成するファイル 

MemMaker は次のファイルから構成されています。 


MEMMAKER.COM 

MEMMAKER.EXE 

SIZER.EXE 

CHKSTATE.SYS 

MEMMAKER.INF 

MEMMAKER.HLP 

MEMMAKER.STS 


MEMMAKER . EXE の ローダ 

メモリ最適化のためのメインプログラム 

TSR 、 デバイスドライバの常駐サイズをチェックするプログラム 
最適化処理の途中でシステムファイルが他のプログラムによつ 
て書き換えられていないかをチェックするプログラム 
MemMaker の実行を制御するためのテキストファイル 
MemMaker のヘルプフアイル 

最適化処理に必要なデバイスドライバゃ TSR の情報を記述する 
ためのテキストファイル 


このうち、 MEMMAKER.INF と MEMMAKER.HLP を除くすべてのファイルは同じディレクト 
リになければなりません。また、 MEMMAKER.EXE と同じディレクトリに、 HIMEM.SYS と 
EMM 386 .EXE がなければなりません。 

もし、 MEMMAKER.EXE と同じディレクトリにファイルが見つからないときには、 
MemMaker はェラーメッセージを表示して実行を中止します。 

MEMMAKER.INF が MemMaker を起動したディレクトリにないときには、 MemMaker は実行を 
中止することはありません。ただ、その場合にはオプションの設定を変更することはできませ 
んし、最適化が正しく行われないこともあります。 

また、 MEMMAKER.HLP が起動したデイレクトリにないときには、実行中にヘルプを表示さ 
せることができません。 
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3.3 MemMaker の機能 

MemMaker は 現在使用 されている メモリの状態を調べ、コンベンショナルメモリの空き領域 
が最大と なる ように CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 修正して、デバイスドライバと TSR を 
UMB に 移動 します。ま た Windows 上で MS-DOS アプリ ケー ションを使用す ると きのた めに、 
CONFIG.SYS 、 AUTOEXEC.BAT を 最適化 します。 

現在、メモリがどのように使用されているかは、 MEM コマンドを使って確認することができ 
ます。 


メモリの種類 合 i + 

エ》へ、、》 3 ナ t 
7■ ジ 11 °- メモリ 
予約済み 
xns m xx.xxxk 


全メモリ XX.XXXK 



m +空き 



X.XXXK XX.XXXK 


全 1 NB 以下メモリ 


X.XXXK 

X.XXXK 


議 s?r:r ^ 

ns - Dos はハイメモリ領域に常駐しています. 


(X,XXX,XXX D 、、 イト） 
(X.XXX.XXX 『イト） 

(XXX, xxx ， r イト） 

(X JVVK) 


A：¥> 


msm ■»!■ mm bsm mm Eau eh jesm isiai WBk 


デバイスドライバや常駐プログラムによっては、コンベンシヨナルメモリから UMB に移動さ 
せることができないものがあります。その場合には、 MemMaker を使ってもコンベンショナル 
メモリを解放できません。 


3.4 MemMaker の実行 

MemMaker を起動すると、高速セットアップとカスタ厶セットアップのどちらかを選択する 
画面が表示されます。高速セットアップはすばやく メモリを最適化するときや、メモリの設定 
に自信のない方がメモリを最適化するための機能です。細かな設定を行わなくても、 
MEMMAKER.INF に書かれている既定値にしたがって最適化を行います。 

カスタ厶セットアップは MS-DOS やメモリ設定に詳しい方のための機能で、 MemMaker のオプ 
ションを選択しながら最適化を行います。 


冒 


DoubleSpace のセットアップの後に MemMaker を実行する場合は「カスタムセットアップ」 
を選んでください0カスタムセットアップ中の「上位メモリ領域を積極的にスキャンします 
か？」の項目を「はい」に変更してください。 

「高速セットアップ」は、通常上位メモリ領域を積極的にスキャンしないため、上位メモリ 
の空き領域が減少してしまいます。 


3.4.1 実行する前に準備すること 

MemMaker を実行する前に、次のような準備をしてください。 

• CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT によって、不要なプログラムが組み込まれていないかどうか 
を確認します。もしあれば削除します。 

• 実行中のプログラムを終了させます。 
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-固定ディスク起動メニュープログラムの起動領域を、自動起動に設定します。 

•ふだん使用しているハードウェアや常駐プログラムをすべて起動させます、,たとえば、ネッ 
トワークをお使いの場合にはネットワークを起動させます t 



MemMaker は、 Windows や DOS シェルのコマンドプロンプトからは起動させることができま 
せん。また、 MS-DOS 6.2以外の〇 S から実行することはできません。 

MemMaker は最適化処理中にコンピュータを再起動します。そのため、 MemMaker 起動前の 
カレントディレクトリやコマンドプロンプトから設定した一時的な環境変数、画面の行数など 
の設定は無効になります。 

ハイレゾリューションモードでは、 UMB として確保できるメモリが 10 K バイト程度しかない 
ため、 MemMaker を実行してもさほどコンべンショナルメモリは広くなりません。 
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固定ディスク起動メニュープログラムについては、本書の「環境設定編2.10固定ディス 
ク起動メニュープログラム」を参照してください。 




MemMaker 




MemMaker には、2播類のセットアップ方法があります 


For Expert はエキスパート向き 


MemMaker の起動 


起動 


最適化に含めるドライバと TSR の指定 


高速 


上位メモリを積極的にスキヤンするかどうかの指定 j 

上位メモリを Windows 用に最適化するかどうかの指定 
EMM 386 のメモリ設定を保持するかどうかの指定| 


トアップ、カスタムセットアップの_ 


請12 

EMS メモリが必要なプログラムを使うかど5かの进択 


For Beainner 


高速セツトアップは 
ビギナー向き 
楽ちんです 
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3.4.2 高速セットアップ 

高速セットアップを実行する手順は、次の通りです。 

①コマンドプロンプトから “ MEMMAKERO ” と入力すると、次のような画面が表示されま 
す。 


Microsoft MemHaker 


hentf'laker へようこそ 

Mediaker は，メモ_ 

が使 k るコンべンシヨナ/レヌ 


flentf'laker _ 
したり削除- 
す. メモリの; 
は， nemllaker 


リ常駐プログラムやデパイスドライパを上位メモリ領域 
F ムのメモリを最適化します.これによつて，アブリケー 
バンシヨナルメモがふえます. 

娜-ロタ德凝讎蘑 〇 


微微そのような: 


IM 雛 


MemMaker では，選択できるオプションが| 

す皮とえば，下の货行”才てシヨンを疫へ—'-如、、咖，； 
オプションの表示を変するには，スペースキーを押して,ください.選択した 

一 、織牙 一 し..…. - ••'一 


_ 觀犠 ;： : 


牙プシヨシが表示されたら，リターンキーを押してください. 
Ilemllaker 実行中にヘルブを見るには，卜1キーを押してください, 
綾行，それとも終了しますか？続行 
択を変更しないハ*-ス=選択を変更卜3=終了 


セットアップを継続するときは[続行]を選び、終了するときには[終了]を選んで®キ 
一を押します。なお、スペースキーを押すたびに[続行]と[終了]が切り替わります。 



@キーを押すと、現在の画面のヘルプが表示されます。 


②セットアップ方法の選択画面が表示されます。 


Microsoft Meirf-laker 


Henittaker を実行するには，20の方法があります： 

高速セツトアップは，コンピュータのメモリを自動的に最適化します. 



高速，それともカスタムセットアップ？高速セツトアップ 


リ択を変更しないスへ。-ス=選択を変更卜1=呦ァト3=終了 


[高速 セットアップ]を 選んで i ! キーを押します。 
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EMS メモリを必要とするプログラムを使うかどうかの選択画面が表示されます。 


Microsoft MemMaker 


"%ンと 


f 溫齡ブと f? るムと㈤ 
ゼ^みルメモリを最大 P 爵こは使えなくなることもあります. 
cmc メ石 ir* 必要と する ブ ri グラムを何も 使つ ていなければ， "いい A” t 

II荇茲 f 巧泣くと氣るふ晶メ天叫綱て:?忽なりま 

す余， i •り多くのコンべンシヨナルメモリを使ス*るよつになります. 
使用しているプログラムが，日 19 メモ 1 i を必要とす^於ちう1^1?匕ら 

fc ⑶儘:ぶ^!思鐘齡る茲 

B1S メモリを必要とするブログラムを使いますか？はい 


リ9■ン=選択を変更しない水-か選択を変更 M=AS< アト 3 ^終了 


EMS メモリを必要とするプログラムを使うときには[はい]を、使わない、または必要と 
するプログラムがあるかどうかわからないときには[いいえ]を選んで®キーを柙しま 
す0 


EMS メモリの設定が終了すると、 Windows がシステムに組み込まれているかどうかか横粟 
されます。 


検索が終了すると、次のようなメッセージが表示されます。 



@キーを押してコンピュータを再起動させます。 

コンピュータを再起動させると、 MemMaker はデバイスドライバと常駐プログラムの常駐 
量から、最適なメモリ設定を決めて CONFIG . SYS 、 AUTOEXEC . BAT を修正します。 

MemMaker がコンピュータを再起動するというメッセージが表不されたら、圓キーを押し 
ます。コンピュータが再起動され、新しいメモリ設定でデバイスドライバや常駐プログラ 
ムが組み込まれます。このとき、組み込んだデバイスドライバなどがエラーメッセージを 
表示せず、正しく MS - DOS が起動するかをよく見ていてください。 
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⑦システムが正常に動作しているかどうかを確認する画面が表示されます。 


Microsoft Memflaker 

ラ派 述則 

鶸 鸚ム 

システムは正常に動作しているようですか？はい 


リ選択を変更しないス=選択を変更 f . l = へげ f .3= 終了 


正常なときには[はい]を、そうでないときには[いいえ]を選びます。 

システムの 動作が正常でないときには、 CONFIG . SYS や AUTOEXEC . BAT などの システム フ 
アイルを復元するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 システム ファイルを復 
元するときは[復元する]を、そうでないときは[復元しない]を選んでキーを押しま 
す 。 

⑧最適化処理の結果、メモリの使用がどのように変更されたかが表示されます。@ キーを 押 
して、処理を終了します。なお、メモリ情報はシステムファイルを復元したときには表示 
されません。 


バックアップファイルのファイル名は、元のファイル名の拡張子を “ UMB ” に変更したもの 
で、 MS - DOS がインストールされているディレクトリに書き込まれます。バックアップを行う 
ときに、すでに同じ拡張子のファイルがあれば、既存のファイルが上書きされます。 システム 
ファイルを復元する方法については、後述する「3.4.4 MemMaker 終了後に システム ファイル 
を復元する」を参照してください。 


3.4.3 カスタムセットアップ 

高速セットアップは、メモリの設定をすばやく行うことができます。しかし、カスタ 厶セッ 
トアップを使うと、より細かな設定を行うことで、さらに多くの コンベンショナル メモリを確 
保できます。 

カスタムセットアップには、次のようなオプションがあります。 

• メモリの最適化に含めるドライバと常駐プログラムを指定する 
MemMaker で最適化したために正しく動作しなかったデバイスドライバや TSR がある場合、そ 
れらを最適化の対象とするかどうかを選べます。 

• 上位メモリ領域を積極的にスキャンする 
E 900 H 〜 F 3 FFH までの範囲を検索するかどうかを選べます。 

-上位メモリ領域を Windows で使うために最適化する 
Windows で MS-DOS アプリケーションを使用するために最適化するかどうかを選べます。 


MemMaker は CONFIG . SYS 、 AUTOEXEC . BAT を修正する前にバックアップファイルを作成す 
るため、 MemMaker を実行する前の状熊に戻すことができま寸、 
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• 現在の EMM 386 の設定を保持する 

EMS メモリマネージャの EMM 386. EXE を使っているときに、現在のメモリ設定をそのまま使 
用するかどうかを選べます。 

カスタムセットアップを実行する手順は、次の通りです。 

①コマンドプロンプトから “ MEMMAKER ®” と入力すると、 MemMaker の起動画面が表示 
されます。セットアップを継続するときは[続行]を選び、終了するときには[終了]を 
選んで @ キーを押します。なお、スぺースキーを押すたびに[続行]と[終了]が切り替 
わります。 


@キーを押すと、現在の画面のヘルプが表示されます。 


② 高速セットアップとカスタムセットアップを選択する画面が表示されたら、[カスタムセッ 

トアップ]を選んで@キーを押します。 

③ EMS メモリを必要とするプログラムを使うかどうかを選ぶ画面が表示されます 。 EMS メモ 
リを必要とするプログラムを使うときには[はい]を、使わない、あるいは必要とするプ 
ログラムがあるかどうかわからないときには[いいえ]を選んで®キーを押します。ここ 
までの手順は、高速セットアップと同じです。 

④ オプションを設定する画面が表示されます。表示される画面の内容にしたがって、オプシ 
ヨンを設定します。 
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mm . 

P 繼懸琴： 謙 

3見卷の EH _ メモリ設定をこのまま保博しますか？ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はぃ 


iiSil てください. 


リも変更しないが-和選択を変更 f 卞へげ卜3=終了 
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dXB キーでオプション間を移動できます。現在のカーソル位置は、[はい]または[いい 
え]の文字の強調表示で示されています。設定を変更するときは、スペースキーを使いま 
す。@キーを押すと、オプションの詳しい説明が表示されます。 

それぞれのオプションの一覧は、次の表の通りです。 


オプション内容 

オプションの説明 

既定値 

最適化に含めるドライバと 

TSR を指定する 

最適化の対象とするデバイス 
ドライパと常駐プログラムを 
指定するときには[はい]を選 
ぶ 0 MemMaker は、 CONFIG. 
SYS と AUTOEXEC.BAT に記述 

されているそれぞれのコマン 
ドを最適化の対象にするかど 
うかを選ぶためのプロンプト 
を表示する。 

いいえ 

上位メモリ領域を積極的にス 
キャンする 

上位メモリ領域の E900H 〜 
F3FFH までの使用可能な上位 
メモリを検索するときには 
[はい]を選ぶ。 MemMaker は 
EMM386.EXE に‘ /HIGHSCAN” 
パラメータを設定す る。 

いいえ 

上位メモリ領域を Windows で 
使うために最適化する 

Windows で MS-DOS のアプリケ 
ーションを使うときには 
[はい]を選ぶ。 MemMaker は、 
EMM386.EXE に 

/'Win=xxxx-xxxx 
パラメータを設定す る。 

いいえ 

現在の EMM386 の設定を保持 
する 

現在の EMM386.EXE のメモリ 
設定を使うときには[はい]を 
選ぶ。 

はい 


なお、オプションの既定値は MEMMAKER.INF に記述されています。 

⑤オプションの設定が終了すると、 MemMaker は Windows がシステムに組み込まれているか 
どうかを検索します。 Windows が組み込まれている場合は、次のような画面が表示されま 
す。また、 Windows が組み込まれていない場合は、手順⑥に進みます。 


Microsoft flemflaker 

次のディレクトリに Wi ndows のコピーが見つかりました： 

A: WINDOWS 

• これが3|产使つている Windows のコピーであれ^,リターンキーを 

• 現在使つている別のディレクトリにある場合は，その 
テイ D クトリのパスを入力して，リターンキーを押してください. 


リ》^ f-i=ur f. 域了 
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⑥ Windows のディレクトリの確認後、次のようなメッセージが表示されます。 



発 

展 

編 


キーを押してコンピュータを再起動させます。 

コンピュータを再起動させると、 MemMaker はデバイスドライバと常駐プログラムの常駐 
量から、最適なメモリ設定を決めて CONFIG . SYS 、 AUTOEXEC . BAT を修正します。 

⑦ MemMaker がコンピュータを再起動するというメッセージが表示されたら、@キーを押し 
ます。コンピュータが再起動され、新しいメモリ設定でデバイスドライバや常駐プログラ 
厶が組み込まれます。このとき、組み込んだデバイスドライバなどがエラーメッセージを 
表示せず、正しく MS - DOS が起動するかをよく見ていてください。 

⑧ システムが正常に動作しているかどうかを確認する画面が表示されます。 

正常なときには[はい]を、そうでないときには[いいえ]を選びます。 

システムの動作が正常でないときには、システムファイルを復元するかどうかの確認メッ 
セージが表示されます。システムファイルを復元するときは[復元する]を、そうでない 
ときは[復元しない]を選んで®キーを押します。 

⑨ 最適化処理の結果、メモリの使用がどのように変更されたかが表示されます。®キーを押 
して、処理を終了します。なお、メモリ情報はシステムファイルを復元したときには表示 


されません。 



MemMaker (^CONFIG.SYS , AUTOEXEC BAT を修正する前にバックアップファイルを作成す 
るため、 MemMaker を実行する前の状態に戻すことができます。 

バックアップファイルのファイル名は、元のファイル名の拡張子を “ UMB ” に変更したもの 
で、 MS - DOS がインストールされているディレクトリに書き込まれます。バックアップを行う 
ときに、すでに同じ拡張子のファイルがあれば、既存のファイルが上書きされます。システム 
ファイルを復元する方法については、次の「3.4.4 MemMaker 終了後にシステムファイルを復 
元する」を参照してください。 
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3 A 4 MemMaker 終了後にシステムファイルを復元する 

MemMaker 実行中に何か問題が起こったときには、元の CONFIG . SYS 、 AUTOEXEC . BAT を復 
元して、 MemMaker による変更を取り消すことができます。また、終了後に正常に動作しない 
ときなどにも、元の設定に戻すことができます。 MemMaker 終了後にメモリ設定を元に戻す手 
順は、次の通りです。 

① コマンドプロンプトから “MEMMAKER /UND 〇と入力します。 

② システムを復元するかどうかを確認する画面が表示されます。 
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iker がシステムファイノ I 八加えた変更を取り消したいと指定されまし 


I ' lemMaker を起動したときに， CONFIG . SYS と AOTOEXEC . BftT (盗要であれば 

1-"•が'(乍成さ豹 


_ _ i . m !> フ:?，… 


flemtiaker 
元のファイルを$ 


:ックアップコピーが 作蔵され てい: 
ノプコピーと現在のファイルを置き 
がパ L クア ップコピーを 作成した 
イルを復元した時点で， 4 れらのき 


元のシステムファイルを復元.それとも終了しますか？復元 


リトを変更しない 2 へ。-ス=選択を変更 f * l = M!.r f .3= 終了 


システムを復元するときは[はい]を選んで@キーを押します。復元処理が開始されて、 
システムフアイルは MemMaker 実行前の状態に戻ります。 

復元せずに終了するときは[いいえ]を選んで@キーを押します。復元処理を行わずに、 
MS - DOS の画面に戻ります。 


3.5 MemM aker 実行 中 にトラブル が起こったら 

MemMaker の実行中に何かトラブルが生じたときには、次の手順にしたがって対処してくだ 
さい。 

① MemMaker のメモリ最適化中に、コンピュータが応答しなくなったときには、リセットス 
イッチを押すか、電源を入れ直して MS-DOS を再起動します。 

② Chkstate のエラーメッセージが表示されたら[再試行]を選びます。 

③ コンピュータが再起動して、 MemMaker が再実行されます。 

④ 再実行の結果、 MS-DOS が正常に起動しないときには、再びリセットスイッチを押すか、 
電源を入れ直して MS-DOS を再起動します。 

⑤ Chkstate のエラーメッセージが表示されたら[全変更を取り消す]を選びます。 

⑥ Chkstate によって CONFIG.SYS と AUTOEXEC. BAT が元に戻され、コンピュータが再起動 
されます。 

⑦ MemMaker をカスタムセツトアップモードで再起動して、 MS-DOS が起動しない原因を特 
定します。 
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3.6 MemMaker で注意しなければならなし、こと 

システムフアイルの行数 

MemMaker が設定できる CONFIG . SYS 、 AUTOEXEC . BAT の最大行数は512行となっています。 
MemMaker 起動時に、これらのファイルが最大行数を超えていると、次のようなメッセージを 
表示して終了します。 


AUTOEXEC.BAT, CONFIG.SYS が長すぎるので， MemMaker を続けられません. 
ファイルは 512 行以下でなければなりません. 


なお、 MemMaker の最適化処理中に最大行数を超えたときには、513行目以降の行が失われま 
す0 


籲 EMM 386 .EXE 以外のメモリマネージャ 

MemMaker を実行させると、上位メモリを管理するために EMM 386 が自動的に組み込まれま 
す。しかし、 EMM 386. EXE と同時に実行できないようなメモリマネージャが組み込まれている 
ときには、 MemMaker は以下のようなメッセージを表示して処理を終了します。 


コンピュータで他のメーカーのメモリマネージャが実行されているので， 
MemMaker を実行できません. MemMaker を終了してから， AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS ファイルを編集して，他のメーカ_のメモリマネージャを起動 
するコマンドを無効にしてください.それから MemMaker を再起動してください. 


€ 固定ディスク起動メニュープログラム 

MS - DOS の起動ドライブに自動起動が設定されていないときには、 MemMaker がコンピュータ 
を再起動する際、固定ディスク起動メニュープログラムが表示されます。このとき、必ず前回 
起動した領域を選択するようにしてください。 MemMaker を起動する前には、なるべく自動起 
動に設定しておいてください。 

もし間違って前回起動した領域と異なる領域から MS - DOS を起動したときには、 
CONFIG . SYS 、 AUTOEXEC . BAT を書き換えない限り、正しい領域から再起動すれば MemMaker 
の処理を続けることができます。正しい領域から再起動する前に CONFIG . SYS 、 
AUTOEXEC . BAT の内容を書き換えてしまったときにはエラーとなります。 
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コンピュータウイ ノレス の検出 
—ウイ ルス バスタ ー 98— 


ウイルスバスター98では、海外のウイルスを含めて3500種類以上のウイルスを検索できます。 
そのため早期ウイルス発見が可能となり、大切なプログラムやデータをウイルスから保護でき 
ます。また、ウイルスバスター98では、ウイルスに関する情報を外部ファイル（ウイルスパタ 
ーンファイル）として持っているために、今後発見されるウイルスに対しても対応していくこ 
とができるようになっています。 

ウイルスバスター98には MS - DOS 用と Windows 用の2種類が用意されています。 Windows 用コ 
マンドの操作に関しては、本編の「5.6.2 Windows 用のウイルス検出コマンドを使う 
WVB 98 コマンドー」を参照してください。 

_ コンピュータウイルスとは 

コンピュータウイルスとは、外部からなんらかの方法でコンピュータに侵入し、感染活動を 
行うことにより自己増殖をくり返すプログラムのことです。通常、ウイルスは、「侵入」一「感 
染」一「潜伏」一「発病」といった過程をたどり、「発病」の結果コンピュータに対してさまざ 
まな障害を引き起こします。その症状は、コンピュータの種類によっても異なりますが、なん 
らかのメッセージを表示したり、ファイルや固定ディスクを破壊したり、スピーカから音を鳴 
らしたりするものなどがあります。 

また、多くのウイルスは海外でつくられているため、 PC - 9800シリーズでは正常に感染する 
ことや発病することができず、本来の動作が見られな t ゝ場合もあります。 

コンピュータウイルスは、その感染方法によって次の2つの種類に分けられます。 

• システム感染型ウイルス 

固定ディスクやフロッピィディスクのシステム領域に感染するタイプのウイルスです。本来 
のシステム領域の内容をウイルス自身と置き換えることにより、コンピュータ起動時にメモ 
リ中に常駐して感染活動を行います。 

• ファイル感染型ウイルス 

一般に実行型ファイル（ファイルの拡張子が COM 、 EXE などのファイル）に感染するタイプ 
のウイルスです。ファイル感染型ウイルスに感染した実行型ファイルを実行すると、メモリ 
に常駐するかまたは直接的に、他の実行型ファイルにウイルスコードを付着して感染します。 
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4.1 ウイ)レスの検査 一 VB 98 コマンド 


MS - DOS 用のウイルスバスター98 ( VB 98 コマンド）には、 MS - DOS のコマンドプロンプトか 
ら直接ウイルスを検索する方法と、メニュー画面を表示してウイルスを検索する方法の2つがあ 
ります。 

コマンドプロンプトからウイルスを検索する場合の書式は、次の通りです。 

VB 98 [〈オプション〉…] [{〈ドライブ 〉I 〈パス 〉I 〈ファイルパ…] 


オプション 

一 V 全ドライブを検索する 

—A 全ファイルを検索する （*.* のワイルドカード指定と同じ） 

-L 指定ドライブでの検索をくり返し実行する（フロッピィディスクの検索時に 

指定すると便利です） 

一 NM メモリを検索しない 

-NB システム領域を検索しない 

-NS サブディレクトリを検索しない 

一 MTE ミューテーション型ウイルスについて詳しく調査する 

_ R ファイル名 レポートファイルを作成する（デフオルトのファイル名： VB 98. RPT ) 




VB 98 コマンドは、ハイレゾリューションモ_ドではコマンドプロンプトからのみ使用できま 

す。 


たとえば“ VB 98 A : のようにドライブ名だけを指定した場合は、そのドライブの全デ 
ィレクトリを検索します。また、なにも指定しないで実行した場合は、次のようなメニュー画 
面が表示されます。 






UB98.BE Uersion X.X 

ウイルスバスター 98 

(C)1990-X ： く LIN< CO.,LTD. 


メニュー画面からウイルス検索をする場合は、メイン画面より[検索]ボタンを選びます。 
検索方法の指定画面が表示され、次の3つの検索方法が選択可能となります。 

[ドライブ検索]ボタン 

指定したドライブに対してウイルス検索を行います。 

新しいソフトウェアをコンピュータにインストールしたり、フロッピィディスクから実行ファ 
イルをコピーする前にウイルス検索を行うために使用します。また、主に使用しているドライ 
ブのウイルス検査を行う場合にも使用します。 
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[ディレクトリ検索]ボタン 

指定したドライブのディレクトリに対してウイルス検索を行います。 

ウイルス感染の疑いのあるファイルを入れたディレクトリを指定して検索する場合に使用しま 
す0 


[全ドライブ検索]ボタン 

現在コンピュータに接続されているすべてのドライブに対してウイルス検索を行います。ウイ 
ルス検索では最も確実な方法ですが、 CD - ROM やネットワークの仮想ドライブに接続されてい 
るような場合は、非常に作業時間がかかる可能性がありますので注意してください。 

状況に合った検索方法でウイルス検索を行うようにしてください。 

また、メニュー画面では、検索レベルの設定、予約検索の設定、検索結果レポートの表示、 
ウイルス情報の表示など多くの機能を簡単に操作できるようになっています。詳しい説明は、 
VB 98 コマンドのヘルプを参照してください。 




4.2 コンビ ユこタ ウイル:^を発見したら 

ウイルスバスター98 ( MS - DOS 用、 Windows 用ともに）はウイルスを発見すると、次の対処 
方法を問い合わせてきます。 

[駆除]ボタン . ウイルスバスター98では駆除機能は使用できません。 

[削除]ボタン . ウイルスバスター98では削除機能は使用できません。 

[リネーム]ボタン……ウイルス感染ファイルを誤って実行しないように、ファイルの拡張子を 
変更します。 

[放置]ボタン . ウイルス感染ファイルをそのまま放置します （ MS - DOS 用のみ)。 

[リネーム]ボタンを選ぶと、すべての感染ファイルに対して拡張子の変更作業が行われま 
す。処理が終了したら、拡張子の変更されたファイルをフロッピィディスクにバックアップし、 
感染したドライブ上のすべてのファイルを削除してください。ここでバックアップしたフロッ 
ピィディスクは厳重に管理してください。 

次にコンピュータを再起動して、確認のためもう一度ウイルス検索を行ってください（再起 
動できない場合は、 MS-DOS 6.2 をインストールし直して、ウイルス検索を行ってください。） 
ウイルスが発見されないようであれば、変更されたファイルのオリジナルを、ウイルスに感 
染していないフロッピィディスクなどからインストールし直してください。 

ウイルスが削除できない場合は、必要なデータファイルをバックアップした後で、ウイルス 
が発見されたドライブの初期化を行うことをお勧めします。 

また、ウイルスが発見されたディスクだけではなく、これまでに使用したすべてのディスク 
に対してウイルス検索を行い、2次感染しないように対処してください。 

なお、システム領域感染型ウイルスに感染している場合は、上記の対処方法ではコンピュー 
夕を復旧させることはできません。パッケージに同封されている別紙の連絡先までお問い合わ 
せください。 
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4.3 ： □ン ピユこ タクイルスに感染し ja いため i こは 

コンピュータウイルスの感染を完全に防止することは困難です。そのため、ウイルスの感染 
を少しでも防ぐことができるように対策をたてることが重要になってきます。 

次のコンピュータウイルスの感染を防ぐための方法を参考にしてください。 

• 出所が不明なプログラムは使用しない 

• 出所が不明なフロッピィディスクは使用しない 

• 入手したプログラムはウイルス検査を行う 

• 使っているコンピュータは、定期的にウイルス検査を行う 

-コンピュータの利用状況を把握する 

また、ディスク全体のバックアップを作成しておくと、コンピュータウイルスに感染したと 
きに、ウイルス除去後の復旧作業が非常に楽になります。ただし、感染前に作成したバックア 
ップでないと意味がありませんので、こまめにウイルス検査とバックアップを行うことをお勧 
めします。 

ウイルスバスタ ー98には、指定した周期で自動的にウイルス検索を行う予約検索機能があり 
S I ] ます。予約検索機能の設定は、 MS-DOS 用のウイルスバスター98の予約検索設定で行います。 

また、 Windows 用のウイルスバスター98で、検索周期の変更を行うこともできます。予約検索 
機能を使用すると、定期的にウイルス検索が行えるため、ウイルス感染被害を最小限にくいと 
めるとともに、感染時期の推定などウイルス感染時の復旧対策に効果を発揮します。 

なお、予約検索機能を使用する場合は、 AUTOEXEC.BAT の先頭行に次の内容を追加する必 
要があります（この例では、ドライブ A の DOS ディレクトリに VB 98 コマンドがあるものと仮定 
しています)。 

A : ¥DOS¥VB98 -SCHEDULE 

この内容が記述されていな t ゝ場合は、予約検索が行われません。 


4.4 ウイルスパターンフアイルの更新 

コンピュータウイルスは、現在もぞくぞくとその種類を増やしつつあります。ウイルスバス 
夕 一98 は、つねに新しいウイルスに対応するために、ウイルス情報ファイル（ウイルスパター 
ンファイル）を更新する必要があります。安全なコンピュータ環境を維持するためにも少なく 
とも3力月に1回はウイルスパターンファイルを更新することをお勧めします。 

ウイルスパターンファイルの更新手続きについては、パッケージに同封されている「パター 
ンファイル/ウイルスバスター Ver .5 申込書」を参照してください。 
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1 . 届出者名 

2. コンピュータウイルスの発見場所 

3. コンピュータウイルスの発見日時 

4. 機種名 

5. 使用時の 0 S (そのバージョン）、ソフトウェア（そのバージョン） 

6. ネットワークへの加入状況（もしあれば） 

7. コンピュータウイルスの内容（わかればその内容や名称） 

8. 推定される感染経路 

9. 被害の状況（届け出時点で把握できる範囲で） 


注：本届け出内容について公表を希望されない項目があれば、その項目に*印をつけ 
てくださし、。取り扱いには十分注意します。ただし、〇印をつけた項目に関しては、被 
害の拡大および再発を防止する観点から原則として公表を前提としていることをご了承 
ください。 


届け出先 ( IPA ) に関しては、パッケージに同封されている別紙を参照してください。 


4.5 ウイルス感染被害の届け出制度について 

日本では、企業でも個人でもコンピュータウイルスを発見したり、ウイルス情報があるとい 
う場合は、所定の機関に届け出ることを義務づけられています。その所定の機関というのが情 
報処理振興事業協会という通産省の外郭団体、略称 IPA です。ウイルス技術調査室を設けて、 
そこを届け出機関として指定しています。これは、平成元年の4月に通産省から官報で告知され 
たもので（コンピュータウイルス対策基準、平成2年4月10日付け通商産業省告示第139号）、届 
出をしなかったからといって罰則があるわけではありませんが、今後の対策や被害状況を正し 
く把握するためにも積極的に報告した方がよいでしょう。届け出の内容は、今後の対策のため 
の貴重な情報となります。 

• IPA への届け出事項の例（抄録） 


コンピュータウイルス対策基準（平成2年4月10日付け通商産業省告示139号）の規定に 
基づき、コンピュータウイルスの被害について下記の通り届け出ます。 


000000 
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第 5 章 使って便利!ツール紹介 


MS-DOS には、知っておくとたいへん便利なコマンドがあります。この章では、その中から 
代表的なものをいくつか紹介します。 


5.1 フロッピィディスクを使用可能に（初期化）する 

一 FORMAT] マンド 


発 

展 
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購入したばかりのフロッピィディスクは、そのままでは使用できないものがほとんどです。 
これを MS-DOS で使えるようにするには、まず、 FORMAT コマンドで「初期化する」必要があ 
ります。また、このようにディスクを初期化することを「フォーマットする」ということもあ 
ります。 

フロッピィディスクを初期化する手順は次の通りです。なお、安全のため各項目を指定し終 
えるまで、フロッピィディスクを差し込まない方がよいでしよう。 


①コマンドプロンプトから “ FORMAT ©” と入力すると、画面は次のようになります。 


FORMA 丁コマンド Uer. X.XX 

- Copyright <C) fCC' Corporal ion _ 

装置名 

固定ディスク 


( ESC キーを押すと I 理を¥止することができます） 


フロッピィディスクまたは固定ディスクのどちらを初期化するかが指定できます。 
カーソル キー （13 ID キー）を押して反転表示（この画面では、上の方に反転している 
箇所があります。）を移動させ、希望の選択肢を反転させて®キーを押してください。 

ここでは、フロッピィディスクを初期化するのでそのまま@キーを押します。画面は次 
のようになります（固定ディスクが接続されていないコンピュータでは、装置名を選択す 
る画面は表示されません）。 
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FORMAT コマンド Uer. X.XX 

- Copyright (C> P€C Corporation 19XX.19XX - 


irar 超 


システム 


ボリュームラべル 
媒体種別 
実行 
終了 


B ： 

転送する 

2HD(lf1B) FD 


— 接続職 一 

B : 7 Dyt ° ィテ''ィスク》1(内蔵） 


年皆ふ^•一^ i で 1 P を選択し、、リターンキーを押してください 
1 ESC キーを押すと処理を中ることができます） 


②初期化したいフロッピィディスクを挿入するドライブ名を指定して®キーを押します。 
その他の選択肢「システム」「ボリュームラベル」「媒体種別」も、それぞれ次のように指 
定してください。 


• |システム」 

初期化したフロッピィディスクに MS - DOS のシステムファイルを転送するかどうかを指定し 
ます。[転送する]を選ぶと、そのフロッピィディスクで MS - DOS が起動できるようになりま 
す。[転送しない]を選ぶと、システムファイルは転送されませんが、その分データが書き込 
めるようになるので、単にデータを入力するだけのフロッピィディスクとして初期化する場 
合は、こちらを選びます。 

• 「ボリュームラベル」 

「ボリュームラベル」は、そのフロッピィディスクにつける名前です。必要があれば入力し 
てください。 


• 「媒体種別」 

初期化しようとしているフロッピィディスクの種類を指定します。「媒体種別」を反転表示に 
すると、初期化できるフロッピィディスクの種類が画面下に表示されます。この中から、挿 
入したフロッピィディスクにあった種類を選びます。 

S 3.5 インチの 2 HD のフロッピィディスクは、 1 M バイトとしても 1.44 M ノ《イトとしても利用でき 

ます。ただし、 1.44 M バイトに初期化するためには、フロッピィディスクドライブがこれに対 
応していなければなりません。 2 DD のフロッピィディスクは、 640 K バイト8セクタとしても、 
640 K バイト9セクタとしても利用できます。 

2 DD のフロッピィディスクを 2 HD に初期化したり、 2 HD のフロッピィディスクを 2 DD に初期 
化することはできません。 

5インチ 2 HD のフロッピイディスクは、 1.44 M バイトとして利用することはできません。 


③各項目に必要な指定をしたら、「装置番号」で指定したドライブに初期化したいフロッピィ 
ディスクをセツトしてください。 


ディスクの初期化がはじまると、以前に保存されていたデータはすべて失われます。本当に 
初期化していいものなのかよく確認してから、[実行]を選んでください。なお、初期化してし 
まっても、初期化したディスクの内容を復活できる場合もあります。詳しくは、 HELP コマン 
ドの 「 UNFORMAT 」 を参照してください。 


126第 5 章使って便利！ツール紹介 














④ディスクをセットしたら、画面の[実行]を反転表示させて@キーを押します。これで初 
期化がはじまります。 


⑤しばらくすると（グラフが100%に達すると）初期化が終わります。 

画面の[終了]を反転表示させて®キーを押すと、 FORMAT コマンドが終了します。 


5.2 ディスクをまるごとコピーする 

_ —D 旧 KCOPY コマン !^ 

フロッピィ ディスクをまるごとコピーするには、 DISKCOPY コマンドを使うのが便利です。 
DISKCOPY コマンドは、送り側のディスクの内容をそっくりそのまま受け側のディスクにコピ 
一します。したがって、受け側のディスクに入っていた内容は消えてしまいますので注意して 
ください。 

また、まるごとコピーする関係上、送り側のディスクの種類と受け側のディスクの種類（容 
量）は同じでなければなりません。 

DISKCOPY コマンドでフロッピィディ スクをまるごと コピーす る手順は次の通りです。 


①コマンドプロンプトから “ DISKCOPY ®” と入力すると、画面は次のようになりますの 
で、 CB ( I ]00 キーを使って反転表示を移動し、各パラメータの設定を行ってくださし、。 
なお、 g キーを押すとコマンドを中止できます。 


DISKCOPY コマンド 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) i^EC Corporation 13XK, 19X；! - 


——接■況—— 
B ： 7 D ゼィドィ ： W B 1 (内蔵〉 


mm コピー 

送り側ドライブ B： 

受け側ドライブ B： 

実行 

終了 


■隘 r 一を 押してく ださい 


② 「機能」の[コピ _] はディスクをまるごとコピーします0 [照合]は2枚のディスク 
(送り側と受け側ドライブ）の内容を比較するだけのものです。 

③ フロッピィディスクドライブが1台のモデルでは「送り側ドライブ」「受け側ドライブ」と 
も同じドライブが指定されますが、2台のモデルではオリジナルのディスクを挿入するド 
ライブを「送り側ドライブ」に、そのコピーとなるディスクを挿入するドライブを「受け 
側ドライブ」に、それぞれ指定します。 


\^/ 受け側に指定したディスクは、送り側のディスクとまったく同じ内容に書き替えられます。 

<7 送り側と受け側のディスクを取り違えないよう、よく確認してください。ディスクをコピーす 
るにあたって、次の点に注意してください。 

• 2 HD フロ ッピィディスクと 2 DD フロ ッピィディスク間でのコピーはできません。 

• 2 HD (1.44 M バイト）のフロッピィディスクをコピーするには、受け側と送り側のフ 
ロッピィディスクドライブ装置が、これに対応していなければなりません。 

• 2 HD —2 HD や 2 DD —2 DD のコピーで も、 ディスクの 種別が異なる場合（たとえば 2 HD 

(1 M バイト） —2 HD (1.44 M バイト））は、送り側ディスクと同じ種別に受け側ディスク 
が初期化されます。 
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④ パラメータの設定を終えたら、[実行]を反転表示させて@キーを押します。 

⑤ フロッピィディスクドライブが1台の場合、「読み込み中」が終わると受け側ディスクに入 
れ替えるメッセージが表示されますので、指示にしたがってフロッピィディスクを入れ替 
えてくださしヽ。このとき、入れ替えたフロッピィディスクの種別が送り側と異なる場合は、 
フォーマット しながら コピーす るかどうかの確認メ ッ セージが表示されます。 

⑥ 画面に表示されるグラフが100%になったらコピー完了です。 

続けて別のフロ ッ ピィディスクをコピーするかたずねてきますので、 〇 か®キーでこれ 
に答えます。 ® キーを押すとコマンドプロンプトに戻ります。 



市販されているアプリケーションソフトや OS は、著作物として著作権法により保護されてい 
ます。したがって、これらの全部、または各ファイルを著作者に無断でコピーすると法により 
罰せられるおそれがありますので注意してください。 

このような違法コピーを防止するため、アプリケーションの中にはコピーができない仕掛け 
のあるものがあります。 


5.3 ディスクを調べる 一 SCANDISK コマンドー 


MS-DOS 6.2 では、固定ディスクやフロッピィディスクなどをより安全に使うためのメンテナ 
ンスユーティリティとして、従来の CHKDSK コマンドに加え、新たに SCANDISK コマンドを用 
意しています。 


5.3.1 SCANDISK コマンドの機能 

SCANDISK は、ディスクに異常がないかどうかをチェックし、異常が見つかればそれを修復 
するコマンドです。従来の MS - DOS に添付されていた CHKDSK コマンドでもディスクをチェッ 
クできますが、 SCANDISK コマンドでは、ファイルの断片化のチェックや DoubleSpace による圧 
縮ドライブのチェックと修復など、より多くの項目についてディスクの状態をチェックしたり 
修復したりできます。 

SCANDISK コマンドの機能は、次の通りです。 

•ディスク管理情報のチヱックと修復 

MS - DOS がファイルを管理するためのディスク管理情報（メディアディスクリプタ、ファイ 
ルアロケーション テーブル （ fat )、 ディレクトリ構造、ファイルシステムなど）が正しく記 
録されているか整合性をチヱックし、異常があれば修復します。 

• クラスタのチェックと修復 

未使用領域を含むディスク全域のクラスタ（実際にデータを記録する部分）に、読み書きで 
きないクラスタが含まれていないかどうかをチェックします。破損クラスタが見つかったと 
きは、内部のデータを安全な領域に移動して、以後、その破損クラスタを使わないようにし 
ます。 


DoubleSpace による圧縮ドライブのチェックと修復 

チェックするドライブが DoubleSpace による圧縮ドライブであれば、自動的に DoubleSpace 特 
有の管理情報についてもチヱックし、異常があれば修復します。 

また、取り付けていない DoubleSpace の圧縮ボリュームファイル （ CVF ) についても、同様に 
チェックと修復ができます。 
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•指定ファイルが断片化されているかどうかのチェック 
ファイルが、ディスク上で断片化されているかどうかをチェックします。断片化されている 
ファイルは、 DEFRAG コマンドで断片化を解消できます。ファイルの断片化と DEFRAG コマ 
ンドについては、本編の「5.4ディスクを最適化する 一 DEFRAG コマンドと SMARTDrive — 」 
を参照してください。 

• Undo (アンドウ）機能 

SCANDISK コマンドで異常を修復するとき、修復の情報をフロッピィディスクに記録してお 
くことができます。修復した後で、修復前の状態の方がよかったと分かったときや、修復し 
た結果がおかしくなったときは、このフロッピィディスクで（ディスクに一切変更を加えて 
いない場合は）修復前の状態に戻せます。 

5.3.2 SCANDISK コマンドの実ネラ 

ここでは、実際に SCANDISK コマンドを実行する方法を説明します。 

なお、 MS-DOS 6.2 に添付のマウスドライバを組み込んでおくと、マウスで操作できます。マ 
ウスドライバを組み込むには、コマンドプロンプトから “ MOUSE ©” と入力してください。 

瘳 ドライブのチェック 

SCANDISK コマンドを使ってデイスクをチェックする手順は、次の通りです。 


「 Undo ディスク」を作成する場合は、フォーマット済みのフロッピィディスクを1枚用意し 
▽ てくださぃ。 

①ここでは、ドライブ C をチェックするとして、コマンドプロンプトから “SCANDISK C :@” 
と入力します。 


• DOS シェル上および Windows の DOS プロンプトから SCANDISK コマンドを実行しないでく 
ださぃ。 

• CD - ROM ドライブ、ネットワーク、 ASSIGN 、 JOIN 、 SUBST 、 MAXLINK - LITE コマンドなど 
の仮想ドライブに対して SCANDISK コマンドを実行しないでください。 


② SCANDISK コマンドが起動すると次のような画面が表示され、自動的にファイル構造のチ 
エックがはじまります。 


Microsoft ScanDisk 


ScanDisk は， r ライフ '、 A の以下の領域をヲしています： 


レ 

メティスクリアタ 


レ 

レ 

フ□ブ-ジョンテ-プ'ル 
テンレ外リ構造 


レ 



4 

クラ加本 


9:31 

USB mifmm mwmm 



' A を調べています... 

_ J 
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③ ファイル構造のチェックで異常がなければ、「クラスタスキャンを実行しますか？」という 
メッセージが表示されます。クラスタスキャンを実行するときは®キーを、実行しないと 
きは®キー押します。 

クラスタスキャンは、ディスク全域のクラスタひとつひとつについてチェックをするため、 
ファイル構造のチェックよりも時間がかかります。 

④ ドライブに異常がなければ、[終了]を選んで SCANDISK コマンドを終了させます。 

• ドライブに異常が見つかったとき 

SCANDISK コマンドの実行中にドライブに異常が見つかると、次のような画面が表示されま 
す0 



① 異常に対する適切な処置を行うために、まず[詳細]を選んで詳しい情報を表示させます。 
この情報を元にして、[修復する]または[修復しない]を選んでください。通常は[修復 
する]を選びます。 

② [修復する]を選ぶと、修復の情報を保存するために 「 Undo ディスク」を作成するかどう 
かを確認するメッセージが表示されます。 「 Undo ディスク」に修復の情報を保存しておく 
と、修復した後でディスクを修復前の状態に戻せます。 「 Undo ディスク」を作成するとき 
は、画面の指示にしたがって操作してください。 


， 「 Undo ディスク」でディスクを修復前の状態に戻せるのは、 SCANDISK コマンドの実行後、 
%? ディスクに一切変更を加えていない場合だけです。 

• フロッピィディスクドライブ装置が1台のコンピュータをお使い、フロッピィディスクに対し 
て SCANDISK コマンドを実行した場合は「 Undo デイスク」の作成はできません。「 Undo 不要」 
を選択してください。 


③ディスクの修復をしたときには、 SCANDISK コマンドを終了する前に[ログを表示]を選 
んで修復の記録を表示することをお勧めします。また、ログを表示している画面で[ログ 
を 保存] を選ぶと 、 M S - D 〇 S を起動したドライブの ルー トディレクトリの 
“ SCANDISK . LOG ” というファイ ルに 修復の記録を残しておくことができます。 


CHKDSK コマンドでもディスクをチェックしたり、修復したりできますが、 MS-DOS 6.2 では 
なるべく SCANDISK コマンドを使うようにしてください。しかし、単にディスクの空き容量を 
調べるだけであれば、 CHKDSK コマンドのほうが速くて簡単です。 
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5.4 ディスクを最適化する 

— DEFRAG コマンドと SMARTDrive— 

MS - DOS を長い間運用し、ディスクの空き容量が残り少なくなってくると、しだいにファイ 
ルの読み書きが遅くなることがあります。 MS-DOS 6.2 の DEFRAG は、そのようなディスクを高 
速に読み書きできるように最適化するためのコマンドです。 

5.4.1 DEFRAG コマンドの機能 

ここでは、ファイルの読み書きが遅くなる原因と、それを DEFRAG コマンドで最適化する方 
法を説明します。 

ファイルの断片化（フラグメント）と最適化 

MS - DOS ではディスクをクラスタと呼ばれる単位に分割し、このクラスタ単位でファイルを 
読み書きしています。ファイルの保存と削除を何回も繰り返していると、ファイルを構成する 
クラスタがディスク上に分散して記録されるようになります。この状態を、ファイルの断片化 
(フラグメント）と呼びます。 

たとえば、クラスタを3つ使用する、同じ大きさの A と B というファイルを読み込む場合を考 
えます。 


ファイルが断片化した状態 


ディスクの先頭 
1 

AAADBBnCCBDDDDDnn 


A というファイルは、ディスク上にクラスタが3つ連続して記録されているため、クラスタを 
3つ連続して読み込むだけで済みます。しかし B というファイルを読み込む場合、クラスタを2 
つ読み込んだ後で、ディスク上の離れたところにある残りのクラスタを読み込むために、ディ 
スク上を移動しなければなりません。このため、 A というファイルを読み込むよりも時間がか 
かることになります。 

DEFRAG コマンドは、 B のような断片化したファイルに対してクラスタの並べ替えを行い、 
ファイルが A のように連続したクラスタに記録されるようにします。この作業をディスクの最 
適化と呼びます。 

€ DEFRAG コマンドの最適化方法 

DEFRAG コマンドでディスクを最適化するには、2つの方法があります。 

• ファイルだけの最適化 

ディスク上の断片化したファイルを、クラスタが連続するように並べ替えます。ただし、デ 
ィスク上のファイルとファイルの間には、何も記録されていないすきまができます。既存の 
ファイルを読み込む場合には高速化の効果がありますが、新しいファイルがすきまを使って 
保存されるため、ファイルが断片化することがあります。 


ファイルだけを最適化した状態 


ディスクの先頭 
1 

AAA B B BDCCDDD D DDEO 

t 

ファイルとファイルの間のすきま 
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• 完全な最適化 

ディスク上の断片化したファイルを連続したクラスタに並べ替え、さらにファイルをディス 
クの先頭に移動して、ファイルがすきまなく記録されるようにします。このため「ファイル 
だけの最適化」よりもファイルの移動が増えるために、完全な最適化には数分から場合によ 
っては数十分の時間がかかります。新しくファイルを保存する場合でも、ファイルの断片化 
がありません。 

完全に最適化した状態 


ディスクの先頭 
1 

AAABBBCCDDDD □□□□□ 

5.4.2 DEFRAG コマンドの実行 

• DEFRAG コマンドを実行する前の準備 

DEFRAG コマンドを実行する前に、次のような準備をしてください。 

• ドライブ中の不要なファイルを削除します。 DEFRAG コマンドは使用済みのテンポラリ（一 
時）ファイルや、削除してもかまわないファイルも含めてディスクを最適化してしまいます。 
したがって、最適化した後でこれらの不要なファイルを削除すると、結局、新しく保存する 
ファイルが断片化してしまい、最適化の効果が薄れてしまいます。 

• DEFRAG コマンドで最適化するドライブは、安全のため前もって SCANDISK コマンドを実行 
しておきます。 DEFRAG コマンドはディスクを書き換えて最適化を行いますが、もしディス 
クにスキップセクタがあるとファイルが破壊される恐れがあります。最適化をより確実に行 
うために、ドライブに異常がないかをチェックすることをお勧めします。 

• DEFRAG コマンドを実行する手順 

DEFRAG コマンドでディスクを最適化する手順は、次の通りです。 

①コマンドプロンプトから “ DEFRAG @” と入力します。メモリのチェックがはじまり、次 
のような画面が表示されます。なお、画面の一番下の行には、 DEFRAG コマンドを操作す 
るためのメッセージが表示されますので、参考にしてください。 



• DOS シェル上および Windows の DOS プロンプトから DEFRAG コマンドを実行しない 
でくださぃ。 

• CD - ROM ドライブ、ネットワーク、 ASSIGN 、 JOIN 、 SUBST 、 MAXLINK - LITE コマンドの 
仮想ドライブに DEFRAG コマンドを実行しないでくださし、。 
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②最適化するドライブ名を選んで、[〇 K] を選びます。マウスで操作している場合は、カー 
ソルを選択肢に重ねてクリックしてください。 


@キーを押すと DEFRAG コマンドのヘルプが表示できます。操作方法がわからない場合や、 
より詳しい説明を参照したいときなどに利用してください。 


③ディスク情報がチェックされ「おすすめの最適化方法」が表示されます。「おすすめの最適 
化方法」で最適化を行うときは[最適化]を選びます。マウスで操作している場合は、力 
—ソルを[最適化]に重ねてクリックしてください。 

表示されている以外の方法で最適化するときは[設定]を選びます。次のようなプルダウ 
ンメニューが表示され「最適化方法」を選んで最適化の方法を変更します。 






卜 n... 

最適化方法(〇〉… 


7WH 
マッ r の; 


.の並べ替左 ( | 
の記号一覧(| 


微謂⑼… 


•状態- 


Mil I X IHI I MMHIMIIUMMMHMIHI 






記号一覧 • 


「擊|取り中 rllr 


= 26 クラスタ 


現在の卜、、 wr のテ、、ィスク最適化を開始します. 


I Microsoft Defrag 


プルダウンメニューの機能は次の通りです。 
<最適化開始> 

最適化を開始します。 


<ドライブ> 

最適化したいドライブを指定します。 

<最適化方法> 

「ファイルだけ最適化」または「完全最適化」のどちらの方法で最適化するかを指定します。 
<ファイルの並べ替え> 

ディレクトリ内でファイルを並べ替える順序を指定します。 

<マップの記号一覧> 

DEFRAG の表示画面で使われる記号の説明を表示します。 


<終了> 

DEFRAG を終了します。 

<バージョン情報> 

DEFRAG のバージョン番号を表示します。 

④[最適化]を選ぶとディスクの最適化がはじまります。最適化に必要な時間は、ディスク 
の使用状況により異なります。 
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最適化の実行中は、絶対にコンピュータのリセットスイッチを押したり、電源を切らないで 
ください。ディスク上のファイルが壊れてしまう恐れがあります。 


⑤ 最適化が完了し「最適化を完了しました」というメッセージが表示されたら [0 K ] を選び 
ます。 

⑥ 別のドライブの最適化や、設定を変更するかどうかを確認するメッセージが表示されたら、 
必要に応じて選んでください。 [ DEFRAG の終了]を選ぶと、 DEFRAG コマンドを終了で 
きます。 

5.4.3 SMARTDrive の機能 

ファイルをひんぱんに読み書きするソフトウエアを利用する場合、ディスクの読み書きのた 
めにソフトウエアの実行速度が下がることがあります。 SMARTDrive はそのようなディスクの 
読み書きの回数を減らし、ディスクを快適に使うためのユーティリティです。 

• SMARTDrive による高速化 

同じプログラムを何度も実行したり、あるいは同じファイルを何回も読み込むような場合は、 
SMARTDrive を利用するとディスクの読み書きが速くなります。 

SMARTDrive は、ディスクからデータを読み込むときに、同時にそのデータを SMARTDrive で 
確保したキャッシュと呼ばれるメモリにも保存します。 

こうすることで、ディスクからデータを読み込むとき、キャッシュにそのデータがあれば、 
キャッシュから読み込みます。メモリはディスクに比べて非常に転送速度が高速なため、ほと 
んどデータ転送に時間がかかりません。このように SMARTDrive のキャッシュを利用すると、 
ディスクからデータを読み込む回数を減らすことができるので、アプリケーション ソフ トウエ 
アの実行速度が向上します。 

MS-DOS 6.2 の SMARTDrive では、データを書き込む際にもキャッシュを行うことができるた 
め、ディスクへの書き込みが速くなります。また、書き込みキャッシュを利用すると、アプリ 
ケーションや MS-DOS が処理や計算を行っているとき（処理が重たいとき）はキャッシュにデ 
一夕をたくわえ、キー入力待ちなどで処理が軽くなったときにキャッシュにためていたデータ 
を書き込むようになります。 

54.4 SMARTDrive の実行 

SMARTDrive は、使用する環境や用途によってさまざまな組み込み方があります。 

• SMARTDrive の組み込み 

SMARTDrive をメモリに組み込むには、コマンドプロンプトから “SMARTDRV 〇” と入力 
します。すでに AUTOEXEC.BAT で SMARTDrive を組み込んでいるときには、入力する必要はあ 
りません。 



• DOS シエル上や Windows の DOS プロンプトから SMARTDrive を組み込まないでください。 
•ネットワークドライブはキャッシュの対象にできません。 

• CD-ROM ドライブのキャッシュを行う場合は、 MSCDEX を組み込んでから SMARTDrive を 
組み込んでください。 
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組み込み時に特にオプションを指定しない場合は、固定ディスクドライブに対して書き込み 
キャッシュを行い、その他のフロッピィディスクなど取り外し可能なドライブには書き込みキ 
ャッシュを行いません。 


装置名 読み込み 書き込み バッファ 

_キャッシュ キャッシュ リング 

フロッピィディスク ◎ 

固定ディスク ◎ 

RAM ディスク X 

CD-ROM © 

3.5 インチ光ディスク ◎ 

5インチ光ディスク ◎ 

ネットワークドライブ X 

仮想ドライブ X 

◎ SMARTDrive を組み込んだ時点でキャッシュが有効になります。 

〇スイッチを指定することでキャッシュを有効にできますが、必ず 「❿ 書き込みキャッシュ 
の注意」を守ってください。 

X キャッシュの対象になりません。 

書き込みキャッシュの注意 

書き込みキャッシュを利用するときは、次の点に注意してください。 

.ライトプロテクト（書き込み禁止）のディスクを書き込みキャッシュの対象にしないでくだ 
さい。 

•アプリケーションを終了してコマンドプロンプトが表示されるまで、フロッピィディスクな 
どの媒体を取り出さないでください。 

• “/ N ” スイッチを指定した場合、必ずコンピュータの電源を切る（またはリセットする） 
前や媒体を取り出す前に、コマンドプロンプトから “SMARTDRV / C @” と入力してくだ 
さい。 

上記の点に注意しないと、書き込みキャッシュの内容がディスクに書き込まれず、データが 
消失する恐れがあります。 

SMARTDrive の状態を表示する 

SMARTDrive を組み込んだ状態でコマンドプロンブトから “SMARTDRV ®” と入力すると、 
各キャッシュの状態などが表示されます。 


〇 

◎ 

x 

X 

〇 

〇 

X 

X 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



A:¥>smartdrv 

nicrosoft SMARTDrive ディスクキヤッシュ Uersion X.X 
Copyright 19XX.19XX Microsoft Corp. 

キャッシュサイズ： X ， XXX ， XXX バイト 

Windows 実行時のキャッシュサイズ： X.XXX.XXX バイト 

ディスクキャッシュの状態 
知 ; T ンュ諉み出しれッシ 1 書き込為 ir ッフ 7 リンデ 

A: する する しない 

B: する しない しない 

後書きデータはコマンドブロンブトに戻る前に書き込まれます . 


"SHARTDRU /?" と入力するとへルブが表示されます . 
ft:¥> 


MB— msm ■■ UMiil 圓 — _i_ MS3M M 
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• 「キャッシュサイズ」 

キャッシュに使用するメモリのサイズです。 

•「 Windows 実行時のキャッシュサイズ」 

Windows を実行しているときのキャッシュのサイズです。 Windows を起動すると、キャッシ 
ュがここに表示されているサイズまで小さくなり、その分のキャッシュは、 Windows 用のメ 
モリとして利用できます。 

組み込み時に「キャッシュサイズ」と 「 Windows 実行時のキャッシュサイズ」を指定しなか 
った場合は、拡張メモリの容量によって、次のような値が自動的に設定されます。 


拡張メモリの容量キャッシュサイズ 


1 M バイトまで 
2 M バイトまで 
4 M バイトまで 
6 M ノ{イトまで 
6 M バイト以上 


拡張メモリ全部 
0.5 M バイト 

1 M バイト 
2 M バイト 
2 M バイト 


Windows 実行時のキャッシュサイズ 

0 (キャッシュしない） 

256 K バイト 
512 K バイト 

1 M バイト 
2 M バイト 


「ドライブ」 

ドライブ名がすべて表示されます。 


• 「キャッシュ読み出し」 

読み込みキャッシュの状態を表示します。 


• 「キャッシュ書き込み」 

書き込みキャッシュの状態を表示します。 


• 「バッファリング」 

ダブルバッファリング機能が必要かどうかを表示します。 


一部の仮想記憶があつかえなしヽ SCSI 仕様の固定デイスクでは、コンピュータが誤動作するこ 
とがあります。バッファリングの項目に「する」と表示されている場合は、本書の「環境設定 
編第2章 2.5 SMARTDrive を使うには」を参照して、 CONFIG . SYS を変更してダブルバッ 
ファリング機能を有効にしてください。 


❿ スイッチを指定して組み込む場合 

スイッチを指定して SMARTDRV コマンドを実行すると、キヤッシユの状態などを自由に変 
えることができます。 

• キャッシュするドライブを指定する場合 


SMARTDRV A + B C — @ 

ドライブ A は書き込みキャッシュあり、ドライブ B は読み込みキャッシュのみ、ドライブ C は 
キャッシュなしで組み込みます。 

書き込みキャッシュを行わない場合 

SMARTDRV / X ® 

すべてのドライブに対して書き込みキャッシュを行いません。 
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•キャッシュサイズ、 Windows 実行時のキャッシュサイズを指定する場合 


SMARTDRV 1024 512® 


キャッシュ用のメモリの大きさを設定することができます。はじめの“1024” は、 Windows 
を実行していないときのキャッシュサイズを指定する「初期キャッシュサイズ」、次の “512” 
は 「Windows 実行時のキャッシュサイズ」を表しています。 

• CD - ROM ドライブのキャッシュを行わなし 、場合 


SMARTDRV / U @ 


CD-ROM ドライブのキヤッシユを行わない場合は、 SMARTDrive が消費するメモリが少なく 
てすみます。 


発 

展 

編 


5.5 


削除したファイルを復元する 

—UNDELETE コマンド 


MS-DOS でファイルを削除する場合、操作を誤って必要なファイルを削除してしまうことが 
あります。そのようなファイルを元どおりに復元するには、 UNDELETE コマンドを使うと便利 
です。 MS-DOS 6.2 の UNDELETE コマンドは、従来の MS-DOS の UNDELETE コマンドよりも確実 
にファイルを保護/復元できるようになっています。 


5.5.1 UNDELETE 機能の準備 

UNDELETE コマンドにはファイルの保護と、ファイルの復元という2つの機能があります。 
削除したファイルを復元するには、削除する前にあらかじめファイルを保護しておく必要が 
あります。ここでは、ファイルの保護について説明します。 

® UNDELETE コマンドの保護レベル 

UNDELETE コマンドには「削除セントリ」「削除追跡」「標準」という3つのファイル保護レ 
ベルがあり、お使いの環境に合わせてこの中から選べます。 

• 「削除セントリ」レベル 

もっとも高レベルなファイルの保護を行い、削除したファイルを完全に復元できます。その 
代わりに、 UNDELETE コマンドを組み込むために若干のメモリと、保護するドライブ用にデ 
ィスクの空き領域が必要となります。 

削除セントリレベルの保護が行われている状態でファイルを削除すると、ファイルを保護し 
ているドライブのルートディレクトリに “SENTRY” という隠しディレクトリが作成されま 
す。 “SENTRY” ディレクトリの中には、ファイル削除の情報を保存した “CONTROL.FIL” 
と、実際に削除したファイルが名前を変えて保存されます。ファイルの復元には、この 
“SENTRY” ディレクトリの中身を使います。 

• 「削除追跡」レベル 

「削除セントリ」レベルの次に高レベルなファイルの保護を行います。しかしこの保護レべ 
ルでは、「削除セントリ」レベルのようにファイルを完全に復元できるとは限りません。また、 
「削除セントリ」レベルと同じく UNDELETE コマンドを組み込むために若干のメモリが必要 
ですが、ディスクの空き領域は「削除セントリ」レベルよりも少なくて済みます。 

「削除追跡」 レベルの 保護が行われている状態で ファイルを 削除すると、保護しているドラ 
イブのルートディレクトリに “PCTRACKR.DEL” という隠し ファイ ルが作成され、 このファ 
イルに ディスクの 管理情報が記録されます。 ファイルの 復元には “PCTRACKR.DEL ” を使い 
ます。 
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• 「標準」レベル 

もっとも低いレベルのファイル保護で、コンピュータを起動した状態では、この「標準」レ 
ベルで保護する状態になっています。この保護レベルでファイルを復元できるのは、ファイ 
ルを削除してからディスクに変更を加えなかった場合です。その代わり、メモリやディスク 
の空き領域は必要ありません。 

ファイルの復元にはディスクの管理情報を使いますが、この管理情報が変更されてしまうと 
ファイルを復元できなくなります。 

• UNDELETE コマンドの組み込み手順 

UNDELETE コマンドを使ってファイルを保護するには、コマンドプロンプトから次のように 
ファイル保護のレベルを指定して UNDELETE コマンドをメモリに組み込んでください。なお 
「標準」レベルの保護を行う場合には、コマンドを入力する必要はありません。 

• 「削除セントリ」レベルで保護 

「削除セントリ」レベルでドライブ A を保護する場合 

UNDELETE / SA © 

「削除セントリ」レベルでカレントドライブを保護する場合 

UNDELETE / S @ 



「削除セントリ」レベルでは、ファイルを復元できるのは削除してから7日間以内に設定され 
ています。 

「削除セントリ」レベルで保護しているドライブでは、削除したファイルサイズの合計があ 
る一定の大きさに達すると、古いファイルから順に “ SENTRY ” ディレクトリから消去されて 
しまい、ファイルが復元できなくなることがあります。 


「削除追跡」で保護 

「削除追跡」レベルでは、特に指定しなければ復元できる削除ファイルの数がディスクの容 
量によつて組み込み時に決められます。 

「削除追跡」レベルでドライブ B を保護する場合 

UNDELETE / TB ® 

「削除追跡」レベルでドライブ C の削除ファイルを200個保護する場合 

UNDELETE / TC -200 @ 


W •ネットワークで UNDELETE コマンドを使うときは、「削除セントリ」レベルを選んで、ネッ 
トワークのルートディレクトリでファイルの読み書き、作成、削除ができるように設定し 
v てください。 

• JOIN 、 SUBST コマンドの仮想ドライブには、「削除追跡」レベルの保護を行わないでくだ 
さい。 

• ASSIGN コマンドの仮想ドライブに対して保護を行う場合は、先に ASSIGN コマンドを実行 
してから、 UNDELETE コマンドを「削除追跡」レベルで実行してください。 
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現在の保護レベルを確認するには、コマンドプロンプトから次のように入力します。 


UNDELETE /STATUS® 

ファイルの保護レベルを変更するときは、一度 UNDELETE コマンドをメモリから解放してか 
ら、再び UNDELETE コマンドを組み込みます。 UNDELETE コマンドをメモリから解放するに 
は、コマンドプロンプトから次のように入力します。 


UNDELETE /UNLOAD g) 

5.5.2 削除したファイルの復元手順 

削除したファイルを復元するには、コマンドプロンプトから次のように入力してください。 

• 「削除セントリ」レベル 

「削除セントリ」レベルで保護しているドライブ A の ¥WORK ディレクトリのファイルを復元 
する場合 

UNDELETE A : ¥WORK /DS@ 

• 「削除追跡」レベル 

「削除追跡」レベルで保護しているドライブ A のルートデイレクトリのファイルを復元する 
場合 


UNDELETE A : ¥ /DT@ 

「標準」レベル 

「標準」レベルで保護しているカレントディレクトリのファイルを復元する場合 

UNDELETE /DOS® 

「標準」保護レベルでファイルを復元する場合は、後述の画面のあとにファイル名の先頭1文 
字を入力するようにたずねてきますので、キーボードから入力してください。 



「標準」保護レベルで復元する削除ファイル名の先頭が全角文字ではじまっている場合、フ 
ァイル名が元どおりにならないことがあります。 

「削除セントリ」または「削除追跡」にて削除ファイルの保護を行っているドライブに対し 
て DoubleSpace を実行した場合は、 DoubleSpace 実行前の削除フアイルは復活できません0 
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どのレベルでも次のような画面が表示され、ファイルを復元するかどうかを確認するメッセ 
ージが表示されます。復元するなら®キーを、しないなら®キーを押します。 


A:¥>undelete 


UNDELETE -ファイル削除保護ユーテイリテイ 
Copyright ( C )19 XX -19 XX Central Point Software , Inc . 
All rights reserved . 

ディレクトリ： A :¥ 

フアネノレの指余：*.* 

削除セントリ制御ファイルは見つかりません. 


削除追跡ファイルは見つかりません. 

MS - DOS ディレクトリは X 削除ファイルを含んでいます. 

そのうち X 個のファイルが 1兀できる可能性力なります. 

MS - DOS ディレクトリによる保護をしています. 

9 UT 0 EXEC OLD XXX XX - XX-XX XX：XX ...A 復元しますか （ Y / N >? 


■■ MW BSW meim w:»mi K1 155a — 


5.6 Windows 用ユーテイリティを使 $ 


MS-DOS 6.2 には、 Windows で利用できるユーティリティとして MWUNDEL 、 WVB 98 コマン 
ド、 DoubleSpace 情報の3つが添付されています。ここでは、これらのユーティリティについて 
簡単に説明します。機能や使用方法などの詳しい説明は、各ユーティリティのヘルプを参照し 
てください。 

なお、 Windows の操作方法については、 Windows のマニュアルを参照してください。 



Windows 用ユーティリティを使うには、別売の『日本語 Microsoft Windows』(Version 3.1 以 
降）が必要です。 

また、 Windows 用ユーティリティをお使いになる場合は、あらかじめ INSTWIN コマンドでお 
使しヽの Windows のプログラムマネージャに登録する必要があります。 


5.6.1 Windows のアンデリートコマンドを使う 一 MWUNDEL コマンド ー 

MWUNDEL コマンドは、誤って削除してしまったファイルを復活させるコマンドです。 MS - 
DOS の UNDELETE コマンドと機能的にはあまり変わりませんが、 MWUNDEL コマンドでは、 
UNDELETE コマンドではサポートされていない“ディレクトリの復活”がサポートされていま 
す。また、ファイルの状態が“不良”のものは回復できません（表参照）。“不良”状態のファ 
イルを回復させるには、 MS-DOS の UNDELETE コマンドを使ってください。 


ファイルの状態 

説明 

完全 

“削除セントリ”に設定しておくことにより、完全に復元できます。 

優良 

“削除追跡”に設定しておくことにより、大部分のファイルは復元できます。 

良 

ファイルがディスク上で分断されている状態で、復元できないことがあります。 

不良 

MWUNDEL コマンドでは復元できません。 

破壊 

このデータは復元できません。 
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フアイルの復元 


① Windows を起動し、プログラムマネージャの [Microsoft ツール]グループから 
[ UNDELETE ] アイコンを選ぶと、次のような画面が表示されます（表示される画面の内 
容は、お使いのコンピュータの環境によって異なる場合があります）。 




② [ドライブ]ボタンを押すと、[ドライブとディレクトリの変更]画面が表示されます。復 
元したいファイルのあるドライブやディレクトリがわかっているときは、ドライブやデイ 
レクトリを指定して [0 K ] を選びます。 

復元したいファイルがどこにあるかわからないときなどは、[検索]ボタンを押すと、削除 
したファイルを検索できます。 

③ 検索が終了すると、ドロップダウンリストに削除されたファイルの一覧が表示されます。 
復元したいファイル名を選んで、[復元]ボタンを押します。 

ファイルを復元するときは、複数のファイルを指定できますが、薄い灰色の文字で表示さ 
れているファイル名は指定できません。 

④ ファイル名の先頭文字を入力するダイアログボックスが表示されます。1バイト半角英数字 
の適当な文字を入力してください0 



ファイル名に2バイト文字を使っていたファイルを復元するときは（画面に表示されている文 
字は化けていますが）、2バイト文字を入力することもできます。 

ファイル名に1バイト半角文字を使っていたときは、文字化けを防ぐためにも、1バイト半角 
英数字を入力することをお勧めします。 


⑤ドロップダウンリスト中の復元したいファイルの状態表示が“復元済み”になれば、ファ 
イルが無事に復元したことを表しています。もし復元できなかった場合でも、 MS - DOS の 
UNDELETE コマンドを使えば復元できるものもあります。 
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5.6.2 Windows のウイルス検出コマンドを使う 一 WVB 98 コマンドー 

コンピュータウイルスにひとたび感染してしまうと、データやディスクが壊されたり、コン 
ピュータが異常動作する恐れがあります。そこで WVB 98 コマンドを使うと、コンピュータウイ 
ルスを検出することができます。 


コンピュータウイルスのより詳しい情報や、ウイルスの検索方法などについては、本編の 
「第4章コンピュータウイルスの検出ーウイルスバスター98—」を参照してください。 


検査手順 

WVB 98 コマンドの操作手順は次の通りです。 

① Windows を起動し、プログラムマネージャの [ Microsoft ツール]グループから[ウイルス 
バスター 98] アイコンを選ぶと次のような画面が表示されます。 



Windows 用ウイルスバスター 98 の詳しい使い方は、 WVB 98 コマンドの ヘルプを 参照してくだ 
さい。 





ウイルスが発見された場合の、ウイルスの届け出方法については、本編の「4.5 
染被害の届け出制度について」を参照してください。 


ウイルス感 
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5.6.3 DoubleSpace 情報を参照する 一 DoubleSpace 情報— 

DoubleSpace 情報は、 DoubleSpace の圧縮ドライブの状態をわかりやすく表示します。圧縮ド 
ライブの使用領域や空き領域、圧縮ドライブ内の各ファイルの圧縮率を表示できます。 

Windows を起動し、ファイルマネージャの[ツール]メニューから [ DoubleSpace 情報]を選 
ぶと、次のような画面が表示されます。 



DoubleSpace による圧縮ドライブを作成していない場合は、確認メッセージが表示されます。 

5.7 簡易ネットワーク機能 — MAXLINK - LITE — 

MAXLINK - LITE は他のバソコンのフロッピィディスクや固定ディスクを、あたかも自分のド 
ライブであるかのように使えるようにするためのツールです。ここでは MAXLINK - LITE の使い 
方について詳しく説明します。 

MAXLINK-LITE とは？ 

たとえば、2台のパソコンがあって、片方のパソコンからもう1台のパソコンにデータやプロ 
グラムなどを移動したいような場合、どうすればいいでしょう？まず思い付くのが、フロッピ 
ィディスクを使って移動することでしょう。しかし、双方のフロッピィディスクドライブのサ 
イズが異なると、この手段は使えません。 

しかし、パソコンには RS -232 C コネクタという他の装置と通信するための「コミュニケーシ 
ョンポート」が標準装備されています。通常、パソコン通信のモデムやデータ入力装置などを 
接続して利用しますが、 MAXLINK - LITE では2台のコンピュータを RS -232 C で接続してデータの 
やりとりをします。この RS -232 C コネクタを接続することでデータのやりとりは可能ですが、 
もっと便利で簡単に利用できるようにするソフトウェアが 「 MAXLINK - LITE 」 というプログラ 
厶です。 

MAXLINK - LITE の機能を使う場合、デバイスドライバ （ MAXLINK . DRV ) と、コマンドプロ 
グラム （ MAXLINK . EXE ) の2つのプログラムを使います。 “ MAXLINK . DRV ” はドライブを使 
用する側のパソコンに組み込み、 MAXLINK . EXE はドライブを使用される側のパソコンで実行 
します。 

MAXLINK-LITE を使うための手順 

MAXLINK - LITE の使い方の手順を簡単に説明しますが、ここでは便宜上「ドライブを使用す 
る側の」パソコンのことを「自機」、「ドライブを使用される側の」パソコンのことを「相手機」 
と呼ぶことにします。 
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①2台のパソコンを専用ケーブルで接続します。 

図1のように、2台のパソコンの RS-232C コネクタを下記のようなケーブルで接続します。 

ケーブルの種類 通信方式_転送速度_ 

PC - CA 602 系ケーブル* 非同期シリアル通信 9.6 Kbps (19.2 Kbps ) 

PC -9896 系ケーブル* 非同期シリアル通信 9.6 Kbps (19.2 Kbps ) 

*NEC 純正の RS-232C リバースケーブルをご利用ください。市販ケーブルの一部には、 MAXLINK-LITE に 
対応していないものがあります。なお、ケーブルは別売です。 



②相手機でコマンドプロンプトから MAXLINK コマンドを実行します。 

MAXLINK ® 

次のようなメッセージが表示され、準備が完了したことを示します。 



これで相手機の準備ができました。相手機の MAXLINK コマンドを終了する場合は®キー 
を押します。 


相手機で MAXLINK コマンドを実行すると、自機から使われていないときも、常に待機中にな 
%? ります。この場合、相手機で他のプログラムを実行することはできません。 

Y __ 驊_ 师 ■ L ,_— 一,_ — ■ — 一 抑 一-，. . _一_ 一" _ 抑則川 1 > ■ ， ___ 一，** _ 

③自機の CONFIG.SYS に “MAXLINK.DRV” を組み込み、コンピュータを再起動します。 
すでに組み込んである場合は、④へ進んでください。 

自機の CONFIG.SYS に “MAXLINK.DRV” を組み込みます。 “MAXLINK.DRV” がドライブ 
AO¥DOS というディレクトリにある場合は、次のように記述します。 

DEVICE = A ： ¥ DOS ¥ MAXLINK.DRV /W 
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“ MAXLINK . DRV ” は、 ADDDRV コマンドでは組み込めません。 

また、 MAXLINK-LITE は “ RSDRV . SYS ” を組み込む必要はありません。その他のアプリケー 
シヨンで “ RSDRV . SYS ” が必要な場合は、 “ DEVICE = MAXLINK . DRV ”.’’ の行よりも前に 
“ DEVICE = RSDRV . SYS ” を記述してください。 


④自機の MS-DOS に “ MAXLINK . DRV ” が組み込まれます。 

“ MAXLINK . DRV ” が自機の MS-DOS に組み込まれると、次のようなメッセージが表示さ 
れ、相手機のドライブがそれぞれ利用可能であることが示されます。 


NEC PC-9800 シリ -r 1 ^ 1-9 

7 イ 5DV7 卜 MS-DOS 6.20 

Copyright (C)19XX.19XX Microsoft Corp. / NEC Corporation 

HIHEM is testing extended memory...done. 

Microsoft (R) KKCFUNC Uersion 1.10 

Copyright (C) hicrosoft Corp. 19XX.19XX. All rights reserved. 
KKCFUNC が組み込まれました . 

A 丨かな p 字変換が使用可能です 
辞書は、ドラ 7 ブ A: の孙 ECAI.SYS です 

MAXL I NK-L I TE (1.00 版） Copyright(C) 19XX MEGASOFT Inc. 


もし「相手先の準備ができていません」というメッセージが表示された場合は、相手機 
で MAXLINK コマンドを実行してください。 

特に指定しないと “ MAXLINK . DRV ” は、相手機で利用可能なドライブをすべて自機の 
ドライブとして利用できるようにします。 

この例では、自機は A と B の2つのドライブ、相手機は A から D の4つのドライブを持って 
いますが、この場合、相手機のドライブは自機の C から F の4つのドライブに自動的に割り 
当てられます。 


ドライブの割り当てと実際の利用 

ドライブの割り当て状況を確認したい場合は、 MAXDRV コマンド使います。 MAXDRV コマ 
ンドを実行すると自機のどのドライブに相手機のどのドライブが割り当てられているかが表示 
されます。このとき、相手機では MAXLINK コマンドを実行する必要があります。 


A:¥>NAXDRU 

MAXDRV (2.50 版） Copyright(C) 19XX-XX MEGASOFT Inc. 
利用可能最大セクタ長は 2K バイトです . 



§§§§ 


でででで 

CDEF 
ブブブブ 

ララララ ¥> 
K.KKK.A: 
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“ MAXLINK . DRV ” が組み込まれると、相手機のドライブは、自機のものと同様に使うこと 
ができます。ファイルのコピーや読み出し、書き込みなども、本来のドライブと同様に可能で 
す。 



相手機の固定ディスク （ドライブ B ) ドライブ D フロッピィディスクドライブ D 

相手機のフロッピィディスク（ドライブ C ) ドライブ E 
相手機のフロッピィディスク（ドライブ D ) ドライブ F 


相手機のドライブ A 〜 D を自機の 
ドライブ C 〜 F のようにして使える 



FORMAT コマンドや DISKCOPY コマンドは、相手機のドライブに対して実行できません。 


MAXLINK-LITE コマンドー覧 


MAXLINK.DRV 

自機に組み込むデバイスドライバです。 CONFIG . SYS で組み込みます。 

書式 

DEVICE = MAXLINK.DRV [/I | /2丨 /3] [/ W ] [/ E ] 

スイッチ 

/I 本体内蔵 RS -232 C インタフヱースを利用して通信 

/2 拡張 RS -232 C 第2回線を利用して通信 

/3 拡張 RS -232 C 第3回線を利用して通信 

/W 相手機の MAXLINK コマンドが実行されるまで待機します。 

/E 相手機のドライブをすべて交換可能なドライブとして処理します。 

スイッチを指定しないと、本体内蔵 RS -232 C インタフェースを利用します。なお、第2、第3 
回線を利用する場合は、別売の RS -232 C 拡張インタフェースボードが必要です。 

MAXLINK.EXE 

相手機で実行するコマンドです。相手機のコマンドプロンプトから実行します。 
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書式 

MAXLINK [/I | /2 | /3] [/SI I / S 9 I / S 4] 


スイッチ 

/I 本体内蔵 RS -232 C インタフヱースを利用して通信 

/2 拡張 RS -232 C 第2回線を利用して通信 

/3 拡張 RS -232 C 第3回線を利用して通信 

/ S 1 転送速度を19200 bps に設定 

/ S 9 転送速度を9600 bps に設定 

/ S 4 転送速度を4800 bps に設定 

スイッチを指定しないと、本体内蔵 RS -232 C インタフェース（/ I )で転送速度9600 bps (/ 
S 9) を指定されたとみなされます。 

/ S 1 スイッチは、コンピュータが19200 bps に対応している場合のみ指定できます。また、第2、 
第3回線を利用する場合は、別売の RS -232 C 拡張インタフヱースボードが必要です。 


発 

展 

編 


MAXDRV.EXE 

ドライブの割り当て状況の表示を行います。自機のコマンドプロンプトから実行します。 


書式 

(1) MAXDRV 

ドライブ名を指定せずに MAXDRV コマンドを実行すると、自機のドライブと相手機のドラ 
イブの割り当て状況が表示されます。 

(2) MAXDRV 〈自機ドライブ名〉 

〈自機ドライブ名〉で指定したドライブが、相手機のどのドライブに割り当てられている 
かを表示します。 


MAXLINK.EXE は Windows 上および DPMI 上ではご使用になれません。 
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MS-DOS.6.2 



第 2 章 MS - DOS と周辺装置 


本編では、 MS-DOS にデバイスドライバを組み込む方法を中心に、 MS-DOS を自分なりに使 
いやすい環境に設定する方法や、お買い求めになった周辺装置などを MS-DOS で利用するため 
の準備などについて説明します。 

第1章では、もっと便利にコマンドプロンプトから MS-DOS を使う方法、またバッチフアイ 
ルやデバイスドライバの組み込み方などについて説明しています。 

第2章では、 MS-DOS に添付のデバイスドライバの使い方や、お買い求めになった周辺装置 
などを MS-DOS で利用する方法について説明しています。 








Ill 使いやすい環境をつくろう 


この章では、 AUTOEXEC . BAT と各種の設定について、そしてバッチファイルについて解説 
します。 

1.1AUTOEXEC.BAT の基礎知識 

1.1.1 AUTOEXEC.BAT とは 


AUTOEXEC . BAT というファイルは、 MS - DOS が起動するときに自動的に実行されるバッチフ 
ァイルです。環境変数の設定やコマンド検索パスの指定など、 MS - DOS を起動するたびに行う 
作業を書いて、 MS - DOS の起動ドライブのルートディレクトリに置いておきます。 

1.1.2 「パス名」とは何だろう 

ディレクトリを使ってファイルを整理していると、カレントディレクトリ以外のディレクト 
リにあるファイルが必要になる場合があります。こんなとき、 MS - DOS にそのファイルのあり 
かをどうやって教えるのでしょうか？ 

人に道を案内するときには「ここをまっすぐ行って、パン屋さんの前を通って…」というよ 
うに目的地までの経路を教えてあげます。 MS - DOS にファイルのありかを教えるのもこれと同 
じで「このディレクトリを通って、あのディレクトリを通って…」というように目的のファイ 
ルまでのディレクトリの経路を伝えます。この経路を「パス名」と呼びます。 

パス名は、目的のファイルにたどり着くまでに通過するディレクトリの名前を“¥”で区切 
つて並べたものです。一般的な書式で書けば、次のような形式になります。 


¥ [デイレクトリ名1 [¥ ディレクトリ名2 [¥ ディレクトリ名3]]]… 


最初の“¥”マークは区切り記号ではありません。これはルートディレクトリから経路が出 
発していることを表しています。道順には、現在地からの道順と、〇 X 駅といった大きな目標 
物からの道順があります。 MS - DOS での大きな目標物は、すべてのディレクトリが通ずるルー 
トディレクトリになります。現在地（カレントディレクトリ）からの経路を指定する方法は後 
述します。 
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たとえば、 MOVIE というディレクトリを指定する場合は、 “¥ MOVIE ” というようにします。 
また、そのサブディレクトリの JAPAN というディレクトリを指定する場合は 、 “¥MOVIE 
¥ JAPAN ” とします。 

ディレクトリの橾作をするコマンドは、すべてパス名でディレクトリを指定することができ 
ます。 


A：¥>mkdir ¥ movie ¥ japan¥sr 
A：¥>chdir 竿 movie 竿 japan 半 sf 
A ： ¥nOUIE¥JAPAN¥SF> 


また、カレントディレクトリと異なるディレクトリに保存されているファイルを指定する場 
合は、パス名とファイル名を組み合わせて“パス名¥ファイル名”のように指定します。 

先ほどのディレクトリ構造で“¥ MOVIE ¥ JAPAN ¥ SF ” ディレクトリの中にあるファイル 
“ MACHINE . DOC ” を指定する場合は、“ ¥ MOVIE ¥ JAPAN ¥ SF ¥ MACHINE . DOC ” としてやれ 
ばよいわけです。この指定方法を使えばカレントディレクトリを変更しなくても、他のディレ 
クトリにあるファイルをコピーしたり削除できます。 

1.1.3 絶対パスと相対パス 

先のようにルートディレクトリを起点としたパス名のことを「絶対パス」と呼びます。また、 
道順の例の通り、現在地（カレントディレクトリ）を起点とした指定をすることも可能です。 
これを「相対パス」と呼びます。 

先のディレクトリ構造で、カレントディレクトリが “¥ MOVIE ” の場合、 “ SF ” というディ 
レクトリまでの経路は “ MOVIE — JAPAN — SF ” になります。 

これをカレントディレクトリ （¥ MOVIE ) からの相対パスで表すと “ JAPAN ¥ SF ” のように 
なります。 

カレントディレクトリは経路に指定しません。また、絶対パスの指定とちがいパス名の左端 
に“¥”がないことに注目してください。つまり、ルートディレクトリが起点ではないことを 
意味しているのです。相対パスを使って、 SF というディレクトリの “ STARMARS . DOC ” とい 
うファイルを指定するなら、 “ JAPAN ¥ SF ¥ STARMARS . DOC ” のようになります。 

また相対パスでは、親ディレクトリを示す“..”を組み合わせることもできます。たとえば、 
SF というカレントディレクトリから MOVIE というディレクトリを指定する場合は、と 
指定できます。つまり、親の親ディレクトリというわけです。同様に MOVIE にある “ README ” 
ファイルを指定する場合は、 “••¥..¥ README ” となります。 

1.1.4 コマンド検索パスの指定 

MS - DOS の便利な機能のひとつに、「コマンド検索パス」を設定する機能があります。コマン 
ド検索パスを設定すると、カレントディレクトリにないコマンドやアプリケーションも実行す 
ることができます。 

まず、 MS-DOS (の COMMAND . COM ) がコマンドを実行する仕組みを簡単に説明し ます。 
MS - DOS は、入力したコマンドを次のように検索し ます。 

(1) キーボードから入力された文字を解釈する。 

(2) 内部コマンドであれば、すぐに実行する。 

(3) カレントディレクトリから、拡張子が “ COM ” “ EXE ” “ BAT ” であるファイルをこの 
順に探す。あればコマンドとして実行する。 

(4) コマンド検索パスに設定されている各ディレクトリ内を、 （3) と同じように検索し見つ 
かれば実行する。 
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(5)(1) 〜 （4) までで見つからなければ、「コマンドまたはファイル名が違います.」とェ 
ラーを表示してコマンドプロンプトに戻る。 

つまり、コマンド検索パスさえ設定すれば、カレントディレクトリにコマンドがなくても、 
ディスク（ディレクトリ構造）の中から捜し出して実行するのです。 



カレントドライブに同じ名前のコマンドがあっても、コマンド名の前にドライブ名やパス名 
を指定すれば、指定先のコマンドを実行できます。たとえば、カレントドライブのカレントデ 
ィレクトリに “ FORMAT ” というコマンドがあっても、次のように入力すればドライブ B の 
" ¥ TOOLS " にある FORMAT コマンドが実行できるわけです。 

B : ¥ TOOLS ¥ FORMAT 

また、コマンド名に “ COM ” “ EXE ” “ BAT ” の拡張子を指定すると、拡張子の探索順に関係 
なく実行できます。たとえば、カレントディレクトリに “ PROGRAM . COM ” “ PROGRAM . EXE ” 
“ PROGRAM . BAT ” というコマンドがあるとします 。 PROGRAM @と入力すると、 
PROGRAM . COM が実行されますが、 “ PROGRAM.BAT @”と入力すれば、 PROGRAM . BAT が 
実行できます。 


コマンドやアプリケーションは、複数のディレクトリに整理して保存してあるでしょう。こ 
のようなとき、それぞれのコマンドが入ったディレクトリのパス名を、コマンド検索パスに羅 
列しておけば、ドライブ名やパス名を指定しなくてもコマンドが実行できます。 

コマンド検索パスは、 PATH コマンド（または SET コマンド）で設定します。それぞれ書式は 

PATH [;] | [[〈ドライブ〉：]〈パス〉 [; …]] 

SET PATH = [[〈ドライブ〉：]〈パス〉 [; …]] 

となっています。たとえば 、 “PATH A ： ¥ ； A ： ¥DOS ; A : ¥WP ; B : ¥” あるいは、 
“SET PATH=A ： ¥ ； A ： ¥DOS ； A : ¥WP ; B : ¥” としておくと、入力したコマンドが内 
部コマンドでなければ、「カレントディレクトリ—ドライブ A のルートディレクトリー►ドライブ 
AO ¥ DOS — ドライブ A の ¥ WP — ドライブ B のルートディレクトリ」の順にコマンドを検索し 
て、最初に見つかったものを実行します。 

なお、 “ PATH ;” または “SET PATH =” と入力するとコマンド検索パスを解除できます。 

コマンド検索パスは、 MS - DOS を便利に使う上で必要不可欠ともいえる設定です。したが っ 
て、設定する PATH コマンドや SET コマンドを “ AUTOEXEC . BAT ” ファイルに書いておくとよ 
いでしょう。 

1.1.5 環境変数の設定と解除 

コマンド検索パスを設定するとき、 PATH コマンドの他に SET コマンドを使った例を紹介しま 
した。もともと、 SET コマンドは、コマンド検索パスを設定するのに使うだけでなく、「環境変 
数」の設定や表示に使われるコマンドです。 

環境変数とは、コマンドやプログラムから参照されたり、あるいはバッチファイル中で参照 
されたりする「文字列」を持つ変数です。環境変数を一度設定するとメモリ内に記憶され、新 
たに設定するか、リセットしない限り保持されています。 

代表的な環境変数としては、 “ TEMP ” や “ TMP ” といった作業用ディレクトリを設定するも 
のがあります。これ以外にも “ COMMAND . COM ” の位置を指定する環境変数 COMSPEC という 
ものもあります。 

それでは実際に環境変数を設定する方法について説明します。 
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環境変数の設定 

環境変数はバッチファイルの中で記述するか、 
します。 


コマンドプロンプトから SET コマンドを実行 


SET [〈環境変数名〉=[〈環境文字列〉]] 

実際には、 “ SETTMP = A : ¥ TRASH ” のように書きます。この例では、 DOS シェルの作業 
用ファイルがドライブ A の “¥ TRASH ” というディレクトリにつくられるようになります。 
複数の環境変数を設定する場合は、バッチファイルで一括して設定するとよいでしょう。 

•環境変数の解除 

一度設定した環境変数を、クリア（削除）するには次のように入力します。 

SET 〈環境変数名〉= 

(1) 環境変数をたくさん設定すると、環境変数用のメモリが足りなくなることがあります。そ 
の場合は CONFIG . SYS の “SHELL = COMMAND . COM ” の行に “/E :〈環境変数 
の大きさ〉”を追加します。〈環境変数の大きさ〉は、バイト単位で指定します。省略時は、 
256バイトになっていますので、1024バイトぐらい指定しておけばまず問題ないでしょう。 

SHELL = ¥ COMMAND.COM /P A ： ¥ /e :1024 

(2) アプリケーションが環境変数を参照するように設計されていないと、設定しても無駄にな 
ってしまいます。また、アプリケーション独自の環境変数を指定しなければならないもの 
もあります。アプリケーションがどんな環境変数を必要としているのかについては、それ 
ぞれのマニュアルを参照してください。 

一時作業ファイルは、 RAM ディスクゃ固定ディスクなど高速に読み書きできる装置を指定 
するとよいでしよう。また、十分に空き容量があるドライブを指定するようにしましょう。 


1.1.6 バッチファイルの作成と実行 

コマンド名を実行する順に並べたファイルを用意し、拡張子を “ BAT ” にするとコマンドと 
同じように実行することができます。このようなファイルを「バッチファイル」と呼びます。 
ここでは、バッチファイルの作成例と実行方法について解説を行います。 



コマンド検索パスの指定によっては、同じ主ファイル名のコマンドが実行されてしまいます。 
主ファイル名のつけ方はよく考えてください。 


⑩ バッチファイルの作成 

バッチファイルは、テキストファイルの一種です。作成には、 SEDIT コマンドなどエディタ 
を利用します。 SEDIT の操作方法は、本書の「基本操作編第5章スクリーンエディタ」を参 
照してください。 

ここで、いくつかバッチファイルの例を見ていきましょう。 


例1: 


CD VWPDATA 
JW 
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これは、コマンドを実行順に並べただけの、もっとも簡単な部類のバッチファイルの例です。 
まず、カレントディレクトリを “¥ WPDATA ” に移動し、次に、 JW というコマンドを実行し 
ています （ JW は説明のための架空のコマンドです）。 


例 2 : 

CD ¥WPDATA 
JW %1 

これは、バッチファイルにパラメータを指定する使い方の例です。バッチファイルにも、一 
般のコマンドと同じようにパラメータを指定することができます。バッチファイルを実行する 
ときに指定したパラメータは、バッチファイルの中で “％” 記号をつけた数字で参照できます。 
ひとつ目のパラメータが“％1”、2つ目が “％2” ..•というように、9つまでのパラメータが使え 
ます。 

例2のバッチファイルの名前を “ JP . BAT ” としましょう。コマンドプロンプトで、 

JP BUNSHO . DOC ® 


と入力すると、％1(ひとつ目のパラメータ）は “ BUNSHO . DOC ” となり実際には、 

CD ¥WPDATA 
JW BUNSHO.DOC 

が実行されることになります。 


例3 : 

MD %1 
COPY %2 %1 

こんどは、2つのパラメータを使ったバッチファイルの例です。ひとつ目のパラメータはディ 
レクトリ、2つ目のパラメータはファイルであるという前提で、パラメータ1で指定したディレ 
クトリにパラメータ2で指定したファイルをコピーします。このファイル名を “ MDCP . BAT ” 
すると、 

MDCP DOC *.DOC 

は、 


MD DOC 

COPY *.DOC DOC 

として実行されます。 
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例 3 のようにパラメータの種類に前提条件があるバッチファイルは、条件に合わないパラメー 
夕を指定するとエラーになったり、おかしな動作をしたりします。 

たとえば、例3のバッチファイルをまちがえて 

MDCP 氺 .DOC DOC 

と実行してしまうと、実際には、 

MD * .DOC 
COPY DOC 氺 .DOC 

を実行することになります。 “*. DOC ” のようなディレクトリは作成できないので、 
ディレクトリは作成できません. 

という エラーが 表示され、 COPY コマンドが実行されます。しかし、存在しないディレクトリ 
にコピーしようとするので、ここでもエラーが表示されます。 

バッチファイルの実行と中止 

バッチファイルを実行するときの手順は、ふつうのコマンドと同じです。コマンドプロンプ 
卜から主ファイル名を入力すると実行できます。 

バッチ ファイルの 実行を中止するときは、@ (または@+©)キーを押します。バッチ ファ 
イル 実行中にこれらのキーを押すと、「バッチ処理を中止しますか （ Y / N ) ?」というメッセ 
ージが表示されます。ここで®キーを押すと、バッチ奶理は中止されます。 ® キーを押すと、 
そのとき実行中だったコマンドだけが中止され、その次のコマンドから処理が再開されます。 

1.2 CONFIG.SYS の基礎知識 

メモリやプリンタなどを MS - DOS で有効に活用するには、「デバイスドライバ」と呼ばれるソ 
フトウェアを MS - DOS に組み込む必要があります。ここでは、これらの組み込み方について説 
明します。 

1.2.1 デバイスドライバ 

「デバイス」は装置のこと、「ドライバ」はそれを駆動するソフトウェアのことです。「デバ 
イス」の中には、プリンタやキーボードやディスプレイ、メモリなどのコンピュータ内部に入 
っているものも含まれます。また、ソフトウヱアでつくられた日本語を入力する装置（機能） 
も、デバイスの一種です。 


1.2.2 CONFIG.SYS とは何か 

CONFIG . SYS とは、 「 MS - DOS の機能を拡張するさまざまな部品を指定する」ファイルです。 
MS - DOS 自身に含まれている機能は、どのような条件でも最低限必要であると考えられたもの 
だけで、そのままではちょっと不便です。そこで CONFIG . SYS に自分の使いたい機能を登録す 
ることによって、自分にとって使いやすい環境をつくり上げることができるわけです。 

CONFIG . SYS は、 CUSTOM コマンドを利用すると簡単に作成できますが、テキストファイル 
なので、 SEDIT コマンドなどのエディタを利用して作成することもできます。 

CONFIG . SYS のコマンドについては、 HELP コマンドを参照してください。 
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BUFFERS =10 

FILES =30 

SHELL = A :¥ COMMAND . COM / P/E : 1024 
DEVICE = A :¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 

DEVICE = A :¥ DOS ¥ EMM 386. EXE / P =96/ UMB / T = A : ¥ DOS ¥ EXTDSWAP.SYS 

DEVICEHIGH = A :¥ DOS ¥ KKCFUNC.SYS 

DEVICE = A :¥ DOS ¥ NECAIK 1 .DRV 

DEVICE = A :¥ DOS ¥ NECAIK 2 .DRV A : NECAI.SYS 

DOS = HIGH,UMB 

DEVICE ?= A :¥ DOS ¥ RAMDISK.SYS 


1.2.3 CONFIG.SYS の例 

それでは例を参照しながら、 CONFIG . SYS の内容について解説します。 

次の CONFIG . SYS は拡張メモリを使用し、また付属の日本語入力機能を利用する設定になっ 
ています。 


(1) BUFFERS=10 

ディスクバッファ領域の大きさを10に設定します。この値を大きくすれば、ディスクの読み 
込みが若干速くなりますが、通常10〜30を指定します。 

(2) FILES=30 

同時にオープンできるファイルの数を30個に設定します。通常20〜30を指定します。 

(3) SHELL=A : ¥ COMMAND.COM /? /E :1024 

ドライブ A の COMMAND.COM をコマンドプロセッサ（シェル）として指定します。大規模 
なアプリケーションを実行し終了したとき、 COMMAND.COM は MS-DOS に再度読み込まれますが 
その COMMAND.COM のありかを指定するものです。 

(4) DEVICE=A: ¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 

DEVICE=A:¥ DOS ¥ EMM386.EXE /P=96 /UMB /T=A: ¥ DOS ¥ EXTDSWAP.SYS 

デバイスドライバとしてドライブ A の “¥ DOS ” ディレクトリにある “ HIMEM . SYS ” を組み 
込み、次の行で “ EMM 386. EXE ” を組み込みます。 

(5) DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A : ¥DOS¥NECAIK1.DRV 
DEVICE=A : ¥DOS¥NECAIK2.DRVA ： NECAI.SYS 

この 3 行は、日本語入力を可能にするデバイスドライバの組み込みを行っています。 

(6) DOS=HIGH,UMB 

“ DOS ” コマンドは、 MS-DOS のシステムをどのメモリに読み込むかを指定するものです。 
“DOS 二 HIGH ” と指定すると、 HMA (拡張メモリの一種）に MS-DOS のシステムファイルの一 
部を読み込みます。また、 “DOS = UMB ” の指定は、 UMB を使用可能にし “ DEVICEHIGH ” 
( CONHG.SYS 用のコマンド）や LOADHIGH コマンドなどを利用可能にします。これらは、コン 
ベンショナルメモリの消費量を抑えます。 

HIGH と UMB を同時に指定する場合は、例のようにカンマ（，）で区切って指定します。 


\—/ \—/ \ —- / \)/ \—/ \/ \^/ 

1 2 3 4 5 6 7 
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“DOS = HIGH ” や “DOS = UMB ” を指定する場合は、デバイスドライバとして 
HIMEM . SYS を組み込む必要があります。 

“ DOS = UMB ” を指定する場合は、上記に加え EMM 386 .EXE “を/ UMB ” スイッチつきで 
組み込む必要があります。 


1.2.4 


(7) DEVICE ?= A :¥ DOS ¥ RAMDISK.SYS 

“ DEVICE ?” のように“?”をつけて指定すると、 MS - DOS の起動時にこのコマンドを実行す 
るかどうかを確認するメッセージが表示されます。実行するなら®キーを、実行しないなら 
I :瓦!キーを押します。 

デバイスドライバを組み込むときの注意 

デバイスドライバを組み込むときは、次の点に注意してください。 


(1) 同じ機能のデバイスドライバでも、 MS - DOS 添付のデバイスドライバを利用するのか、ア 
プリケーション独自のデバイスドライバを利用するのかを、必ずアプリケーションのマ 
ニュアルで確認してください。 

(2) 同じ種類のデバイスドライバ（例えばマウスドライバなど）は、複数組み込んで使用す 
ることはできません。ただし、本バージョンの MS - DOS に対応している日本語入カシステ 
厶 （ FEP ) に限り、 SELKKC コマンドを使用し複数の FEP を切り替えて利用できます。 
SELKKC コマンドの使い方は、 HELP コマンドを参照してください。 

(3) たくさんのデバイスドライバを組み込むと、大きなメモリ容量を必要とするアプリケーシ 
ョンが実行できないことがあります。このような場合は、アプリケーションを実行するた 
めに必要なデバイスドライバのみを組み込むようにしてください。 

(4) デバイスドライバは、 CONFIG . SYS に書かれた DEVICE コマンドの 順番で組み込まれます。 
アプリケーション 独自のデバイスドライバには、組み込みの順番によっては正常に動作し 
ないものがあります。組み込む順番に制限がないかを アプリケーションのマニュアル で確 
認してください。 

(5) キャラクタ型デバイスドライバは、 ADDDRV / DELDRV コマンドを利用すると自由に組み 
込み/取り外しができます。メモリを有効に活用するためにも、 CONFIG . SYS で組み込むデ 
バイスドライバは、最低限にとどめましよう0なお、 ADDDRV / DELDRV コマンドでの組 
み込み/取り外し方法は、本編の「1.3 メモリ活用のテクニック」を参照してください。 


1.2.5 CUSTOM コマンドの使し、方 


CUSTOM コマンドでは、 MS - DOS の環境を設定するための CONFIG . SYS と AUTOEXEC . BAT を 
合わせて環境設定ファイルと呼んでいます。環境設定ファイルと ADDDRV コマンド用の定義フ 
ァイルを作成/変更するには、このコマンドが便利です。 

キャラクタ型のデバイスドライバには、かな漢字変換ドライバの他、プリンタドライバ、マ 
ウスドライバ、、 RS -232 C ドライバ'、グラフイツクスドライバ'、フォントドライバなどがあり 
ADDDRV / DELDRV コマンドで組み込んだり取り外したりできます。 

ADDDRV コマンドには、 「 ADDDRV 用定義ファイル」というファイルを指定します。ファイ 
ルの中には、組み込みたいデバイスドライバの設定を、 CONFIG . SYS で組み込むときとまった 
く同じように書いておきます。 

CONFIG . SYS や ADDDRV コマンド用の定義ファイルは、 SEDIT などでも作成できますが、 
CUSTOM コマンドを利用すると簡単に作成できます。 

CUSTOM コマンドで設定できるドライバの種類と、メニュー構造は次のようになっています。 
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CUSTOM コマンドのメニュー構造 


① 


• ノくツフア （ BUFFERS の { 直） 
ファイル （ FILES の f 直） 


日本語入力 


使用する 


1 -使用しない 
プリンタ ー p 使用する- 
使用しない 

RS 232 C - p 使用する 

し使用しない 
CD - ROM 装置-！-使用する 

1 -使用しない 

拡張メモリ 


使用しない 
-ディスクキャッシュ使用する 


使用しない 


•アンデリ ートー厂 使用する 


DOSKEY - 


DOS シェル- 


1 -使用しない 
使用する- 


1 -使用しない 
p 使用する 
L 使用しない 


-変換方式 
辞書—— 

1 -操作方式- 


-印字比率- 


- AI 逐次 
AI 連文節 
カレント 

他ドライブ（ドライブ指定） 

• その他 
標準方式 
従来方式 

• ファイル指定（ファイル名指定） 

1:1.5 

1:2 


XMS メモリ了使用する 
し使用しない 
EMS メモリ ー r 使用する- 


ドライバ 


- EMM ドライバ 
- EMM 386 ドライバ 


ページ数 

• ページフレーム — 省略 
- B000 
- C000 


1 - RAMDISK 


使用しない 
使用する - 


- UMB - 

-拡張タスクスワッア • 
•容量 

セクタ長—— 


1 -使用しない 


デイレクトリ 


メモリ 


-使用する 
-使用しない 
-使用する 
-使用しない 

-1024 
- 512 
-128 
192 
• 256 


■-省略 
-拡張メモリ 


• メインメモリ 
EMS メモリ 


-削除追跡—— 
削除セントリ 

•挿入モード 
上書きモード 


ドライブ名指定 


• 次画面-••②へ 
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② 

一画面入出力 


マウス 


マウスドライバ- 


し DOS シェル用マウスドライバ 


グラフィックライブラリ ー p 使用する 

し使用しない 

マルチフォントドライバ—[—使用する _ 


了使用する 
1 -使用しない 
使用する 
L 使用しない 


サイス’-!—横 
し 縦 


一 EMS 機能一 j— 使用する 
し使用しない し使用しない 

—拡張グラフィックドライバ了使用する 

1 -使用しない 

L 拡張サウンドドライバ-卩使用する 

1 -使用しない 

—シェル-卩標準 

しその他 

-FCB (FCBS の値） 

ー ドライブ （LASTDRIVE の値） 

ーブレーク—— r - ON 
L OFF 

一その他（その他のデバイスドライバの設定） 

—前画面①へ 


お使いのコンピュータによりメニューが異なる場合があります。 


CUSTOM コマンドの操作手順は、次の通りです。 

① 変更したい環境設定ファイルがあるドライブか、あるいは環境設定ファイルや 
ADDDRV コマンド用の定義ファイルを新たに作成したいドライブを、カレントドライブに 
します。 

② コマンドプロンプトが表示されている状態で、 “ CUSTOM ®” のように入力します。 


CUSTOM コマンド Uer. X.XX 

- Copyright (CJ NEC Corporation 19HX ， 19KX _ 



ADDD RV 用定義ファイルの作成/更新 
終了 


德5以说醱孵逍磁 sir て 


ここで、環境設定ファイルを編集するのか、 ADDDRV コマンド用の定義ファイルを編集する 
のかを選択します。 

ここでは環境設定ファイルを作成する方法を説明します。 mm キーを押して[環境設定フ 
ァイルの作成/更新]を反転表示にし、 ® キーを押します。 

ADDDRV コマンド用の定義ファイルを編集する操作も、ここで説明する操作とほぼ同じです c 
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③カレントドライブにすでに環境設定ファイルがある場合は、次のメッセージが表示さ 
れます。 


CUSTOM コマンド Uer. X.XX 

- Copyright (C> f€C Corporation 19XX.19XX r 

ADDD RV 用定義ファイルの作成/更新 
終了 


意設定？ァイル辦|に住成、|1ねスい孝1: I 斤レく作成します力 h 


■: P 腿 


IJ ターンキーを 


P しますか 


すでにある環境設定ファイルを更新するのなら[更新]を、現在の環境設定ファイルを捨 
てて新規に作成する場合は[新規作成]を、00キーで選んで@キーを押してください。 


④設定のメニュー画面が表示されます。 


CUSTOM コマンド 


Uer. X.XX 

- Copyrioht NEC Corporation 1&XX,19XX - 


印字比率 1:2 


JSSSS1 

ファイル 

日本語入力 
ブリンタ 

RS 232 C 
CD - ROM 装置 
拡張メモリ 
ディスクキャッシュ 
アンデリート 

DOSKEY 
DOS シェル 
次画面 

雜終了 


(リターンキーのみ： 201—こ|_します ESC キー：処理を中止することができます） 



* お使いのコンピュータの環境によって興なる場合があります。 


メニュー画面の左側には、 CUSTOM コマンドで設定できる項目が並んでいます。その右側 
には、現在の設定値が（あれば）表示されています。 

3 ID 00 キーと®キーを使って各項目を設定します。また、®キーを押すと、コマンド 
を中止できます。 


⑤ CONFIG . SYS の設定を終えたら、[設定終了]を選んで@キーを押してください 
た内容が CONFIG . SYS 内でどのようになるかが表示されます。 


設定し 


CONFIG.SYS は以上の内容で作成されますよろしいですか 
矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 
( ESC キーを押すと前の両需に戻ります） 

紹圆 P メニュー選現に戻る内容を編集する 
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設定した内容を確認してください。 

[次画面]を選ぶと、続いて AUTOEXEC . BAT を作成/更新する画面が表示されます。手順 
⑥に進んでください。 

[メニュー選択に戻る]を選ぶと、手順④の設定メニュー画面に戻ります。 

[内容を編集する]を選ぶと、そのときの CONFIG . SYS の内容を、行単位で変更したり移動 
したりできます。 

⑥ AUTOEXEC.BAT の設定画面が表示されます。 


AUTOEXEC. BAT は以 
矢印 キー — 
キーを押す 


4：の内容で作成; 

1 すと前 I 画 i 惠 


:されますよろしいですか 
— し、リターンキーを押してください 
め画_に戻ります） 

一選®に戻る内容を編集する 


[作成を終了する]を選ぶと、手順②の選択画面が表示されます。手順⑦に進んでください。 
[メニュー選択に戻る]を選ぶと、手順④の設定メニュー画面に戻ります。 

[内容を編集する]を選ぶと、そのときの AUTOEXEC . BAT の内容を、行単位で変更したり 
移動したりできます。 

⑦[終了]を選ぶと、 CUSTOM コマンドの実行を終えて MS-DOS のプロンプトに戻ります。 
更新した環境設定ファイルの内容を有効にするには、 MS - DOS を再起動してください。 



PC-9801-J03 (SCSI 力ード）に CD-R 〇 M 装置を接続している場合、 [CD-R 〇 M 装置]を[使 
用する]と指定しても CD-R 〇 M 装置が認識されない（利用できない）場合があります。 

このような場合は、 SEDIT を使用して CONFIG.SYS 中に記述されてる 
“DEVICE=A:¥DOS¥NECCD.SYS” の行を一番最後の行に移動してください。 


参考 


CUSTOM コマンドで環境設定ファイルを更新すると、元の環境設定ファイルは拡張子が 
“ BAK ” となって保存されます。間違ってファイルを削除してしまったりしたときなど、この 
ファイルを使えば、設定を元に戻すことができます。 


1.3 メモリ活用のテクニック 


お使いのコンピュータのコンベンショナルメモリ（メインメモリとも呼ばれます）の空き容 
量を増やし、より多くのメモリを必要とするアプリケーションを利用するには、次の2つの方法 
があります。 

• ADDDRV コマンドと DELDRV コマンドを使って、必要なときだけデバイスドライバを組み込 
む 


MemMaker コマンドを使って、デバイスドライバなどをコンベンショナルメモリから UMB に 
移動する 


環境設定編 
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特定のアプリケーションでのみ必要なキャラクタ型デバイスドライバを利用する場合は、必 
要に応じてデバイスドライバを組み込んだり取り外したりできるので、 CONFIG . SYS で組み込 
むよりも ADDDRV コマンドや DELDRV コマンドを使う方が便利です。 

また、 MemMaker を利用すると、デバイスドライバやメモリに詳しくなくても、お使いのコ 
ンピュータのコンべンショナルメモリを最大限に確保できるように CONFIG . SYS や 
AUTOEXEC . BAT を自動的に書き直すことができます。 

ここでは ADDDRV コマンドと DELDRV コマンドについて説明します。 MemMaker コマンドに 
ついては、本書の「発展編第3章空きメモリを増やす 一 MemMaker — 」を参照してくださ 
い0 

1.3.1 キャラクタ型デバイスドライバの組み込みと取り外し 

•キャラクタ 型デバイスドライバを組み込む 

キャラクタ型デバイスドライバを組み込むには、 ADDDRV コマンドを使います。コマンドの 
書式は次の通りです。 

ADDDRV 〈定義ファイル名〉 


〈定義ファイル名〉の書き方は、 CONFIG . SYS の DEVICE コマンドの記述と同じです。ファイ 
ルの作成には、 CUSTOM コマンドや SEDIT が便利です。たとえば、 “ RSPRN . DEV ” というファ 
イルに次の内容を書いておきます。 

DEVICE=RSDRV.SYS 

DEVICE=PRINT.SYS 

そして、コマンドプロンプトから次のように入力すると、 “ RSPRN . DEV ” に書いた2つのデバ 
イスドライバ （ RSDRV . SYS 、 PRINT . SYS ) を MS - DOS に組み込むことができます。 

ADDDRV RSPRN.DEV® 


瘳 キャラクタ型デバイスドライバを取り外す 

ADDDRV コマンドで組み込んだキャラクタ型デバイスドライバを取り外すには、 DELDRV コ 
マンドを使います。 

コマンドプロンプトから次のように入力すると、以前に ADDDRV コマンドで組み込んだ2つ 
のデバイスドライバを取り外せます。 

DELDRV® 

❿ アプリケーション起動用バッチファイルをつくる 

アプリケーションを起動するときは、必要なデバイスドライバだけをアプリケーション起動 
時に組み込み、アプリケーション終了時に取り外すバッチファイルをつくると便利です。 
たとえば、次のような “ NlHONGO . BAT ” というバッチファイルを用意します。 

ADDDRV NECAI.DEV 
〈アプリケーションの起動〉 

DELDRV 

ADDDRV コマンドが参照する “ NECAI . DEV ” には、次のように書いておきます。 

DEVICE=A : ¥ DOS ¥ NECAIK 1 .DRV 

DEVICE=A : ¥ DOS ¥ NECAIK 2 .DRV A : ¥ NECAI.SYS 

これで、 “ NIHONGO ®” と入力するだけで、 “ NECAI . DEV ” に指定したデバイスドライバが 
組み込まれた後、指定のアプリケーションが起動します。アプリケーションを終了すると、組 
み込まれたデバイスドライバが取り外されます。 
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•3.2 デバイスドライバを変更するときの注意 

デバイスドライバを変更するときには、次のような制限があります。 


⑴ CONFIG . SYS で組み込んだデバイスドライバは変更できない 

DELDRV コマンドで取り外しできるのは、 ADDDRV コマンドで組み込んだデバイスドライ 
バだけです。 CONFIG . SYS の DEVICE コマンドで組み込んだデバイスドライバは、取り外せ 
ません。また、 CONFIG . SYS で組み込み済みのデバイスドライバを、 ADDDRV コマンドで 
2重に組み込むことはできません。 

(2) 変更できるデバイスドライバはキャラクタ型デバイスドライバに限定 

デバイスドライバは、ブロック型とキャラクタ型に分けられます。ブロック型デバイスド 
ライパは、 RAM ディスクやメモリ関連のデバイスドライバのように、一度にまとまった量 
のデータを読み書きできるデバイス（装置）用のデバイスドライバです。 

これに対して、キャラクタ型のデバイスドライバは、一度に1バイトずつ読み書きできる 
ようなデバイス用のデバイスドライバです0 

ブロック型デバイスドライバは、必ず CONFIG . SYS で組み込んでください。 

たとえば、本章の「1.2.2 CONFIG . SYS とは何か」の中のデバイスドライバのうち、 
ADDDRV コマンドで組み込めないものは、 “ HIMEM . SYS ” と “ EMM 386. EXE ” です。 

(3) ADDDRV コマンドを複数回使うことはできない 

ADDDRV コマンドで組み込んだデバイスドライバがすでにあるときは、さらに ADDDRV 
コマンドを使ってデバイスドライバを追加して組み込むことはできません。 

DELDRV コマンドでデバイスドライバを取り外すまで、 ADDDRV コマンドによりデバイス 
ドライバを組み込むことはできません。 

⑷アプリケーションを実行する前に ADDDRV コマンドで組み込む 

アプリケーションが使うキャラクタ型デバイスドライバは、そのアプリケーションの実行 
の前に、 ADDDRV コマンドで組み込んでください。 
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1-4 0 ^ リーン ブート 機首巨 __ 

クリーンブートは、 CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT に記述されているコマンドを何も実行せ 
ずにシステムを起動する機能です。 CONFIG.SYS の書きまちがいなどによって、 MS-DOS が正 
常に起動しなくなったときに利用すると便利です。 

クリーンブートを実行する手順は、次の通りです。 

① MS-DOS を起動、または再起動します。 


NEC PC-9800 シリ -: T ソナ 

? イ汨刃卜 MS-DOS ir - ゾヨン 6.20 

Copyright (C)19XX.19XX Microsoft Corp. / NEC Corporation 


— コピー ライ トメッセーン 

②コピーライトメッセージが表示されている間（約2秒間）に®キーを押します。 


hCC PC-9800 シリ -： r J で-リナ** 

マイ : W 刀卜 HS-D0S A - ゾ '3 ン 6.20 

Copyright (C)19XX.19XX Microsoft Corp. / NEC Corporation 
COhFIG.SYS および AUTOEXEC.BAT を実行せずに MS-DOS を起動します. 
A:¥> 


1 . 5 イン タラクティ ブブート機能 

インタラクティブブート機能を使うと、 CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT に書かれているコマ 
ンドを実行するかしないかを1行ずつ指定できます。いろいろな状況に合わせて設定を使い分け 
たいときなどに利用すると便利です。 

インタラクティブブートを実行する手順は、次の通りです。 

① MS-DOS を起動、または再起動します。 


NEC PC-9800 シリ - r DU コガユ -9 
7 イ无ゾ 7 卜 MS-DOS ir-iT ヨン 6.20 

Copyright (C)19XX,19XX Microsoft Corp. / NEC Corporation 


②コピーライトメッセージが表示されている間（約2秒間）に0キ_を押します。 
CONFIG.SYS の各コマンドの実行を確認するメッセージが表示されます。 


NEC PC-9800 シリ -: r n 。 - 、 ノナ * IDt 。 ュ -9 
マイ !) DV7 卜 MS-DOS if- ゾョン 6.20 

Copyright (C)19XX.19XX Microsoft Corp. / NEC Corporation 

CONFIG . SYS の各コマンドの実行を確認するブロンブトを表示します. 
ShELL =¥ C 0 nmND . C 0(1 y ? ， E :640 [ V , N ]? 
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表示されているコマンドを実行するなら®キーを、実行しないなら®キーを押します。 
続いて、次のコマンドを実行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。また、 
この行以降のすべてのコマンドを実行するなら@キーを、実行しないなら@キーを押し 
てください。 

③ AUTOEXEC . BAT についても同様に、実行するかどうかを確認するメッセージが表示され 
ます。 


hEC PC-9800 シリ -r jr-ytJ. T^fa-5> 

? イ 50 刃卜 MS-DOS rr- ゾョン 6.20 

Copyright (C)19XX.19XX Microsoft Corp. / l€C Corporation 

CONFIG.SYS の各コマンドの実行を確認するブ □ ンブトを表示します . 
SHELL^COmAND.COI /P /E：640 [Y,N]?Y 
DEUICE=A ： ¥D0S¥HIf'B1.SYS [ 丫 , N]?Y 

HIMEM is testina extended memory...done. 

AUTOEXEC.BAT を迦理しますか （ Y 々 0? 


表示されているコマンドを実行するなら®キーを、実行しないなら®キーを押します。 
続いて、次のコマンドを実行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。また、 
この行以降のすべてのコマンドを実行するなら®キーを、実行しないなら@キーを押し 
てください。 


起動ドライブに AUTOEXEC . BAT がなくても、③の確認メッセージが表示されます。 
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第 2 章 MS - DOS と周辺装置 


この章では、お買い求めになった周辺装置を MS - DOS で利用するための準備や設定について 
説明します。 


2.1 MS - DOS と周辺装置の関係 


MS - DOS がコンピュータに接続されたプリンタなどの装置（デバイス）を使用するためには、 
装置に応じた特別なソフトウェアが必要になります。このソフトウェアを「デバイスドライバ」 
といいます。 

デバイスドライバは、 MS - DOS の起動時に組み込んで使います。組み込みには MS - DOS の環境 
設定ファイル “ CONFIG . SYS ” を使いますが、デバイスドライバの種類によっては ADDDRV コ 
マンドで組み込むこともできます。 


2.2 メモ y を使う 

メモリ （ RAM ) はコンピュータにとって必須の周辺装置です。プログラムやデータをディス 
クなどから読み込み、一時的に格納しておく領域として使います。 

ここでは、 MS - DOS でメモリを使うために必要な設定、関連したコマンドやデバイスドライ 
パの設定、注意事項をまとめて解説します。 

2.2.1 コンベンショナルメモリと拡張メモリ 

デバイスドライバを何も組み込まない場合、 MS - DOS が使うことのできるメモリは、最大で 
640 K バイト（ノーマルモードの場合、ハイレゾリューションモードでは 768 K バイト）です。こ 
の範囲のメモリを、一般に「コンベンショナルメモリ」（メインメモリ）と呼んでいます。 

そこで、本来なら MS - DOS からは使えない増設されたメモリをどうにかして使おうという方 
法が、さまざま開発されています。こうして増設された 1 M バイト以上の範囲のメモリを、「拡 
張メモリ」と呼びます。 

拡張メモリは MS - DOS の従来からのアクセス方法では使えないので、使用する方式に合った 
デバイスドライバを MS - DOS の起動時に組み込んで使用できるようにします。 



Windows 3.1 で拡張メモリを利用する場合は、 MS-DOS 6.2 に添付のドライバを使用してくだ 
さい。 
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2.2.2 XMS メモリを使うには 

XMS ドライバを利用すると、 i 386 以上の CPU にある機能を使って、拡張メモリを EMS メモリ 
やコンベンショナルメモリの一部のようにあつかうことができます。 

XMS ドライバを組み込むと、拡張メモリが次の2通りに使えるようになります。 


HMA (High Memory Area) 

HMA は、 XMS メモリの最初の約 64 K バイトの領域です。 


EMB (Extended Memory Block) 

XMS メモリのうち、 HMA を除いた領域です。 


拡張メモリ 


10000 0H 


00000 0H 


EMB 


HMA 


上位メモリ領域 


コンベンショナル 

メモリ 


UMB 


⑩ XMS メモリの利用 

MS-DOS では、 MS-DOS のシステムを HMA に格納させることができます。 CONFIG.SYS 内に 
“ DOS = HIGH ” と指定すると、 HMA に MS-DOS のシステムの一部を格納し、その分コンべンシ 
ョナルメモリの空き領域が増えます。 

また、 XMS メモリを直接利用できる MS-DOS のアプリケーションをお使いであれば、そのァ 
プリケーシヨンで定められた方法で利用してもよいでしょう。 


\^/ 拡張メモリを利用する複数のデバイスドライバを使う場合は、 CONFIG.SYS 内でのデバイス 

\/ ドライバの指定の順番に注意してください。 

DOS コマンドは、 CONFIG.SYS 内のどこに書いても同じ効果を持ちます。 


XMS メモリドライバの組み込み 

XMS メモリを利用する場合は、 CONFIG.SYS に次の1行を加えてください。 

DEVICE=¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 


HIHEM.SYS 

XMS メモリドライバのフアイル名です。 MS-DOS がインストールされているドライブの 
“¥ DOS ” デイレクトリ以外にあるときは、ドライブ名とパス名を変更してください。 



SMARTDRV.EXE や EMM386.EXE を使用する場合は、 XMS メモリを確保してから、各種メモ 
リドライバを組み込む必要があります。これらを考慮し、 XMS ドライバは CONFIG.SYS 内の 
DEVICE コマンドの行の一番最初に記述してください。 
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2.2.3 EMS メモリを彳吏うには 

EMS (Expanded Memory Specification) は、拡張メモリを使用するための規格の一つです。 
MS-DOS では直接拡張メモリを使用することができないため、上位メモリ領域（システム領域) 
に ページフレーム という領域を作り、これを覗き窓のように使って EMS メモリとデータをやり 
取りします。 


_ EMS メモリの利用 

EMS メモリを使用すると、 EMS を利用可能なアプリケーションソフトウエアの本体やデータ 
部分を EMS メモリ内に入れておくことができ、コンべンショナルメモリの空き領域を増やすこ 
とができます。また、 CONFIG.SYS で組み込むデバイスドライバの中にも、 EMS メモリを利用 
するものがあります。 


零 


EMS を利用するデバイスドライバを CONFIG.SYS で組み込むには、 EMS ドライバ、 EMS を 
利用するデバイスドライバの順に組み込まれるように記述してください。 

仮想 8086 モード用 EMS ドライバ （ EMM386.EXE) と汎用 EMS ドライバ （ EMM.SYS ) は同時 
に使えません。 


⑩ EMS ドライバの組み込み 

EMS メモリを利用するには、まず HIMEM.SYS を組み込み、そのあとに EMS ドライバを組み 
込むように CONFIG.SYS を設定してください0 
EMS ドライバの書式は次の通りです。 


DEVICE^ ¥ DOS ¥ EMM386.EXE 

[/M=〈EMS メモリサイズ〉丨 /P= <EMS ページ数〉] 

[/EM= く最小 EMS メモリサイズ> 丨 /PM= 〈最小 EMS ページ数〉] 

[/ X = 〈最小拡張メモリサイズ〉] 

[/F= 〈フレームスタート〉[—〈フレームエンド〉] 丨 [/U] I [/D]] 
[/L [= 〈ローエストフレームスタート〉]] 

[/UMB] 

[/E= 〈拡張 ROM 開始アドレス〉一〈拡張 ROM 終了アドレス〉] 

[/EN= 〈拡張 ROM 開始アドレス〉一〈拡張 ROM 終了アドレス〉] 

[/EH= 〈拡張 ROM 開始アドレス〉一〈拡張 ROM 終了アドレス〉] 

[/ T = [<d : >] [〈パス名〉] EXTDSWAP.SYS] 

[/NOEMS] 

[/NOHI] 

i/H= くハンドル数〉] 

[/HIGHSCAN] 

[/DPMI] 

[/WIN= 〈開始アドレス〉一〈終了アドレス〉] 

[/VERBOSE] 


EMM386.EXE 

仮想8086モード用 EMS ドライバのファイル名です。 MS-DOS がインストールされているドラ 
イブの “¥ DOS” ディレクトリ以外にあるときは、ドライブ名とパス名を変更してください。 

/M= 〈 EMS メモリサイズ〉丨 /P= 〈 EMS ページ数〉 

EMS メモリとして拡張メモリから割り当てる容量を、 “/M ” または “/ P” のどちらかで指 
定します。省略すると、未使用の拡張メモリをすべて EMS メモリに割り当てます。 

〈EMS メモリサイズ〉は K バイト単位で、16〜32768までの16の倍数を指定します。 

〈EMS ページ数〉は EMS メモリの論理ページ単位で、1〜2048 (1 ページは 16K バイト）まで 
の値を指定します。 
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/ EM = 〈最小 EMS メモリサイズ〉 |/ PM = 〈最小 EMS ページ数〉 

EMS メモリとして拡張メモリから割り当てる最小の容量を、 “/ EM ” または “/ PM ” のどち 
らかで指定します。省略すると、 256 K バイト （16 ページ）を割り当てます。 

〈最小 EMS メモリサイズ〉は K バイト単位で、〇〜32768までの16の倍数を指定します。 

〈最小 EMS ページ数〉は EMS メモリの論理ページ単位で、〇〜2048までの値を指定します。 

/ X = 〈最小拡張メモリサイズ〉 

EMS メモリとして使わない拡張メモリの最小の容量を指定します。省略すると、すべての拡 
張メモリを EMS メモリとします。 

〈最小拡張メモリサイズ〉は K バイト単位で、〇〜4194304の値を指定します。 


/ F = 〈フレー•厶スタート〉 [ 一〈フレー厶エンド〉] 

EMS メモリのページフレームアドレスを指定します。 

“/ F ” スイッチを指定しないと、お使いのコンピュータに合ったページフレームアドレス 
が自動的に設定されます。 

〈フレームスタート〉は開始セグメントで、次のように指定します。なお、〈フレームエンド〉 
を省略すると、〈フレームスタート〉から 64 K バイトの範囲にページフレームを設定します。 

/ F = BOOO …… BOOOH 〜 BFFFH の範囲にページフレームを設定します 

/ F = COOO …… COOOH 〜 CFFFH の範囲にページフレームを設定します 

拡張 ROM が C 000 H — C 7 FFH 、 または C 800 H 〜 CFFFH のアドレスに実装されている場合、アド 
レスが重なるので〈フレームスタート〉に C 000 を指定できなくなります。その場合には、次の 
ように “/ D ” または “/ U ” をつけ加えて、拡張 ROM が使用しないアドレスにページフレー 
ムを設定します。 

/ F = C 000 / D …… C 000 H 〜 C 7 FFH の範囲にページフレームを設定します 

/ F = C 000 / U …… C 800 H 〜 CFFFH の範囲にページフレームを設定します 

使用する機種と、 “/ F ” “/ D ” “/ U ” スイッチの指定で、ページフレームの範囲は次のよう 
になります。 


画面モード 

CPU の種類 

/F 、 /D、/U 
スイッチの指定 

ページフレーム 
アドレス 

ノーマルモード 

386以上の CPU 

/ F = B 000 

B 000 H 〜 BFFFH 

省略または / F = C 000 

C 000 H 〜 CFFFH 

/ F = C 000 /D 

C 000 H 〜 C 7 FFH 

/ F = C 000 /U 

C 800 H 〜 CFFFH 

ハイレゾリユーションモード 

386以上の CPU 

省略または/ F = B 000 

B 000 H 〜 BFFFH 


/L [= 〈口ーエストフレームスタート〉] 

EMS のモードをラージページ EMS モードにします。 

〈ローエストフレームスタート〉は開始セグメントで、 1000 〜 4000 の値を指定します。 



“/じ’ “/ d ” “/び’スイッチは同時に指定できません。 
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/UMB 

UMB を使用可能にします。 



UMB を利用するには、 CONFIG . SYS の DOS コマンドで UMB を使用できるように設定する必 
要があります。 


/ E = 〈拡張 ROM 開始アドレス〉一〈拡張 ROM 終了アドレス〉 

/ EN = 〈拡張 R 〇 M 開始アドレス〉一〈拡張 ROM 終了アドレス〉 

/ EH = 〈拡張 ROM 開始アドレス〉一〈拡張 ROM 終了アドレス〉 

上位メモリ領域のうち、拡張ボードの ROM が存在することによって UMB として使用できな 
い領域を指定します。 “/ EN ” スイッチはノーマルモードで、 “/ EH ” スイッチはハイレゾリ 
ューションモードでコンピュータを起動したときの指定です。 “/ E ” スイッチはモードに関係 
なく機能します。 

〈開始アドレス〉には、拡張ボードの ROM の開始セグメントを指定します。 

〈終了アドレス〉には、拡張ボードの ROM の終了セグメントを指定します。 



拡張ボードの ROM アドレスは、各拡張ボードのマニュアルを参照してください。 


/ T = [〈 d :〉] [〈パス名〉] EXTDSWAP.SYS 

拡張タスク切り替え機能用のファイル （ EXTDSWAP . SYS ) を組み込みます。 
EXTDSWAP . SYS は EMS メモリを1ページ分 （16 K バイト）使用します。 


/NOEMS 

EMS メモリを使用せず、 UMB のみを使用可能にします。 “/ NOEMS ” スイッチを指定すると、 
“/ UMB ” スイッチを指定しなくても UMB が利用可能になります。 

/NOHI 

EMM 386. EXE のデバイスドライノ《本体を UMB に移動しな t ゝ場合に指定します。 

/ H = 〈ハンドル数〉 

ハンドルの数を指定します。省略すると64を指定したことになります。 

〈ハンドル数〉は EMM ハンドルの数で、2〜254の値を指定します。 


/HIGHSCAN 

UMB として使用できる ROM BASIC 領域を、自動的に UMB として確保します。このスイッチ 
は “/ UMB ” “/ NOEMS ” スイッチを指定しているときに機能します。 



このスイッチを指定すると、一部のアプリケーション （ROM BASIC を呼び出している）が 
動作しなくなります。 


/DPMI 

DPMI を使う場合に指定します。 “/ NOEMS ” スイッチを指定した場合は、 DPMI は使用でき 
ません。 



DPMI を使う場合は、このスイッチに加え DPMI を起動させてください。 DPMI の起動方法は、 
後述の [ 2.7 DPMI を使うには」を参照してください。 
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/ WIN = 〈開始 アドレス〉一 〈終了 アドレス〉 

EMM 386 ドライバ用でなく、 Windows 用として予約する UMB を指定します。指定された領域 
は、 MS - DOS 上では UMB として使用されませんが、 Windows 上の DOS プロンプトなどで使用 
されます。 

〈開始アドレス〉には開始セグメントを指定します。 

〈終了アドレス〉には終了セグメントを指定します。 

/VERBOSE 

EMM 386 ドライバの組み込み時に、 EMS メモリや UMB の状態を表示します。省略すると何も 
メッセージは表示されませんが、@キーを押しながら MS - DOS を起動するとメモリの状態が 
表示されます。 

2.2.4 UMB を使うには 

UMB (Upper Memory Block ) は、コンベンショナルメモリと拡張メモリの間にあるシステム 
領域（ノーマルモードで 640 K バイト以上 1 M バイト未満、ハイレゾリューションモードで 768 K 
バイト以上 1 M バイト未満）の中で、各種インタフェースの ROM や EMS のページフレームに使用 
されていないアドレス範囲のメモリです。このアドレスのメモリは、通常 MS - DOS ではアクセ 
スできませんが、386以上の CPU にある仮想アドレス機能を使って利用できるようになります。 

MS - DOS では、 UMB にデバイスドライバや常駐プログラムを置くことができます。こうする 
ことによって、コンベンショナルメモリの消費を減らし、空き領域を増やすことができます。 


UMB の使い方 

UMB は、 MS - DOS を起動するドライブにある CONFIG . SYS に次のような3行を指定すると、使 
えるようになります。 

DEVICE =¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 

DEVICE = ¥ DOS ¥ EMM 386 .EXE /UMB (または “/ NOEMS ”） 

DOS=UMB 

HIMEM . SYS 、 EMM 386 .EXE 

XMS ドライバと仮想 8086 モード用 EMS ドライバのファイル名です。 MS - DOS がインストール 
されているドライブの “¥ DOS ” ディレクトリ以外にあるときは、ドライブ名とパス名を変更 
してください。 

/UMB (または/ NOEMS ) 

UMB を使用できるようにするためのスイッチです。仮想8086モード用 EMS ドライバの他のス 
イッチと併用できます。 

こうして UMB が使えるようになったら、 MS - DOS のシステム、一部のデバイスドライバや常 
駐プログラムを UMB に（もちろん空きのある限り）格納することができます。 

DEVICEHIGH コマンド （ CONFIG . SYS の コマンド） や LOADHIGH ( LH ) コマンドは、 一部の 
デバイスドライバを UMB に格納します。また、 コマンド プロンプトから実行する内部 コマンド 
の LOADHIGH コマンドは、 一部の常駐プログラムを格納することができます。これらの コマン 
ドの書式や使い方については 、 HELP コマン ドを参照してください。 

また、 MemMaker を利用すると、 UMB をより簡単に活用できます。 
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2.3 日本語入力機能を使う 

“ NECAIK 1. DRV ” “ NECAIK 2. DRV ” “ KKCFUNC . SYS ” は、日本語入力を可能にするキャラ 
クタ型デバイスドライバです。 

AI かな漢字変換ドライバ （ NECAIK 1. DRV 、 NECAIK 2. DRV ) は、 128 K バイトのコンベンシヨ 
ナルメモリを使用しますが、 EMS メモリを利用すると約半分の消費で済みます。 

日本語入力機能（日本語 FEP ) を利用する場合は、次の3行を CONFIG . SYS か ADDDRV 用の定 
義ファイルに加えてください。 

DEVICE=¥ DOS ¥ KKCFUNC.SYS _ 

DEVICE= ¥ DOS ¥ NECAIK1 .DRV [/K] [/C= 〈表示回数〉 ] [/N= 〈入カモード 〉] 
DEVICE= ¥ DOS ¥ NECAIK2.DRV [/T] [<d : >] [ 〈パス名〉 ][ 〈辞書ファイル名 〉] 



必ずこの順番で CONnG . SYS に記述してください。 EMS メモリを利用する場合は、 
CONFIG . SYS 内の DEVICE コマンドで EMS ドライバをかな漢字変換ドライバより先に組み込む 
必要があります。 

EMS ドライバが使用するページフレームは4ページ （64 K バイト）連続で確保する必要があり 
ます。 


KKCFUNC . SYS 、 NECAIK 1. DRV 、 NECAIK 2 .DRV 

日本語入力機能のデバイスドライバのファイル名です。 MS-DOS がインストールされている 
ドライブの “¥ DOS ” ディレクトリ以外にあるときは、ドライブ名とパス名を変更してください。 

/K 間接入カモードで AI かな漢字変換を組み込みます。間接入カモードでは画面最下行で、 
直接入カモードではカーソル位置で読みの入力を行います。省略すると、直接入カモード 
となります。 

/ C = 〈表示回数〉 

同音異義語の一覧を表示するまでの変換回数を指定します。〈表示回数〉には、次の値が指定 
できます。省略すると/ C =4 を指定されたとみなされます。 

〈表示回数〉 機能 

1〜9 一覧を表示するまでの回数 

B 常に一覧を表示 

C 一覧は表示しない 

/ N = 〈入カモード〉 

入カモードの初期設定を指定します。〈入カモード〉に指定できる値と入カモードの初期設定 
は次の通りです。省略すると / N =0 を指定したとみなされます。 


く入カモード〉 

入カモードの初期設定 

ローマ字入力 

読みの全角/半角 

読みの文字 

0 

〇 

全角 

ひらがな 

1 

X 

全角 

ひらがな 

2 

〇 

全角 

カタカナ 

3 

X 

全角 

カタカナ 

4 

〇 

全角 

英数 

5 

〇 

半角 

カタカナ 

6 

X 

半角 

カタカナ 

7 

〇 

半角 

英数 
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圓 


/T AI かな漢字変換を使用しないように設定します。このスイッチを省略すると、 AI 逐次 

または AI 連文節変換になります。 

(d : ) 辞書ファイルがあるドライブ名を指定します。省略すると MS - DOS を起動したドライブ 
となります。 

〈パス名〉 

辞書ファイルのパス名を指定します。省略するとルートディレクトリとなります。 

〈辞書ファイル名〉 

辞書ファイルのファイル名を指定します。省略すると “ NECAI . SYS ” となります。 


CUSTOM コマンドを利用すると、デバイスドライバの組み込みが簡単にできます 。 CUSTOM 
コマンドについては、本編の「1.2.5 CUSTOM コマンドの使い方」を参照してください。 


2.3.1 NECA 似外の日本語入力機能を使う際の注意 

NECAI 以外の日本語入力機能を使う場合は、次の点を確認してください。 

• MS-DOS 5.0 以上に対応している日本語入力機能 

NECAI と同様に CONHG . SYS でも ADDDRV コマンドでも組み込むことが可能です。ただし、 
CONFIG . SYS で “ KKCFUNC . SYS ” を組み込む必要があります。 

• MS-DOS 5.0 以上に対応していない日本語入力機能 

MS - DOS 5.0 以上に対応していない日本語入力機能も ADDDRV コマンドで組み込むことが可能 
です。この場合、 ADDDRV 用の定義ファイルで “ KKCSAV . SYS ” を組み込む必要があります。 

たとえば、 “ FEP 1. DRV ” と “ FEP 2. DRV ” を組み込むことで利用できる日本語入力機能を利 
用する場合は、次のような内容の ADDDRV 用の定義ファイルを用意します。 

DEVICE = ¥ DOS ¥ KKCSAV.SYS 
DEVICE = ¥ FEP ¥ FEP 1 .DRV 
DEVICE =¥ FEP ¥ FEP 2 .DRV ¥ FEP.DIC 


2.4 プリンタを使う 


プリンタのおもな目的は、データを紙に印刷することです。プリンタドライバを組み込んで 
@キーやキーを押すと、画面をプリンタに出力できます。ただし、 DOS シェルの画面 
は印刷できません。また、アプリケーションによっても画面の印刷ができないものがあります。 

プリンタを使うには、プリンタドライバを組み込んで、 SWITCH コマンドによる設定を行い 
ます。いずれも、お使いになるアプリケーションによっては、必須というわけではありません。 
アプリケーションソフトの中には、独自の設定を使用して正常に印刷できる機能を持つものが 
あるからです。 

2.4.1 プリンタドライバの組み込み 

プリンタドライバは、キャラクタ型デバイスドライバです。ファイル名は “ PRINT . SYS ” で、 
これを MS - DOS に前もって組み込んでおかないと、プリンタを使おうとしたときに「準備がで 
きていません.書き込み中デバイス PRN 」 というメッセージが表示されることがあります。な 
お、 PRINT コマンドを利用する場合は、必ず PRINT . SYS を組み込んでください。 

プリンタドライバを組み込むには、 CONFIG . SYS や ADDDRV 用の定義ファイルに、次の1行 
を加えます。 


環境設定編 
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DEVICE=¥ DOS ¥ PRINT.SYS [/U] [/UL] [/F] 


PRINT.SYS 

プリンタドライバのファイル名です。 MS-DOS をインストールしたドライブの “¥ DOS ” デ 
ィレクトリ以外にあるときは、ドライブ名やパス名を変更してください。 

/U PC - PR 201 系のプリンタでユーザ定義文字を印字する場合に指定します。 

/UL 85文字以上のユーザ定義文字を利用できるプリンタの場合に指定します。 

/F プリンタインタフェースをフルセントロニクスで利用する場合に、このスイッ 

チを指定します。詳細は、 ハードウェアのマニュアルを 參照してください。 

このスイッチは、フルセントロニクス仕様を採用している機種にのみ有効です。 


ユーザ 定義文字については、別売の 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズリファレンスマニュアル』 を 
参照してください。 


2 A 2 SWITCH コマンドによる設定 

SWITCH コマンドでは、プリンタの文字のドット数、および英数字と漢字との文字幅の比率 
を設定します。 

ここでは、お使いのプリンタが 16 X 16 ドット系か 24 X 24 ドット系のプリンタかを指定します。 
また、文字幅は半角英数カナ文字と全角文字との比率を、1: 2または1: 1.5 に設定できます。 
SWITCH コマンドについては、 HELP コマンドを参照してください。 


2.5 SMARTDrive を使うには 


固定ディスクキャッシュドライバ （ SMARTDRV . EXE ) は、 XMS メモリを、固定ディスクの 
キャッシュメモリとして使い、その読み書きを高速化する仕組みです。 

ここでは、固定ディスクキャッシュシステムのことを特別に 「 SMARTDrive 」 という名称で 
呼んでいます。 

SMARTDrive を利用する場合は、 AUTOEXEC . BAT に次の1行を加えます。 

¥ DOS ¥ SMARTDRV.EXE [ 〈初期キャッシュサイズ〉 

[ 〈 Win キャッシュサイズ 〉]] 



SMARTDRV.EXE 

SMARTDrive のファイル名です。 MS-DOS がインストールされているドライブの “¥ DOS ” デ 
ィレクトリ以外にあるときは、ドライブ名とパス名を変更してください。 

〈初期キャッシュサイズ〉 

キャッシュに使う XMS メモリを K バイト単位で指定します。指定できるのは、128〜8192の範 
囲です。 

〈 Win キャッシュサイズ〉 

Windows 実行時のキャッシュに使う XMS メモリを K バイト単位で指定します。指定できるの 
は、128〜8192の範囲です。この値を指定するときは、初期キャッシュサイズも指定する必要が 
あります。 

Windows が XMS メモリを必要としたときに、このサイズまで自動的にキャッシュメモリを減 
らすと、 Windows で利用できるメモリが増加します。 
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SMARTDrive を利用すると固定ディスクの読み書きが速くなりますが、ドライバ自身が若干 
のコンベンショナルメモリを消費します。また、拡張メモリを増設していないシステムでは、 
SMARTDrive は使えません。 

また 、 SCSI (Small Computer System Interface ) 仕様の固定ディスクを使っているときには、 
SMARTDrive のダブルバッファリング機能を使わなければならない場合があります。ダブルバ 
ッファリング機能が必要かどうかを調べるには、次のようにします。 

① SMARTDRV.EXE に “/DOUBLE_BUFFER” スイッチをつけて、 CONFIG.SYS に組み込 
みます。 

② MS - DOS のコマンドプロンプトから “ SMARTDRV ®，， と入力し、“バッファリング，，の欄 
を確認します。 

③ この欄がすべて“しない’’になっていれば、バッファリングは必要ありません。 
CONFIG.SYS で指定した “SMARTDRV.EXE” の行を削除してください。 


2.6 RAM ディスクを使うには 


RAM ディスクは、各種のメモリを、ディスクドライブのようにファイルの一時的な保管場所 
として利用する機能です。 

RAM ディスクは、固定ディスクよりも高速にファイルを読み書きできます。ただし、電源を 
切断したりシステムを再起動すると RAM ディスク中の内容は消えてしまいます。電源を切断し 
たり リセッ トスイツチを押す前に、 フロッピィ デイスクや固定ディスクに コピーして 保管して 
ください。 


ノート型などの一部の機種に標準で搭載されている 「RAM ドライブ」は、 RAM ディスクを 
さらに発展させたものです。 RAM ディスクと同じようにメモリの高速性を生かしながら、電源 
切断後もバッテリで記憶内容を保持したり、ソフトウヱアからフロッピィディスクと同じよう 
に見えるような工夫がなされています。 


RAM ディスクを利用する場合は、 CONFIG.SYS に次の1行を加えてください。 

DEVICE = ¥ DOS ¥ RAMDISK.SYS [ sssss ] [/ E ] 

RAMDISK.SYS 

RAM ディスクドライバです。 MS-DOS がインストールされているドライブの “¥DOS” ディ 
レクトリ以外にあるときは、ドライブ名とパス名を変更してください。 

sssss RAMDISK として確保する容量 （K バイト単位）を指定します。省略した場合は128 
(K バイト）となります。 


/E EMS メモリの一部を RAM ディスクにします。あらかじめ、 EMM386.EXE などの EMS ド 

ライノ s' が組み込まれている必要があります。 

/E スイツチを指定しないと、 EMS ドライバを組み込まなくても拡張メモリの一部を RAM デ 
ィスクにすることが可能です。 
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2.7 DPMI を使うには 


「 DPMI 」 は 「DOS Protected Mode Interface 」 の略です。 i 386 以上の CPU が持つ保護仮想アドレ 
スモードを使い、複数のアプリケーションが 1 M バイト以上のアドレスにあるメモリを利用でき 
るようにするためのメモリ利用規格の名前です。 

DPMI を利用するアプリケーション（または DOS エクステンダ）を 「 DPMI クライアント」、 
DPMI 機能を提供するプログラムを 「 DPMI サーバ」といいます。 

2.7.1 DPMI を利用するには 

DPMI を利用するためには、以下の条件があります。 

•実装メモリが 1.6 M バイト以上であること 

• CONFIG . SYS に XMS ドライバ （ HIMEM . SYS ) が組み込まれていて、 XMS の残りメモリが 
あること 


• CONFIG . SYS に VCPI または DPMI 対応のメモリドライノ {が存在しないこと 
.“/ DPMI ” スイッチをつけて EMM 386 ドライバ （ EMM 386. EXE ) を組み込むこと 
• DPMI の起動時に、 256 K バイト以上の EMS の残りメモリがあること 

DPMI 機能により、拡張メモリを使用する大規模なアプリケーションを実行できるようになり 
ます。 


• コマンドプロンプトから利用する方法 

必ず DOS シヱルを終了してから、コマンドプロンプトから DPMI を起動してください。動作手 
順は次の通りです。 



コマンドプロンプトから “ DPMiy ” と入力し、 
DPMI を実行します。 


アプリケーションを実行します。 


アプリケーション終了後 “DPMI / R @” と入力し、 
DPMI を解除します。 



DPMI が常駐している間は、 UMB が使用できません。ただし、 DPMI を常駐する前に UMB へ読 
み込んだコマンドやデバイスドライバは、 DPMI 常駐時にも有効です。 


2.7.2 DPMI 上で DOS シェルを利用する 

DOS シェルを DPMI 上で利用するには、必ず AUTOEXEC . BAT の書き換えが必要になります。 
ここでは、 INSTAP コマンドを使用した埸合の手順を説明します。なお、 INSTAP コマンドにつ 
いては、別冊の 『 MS - DOS 6.2 インストールガイド』を参照してください。 
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CONFIG.DEV の修正 

具 


中の ADDDRV コマンドで使用します。 

そのため、 CONFIG . DEV から不必要なもの （ NEC 製以外の EMS ドライバやブ 
ロック型デバイスドライバ）を削除する必要があります。 



DOS シェルを起勋する AUTOEXEC . BAT 中に DPMI を加え起動するようにしま 
す。 SEDIT などを利用して、 AUTOEXEC . BAT 中の3行を変更します c 


〈変更前〉 
MOUSE 
DOSSHELL 
MOUSE /R 


〈変更後〉 
DPMI 
MOUSE 
DOSSHELL 
MOUSE /R 
DPMI /R 


修正内容を有効にするために、コンピュータを再起動します。 

再起動 ... 再起動後、 DOS シェルのメインウインドウからアプリケーションを選択しま 

——--1 す0 



DPMI サーバを組み込んだ状態でも、 DPMI に対応していない従来のアプリケーションも実行 
できます。 


2.8 固定ディスクを使う 

固定ディスク（ハードディスク）は、外部記憶装置の一種です。フロッピィディスクに比べ 
て、大容量で、アクセス（読み書き）するスピードが速いのが特徴です。 

2.8.1 固定ディスクの種類 

固定ディスクは、そのインタフェースボードの種類によって2種類に分けることができます。 

• SASI インタフェース仕様の固定ディスク 

SASI 仕様のインタフヱースで接続する固定ディスクです。「従来インタフヱース」ともいい 
ます。 

SASI 仕様は古くからある固定ディスクの仕様で、当初からサポートされています。コンピュ 
ータ 本体に同時に2 ユニット、 1 ユニット あたり4ドライブまで管理できます。 

また、 IDE と呼ばれる固定ディスクも MS - DOS から使用する場合、 SASI インタフヱースと同様 
にあつかわれます。 

• SCSI インタフェース仕様の固定ディスク 

SCSI 仕様のインタフヱースで接続する固定ディスクです。比較的新しい仕様です。コンピュ 
—夕本体に同時に4ユニット、1ユニットあたり4ドライブ、1ドライブあたり 2 G (ギガ、 1 G = 
1024 M ) バイトまでの MS - DOS 領域まで管理できます。光ディスク装置も接続できます。 

2つのインタフェースは同じコンピュータ内に同居できます。 
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以前のバージョンの MS - DQS では最大 128 M バイト （3.3 X の場合）までしか管理できないので、 
本バージョンの MS - DOS で確保した 129 M バイト以上の領域および DBLTRANS コマンドで変換 
した領域にはアクセスできません（他の 0 S の領域として見えます）。 


2.8.2 固定ディスクの初期化 

「初期化」は、 MS - DOS でディスクを使用できるようにするにはどうしても必要な操作で、 
別名「物理フォーマット」と呼ばれます。特に固定ディスクは、運搬などによって痛んだ部分 
を発見し、 MS - DOS 専用の領域を確保するためには初期化が欠かせません。フロッピィディス 
クの初期化ほど頻繁にするものではありませんが、操作手順はむずかしくなっています。 

ここでは、新たに購入した 40 M バイトの固定ディスクを初期化し、 40 M バイトの MS - DOS 用の 
1つの領域にすることを想定して、手順を説明します。一般的な操作手順は、次のようになります。 



購入後、一度はこの作業をしなければ使えません。使用中のも 
のに領域を確保する場合は、この作業は必要ありません。 

初期化済みの固定ディスクに、 MSDOS で使用する領域を確保 
します。 


固定ディスクには、 MS - DOS をはじめとする複数の OS (オペレーティングシステム）を登録 
することができます。そして、使用する 0 S をその中から起動時に選択することができます。 
MS - DOS で確保した領域は、それぞれが1つのドライブになります。 


①固定ディスクの初期化も、フロッピィディスクの初期化と同様、 FORMAT コマンドで行い 
ます。ただし、 “/ E ” または “/ H ” スイッチをつけて、固定ディスクを初期化すること 
を指示します。ここでは、操作がより簡単な “/ E ” スイッチの方で初期化します。 


FORMAT / E ® 



“/ H ” スイッチを指定して FORMAT コマンドを実行すると、より多くの項目を指定しなが 
ら固定ディスクを初期化することができます。ただし、指定できる事項が多い分、操作も複雑 
になります。 FORMAT コマンドのスイッチについては、 HELP コマンドを参照してください。 


“/ E ” スイッチを指定して FORMAT コマンドを実行すると、次のようなメニュー画面が表示 
されます。 
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FORMA 丁コマンド 


Uer. X.XX 

- Copyright <C> NEC Corporation 19XX.19?<>； - 


W 追 

■容量 

実行 

終了 




< MB 


- 接続状況 - 

1 ：固定テ ' 、ィ 7 ク BX 

2: SCSI 固定テ、、ィ W BX 


.を中止することができます） 


② 初期化する固定ディスクの装置番号を指定します。装置番号は、固定ディスクドライブが 
物理的に複数台接続されているときに、ディスクドライブを識別する番号です 。 FORMAT 
コマンドが独自に、1から順につけます。固定ディスクと装置番号の対応のようすは、画面 
右上の「接続状況」を見てください。 

ここでは、固定ディスクを新しく増設したことを想定しているので、装置番号2を指定しま 
す。 

③ 次に、確保する容量を M バイト単位で指定します。@キーだけを押すと、そのときに確保 
できる最大の容量を MS - DOS 用に確保します。 

新しい固定デイスクでは全容量が未使用なので、新しい MS - DOS の領域はそこに確保でき 
ます。 


F 〇 RMAT コマンド 


Uer. X.XX 

- Copyright (O f€C Corporation 1 奶 <,1 奶 <- 


装置番号 

実行 

終了 


MB 


——接続状況 - 

1 ：固定 r イスク bx 

2 ： SCSI 固定テ '' ィ :? ク BX 


【 ESC キーを押すと処理を味 


ガハ V 卜徽ヂした場合は麵 MB となります 


達保容量= 


持 f と処途居中止することができます） 


未使用領域がないか、あっても希望する大きさに満たなければ、その旨のメッセージが表示 
されます。この場合は、すでに使用中の領域を縮小して、新たに未使用領域を作成しなければ 
なりません。領域の解放は、 “/ H ” スイッチを指定した FORMAT コマンドで行います。 
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④©キーを押すと、確認メッセージが表示されます。 


FORMAT コマンド 


装置番号 
確保容量 

終了 


Uer. X.XX 

- Copyright '.〇 NEC Corporation 19J«, 19XX - 


2 

XXXXX MB 


- 接続状況 - 

1 ：固定 r ィスク ttx 

2 ： SCSI 固定テ '' ィスク tJX 


瓛?1!?界ぃ野|錄妒か 

-■■一一 し"-"*•中止すること 


(はい 

m 


がむ!財と処理を 


ることができます） 


装置番号や確保容量をよく確認してから、 00 キーを押して[はい]を反転表示にし、 a キ 
一を押してください。 

⑤初期化されていない固定ディスクの場合は、そのことを知らせるメッセージが表示されま 
す。初期化済みの固定ディスクでは表示されませんので、手順⑥に進んでください。 

固定ディスクは、最初にまず装置全体を物理フォーマットしなければ使えません。これは、 
ディスクの表面を細かい区画に分ける役割と、不良箇所を探してはじく役割があります。 
[はい]を選択すると初期化がはじまります。 


\ 泳} 固定ディスクを初期化したり、領域の解放を行うと、そのディスク内に記録されていた情報 

\f はすべて使えなくなります。したがって、使用中の固定ディスクで不用意に試してはいけませ 
ん。初期化したり領域を解放する前に、その固定ディスク全体（領域内）のデータをバックア 
ップすることをお勧めします。バックアップについては、本書の「発展編第1章ファイルをバ 
ックアツプ/復元する 一 Arcada Backup 一 J を参照してくださし、。 


⑥続いて、 MS - DOS の領域の確保に入ります。画面には、領域確保がどこまで進んだかを示 
す棒グラフが出ます。グラフが100%に達すると領域確保は終了です。 


FORMAT コマンド 

Uer. X.XX 



Copyright (C) f€C Corporation 13XX, 19'^s - 

装！#号 

2 




— 接続状況 一 


確保容量 

xxxxx MB 





1 ： 固定 テ、'ィスク 8X 




2 ： SCSI 固定 テ '' ィ : W flX 


終了 




f 用 域の確保中です 



逢りXXX メカバイト 



0 10 20 30 40 50 60 

70 80 90 100 



H ~ 1 ~~ 1~~1 ⑵ 





J 


⑦固定ディスクに新たに確保した領域を MS - DOS のドライブとして使用するには、 MS-DOS 
を再起動しなくてはなりません。領域確保が済んだら FORMAT コマンドを終了させ、リセ 
ットスイッチを押してコンビユータを再起動してください。 

これで、固定ディスクの初期化は完了です。 
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2.9 CD - ROM ドライブを使うには 


MS - DOS で CD - ROM ドライブを使うためには、 CD - ROM ドライバを CONFIG . SYS に、 
MSCDEX コマンドを AUTOEXEC . BAT に組み込む必要があります。 

2.9.1 CONFIG . SYS への CD - ROM ドライバの組み込み 

CONHG . SYS には、お使いの CD - ROM ドライブに合った CD - ROM ドライバを組み込みます。 
MS-DOS 6.2 をインストールする前に CD - ROM ドライブを接続していた場合は、 MS - DOS をイン 
ストールしたときに、お使いの CD - ROM ドライブに適した CD - ROM ドライバ （ NECCD . SYS ) が 
自動的に CONFIG . SYS に組み込まれます。 

また MS-DOS 6.2 をインストールしたあとで CD - ROM ドライフを接続した場合は 、 CUSTOM 
コマンドを実行すると、お使いの CD - ROM ドライブに適した CD - ROM ドライバ （ MS - DOS をイ 
ンストールしたディレクトリにある NECCD . SYS ) が自動的に組み込まれます。 

ドライバは次の例のように DEVICE コマンド、あるいは DEVICEHIGH コマンドで組み込み 
ます。ここでは、 CD - ROM のドライバ名を “ CD 一101”としています。 

DEVICEHIGH = NECCD.SYS /D : CD _101 

/D CD - ROM デバイスドライバにドライバ名（ドライバサイン）を指定します。 

‘‘ / D ，， スィッチは、各 CD - ROM ドライブの区別に用いられるため、複数の CD - ROM ドライ 
ブを使っているときは、 CD - ROM ドライブごとに別々の名前をつけなければなりません。なお、 
複数の CD - ROM ドライブをサボートできるのは、同じイ ンタフェースの CD - ROM ドライブのみ 
です。 

2.9.2 MSCDEX コマンドについて 

CONFIG SYS で CD - ROM ドライバを組み込んだうえで MSCDEX コマンドを組み込むと、 CD - 
ROM ドラィブにァクセスできるようになります。このコマンドは' コマンドプロンプトからも 
組み込むことができますが、通常は AUTOEXEC . BAT で組み込みます。なお、複数の CD-ROM 
ドライブをサボートできるのは、同じインタフェースの CD - ROM ドライブのみです。 


零 7 


MSCDEX コマンドは、 MS-DOS のコマンドプロンプトと AUTOEXEC.BAT でのみ使用できま 
す。 Windows の DOS プロンプトでは使用できません。 

MSCDEX コマンドの書式は、次の通りです。 

MSCDEX [/ E ] [/ K ] [/ S ] [/ V ] /D :〈〔ライハ0 

[/D :〈ドライバ2〉…] [/ L ： 〈文字〉] C/M :〈バッファ〉] 

/£ EMS メモリが使用可能であれば、このスイッチをつけることで CD - ROM の読み込みが 

速くなります。 

/K CD - ROM のボリューム名に漢字が含まれている場合は、このスイッチを指定します。 

/S Microsoft Networks 、 または Windows for Workgroups サ-ノく上で CD-ROM ドライフを共有 
します。 

/V MSCDEX コマンドの起動時に、メモリの使用状況を表ボします。 

/D : くドライバ1> [/D : くドライバ2〉…] 

CD - ROM ドライブのドライバ名を指定します。 
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MSCDEX コマンドは、 “/ D ” スイッチをつけて使用しなければなりません。また、ここで使 
用する〈ドライバ1〉には、 CONFIG . SYS の CD - R 〇 M ドライバの “/ D ” スイッチで指定したド 
ライバ名と同じ名前を指定します。 

また、複数の CD - R 〇 M ドライバを同時に使用するときは、対応するドライバを区別させるた 
めに、ドライバごとに異なるドライバ名をつけてくださし、。 


/L :〈文字〉 

1台目の CD - ROM ドライブに割り当てるドライブ名を指定します。複数の CD - ROM ドライブを 
接続しているときは、ドライバごとにドライブ名を指定することはできません。2台目以降のド 
ライブには、自動的に連続したドライブ名（たとえば、1台目の CD - ROM ドライブが“ E ” であ 
れば、2台目は“ F ” というように）が割り当てられます。また、 “/ L ” スイッチを指定しなけ 
れば、ドライブ名は“ Q ” から割り当てられていきます。 

/ M :〈バッファ〉 

セクタバッファ数を指定します。 



• 論理ドライブ数の制限事項 

MS - DOS で使用できる論理ドライブ数には上限があるため、使用できる CD - ROM ドライブの 
台数が制限されることもあります。また、 MSCDEX コマンドの実行前に、ネットワークや 
DBLSPACE コマンドによって “/ L ” スイッチで指定したドライブ名が使用されることもあり 
ますから、お使いのドライブ構成をよく確かめてください。 

LASTDRIVE コマンドを使うと、最終論理ドライブ名を指定できます。お使いの環境に合わ 
せて、最終論理ドライブ名を指定してください。 LASTDRIVE コマンドの詳細については、 
HELP コマンドを参照してください。 


• MSCDEX コマンドと SMARTDrive 

MSCDEX コマンドと SMARTDrive の両方を使うときは、 AUTOEXEC . BAT に MSCDEX コマン 
ド、 SMARTDrive の順に指定します。これにより、 CD - ROM ドライブの読み込み速度が速くな 
ります。 

SMARTDrive の詳細は、本章の「2.5 SMARTDrive を使うには」を参照してください。 

• CUSTOM コマンドによる CD - ROM ドライバの組み込み 

CD - ROM ドライバの組み込みには、 CUSTOM コマンドを使うと便利です。 CUSTOM コマンド 
については、本編の「1.2.5 CUSTOM コマンドの使い方」を参照してください。 


2.10固定ディスク起動メニュープ□グラム 

次の条件の下では、固定ディスクから MS - DOS を起動する前に自動的に「固定ディスク起動 
メニュー プログラム」が実行されます。 


固定ディスク起動メニューブログラム『-シ'' 3 ン X.XX 
Copyright ( C ) NEC Corporation 19 XX ,19 XX 

処理：領域の 1 択（起動） 

安 デ V フ勹 ti 1 

SCSI 固定 ディスク 料 1 
メニュー終了 


説明 ： T • 4 •キー = 璧|___ 0 ^一=装置の選択リターンキー = 起8力 

* ノーマルモードで起動した場合 
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• ノーマル モー ドで、@ キーを 押しながら起動する 
このとき「ピピビビ…」の音が鳴りはじめるまで押したままにしてください。 

• ハイレゾリューシヨンモードで、@キーを押しながら起動する 



MS-DOS 3.3C 以前で利用していた固定ディスク1と2 


固定ディスク起動 メニュー プログラムは、 MS-DOS 3.3 C 以前のものより新しくなっています。 
新しい固定ディスク起動 メニュー プログラムは、 MS-DOS 6.2 をインストールしたときに MS - 
DOS 6.2 をインストールした固定ディスクに自動的に組み込まれます。したがって、 MS-DOS 
3.3 D 以降をインストールしていない固定ディスクでは、固定ディスク起動 メニュー プログラム 
が古いままなので、手順が異なります。 

また、固定ディスク起動メニュープログラムが実行されないように設定することもできます。 
次の「2.10.1自動起動の設定」を参照してください。 



この画面では、どの固定ディスク装置のどの領域（ドライブ）から MS - DOS を起動するかを 
選択します。 

左側に並んでいるのは、コンピュータに接続された固定ディスク装置名です。 「 SCSI 固定デ 
ィスク # x 」 は SCSI インタフェースの固定ディスクです。同じインタフェースごとに1から順に 
装置番号が振られています。 

右側に並んでいるのは、左側の装置のうち下線がついている装置内の各領域名です。 

3ID00 キーで反転表示を動かし、起動したい固定ディスク装置や領域を反転させます。 

@キーを押すと、選択した領域から MS - DOS を起動します。初期化時にシステムを転送して 
いない （ FORMAT コマンドのマップ表示で 「 BOOT 」 が「不可」になっている）領域や、 
FORM AT コマンドのマップ表示で「状態」が「スリープ」になっている領域には反転表示が移 
動しません。 

2.10.1 自動起動の設定 

ノーマル モードでは、固定ディスク起動 メニュー プログラムを経由せずに、あらかじめ指定 
した固定ディスク装置の指定した領域から自動起動させることもできます。特定の固定ディス 
ク装置の特定の領域から MS - DOS が自動起動するように設定するには、固定ディスク起動メニ 
ュー プログラム内での設定が必要です。 

固定ディスク起動メニュープログラムが表示されているときに、自動起動したい領域を選ん 
で反転表示させ、スペースキーを押します。すると領域名の横に「*」が表示され、「自動起動」 
に設定されます。こうしていったん特定の装置の特定の領域を自動起動に設定すると、常にそ 
の領域から MS - DOS が起動します。 

この方法によれば、複数の領域を自動起動に設定することもできます。この場合は、 

SASI 固定ディスクの装置番号の小さいものから大きいものへ 

— SCSI 固定ディスクの装置番号の小さいものから大きいものへ 
-►光ディスクの装置番号の小さいものから大きいものへ 

という順序で自動起動に設定された領域を探し、最初に見つけた領域から MS - DOS を起動します。 
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固定ディスク起動 メニュー プログラムでの自動起動の設定は、 ノーマル モードのときにだけ 
有効です。ハイレゾリューションモードのときには、起動する領域はセレクタ番号で選ぶ（し 
かも一度選んだセレクタ番号は記憶される）からです。 

ハイ レゾリューションモードであっても、@キーを押しながら起動すれば固定デ ィス ク起動 
メニュープログラムを表示させることができますが、ここでどこかの領域を自動起動に設定し 
ても意味がありません。 

自動起動の設定さえ行えば、 SWITCH コマンドで [ BOOT 装置]を設定する必要はありません。 


2.10 .2 自動起動の解除と変更 

自動起動の設定の変更や解除も、固定ディスク起動メニュープログラムから行います。自動 
起動に設定しているとプログラムが表示されませんから、まず MS - DOS の起動時（電源 ON 、 ま 
たはリセット時）にキーボードの®キーを押し続けてください（もしピピピ……と音が鳴り 
出したらキーを離してください）。こうすると、自動起動が設定された領域があっても固定ディ 
スク起動メニュープログラムが表示されます。 

固定ディスク起動メニュープログラムが表示されたら、自動起動に設定したときと同じ橾作 
で設定を変更したりできます。 


2.11 ディスクドライブを増設するには 


ここでは、 MS - DOS で利用できるディスクドライブの種類、 MS - DOS を起動するディスクドラ 
イブを変更する方法、起動するディスクドライブを変更したときのドライブ名の割り当てられ 
方を解説します。 

2.11.1 利用できるディスクドライブの種類 

接続したディスクドライブの種類によって、 MS - DOS で利用できる最大ユニット数、最大ド 
ライブ数、使用できるディスクの種類が、次の表のように決まっています。 


ユニッ トの種類 

最大 

ユニット数 

最大 

ドライブ数 

ディスク 
の大きさ 

ディスクの種類 

1 M バイトフロッピィディスク 
ドライブインタフェース 

4 

4 

5インチ 

3.5 インチ 

1 M バイトタイプ 

■バィト/ 640 K バィト両用 
タイプフ日ッピィディスク 
ドライブインタフェース 

4 

4 

5インチ 

3.5 インチ 

1 M バイトタイプ 

640 K バイ1、タイプ 
1.44 M ノ《イトタイプ*1 

固定ディスクドライブ 

2 

8*2 

交換不可能 

固定ディスクドライブ 
( SCSI インタフヱース） 

4 

16*2 

氺4 

r ■交換不可能 

光ディスクドライブ *5 
( SCSI インタフェース） 

2 

8*2 

光ディスクカートリッジ 

3.5 インチ光ディスク *3 

2 

2 

3.5 インチ 



*1:3.5 インチでは、 2 HD (1.44 M バイト）の読み書きができるドライブもあります。 

*2: 固定ディスク、光ディスクにおいては、 MSDOS 用に確保できる最大の領域数を「最 
大ドライブ数」と呼んでいます。 

*3 : 3.5 インチ光ディスクでは、固定ディスクのように領域を分割して使用することはで 
きません。 

*4 :物理セクタ長が256バイトの場合、最大ドライブ数は8になります。 

*5 :光ディスクドライブを接続すると、起動時に1ユニットにつき4ドライブがあらかじ 
め割り当てられます。 
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2.11.2 MS - DOS を起動するディスクドライブの設定 


MS - DOS は、 2 HD タイプのフロッピィディスクドライブ、固定ディスクドライブ （ SASI 、 
SCSI )、 光ディスクドライブ （3.5 インチ含む）などから起動できます。 

どのドライブから起動するかは、接続されているドライブの種類、使用しているインタフエ 
ースの種類、コンピュータが動作しているモード、メモリスイッチの内容などによって決め 
られます。 



MS - DOS は、起動時に電源が入っていないドライブは接続されていないものとみなします。 
SCSI インタフェースとして PC - 9801 -55 をお使いの場合は、光ディスクドライブからの起動 
はできません。 PC -9801-55 L 以降の SCSI インタフェースボードをお使いください0 
INSTDOS 、 FORMAT 、 DISKCOPY の各コマンドのメニュー画面では、 3.5 インチ光ディスク 
装置は接続されているときにだけ表示されます。 


ノーマルモードでの MS - DOS の起動 

ノーマルモー ドのとき、出荷時の初期状態では接続されているディスクドライブを次の順序 
で検索し、最初に見つかった MS - DOS のシステムディスクによって起動します。 

2 HD タイプのフロッピィディズクドライブ 
-3.5 インチ光ディスクドライブ、光ディスクドライブ （ SCSMD の小さい順） 

—固定ディスクドライブ 
—固定ディスクドライブ （ SCSI インタフェース〉 

これを「標準起動」といいます。 

ハイレゾリューションモードでの MS - DOS の起動 

ハイレゾリューションモードのときは、 MS - DOS の起動時（電源 ON 、 またはリセット時）に 
キーボードのどのキーを押しているかによって、起動するドライブや領域を選択します。 

たとえばセレクタ番号01を指定した固定ディスクの領域（ドライブ）から MS - DOS を起動す 
るには、キーボードの 0] キーを押しながら電源 ON します（またはリセットスイッチを押す)。 

一度起動に使ったセレクタ番号はバッテリでバックアップされたメモリに記憶されるので、 
次回からはセレクタ番号を指定せずに電源 ON する（またはリセットスイッチを押す）だけで同 
じ領域から起動できます。 


セレクタ番号 

キー 

00*1 

01 

國 

Q±] 

02 

03 

网 

[±3] 

04 

05 

网 

(H] 

06 

07 

EE 

网 

08 

间 

09 

[JJ] 

10 

1111 〇 ) 


セレクタ番号 

キー 

11 


12 

因 

13 

网 

14 

fvf*4j 

15 

[vf-5] 


光ディスクまたはフロッ 
ピィディスクから起動 
[CTRL) 


*1: ノーマル モードのときと同じように「固定デ ィス 
ク起動 メニュー プログラム」が実行されます。 

*2 : 3.5 インチ光ディスクと光ディスク (SCSI ID の小 
さい順）—フロッピィディスクの順に起動可能なドライ 
ブを検索します。 
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• ドライブ名の割り当て 

MS - DOS が起動するディスクドライブ装置の種類によって、 MS - DOS で使用するドライブ名の 
割り当てが変化します。 


起動ドライブ 
の種類 

| り 1，） 

2 HDFD 

2 HDFD 

-HD 

-SCSIHD 

-0 D 

-3.5 OD 

3.5 0 D 

3.5 0 D 

-2 HDFD 

—HD 

—SCSIHD 

—OD 

HD 

HD 

-SCSIHD 

—OD 

—2 HDFD 

-3.5 OD 

SCSIHD 

HD 

-SCSIHD 

—OD 

—2 HDFD 

-3.5 OD 

0 D 

0 D 

-HD 

—SCSIHD 

—2 HDFD 

—3.50 D 


ここで、 「2 HDFD 」 は 2 HD タイプのフロッピィディスクドライブ、 「3.50 D 」 は 3.5 インチ光デ 
ィスク、 「 HD 」 は SASI インタフェースによる固定ディスク、 「 SCSIHD 」 は SCSI インタフェース 
による固定ディスク、 「 OD 」 は光ディスクを、それぞれ意味します。 

また、同じ種類のディスクドラィブ装置が複数台あるときは、続いたドライブ名になります。 

2.12その他 の周辺装 置 

ここでは、その他の周辺装置を使用する際に必要な設定を、まとめて解説します。 

2.12.1 マウスを彳吏うには 

マウスを使用する場合は、マウスドライバ（キャラクタ型デバイスドライバ）を MS - DOS に 
組み込みます。 

マウス ドライバを利用す る 場合は、 コマンドプロンプトから “ MOUSE ®” と 入力します。 


DOS シェルでマウスを使うときは、 MOUSE . COM を “ MOUSEg )，， で組み込んでから 
DOSSHELL ®’’ と入力して DOS シェルを起動してください0また、 DOS シェル終了時には、 
MOUSE / R ” と入力しマウスドライバを解除してください。 


2.12.2 RS -232 C インタフェースを使うには 

RS -232 C インタフヱースは、他の装置とデータを通信するために使用するインタフェースで、 
RS -232 C ドライバを組み込んで使います。 RS -232 C ドライバを組み込んだあと、 SPEED コマンド 
で各種の設定をしてください。なお、 SPEED コマンドや COPYA コマンドを利用する場合は、必 
ず RSDRV . SYS を組み込んでください。 

RS -232 C インタフェースを利用する場合は、 CONFIG . SYS や ADDDRV の定義用ファイルに次 
の1行を加えてください。 

DEVICE=¥ DOS ¥ RSDRV.SYS 
RSDRV.SYS 

RS -232 C ドライバのファイル名です。 MS - DOS がインストールされているドライブの “¥ DOS ” 
デイレクトリ以外にあるときは、ドライブ名とパス名を変更してください。 
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2.12.3 クラフィック機能、フォント操作機能を使うには 

MS - DOS からグラフィック機能を利用するには、グラフィックスドライバでライブラリファ 
イルを組み込まなければなりません。 

また、各種の日本語フォントを拡大/縮小してグラフィックデータとして利用するには、さ 
らにフォントドライバも組み込む必要があります。 

•グラフィックスドライバ 

キヤラクタ型デバイスドライバで、円を描いたり線を引いたりといった描画機能がプログラ 
厶から利用できるようになります （ MS - DOS のコマンドでグラフィックを描画できるわけでは 
ありません）。 


HJ 


市販のグラフィックソフトのほとんどは、 GRAPH . SYS を必要としません。実行するプログラ 
厶に応じて、組み込んでください。 


グラフィックスドライバを利用する場合は、 CONFIG . SYS や ADDDRV 用の定義ファイルに次 
の1行を加えてください。 

DEVICE =¥ DOS ¥ GRAPH.SYS [/ E ] 

GRAPH.SYS 

グラフィックスドライバのフアイル名です。 MS - DOS がインストールされているドライブの 
“¥ DOS ” ディレクトリ以外にあるときは、ドライブ名とパス名を変更してください。 

/E EMS メモリにドライバの一部を読み込み、コンベンショナルメモリの消費量を抑えること 

ができます。 



EMS メモリを利用する場合は、 CONFIG . SYS の DEVICE コマンドで EMS ドライバをグラフィ 
ックスドライバより先に組み込む必要があります。また、 EMS ドライバが使用するページフレ 
—ムは3ページ （48 K バイト）連続で確保する必要があります。 

カレントドライブのカレントデイレクトリに “ GRAPH . UB ” というファイルがなければなり 
ません。 


鬱 フォントドライバ 

文字フォントを拡大/縮小したり、パターンデータに変換するキャラクタ型デバイスドライ 
パです。このドライバは、コンピュータ内部の漢字 ROM や本体内蔵のマルチフォント ROM 
(内蔵機種のみ）、あるいは別売のマルチフォント ROM ボードに入っている文字フォントパター 
ンを、編集（拡大や縮小など）し、アプリケーションプログラムで利用可能にするものです。 

フォントドライバを利用する場合は、 CONFIG . SYS や ADDDRV 用の定義ファイルに次の2行 
を加えます。 

DEVICE =¥ DOS ¥ GRAPH.SYS [/ E ] 

DEVICE =¥ DOS ¥ FONT.SYS [/ E ] 


FONT.SYS 

フォントドライバのファイル名です。 
“¥ DOS ” ディレクトリ以外にあるときは、 


MS - DOS がインストールされているドライブの 
ドライブ名とパス名を変更してください。 


/E EMS メモリにドライバの一部を読み込み、コンベンショナルメモリの消費量を抑えます r 
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2.12.4 マルチメディア対応ドライバを使うには 

“拡張グラフィックドライバ”と“拡張サウンドドライバ”を合わせて“マルチメディア対 
応ドライバ”と呼びます。マルチメディアァプリケーションを利用するときに、必要に応じて 
MS - DOS に組み込みます。これには、コマンドプロンプトから常駐プログラムとして組み込む 
方法と、 ADDDRV コマンドや CONFIG . SYS でデバイスドライバとして組み込む方法がありま 
す。 

必要のないときにはコマンドプロンプトからドライバを常駐解除できるため、メモリを効率 
よく使うためにもコマンドプロンプトから組み込む方法をお勧めします。 

なお、マルチメディア対応ドライバを組み込むための ADDDRV 定義ファイルが 
“ ADDAVD . DEV ” としてあらかじめ用意されています。 

ADDDRV 定義ファイルや、 CONFIG . SYS を簡単に作成できる CUSTOM コマンドについては、 
本編の「1.2.5 CUSTOM コマンドの使い方」を参照してください。 


EMS メモリを利用する場合は、 CONFIG . SYS の DEVICE コマンドで EMS ドライバをグラフィ 
ックスドライバより先に組み込む必要があります。 

アプリケーションプログラムが利用するドライバなので、 MS - DOS のコマンドで文字の拡 
太/縮小ができるわけではありません。 


AVSDRV . SYS または AVSDRV.EXE (拡張サウンドドライバ）は、 PCM 音源を標準で搭載し 
ているコンピュータまたは、 PC - 9801 -86 あるいは73相当のサウンドボードを装着しているコン 
ピュータで利用できます。 

AVGDRV . SYS または AVGDRV.EXE (拡張グラフィックドライバ）は、ウインドウアクセラ 
レータボードを装着せずにグラフィック表示が256色同時発色できるコンピュータで利用でき 
ます。 

PC -9801 GS をお使いの方は、 PC -9801 GS に添付されている AVSDRV ドライバと AVGDRV ド 
ライパをご使用ください。 



EMS メモリに読み込むときは、あらかじめ EMS ドライバを組み込む必要があります。 

拡張グラフィックドライバ、拡張サウンドドライバは、セグメント C 000 H からはじまる4ペー 
ジ以上の連®したページ フレーム が必要です。 


# コマンドプロンプトから組み込む方法 

コマンドプロンプトからマルチメディア対応ドライバを組み込むには、 “ AVGDRV . EXE ” （拡 
張グラフィックドライバ）や “ AVSDRV . EXE ” （拡張サウンドドライバ）が必要です。 

拡張グラフィックドライバの書式は、次の通りです。 

AVGDRV [/ E ] [/ C ] [/ S ] [/ R ] 

/E EMS メモリにドライバの一部を読み込み、コンベンショナルメモリの消費を抑えます。 
/C 数値演算コプロセッサを使用します（数値演算コプロセッサ実装機のみ有効)。 

/S 描画系の機能を切り離して、設定系の機能のみを組み込みます。 

/R ドライノ《の常駐を解除します0 

また、拡張サウンドドライバの書式は、次の通りです。 

AVSDRV [/ E ] [/ F ] [/ P ] [/ R ] 

/E EMS メモリにドライバの一部を読み込みます。 

/¥ FM 音源機能のみを組み込みます。 
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/P PCM 音源機能のみを組み込みます。 

/R ドライノマの常駐を解除します。 

たとえば、 AVGDRV を組み込むときは、次のように入力します。 

AVGDRV ® 

これで AVGDRV が組み込まれ（常繼:し）ました。さらに AVSDRV を組み込むときは、コマン 
ドプロンプトから “AVSDRVO” と入力します。 

必要がなくなったら、組み込んだときと逆の順序で常®:•を解除します。 

AVSDRV / R ® 

AVGDRV / R @ 


“/ R ” スイッチによる常駐解除では、 ADDDRV コマンドや CONFIG . SYS で組み込んだドラ 
イバを解除できません。 


_ ADDDRV コマンドで組み込む方法 

マルチメディアアプリケーションを実行する前に、 “AVGDRV.SYS” （拡張グラフィックドラ 
イバ）と “AVSDRV.SYS” （拡張サウンドドライバ）を組み込みます。 

ADDDRV コマンドを使って組み込むには、コマンドプロンプトから次のように入力します。 

ADDDRV ADDAVD . DEV ® 

必要がなくなったら、コマンドプロンプトから次のように入力してドライバを取り外します。 



DELDRV ® 

“ADDAVD.DEV” は SEDIT コマンドを使って、 CONFIG.SYS で組み込む方法と同じ内容で作 
成してください。 



コマンドプロンプトで組み込んだドライバは、 DELDRV コマンドでは取り外せません。 


CONFIG.SYS で組み込む方法 

CUSTOM コマンドや SEDIT コマンドを使って、次の2行を CONHG.SYS の最終行に追加しま 
す。 

DEVICE =¥ DOS ¥ AVSDRV.SYS 
DEVICE : ¥ DOS ¥ AVGDRV.SYS 

/E EMS メモリにドライバの一部を読み込み、コンベンショナルメモリの消費を抑えます。 

なお、 ADDDRV 定義ファイル中でも “/E” スイッチを指定できます。 



同一のドライバがすでに組み込まれているときは、ドライバの常駐を解除してから組み込ん 
でください。 
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MS-DOS.6.2 



第 i 章日本語入カリファレンス 
第2章日本語入力の規則と一覧 



本編では、 MS-DOS に添付の日本語入力機能を使って、漢字かな混じり文を入力する方法に 
ついて説明しています。 

第1章では、漢字かな混じり文の入力方法や、キー操作について簡単に説明しています。 

第2章には、特殊な文字を入力したり、部首から漢字をさがす方法についての一覧表が掲載 
されています。 









第 1 章 日本語人カリファレンス 


アルファベットや数字、カタカナなどは、キーボードのキーを押すだけで入力することがで 
きます。しかし、ひらがなや漢字を入力するためには特別な機能が必要です。 

MS-DOS には、ひらがな、漢字などを入力するための日本語入力機能がついています。 

この章では、日本語入力機能の使い方を簡単に説明します。詳しくは別売の 『 MS-DOS 6.2 
ユーザーズリファレンスマニュアル』 または 「 MS-DOS 6.2 拡張 機能セット」の『日本語入力 
ガイド』を参照してください。 

MS-DOS に添付の日本語入力機能を使用する前に、次の点を確認してください。 

• CONFIG.SYS に次の3行が記述されていますか？ 

DEVICE=A:¥ DOS ¥ KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:¥ DOS ¥ NECAIK1 .DRV 
DEVICE=A:¥ DOS ¥ NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 

• CONFIG.SYS で組み込んでいない場合は、 ADDDRV コマンドで日本語入力機能を組み込みましたか？ 


"M 日 本 I 台: とな^ 一 上に △ 免__ 

キーを押すと、画面の一番 F に次のような、日本語入カモードの「ガイドライン」が 
表示されます。なお、日本語入カモードで@+@キーを押すと、モードから抜けます。 

r 全かな sk wm mm mm Edm 

IITI 

⑴」⑵⑶⑷ 


(1) ローマ字入力の状態 

「R」 が表示され ている ときは、読みを ローマ字で 入力できます。表示され ていない ときは、 
英字を入力するとそのまま英字として入力されます。 

@キーの 「4.ローマ字切替」で切り替えができます。 

(2) 全/半角の識別 

入力した文字を全角文字で表示するか、半角文字で表示するかの表示です。「半」の表示が 
あるときは、ひらがなは表示できません。 

©+S キーを押すと切り替わります。 

(3) キーシフト状態 

入力した読みがなを、ひらがな、カタカナ、英数字のどれで表示するかを表します。 

かな . ひらがなで表示します。キーでこの状態になります。 

カナ . カタカナで表示します。キーでこの状態になります。 

英数 . 英数字で表示します。@+画キーでこの状態になります。 
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(4) AI かな漢字変換 

AI かな漢字変換機能を行うかどうかの状態を表示します。この項目は、デバイスドライバ 
を組み込んだときのスイッチによります。 

@ .AI かな漢字変換を行います。 

空白…… AI かな漢字変換を行いません。 

1.2 いろいろな機首 g とキー操作 


日本語入カモードで利用できる機能とキー操作は次の通りです。 


キー 

機能 

| CTRL | + [ XFER 丨 

日本語入カモードに入る 

| XFER ] または 

読みがなを漢字に変換する 

スペース {注 1) 

または、同音語の次候補を表示する 

| SHIFT 1 + | XFER | 

同音語の前候補を表示する 

|GRPH)+| XFER ] 

部首変換をする 

または 


[SHIFT | + ( NFER | 


0] 

文字を•括確定する 

| i | または | NFER | 

変換する文節を右に移動する 

m 

変換する文節を左に移動する 

1 ctrl]+0 

変換する文節を延長する 

(CTRL ) + Q 

変換する文節を縮小する 

Q 

カーソルを右に移動する 

B 

カーソルを左に移動する 

丨 ESC | 

変換前の状態に戻すは 2) 

1 ヵナ 1 

(ロックした状態で）カナ入力 

| CAPS 丨 

(ロックした状態で）大文字の英文字入力 

( BS ] 

カーソルの直前の文字を削除する 

丨 DEL 丨 

カーソルがある位置の文字を削除する 

( f.6 j 

ひらがなに変換する 

( f-7 ) 

カタカナに変換する 

丨 f.8 丨 

英文字に変換する 

丨 f.9 | 

半角の英数、カタカナに変換する 

丨 f-10 丨 

拡張機能 

| SHIFT ] + | f • 6 ] 

タイプした読みがなをひらがなで表示する 

| SHIFT 1 + | f-7 | 

タイプした読みがなをカタカナで表示する 

(shift|+| f • 8 1 

タイプした読みがなを英文字で表示する 

(shift|+| f • 9 1 

全角と半角を切り替える 

|shift|+| f •io 1 

文字コード番号で入力する 

| TAB I 

変換前の文字を一括確定する 


(注 1) 読みがなが表示されていない状態でスペースキーを押すと、空白の入力となります。 
(注 2) 読みがなの入力中は、読みがなをすベて消去します。 
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メニュー項目 

機能 

1. 単語登録 

2. 単語削除 

3. 辞書切替 

4. ローマ字切替 

単語登録モードに入る。 

単語削除モードに入る。 

変換に使用する辞書ファイルを変更する。 

ローマ字モードの ON / OFF 。 

5.入力形式 

入力形式に関して、さらに次の事項を設定する。 

1. 変換方式 変換方式を変更する。 

1. 逐次変換 

2. 連文節変換（先読みあり） 

3. 連文節変換（先読みなし） 

2. コード | SHIFT |+| f .10 |で使用する文字コードを選択。 

1. JIS コードを使用する。 

2•シフト JIS を使用する。 

3•区点コードを使用する。 

3. 直/間切替直接入力/間接入力を切り替える。 

6.補助機能 

学習機能などについて、さらに次の事項を設定する。 

丄.学習 学習機能を働かせるかどうかを選択。 

1. 学習あり 

2. 学習無し 

2. 句読点変換句読点をタイプしたときに変換するかどうかを選択。 

1. 句読点の入力で変換する。 

2. 句読点で変換しない。 

3. 同音語指定同音語の表示方法の選択。 

1. 直接表示 

2. —覧表示 

3. 直接/一覧の切り替え （ 注） 


(注）何回変換キーを押すと一覧表示を行うかを指定します。 

1.3 日 本語入カモードを終了す る — 

日本語人カモード中に@+@キーを押すと、ガイドラインが消え日本語入カモードを終了で 
きます。 
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第 2 章 


日本語入力の規則と一覧 


ここでは、ローマ字入力の規則や特殊な記号類の読み、そして部首引きで漢字に変換する際 
の規則などを一覧にまとめてあります。 


2.1 □ーマ字入力の規則一覧 


ロー マ字入力をするときは、次ページの表にしたがって入力してください。 
句読点や、はつ音（ん)、促音（っ）などの入力方法は次の通りです。 



注意：表中の“表示”はガイドラインが「かな」の場合の例です。 



口ーマ字入力のときはカナキーをロックしないでください。 

「ヴァ J 「ヴィ」「ヴ J 「ヴエ J 「ヴォ」「ヴャ」「ヴユ」「ヴヨ」は、必ずカタカナになります。 
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あ 



え 

お 


りや 

U ぃ 

りゅ 

りえ 

りょ 

A 

(YI) 

(WU) 

E 

0 


RYA 

RYI 

RYU 

RYE 

RYO 

か 

t 

< 

け 

こ 


ぎゃ 

ぎぃ 

ぎゅ 

ぎえ 

ぎょ 

KA 

KI 

KU 

KE 

KO 

GYA 

GYI 

GYU 

GYE 

GYO 

さ 



せ 

そ 

じや 

じい 

じゅ 

じえ 

じぶ 

SA 

SI 

(SHI) 

SU 

SE 

SO 


ZYA 

0A) 

(JYA) 

ZI 

(JYI) 

ZYU 

⑽ 

GYU) 

ZYE 

0E) 

CJYE) 

GO) 

GYO) 

た 


O 

て 

と 

ぢや 

ぢぃ 

ぢゅ 

ぢえ 

ぢょ 

TA 

TI 

(CHI) 

TU 

crsu) 

TE 

TO 


DYA 

DYI 

DYU 

DYE 

DYO 

な 

に 

ぬ 

ね 

の 

でや 

でぃ 

でゅ 

でえ 

でょ 

NA 

NI 

NU 

NE 

NO 

DHA 

DHI 

DHU 

DHE 

DHO 

は 

ひ 

ふ 

ぺ 

ほ 

びや 

びぃ 

びゅ 

びえ 

びょ 

HA 

HI 

HU 

(FU) 

HE 

HO 


BYA 

BYI 

BYU 

BYE 

BYO 

ま 

み 

む 

め 

も 

ぴや 

ぴぃ 

ぴゅ 

ぴえ 

ぴょ 

MA 

MI 

MU 

ME 

MO 


PYA 

PYI 

PYU 

PYE 

PYO 

や 

い 

ゆ 

いえ 

cfc 

てや 

てぃ 

てゅ 

てえ 

てょ 

YA 

YI 

YU 

YE 

YO 


THA 

THI 

THU 

THE 

THO 

ら 

り 

る 

れ 

ろ 

ふあ 

ふい 

ふ 

ふえ 

ふお 

RA 

RI 

RU 

RE 

RO 


FA 

FI 

FU 

FE 

FO 

わ 

ろぃ 

ラ 

9 元 

を 

ヴァ 

ヴィ 

ヴ 

ヴェ 

ヴォ 

WA 

WI 

WIJ 

WE 

WO 


VA 

VI 

VU 

VE 

VO 

が 

ぎ 

ぐ 

げ 

ご 

あ 

い 

9 

え 

お 

GA 

GI 

GU 

GE 

GO 


LA 

( sH +r) 


LU 

广 SHI ド I '、 

V +U / 


LO 

ざ 

じ 

ず 

ぜ 

ぞ 

や 

い 

ゆ 

え 

よ 

ZA 

ZI 

OD 

zu 

ZE 

zo 


LYA 

( shiit+a ) 

LYI 

(SH1FT+1 ) 

LYU 

(SHIFT+U ) 

LYE 

(SHIFT+E ) 

LYO 

(SHIFT+O ) 

だ 

ぢ 

づ 

で 

ど 


o あ 

〇い 


つえ 

〇お 

DA 

DI 

DU 

DE 

DO 


TSA 

TSI 


TSE 

TSO 

ば 

び 

ぶ 

ベ 

ぼ 


< あ 

くぃ 

<9 

く又 

くぉ 

BA 

BI 

BU 

BE 

BO 

KWA 

(QA) 

KWI 

(QI) 

KWU 

(QU) 

KWE 

(QE) 

KWO 

(QO) 

ぱ 

ぴ 

ふ* 

へ 。 

ぽ 


ぐあ 

ぐぃ 

ぐぅ 

ぐえ 

ぐぉ 

PA 

PI 

PU 

PE 

PO 


GWA 

GWI 

GWU 

GWE 

GWO 

含ゃ 

さぃ 

t ゅ 

者え 

さょ 


ヴャ 

ヴィ 

ヴュ 

ヴェ 

ヴョ 

KYA 

KYI 

KYU 

KYE 

KYO 


VYA 

VYI 

(VI) 

VYU 

VYE 

(VE) 

VYO 

しゃ 

しぃ 

しゅ 

しえ 

しょ 


ふや 

ふい 

ふゆ 

ふえ 

ふよ 

SYA 

(SHA) 

SY1 

SYU 

(SHU) 

SYE 

(SHE) 

SYO 

(SHO) 


FYA 

FYI 

FYU 

FYE 

FYO 

ちゃ 

ちぃ 

ちゅ 

ちえ 

ちょ 


とあ 

とぃ 

とぅ 

とえ 

とぉ 

TYA 

(CHA) 

(CYA) 

TYI 

(CYI) 

TYU 

(CHU) 

(CYU) 

TYE 

(CHE) 

(CYE) 

TYO 

(CHO) 

(CYO) 


TWA 

TWI 

TWU 

TWE 

TWO 

にゃ 

にぃ 

にゅ 

にえ 

にょ 


どあ 

どぃ 

どぅ 

どえ 

どぉ 

NYA 

NYI 

NYU 

NYE 

NYO 


DWA 

DWI 

DWU 

DWE 

DWO 

ひや 

ひぃ 

ひゅ 

ひえ 

ひょ 


o 





HYA 

HYI 

HYU 

HYE 

HYO 


LTU 

(sHIFT+U ) 





みや 

みぃ 

みゆ 

みえ 

みょ 


ん 





MYA 

MYI 

MYU 

MYE 

MYO 


NN 

N, 

N (子音) 
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2.2 カナ入力の規則一覧 


カナ入力をするときは、@キーをロックし、次の表やキーボードのイラストを参考にして入 
力してください。 


文字 

キー操作 

タイプ例 

表示 

長音記号（一） 

¥j_ 

カーソル 

か一そる 

かな小文字 

(SHIFT 

を押しながら、ア、イ、ウ、エ、才 

SHIFT + 

♦ 

あ 

“を” 

| SHIFT |+[〇ヮヲ | 


を 

句点し） 

( sHIFT | + f.^oJ 


〇 

読点し） 

SHIFT 

+ ’li 


> 

濁点 

文字の後で [@rj (濁点キー）を押す 

力@〜 


が 

半濁点 

文字の後で |[t「i (半濁点キー）を押す 

ハ [ { 。「 


ぱ 


注意：カナ入力を行うときは、必ずI力:^キーをロックしておいてください、なお、表中の“表示” 
はガイドラインが「かな」の場合の例です。 


長音（一） 
半濁点（° ) 
濁点 r ) 


STOP 


COPY 


f-1 


f.2 


f.4 


f.6 


ESC 

i 

1' 

ヌ 

2 フ 

# 

V 

$ 

V 

% 

5 ェ 
エ 

& 

6 ォォ 

V 

8 ( ュ 

9 a 3 

0 ヮヲ 

ホ 

- 

\ 






TAB 


f-10 


BS 


Q 

W 

E < 

R 

T 

Y 

U, 

1 » 

0 

P 

@ 


夕 

テ 

ス 

力 

ン 

ナ 

二 


セ 


〇 


CTRL 


CAPS 

A 

s 卜 

D 、 

F 

G ふ 

H 

J 

K 

し，， 

+ 

;レ 

ホ 

];」 

チ 

ン 

ハ 

キ 

ク 

V 

ノ 

1 ノ 

•ケ 

厶 




SHIFT 


カナ 


GRPH 


NFER 









< 

> 

? 

一 


X サ 

。ソ 

V ヒ 

B コ 

N . 

M モ 

不 

• ル 。 

/ ' - 
メ 

□ 


SHIFT 


XFER 


-句点（。 ） 

-読点し） 
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長音（一） 
半濁点（° ) 
濁点 r ) 


ESC 


STOP 


f-3 


f.4 


f.5 


f.6 


f-7 


f-8 


f-9 


•111 


1 

” 

# 

$ 

% 

& 

• 

( 



- 





1 ' 

2 

3 ァ 

4 し ウ 

5 エ 

6 才 

しャ 

8 ュ 

9 ヨ 

〇ヲ 

一 



¥ ’ 


ヌ 

フ 

ア 

ウ 

X 

才 

ヤ 

ユ 

a 

7 

ホ 


\ 

一題 . 


& 


DEL 


ROLL 

UP 


ROLL 

DOWN 


BS 


COPY 


TAB 

〇夕 

\N 一 

ァ 

E 

ィ 

R 

ス 

丁力 

Y 、 


1 _ 

〇 _ 

フ 

P 

セ 

@〜 

[J 「 


CTRL 

A チ 

s s 

D 、 

ン 

F 

ハ 


H ク 

J マ 

K 

ノ 

しリ 

+ 

; レ 

* 

:ヶ 



HOME 

CLR 


HELP 



2.3 部首/特 殊記号の 読み一覧 

漢字は、読みを入力して変換する他、漢字の部首の読みを入力して変換することもできます。 
また、ギリシャ文字や記号などは特殊な読みで変換することもできます。 

2.3.1 部首選択の手順 

① 日本語入カモードに入ります。 

② 部首の吾売み 一■覧で調べた部首の読みを人力して、邑)+を尋キ ー または [ shift ]-)- infer ； キ ー を押します。 
指定した部首を持つ漢字が表示されます。 

③ スペースキーまたは ㈣ キーを押すと次の漢字が表示されます。キーで前の漢字に戻 
ります。希望の漢字を表示させ、〇キーで確定します。 

2.3.2 記号や特殊な文字の入力 

部首選択と同様の手順で、ギリシャ文字、ロシア文字、記号などを入力できます。②で部首 
の読みを入力する代わりに、記号の種類ごとに決められた読みを入力してください。 
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部首の読み一覧 
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注意： * のついたものは、同一部首で表現が2つあるものを示します。 

( 个一心，ネー示，ネー衣，刀一 IJ ，3—犬，'?—水，火一/，.、 ） 

また「月」を含む文字は、「つき」の部首ではなく「にく」の部首に含まれることがあります。 
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読みの「.」はピリオドです。テンキーのピリオドや「。」（句点）も使用できます。 
「平成」は、機種により表示されるものと表示されないものがあります。 
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MS-DOS.6.2 


■ザーズマニュアル 


㈤ 

録 


付録 A トラブルシューティング 
付録 B 目的別索引 
付録。用語集 


本編では、 MS - DOS を使っていく上で必要な情報を簡単にまとめてあります。 

付録 A では、 MS - DOS を使っているときに表示されるエラーメッセージとその原因、また対 
処方法について説明しています。 

付録 B では、「〇〇したい」という項目からどこを参照すればいいかが分かるように、目的 
別の索引が用意されています。 

付録 C では、本書で使われている専門用語を説明しています。 





腦 A トラブルシューテイング 


■■nHHBBBBHflBHSHHHBBBHBEHMBBn 


■エラーメツセージが表されたら… 


コンピュータを操作していると、エラーメッセージが表示される場合がありますが、ゆっく 
り作業してもそれ以上被害が大きくなることはまずありません。たいていの場合、ちょっとし 
た操作ミスなどが原因ですから、直前の操作を思 I ゝ出して表示されたエラーメッセージの内容 
から原因を考えてみましょう。 


一 h 表の見方 

一覧は次のような形式になっています。 


エラーメッセージ エラーの種類 

▼エラーメッセージが 表示され た 原因 
▽ェラーメッセージへの 対処方法 や 操作 


まず、コンピュータの画面に表示されているメッセージと同じものを「エラーメッセージー 
覧」から探します。次に「エラーの種類」を見てください。これには4種類あり、それぞれ次の 
ようなことを示しています。 

「一般エラ_」 

コマンドプロンプトで操作しているときに表示される一般的なエラーメッセージです。▽印 
の説明を読みながら、対処してください。 

「確認メッセージ」 

エラーではありませんから、▽印に説明されている操作を行ってください。 


「デバイスエラー」 

MS - DOS が周辺装置にデータを読み書きする際に発生したェラーです。▽印の説明と合わせて 
「デバ' イスェラーメ ッ セージの 対処」を参照してください。 

「DOS シェルエラー」 

DOS シヱルを使っているときに表示されるェラーです。▽印の説明と合わせて 「 DOS シェル 
のェラー対処方法」を参照してください。 

DOS シェルから MS - DOS のコマンドを 実行すると 「 DOS シェルェラー」 以外の メッセージが 表 
示される場合があります。また DOS シェルからコマンドやアプリケーションを 実行すると、 そ 
れ独自の ェラーメッセージが 表示される場合があります。 これらのメッセージに ついては、別 
壳の 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズリファレンスマニュアル』やアプリケーションのマニュアルを参 
照してください。 
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■エラー: 〆 ッセ" ~ジ土 覧 

MS - DOS の表示するエラーメッセージが英数字はアルファべット順に、その他は読みのあいう 
えお順に並んでいます。表示されたメッセージをこの中から探して、原因（▼印）に思い当た 
ることはないかを考え、▽印の対策をとってください。 

英数字 

〇で除算をしました. 一般 エラー 

▼実行しようとしたコマンドのプログラム内部のエラーです。 

▽コマンドの実行は自動的に中止され、 MS - DOS に戻ります。コマンドやアプリケーションのプ 
ログラム自体に問題があると思われます。それぞれの開発元/販売元に連絡して対処してく 
ださい。 

COMMAND . COM (または DOSSWAP . EXE ) を読み込めません. 

再試行しますか ( Y / N )? DOS シェルエラー 

▼挿入されているシステムディスクに、 COMMAND . COM がありません。あっても環境変数 
“ C 0 MSPEC ” で指定したパス位置と、実際に COMMAND . COM の存在しているディレクトリ 
位置がちがっています。 

または、 D 0 SSHEL し EXE と同じディレクトリに “ DOSSWAP . EXE ” がありません。 

▽環境変数 “ C 0 MSPEC ” で指定されたディレクトリに COMMAND . COM があるかどうかを確認 
します。なければ “ C 0 MSPEC ” で指定されたディレクトリに COMMAND . COM をコピーする 
か、 “ C 0 MSPEC ” を COMMAND . COM の存在しているディレクトリに設定します。 
DOSSWAP . EXE がないのが原因なら、 DOSSHELL . EXE と同じディレクトリにコピーします。 

COMMAND . COM を読み込めません.システムは停止しました. 一般エラー 

▼システムディスクに、 COMMAND . COM がありません。あっても環境変数 “ C 0 MSPEC ” で指 
定したパス位置と、実際に COMMAND . COM の存在しているディレクトリ位置がちがってい 
ます。 

V 「システムディスク」から MS - DOS を起動し、エラーメッセージの出たシステムディスクに 
COMMAND . COM がなければコピーします。 

また、環境変数 “ C 0 MSPEC ” で指定されたディレクトリに COMMAND . COM がなければ、 
C 0 MSPEC ” で指定されたディレクトリに COMMAND . COM をコピーするか、 “ C 0 MSPEC ” 
を COMM AND . COM の存在しているディレクトリに設定します。 


CONFIG . SYS に不明なコマンドがあります. 


一般エラー 


▼ CONFIG . SYS で、正しくないコマンドが使われています。 

▽ CONFIG . SYS の内容を確認して、コマンドのつづりが正しいか、 CONFIG . SYS では利用できな 
いコマンドが入っていないかを調べます。正しいコマンドとコマンドの書式については、 
HELP コマンド、または別壳の 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズリファレンスマニュアル』を参照して 
ください。 

DOS の バージ ヨンが違います. 一般エラー 

▼本 バージョン では実行で きない アプリ ケーション や コマン ドです。 

▽実行しようとしたコマンドやアプリケーションが、 MS - DOS のどのバージョンに対応している 
かを調べてください。アプリケーションの場合、パッケージや マニュアル にどのバージョン 
の MS - DOS に対応しているかが記載されています。 
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EXE ファイルのエラーです. 一般エラー 

▼実行しようとしたコマンドのファイルの拡張子が “ EXE ” なのに、 EXE 形式のファイルの正し 
い形式ではありません。 

▽ファイル名が変更されていないかどうか確認してください。正 U 、 EXE 形式のファイルをコピ 
一して ください。 

MS-DOS Shell を実行するには空きメモリが足りません. DOS シェルエラー 

▼ DOS シヱルを実行するだけの空きメモリがありません。 

▽ CONHG . SYS から不必要なデバイスドライバを削除したり、常駐プログラムを取り外してくだ 
さい 。 

MS-DOS Shell を読み込めません.再試行しますか （ Y / N ) ? DOS シェルエラー 

▼ DOS シェルから実行したコマンドやアプリケーションから再び DOS シェルに戻るとき 、 DOS 
シェルのプログラムファイルが見つかりませんでした。 

▽ DOS シェルのプログラムファイルがあるディレクトリが、コマンド検索パスに含まれている 
かどうかを確認してください。 “ PATH ®” と入力すると、現在設定されているパスが表示で 
きます。 


MS - DOS タスクスイッチャサボート DOS シェルエラー 

▼ディスクの空き容量が不足しているために、 DOS シェル上でタスクを切り替えたときに、ス 
ワップファイルが作成できません。 

▽ DOS シェルは、タスクを切り替える際にディスクにスワップファイルを作成します。スワッ 
プファイルには、実行中のプログラムのさまざまな情報が入っており、このファイルを読み 
書きしながらタスクを切り替えます。 

DOS シェルは、環境変数 “ TEMP ” または “ TMP ” で設定したドライブ/ディレクトリにスワ 
ップファイルを作成します。 エラーメッセージ ー覧の「一時ファイルがディスクに作成でき 
ません」の項を参照して、スワップファイルを作成できるような空き容量があるドライブを 
設定してください。 

ぁ行 

アクセスは拒否されました. 一般エラー 

▼指定したファイルにアクセスできませんでした。 

▽直前の操作を思い出して、下記の t ゝずれかを行ってください。 

•パスの指定が正しくありません。ドライブ名、ファイル名、ディレクトリ名の指定が 
正しいかどうか確認してください。 

•同じディレクトリにあるファイル（ディレクトリ名）に、ファイル名（ディレクトリ 
名）を変更しようとしました。変更後のファイル名（ディレクトリ名）を別の名前に 
してください。 

•ディレクトリを新規に作成しようとしましたが、すでに同名のディレクトリが存在し 
ます。新規に作成するディレクトリ名を変えてください。 

• リードオンリー 属性が設定されている ファイルを 削除しようとしました。 [ファイル] 
メニューの [属性の変更] コマンドで、 その ファイルの “読み込み専用”属性を解除 
してください。ただし、 リードオンリー 属性が設定されている理由をよく確認してく 
ださい。 

•ライトプロテクトされているディスクにデータを書き込もうとしました。なぜ書き込 
み禁止になっているのか考えてから、ディスクを書き込み可能な状態にしてください。 

•ネットワークドライブなどで、アクセス権を持たないファイルを使おうとしました。 
システム管理者に相談してください。 

•長すぎるパス名でディレクトリを作成しようとしました。 MS - DOS は、ドライブ名とコ 
ロン（：）を含め、半角66文字（全角33文字）以内のパス名しか認識できません。目 
的のデイレクトリに対するパスを短くしてください。 
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受け側ファイルへ書き込み中のエラーです. DOS シェルエラー 

▼コピー先に指定されているドライブは、ファイルが書き込めません。 

▽コピー先のディスクについて、次の点を確認してください。 

•ライトプロテクトされていないか 
•ディスクが正しく挿入されているか 
. ディスクが壊れていないか 

エラーです. デバイス エラー 

▼このデバイスエラーは、他のどのデバイスエラーにも当てはまらないときに表示されますが、 
めったに起きません。 

v 「デバイスエラーメッセージの対処」を参照して、 ® キーか®]キーで対処します。 

エラー です… DOS シェルエラー 

▼原因は特定できません。 

▽同じ操作をもう一度くり返してください。これでもうまくいかない場合は、読み込みを続け 
てください。 

か行 

書き込みできません. デバイスエラー 

▼表示されたデバイス（多くはディスクドライブ)にデータを書き込めないときに表示されます。 

▽ディスクが正しく挿入されているかどうかを確かめて®キーを押します。それでも同じメッ 
セージが表示されるようなら®キーを押します。「デバイスエラーメッセージの対処」を参照 
してください。 

書き込み禁止エラーです. デバイスエラー 

▼ライトプロテクトが施されているディスクに対して、データを書き込もうとしたときに表示 
されます。 

▽ライトプロテクトを解除すると書き込めるようになりますが、書き込みをしてよいディスク 
か確認の上で解除してください。 ® キーを押して再度書き込むときには、同じディスクを挿 
入してください。別のディスクを挿入すると内容が破壊されます。 

空でないディレクトリは削除できません； DOS シェルエラー 

まずこのディレクトリに含まれるすべてのファイルとサブディレクトリを削除してください. 

▼ファイルやサブディレクトリを含むディレクトリを削除しようとしました。 

▽目的のディレクトリを削除する前に、そのディレクトリにあるファイルを削除してください。 
ディレクトリツリーがまたはとなっている場合には、その下にさらにサブディレクト 
リがあるので、まずサブディレクトリを削除するか移動してください。 

環境変数のための領域が足りません. 一般エラー 

▼環境変数を記憶しておく メモリが足りず、これ以上環境変数を設定できません。 

▽CONFIG.SYS の “SHELL=COMMAND.COM” の行に “/E : ”スイッチをつけて環境変数用 
のメモリの大きさを指定し、 MS-DOS を再起動してください。指定のない場合は256バイトに 
なります。環境変数用のメモリを512バイトにする場合は、 <4 SHELL=COMMAND.COM /E : 
512” というように指定します。 

共有違反です. デバイス エラー 

▼ネットワークドライブなどで、他のプログラムで使用されているフアイルをアクセスしよう 
としました。 


トラブルシューティング207 


▽® キーを押すか、しばらくしてから ® キーを押します。 

「デ バイスエラーメ ッ セージの 対処」を参照してください。 

検索 ノヽ°ス のドライブの指定が違しヽます. 一般エラー 

▼コマン ド検索パスで設定されたドライブが存在しません。 

▽コマンド検索パスに存在しないドライブを指定すると、コマンドを実行しようとしてコマン 
ド検索パスを検索するたびにこのメッセージが出ます。 PATH コマンドでコマンド検索パスを 
設定し直してください。 

コピー前に送り側の内容が失われました. 一般エラー 

▼ COPY コマンドで、コピー完了前に複写元ファイルが重ね書きされてしまいました。たとえ 
ば、 

COPY AAA+BBB BBB 

を実行すると、コピーの終わる前に “ BBB ” の内容が破壊されてこのエラーが表示されます。 
▽複写元と複写先に同じファイル名を指定しないようにします。上の例では “ BBB ” は破壊さ 
れ、内容が失われて復旧できません。以後、 COPY コマンドの書式には十分注意してください。 
また、このようなときのためにも、バックアップをつくるようにしてください。 

コマンドまたはパラメータが違います.一〈パラメータ〉 一般 エラー 

▼ CONFIG . SYS 内で指定したコマンドのパラメータが正しくありません。 

▽あわせて表示される行番号と〈パラメータ〉を参考に、正しい値に設定し直して MS - DOS を再 
起動してください。 

コマンドまたはファイル名が違います. 一般エラー 

▼指定したコマンドやアプリケーションのプログラムファイルが見つかりません。コマンド名 
(ファイル名）をまちがえたか、ディスクにそのファイルがないか、コマンド検索バス 
( PATH ) の設定が正しくありません。 

▽ファイル名をまちがえていたら、正しく入力し直します。 

コマン ド 検索 パスを設定していない場合 
• コマン ド 検索 パスを設定する 
•ファイル 名（コマンド名） をフルパスで指定す る 

. プログラムファイルがある ディ レクトリをカレント ディ レクトリにしてから実行する 
コマンド検索パスを設定してある場合 

•コマンド検索パスに指定したディレクトリに目的のプログラムファイルがあるか確認 
する 

•カレントディレクトリに目的のプログラムファイルがあるか確認する 
• コマンド検索パスが正しく設定されているか確認する 
コマンド検索パスは、コマンドプロンプトから “ PATH ®，， と入力すると確認できます。 

さ行 

シークエラーです. DOS シェルエラー 

▼ディスクのメディアにエラーが発生しました。 

▽ディスクにスキップセクタが 含まれているかもしれません。 コマンドプロンプトで SCANDISK 
コマン ドを実行して調べてください。 

シーク エラーです. デバイスエラー 

▼ MS - DOS がディスク上の情報を見つけられないときに表示されます。 

▽フロ ッピィディスクがドライブに正しく入っているかどうかを確かめてください。 エラーの 
表示されたディスクを他のドライブに差し替えて試してみるのもよいでしょう。 

「デバイスメッセージの対処」や「ディスクやファイルが異常な場合」を参照してください。 
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指定に一致するファイルがありません. DOS シェルエラー 

▼指定されたファイルが、指定された場所にありません。 

▽正しいパスとファイル名を指定しているかどうか確認してください。 

準備ができていません. デバイスエラー 

▼メッセージに続けて表示されているドライブやデバイスの準備ができていません。 
▽フロッピィ ディスクが正しく挿入されているか（挿入方向など）、プリンタの電源が ON にな っ 
ているかなどを調べ、 ® キーを押します。 

デバイスが “ PRN ” や “ AUX ” の場合は、それぞれのデバイスドライバ （“ PRINT . SYS ” や 
“ RSDRV . SYS ”） が組み込まれているか確認してください。 

セクタが見つかりません. DOS シェルエラー 

▼ MS - DOS 用のディスクでないか、ディスクが壊れているかもしれません。 

▽他の 0 S 用のディスクでないか確認してください。 MS - DOS 用のディスクにする場合は、 
FORMAT コマンドで初期化してください。 

セクタが見つかりません. デバイスエラー 

▼ MS - DOS がディスクを制御するための情報が一部（または全部）壊れているときに表示されま 
す。初期化していないディスクを読み書きしたり、ディスクに傷が入っている場合などに表 
示されます。または、ディスクが他の 0 S (たとえばディスク BASIC ) で初期化されているな 
どの理由で、 MS - DOS から読み書きできません。 

▽〇キーで何度か再試行するとうまくいくこともあります。このようなディスクは、すぐにバ 
ックアップを取ることをお勧めします。 

また MS - DOS 用のディスクかどうかを確認してください。メッセージが表示されたディスクを 
MS - DOS で使用するには、 FORMAT コマンドで初期化し直してください。ただし、初期化する 
とディスク上のファイルは消えてしまいます。 

「デバイスエラーメッセージの対処」、「ディスクやファイルが異常な場合」を参照してくだ 
さい。 

そのドライブは存在しません. DOS シェルエラー 

▼指定されたドライブは存在しません。 

▽正しいドライブ名を指定しているかどうか確認してください。 

ネットワークを使用している場合は、ネットワークに正しく接続されているかどうかも確認 
してください。 

[表示]メニューの[画面更新]コマンドを実行すると、カレントドライブの内容を読み込 
み直すことができます。 

そのファイル自体にコピーすることはできません. DOS シェルエラー 

▼送り側のファイルと受け側のファイルが同じです。 

▽同じ名前でファイルをコピーするには、異なるディレクトリを指定しなければなりません。 
同じディレクトリ内であれば、ファイル名を変更してコピーしてください。 

そのファイル自体にコピーすることはできません. 一般エラー 

▼ COPY コマンドで指定した、コピー元ファイル名とコピー先ファイル名が同じです。たとえ 
ば、 

COPY FILE 1 FILE 1 

を実行すると、このエラーが表示されます。 

▽同じディレクトリ内で同名のファイルを作成することはできません。ファイル名を変えてコ 
ピーし直してください。 
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そのファイルは存在しません. DOS シェル エラー 

▼指定したファイルやドライブが見つかりませんでした。 

▽ドライブ、パス、ファイル名が正しいかどうかチェックしてください。ファイルー覧を使え 
ば、指定したドライブに目的のファイルがあるかどうか確認できます c ファイル•覧の内容 
を更新するには、[表示]メニューの[画面更新]コマンドを使います。 

た行 

データエラー です. デバイスエラー 

▼ディスクに傷が人っているなどの欠陥（スキップセクタ）があるため、正しくデータを読み 
書きできません。 

▽® キーで何度か再試行するとうまくいくこともあります。 

「デバイスエラーメッセージの対処」や「ディスクやファイルが異常な場合」を参照してく 
ださい。 

ディスク の空き領域が足りません. DOS シェルエラー 

▼ドライブの空き容量が少なく、指定されたコマンドを実行できません。 

▽ディスク中の不必要なファイルを消去して空き容量をつくるか、別のディスクを使用してく 
ださい。 

複数のファイルをコピーしている場合は、ディスクに収まるファイルだけを再選択すればコ 
ピーできます。 

ディスクの空き領域が足りません. 一般エラー 

▼ディスクの空き容量がなくなり、指定されたコマンドを実行できません。 

▽ディスク中の不必要なファイルを消去して空き容量をつくるか、別のディスクを使用してく 
ださい。 

ディスクは書き込み保護されています. DOS シェルエラー 

▼ディスクはライトプロテクトされていて、ファイルを書き込むことができません。 

▽ライトプロテクトされている理由を考えてから、ライトプロテクトを解除するか、ライトプ 
ロテクトされていない別のディスクを使ってください。 

ディレクトリの指定が違います. 一般ェラー 

▼指定したデイレクトリが存在しないか、または不良です。 


▽入力したデイレクトリ名を調べ、正しいディレクトリ名を入力してください。 


ディ レクトリを作れません. 一般 エラー 

▼ MKDIR コマンドで、指定したディレクトリが作成できません。指定した名前がすでにディレ 
クトリ名または、ファイル名として使われているか、またはディスクに空き容量がないか、 
ディレクトリの階層が深すぎます。 

▽ DIR コマンドでカレントディレクトリの内容を調べ、同じ名前のディレクトリ名または、ファ 
イル名があれば別のディレクトリ名で指定します。ディスクの空き容量がなければ、不必要 
なファイルを消去するか、別のディスクを使用してください。また、ディレクトリの階層の 
深さには制限があります。 

デバイスからバイナリ形式の読み取りはできません. 一般 エラー 

▼バイナリ形式の読み取りができないデバイスファイル名 （“ PRN ” “ AUX ” などデバイスを表 
すファイル名）を COPY コマンドのコピー元に指定しています。 

V “/ B ” スイッチの指定をやめるか “/ A ” スイッチを指定します。 
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ドライブに一時フアイルを作れません. DOS シェルエラー 

▼環境変数 “ TEMP ” または “ TMP ” が設定されておらず、カレントドライブが書き込み禁止 
の状態で DOS シェルを起動しました。このため、 DOS シェルが作業するための一時ファイル 
が作成できません。 

▽次の点を確認してください（通常、 “ AUTOEXEC . BAT ” の中で環境変数が設定されています)。 

• 環境変数 “ TEMP ” または “ TMP ” が設定されているか 
• “ TEMP ” または “ TMP ” に指定したディスクに十分な空き容量があるか 
• 環境変数を指定していない場合、 MS - DOS を起動したドライブに十分な空き容量があ 
るか 


ドライブの準備ができていません. DOS シェルエラー 

▼指定されたフロッピィディスクドライブが、読み書きできる状態になっていません。 

▽次の点を確認してください。 

• フロッピィディスクがドライブに正しく挿入されているか 
• MS - DOS 用のデイスクか（他の 0 S 用のデイスクでないか） 


な〜は行 


ネッ トワークデータのエラー です. 一般エラー 

▼ネットワークとの接続に問題があります。 

▽ネットワークを使用しているときは、ネットワークとの接続をチェックし、ネットワークが 
正常に動作しているかどうか確認してください。他のすべてのメッセージに対しては、読み 
込みを続けてください。 

パスの指定が違うか，ディレクトリでないか， 一般エラー 

またはディレクトリが空ではありません. 

▼ RMDIR コマンドで指定したディレクトリ名のつづりがまちがっているか、指定したディレク 
トリの中にまだファイルやサブディレクトリが残っています。 

▽消去しようとしたディレクトリのパス名を正しく指定してください。また、ディレクトリに 
V’ および“..”以外のファイルやディレクトリがあると、そのディレクトリは消去できませ 
ん。ファイルやディレクトリをすべて消去してから、 RMDIR コマンドを実行してください。 

パスがありません. 一般 エラー 

▼ PATH コマンドを実行したときに、コマンド検索パスが何も設定されていないと表示されま 
す 。 

▽ PATH コマンドでコマンド検索パスを設定してください。 

バッチファイルを終了しますか （ Y / N ) ? 確認メッセージ 

▼バッチファイルを実行中に@キーやキーを押したとき表示されます。 

▽バッチファイルの実行を中止する場合は®キー （ Yes ) を、続行する場合は®キー （ No ) を 
押してください。いずれの場合も、@+©キーを押したときに実行中だったコマンドの処理 
結果は保証されません。 

バッチファイルの入ったディスクを入れてください. 確認メッセージ 

続けるにはどれかキーを押してください 

▼実行中のバッチファイルが入っていたフロッピィディスクが、ドライブにありません。バッ 
チファイルの実行中にフロッピイデイスクを入れ替えたりすると、このメッセージが表示さ 
れます。 
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▽バッチファイルの入っているフロッピィディスクを元のドライブに挿入し直してから、どれ 
か キー （スペース キー や@ キーな ど）を押してください。 

パラメータが足りません. 一般エラー 

▼省略できないパラメータを省略してコマンドを実行しました。 

▽必要なパラメータを指定して再度コマンドを実行してください。コマンドの書式については、 
HELP コマンドを参照してください。 

開かれているファイルが多すぎます. 

▼ CONFIG . SYS 中の FILES コマンドに指定した数より多くのファイルをオープンしようとしまし 
た。 

▽ CUSTOM コマンドまたは、 SEDIT コマンドで FILES にもっと大きな値を設定し、 MS - DOS を再起 
動してください。 

ファイルアロケーションテーブルが不良です， 

ドライブ〈ドライブ名〉 一般エラー 

▼〈ドライブ名〉に挿入されたディスクが正しく初期化されていません。または、ディスクが 
MS - DOS 以外の 0 S のディスクです。 

▽ディスクが MS - DOS 用のものであるかを確認してください。 MS - DOS 用のディスクであれば、 
RECOVER コマンドを実行してディスクを修復してください。それでも復旧できず、 MS-DOS 
で使用したければ、 MS - DOS で初期化し直してください。ただし、初期化すると現在の内容は 
すべて消えてしまいます。 

ファイルを作れませんでした. 一般 エラー 

▼新しいファイルをつくれませんでした。あるいは既存のファイルを新しい内容に書き換える 
ことができませんでした。 

▽既存のファイルにリードオンリー属性が設定されています。必要なら、なぜリードオンリー 
属性が設定されているのかを考えてから、 ATTRIB コマンドでリードオンリー属性を解除して 
置き替えてください。 

ATTRIB コマンドの書式については、 HELP コマンドを参照してください。 

〈ファイル 名〉 ファイルが見つかりません. 一般 エラー 

▼ 〈ファイル名〉で指定したファイルが見つかりません。 

▽指定されたファイルが存在しているかどうか、またはファイル名が正確かどうかを調べてく 
ださい。 

ファイルの読み取りのエラーです. DOS シェルエラー 

▼指定されたファイルが読めません。 

▽指定したパスに目的のファイルがあるかどうか確認してください。 

ファイルは空です. DOS シェルエラー 

▼空の（容量が0バイトの）ファイルを選択しました。 

▽表示するために選択したファイルには、まったく情報が含まれていません。ファイル名を確 
認してください。 

ファイルはすでに使われています. DOS シェル エラー 

▼ネットワークドライブなどで他のプログラム（ユーザ）が使用しているため、現在は目的の 
ファイルを利用できません。 
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▽目的のファイルを使用するには、使用可能になるまで待ってください。 


ファイル名が重複しているか，ファイルが見つかりません. 一般エラー 

▼ RENAME コマンドで、指定した変更元ファイルが見つからないか、または変更先のファイル 
名のファイルがすでに存在しています。 

▽フアイルが存在しているかどうか、またはファイル名のつづりを調べてください。 


不明なメディアの種類です. 

▼お使 t ゝのコンピュータでは、あつかうことができない媒体です。 
▽ディスクのメディアのタイプを確認してください。 


DOS シェルエラ、 


不良または見つかりません：くファイル名> 一般 エラー 

▼ CONFIG . SYS の DEVICE コマンドまたは INSTALL コマンドで指定されたファイルが、指定さ 
れたパスにありません。 

▽もう一度 MS - DOS をインストールし直してシステムを復元するか、「システムディスク」から 
MS - DOS を起動しくファイル 名〉 のファイルをコピーしてください。 


不良または見つかりません:コマンド，ィンタ-フ 。 リタ 

コマンドインタープリタの正しい名前を入力してください。 (C : ¥ COMMAND.COM など）. 
A > 一般 エラー 

▼下記のいずれのディレクトリにも COMMAND.COM がありません。 

• shel じ e 指定されたパス 

•起動ドライブのルートディレクトリ 

• ¥ DOS ¥ COMMAND.COM 

▽もう一度 MS-DOS をインストールし直してシステムを復元するか、「システムディスク」から 
MS-DOS を起動し C 0 MMAND.COM をコピーしてください。また、 C 0 MMAND.COM などのあ 
る位置があらかじめわかっている場合は、そのファイル名をドライブ名やパス名も含めて指 
定する方法もあります。 

プリンタの用紙がありません. デバイスエラー 

▼接続されたプリンタに紙がないか、電源が入っていません。このメッセージは、フルセント 
ロニクス規格のプリンタとコンピュータでなければ表示されません。 

▽紙を補給するか、電源を入れて「デバイスエラーメッセージの対処」を参照してください。 

プログラムが大きすぎてメモリ内に収まりません. 一般 エラー 

▼コマンドまたはアプリケーションの実行に必要な空きメモリ容量が不足しています。 

▽次のような操作を行って、コマンドまたはアプリケーションを実行してください。 

• MS-DOS を再起動する 

•子プロセスで実行している場合は、親プロセスに戻る 
• 不必要な常駐プログラ厶を取り外す 

•不必要なデバイスドライバを取り外して、 MS-DOS を再起動する 
上記の操作を行ってもメッセージが表示される場合は、メモリの増設が必要です。 

プログラムを実行するには空きメモリが足りません. DOS シェルエラー 

▼指定したコマンドまたはアブリケーションの実行に必要な空きメモリ容量が不足しています。 
▽次のような操作を行って、コマンドまたはアプリケーションを実行してください。 

• MS-DOS を再起動する 


付録 A 
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. 不必要な常駐プログラムを取り外す 

• 不必要なデバイスドライバを取り外して、 MS-DOS を再起動する 
1：記の操作を行ってもメッセージが表示される場合は、メモリの増設が必要です.: 


文法が違います. 

▼入力したコマンドの書式がまちがっていますっ 
▽コマンドの書式が lE しいかどうか調べてください。 


一般エラー 


ま行 


未確認のエラーです. 

▼DOS シエルからは判断できないエラーが発生しました。 


DOS シェルエラー 


▽操作をもう一度くり返してみてください。同じメッセージが表示されるようなら、 DOS シェル 
を終了して、 MS-DOS を S 起動して同じ操作をくり返してください。 


未確認のデ ィス クエラ ーです. DOS ン ェルエフー 

▼DOS シェルから判断できない、ディスクに関するエラーが発生しました。 

▽ドライブに適合しているフロッピィディスクを挿入しているかどうかを確認してください。 
ディスクにスキップセクタが含まれていることも考えられます。コマンドプロンプトで 
SCANDISK コマンドを実行して、ディスク上にスキップセクタがないかどうか調べてください。 

無効な COMMAND . COM です. 一般エラー 

▼多くのメモリを必要とするアプリケーションの実行後、 MS-DOS が C0MMAND.COM を読み込 
み直す場合があるときや、 DOS シェルからコマンドプロンプトを実行したとき、 
COMMAND.COM が見つからないか、または MS-DOS の別のバージョンの COMMAND.COM を 
実行しようとした場合に表示されます。 

▽MS-DOS を起動したときと同じシステムディスクをカレントドライブに挿入するか、 MS-DOS 
を起動したドライブをカレントドライブにして、どれかのキーを押してください。 
CONFIG.SYS の SHELL コマンドで、 COMM AND.COM の再ロー ドのパスをドライブ名やパス名 
も含めて正確に指定しておくのもよいでしょう。 


無効な機能です. デバイス エラー 

▼表示されたデバイスに対して、デバイスドライバが正しくないコマンドを送りました。 

V「デバイスエラーメッセージの対処」を参照してください。 

無効な時刻の指定です. 一般エラー 

▼TIME コマンドで指定した時刻の書式がちがいます。 

▽正いゝ書式で時刻を指定してください。 


無効なドライブの指定です. ァバイスエラー 

▼何も接続されていないドライブを指定しました。 

▽ドライブ名を確認してもう一度操作してください。 


無効なパスです. D0S シェル エラー 

▼指定されたパス名が正しくありません。 

▽パスの指定、特にデイレクトリ名やファイル名が正しいかどうかを確認してください。 


無効なパスの指定です. 


DOS シェルェラー 
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▼指定したパスのデイレクトリやファイルがありません。 

▽ドライブ名、ファイル名、ディレクトリ名を正しく指定しているかどうか確認してください。 
パス名はドライブ名とコロン （ ： ） を含め、半角 （1 バイト文字）66文字、または全角 （2 バ 
イト文字）33文字以内でなければなりません。 


無効なパラメータです. デバイスエラー 

▼表示されたデバイスに対して、デバイスドライバが正しくないコマンドを送りました。 

V 「デバイス エラーメッセージの 対処」を参照してください。 

無効な日付の指定です. 一般 エラー 

▼ DATE コマンドで指定した日付の書式がちがいます。 

▽正しい書式で日付を指定してください。 

無効な ユニッ トです. デバイス エラー 

▼表示されたデバイスに対して、デバイスドライバが正しくないコマンドを送りました。 

V 「デバイスエラーメッセージの対処」を参照してください。 

メモリアロケーシヨンエラーです. 一般エラー 

▼ディスク中の MS - DOS のシステムファイルに問題があります。または、不良なコマンドを実行 
しました。アプリケーションプログラム自体に問題がある場合もあります。 

▽ MS - DOS が不安定な状態になっていますので、実行させているコマンドやアプリケーションが 
あれば直ちに終了してください。その後、 MS - DOS をインストールし直して、システムを復元 
してください。 

これでもメッセージが表示される場合は、アプリケーションプログラムに問題があると思わ 
れます。開発元や発売元にお問い合わせください。 

メモリが足りません.操作を完了できません. DOS シェルエラー 

▼空きメモリの容量が不足して、操作を途中で中断したときに表示されます。 

▽不必要な常駐プログラムやデバイスドライバをメモリから取り外して、再度 DOS シヱルを実 
行してください。 

や〜ら行 

読み取りができません • デバイスエラー 

▼表示されたデバイス（多くはディスクドライブ）でデータを読み書きできません。 

▽ディスクが正しく挿入されているかどうかを確かめて®キーを押します。それでも同じメッ 
セージが表示されるようなら®キーを押します。「デバイスエラーメッセージの対処」を参照 
してください。 

ラベルが見つかりません. 一般 エラー 

▼バッチファイル中の GOTO コマンドで指定したラベルが、そのバッチファイル中に存在しません。 
▽バッチファイル中の GOTO コマンドのラベル名と、ジャンプ先のラベル名を確:認してください。 

ロック違反です. デバイスエラー 

▼ネットワークドライブなどで、他のプログラムで使用されているファイルをアクセスしよう 
としました。 


▽® キーを押すか、しばらくしてから EI キーを押します。 

「デバイ スエラーメッセージの 対処」を参照してください。 
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■ DOSy ェルのエラー対処方法 

ここでは、 DOS シェルのェラーメッセージが表示された場合の操作方法につ t ゝて説明します。 
ェラーメッセージの原因や対策については、「ェラーメッセージー•覧」を参照してください。 

DOS シェルのエラーメッセージの形式 

DOS シェルが表示するエラーメッセージは、次のような形式になっています。 



〈エラーメツセージ本体〉 

エラー メツ セージの 本体で、起きている エラーを 簡潔に説明しています。 

〈デバイス名〉 

エラーが起きた装置名です。ドライブ名、デバイスファイル名などが表示されます。 

〈次の操作の選択肢〉 

次にとり得る操作の選択肢が、表示されます（表示されないこともあります)。いずれかが反 
転表示されているので、 cni ] キーで反転表示を動かすか、マウスでクリックして選びます。 


[0 K ]、 [キャンセル]、[ヘルプ]などのボタン 

これらは「コマンドボタン」といい、この後の処理をどうしたらよいかを指示するためのボ 
タンです。その前に選択肢があればまずそのどれかを選んでおいて、いずれかのボタンを選 
びます。それぞれのボタンの意味は次の通りです。 

[0 K ]. 表示されている警告や選択肢を読み、意味を了解してそれに同意するときに選択 

します。そのときに選ばれている選択肢を実行するよう DOS シヱルに知らせます。 
[キャンセル]••.警告やエラーが表示されたので、その原因となった操作を取りやめるときに選択 
します。 DOS シエルは指定された操作を取りやめてダイアログボックスを閉じます。 
[はい]……実行したコマンドや操作を指定通りに実行します。 

[いいえ] . 実行したコマンドや操作を指定通りに実行しないで、ダイアログボックスを閉じ 

ます。 

[閉じる] . 表示されているメッセージを読んだ後にダイアログボックスを閉じます。 

[ヘルプ]……その警告やエラーが意味するところがわからないときに、より詳しい情報を表示 
させます。 


マウスでは、選びたいボタンをクリックします。キーボードでは、@キーを押すとボタン間 
をカーソルが移動しますから、希望のボタンにカーソルが移ったところで g ) キー（またはス 
ペースキー）を押します。また、カーソルがどの位置にあっても@キーを押すと[キャンセル] 
ボタンを選ぶことができます。 
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不足ファイルがあるときは 

MS - DOS が正常にインストールされていれば、 DOS シェルで使用するファイルは、すべて固定 
ディスクにあるはずです。にも関わらずファイルが不足している旨のメッセージが表示された 
場合は、何らかの理由でそのファイルを削除してしまっている可能性があります。もう一度、 
MS-DOS 6.2 をインストールし直してください。 MS - DOS をインストールする方法については、別 
冊の 『 MS-DOS 6.2 インストールガイド』を参照してください。 


I デノ（イス エラーメッセージの 対処 


ディスクドライブやプリンタ、ディスプレイなどの周辺装置（デバイス）に対してデータを 
読み書きしたとき障害が発生すると表示されるメッセージを「デバイスエラーメッセージ」と 
呼びます。 

「デバイスエラーメッセージ」は、次のような形式で表示されます。 

〈エラーのタイプ〉〈読取中/書込中〉くデバイス名〉 

中止 <A〉 ，再試行 〈R > ，無視<1>，失敗 〈 F > ? 

たとえば、フロッピィディスクが入っていないドライブを指定して DIR コマンドを実行すると 
次のように表示されます。 


A：¥>dir b ： 

ができ又いま J •ん画み取り中ドライブ B 


雜匕: V ぅ - W >, 


く エラーの タイプ〉 

起きて いるエラーの 簡潔な説明です。 エラーメッセージの 本体です。 

〈読取中/書込中〉 

〈デバイス名〉の装置を読み取り中または、書き込み中にエラーのどちらでエラーが発生し 
たかが表示されます。 

くデバイス名〉 

エラーが 起きた装置名です。ドライブ名、デバイスファイル名などが表示されます。 


中止 <A > ，再試行 < R> ，無視〈1>，失敗 〈F> ? 

この後の処理をどうしたらよいかをたずねています。 ®@ XD ( E のいずれかのキー(半角英 
文字1字、大文字小文字問わず）を入力して、この後の処理を指示します（これら以外の文字 
は受けつけられません)。それぞれの文字の意味は次の通りです。 

A (Abort) …しようとしていた処理もその後の処理もすベて中止し、そのまま MS-DOS に戻る。 

R (Retry) .••もう一度処理を試みる。 

I (Ignore) .•.エラーを無視して次の処理に進む（正常であるように見せる）。 

F (Failure) …エラーとして処理する。 


付録 A 
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翁 一般的な対処法 

デバイスエラーメッセージが表示されたときには、一般的には次のような手順で対応します。 

① まずメッセージを読んで、何がエラーの原因かを考えます。 

たいていの場合は、ちょっとした操作ミスが原因です。たとえば、「ドライブの準備ができ 
ていません」の原因は、フロッピィディスクをセットし忘れていたとか、ドライブの蓋を 
きちんと閉めていなかったなどでしょう。「書き込み禁止です」の場合は、フロッピィディ 
スクのライトプロテクトノッチが書き込み禁止になっていた （3.5 インチフロッピィディス 
クの場合）などです。 

② 原因に応じた正しい処置をします。 

いったんディスクを抜いてライトプロテクトを解除するとか、別の新しいディスクを入れ 
る、プリンタに紙を補給するなどです。 

③ エラーの 原因を取り除いて キーを 押してみてください。 

回復の望みがあれば、まず®キーを入力してみます。エラーの原因が軽ければ、1〜数回 
® キーを押すとそのまま処理を続行できることがあります。 


フロッピィディスクが原因でエラーが発生した場合は、必ずエラーが発生したときと同じデ 
ィスクのままで R ( Retry ) を選択してくださし、。他のディスクに差し替えて R を選択すると、 
そのディスクが破壊される恐れがあります。ディスクが差し替えられたことを MS - DOS が検知 
できずに、そのまま前のディスクの情報を書き込もうとするかもしれないからです。 



④ ® キーでもくり返し:！:ラ_メッセージが出るようであれば、処理を中止します。 

ほとんどの場合は®キーを押すと MS - DOS のプロンプト表示状態に戻りますから、じっく 
りと原因と対策を考えます。 

® キーは、エラーが発生したときに実行中だった処理を中断させるわけですから、処理結 
果は保証されません。 

©キーは、バッチ処理のように続けていろいろな処理をしているとき、エラーが発生した 
処理は無視してでも次の処理を行いたければ選択します。 


■ディスクやファイルが異常な場合 


たとえばファイルの読み書き中にエラーが発生すると、デバイスエラーメ ッ セージが表示さ 
れます。何度か®キーを押しても続行できなければ、いくつかのファイルは使用できなくなっ 
ていたり、ディスクそのものが不良になっている可能性が非常に高いと考えられます。 


⑩ スキップセクタ 

MS - DOS は、「セクタ」という細かい区画に分けてディスクを管理しています。ディスクをこ 
のセクタに分けることも、じつはディスクの初期化の大きな役割なのです。 

セクタに何らかの異常が発生すると、そのセクタに記録ができなくなります。この部分を 
「スキップセクタ」と呼んでいます。 

セクタ異常が発生する原因は次のようなものです。以降、このような事故がないように注意 
しましよラ。 

.フロッピィディスクに何か液体をこぼしてしまった 
• 固定ディスクを運搬中に強い衝撃を与えてしまった 
• 停電や不注意で固定ディスクの電源が急に切断されてしまった 
•磁石あるいは強い磁気を発生する何かのそばに保管していた 
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_ 異常からの復旧 

ディ スクのスキップセクタは、ファイルを読み書きするときに発生する デバイスエラー メッ 
セージによって発見されることが ほとんどです。 きのうまで正常に読み書きできていた ディス 
クなのに、突然「データ エラーです ■」という メッセージが 出たら、それは ほとんどの 場合 スキ 
ップセクタが発生して ディスク が正常に読み書きできなくなったことを示します。 

たまたまファイルの記録に使っていた部分がスキップセクタになると、それがファイルの 一 
部であっても、 MS - DOS はそのファイル全体に対してアクセスできなくなります。 

ディスクの読み取り中にエラーが発見された場合には、どのファイルに問題があるかを突き 
止めるとともに他の正常なファイルを別の安全なディスクに コピーし ます。 COPY コマン ドなど 
で、問題のディスク上のファイルをひとつずつ、他のディスクに コピーして ください。 コピー 
中に再びエラーが発生したファイルが問題のファイルです。 


A：¥>dir b ： 


準傅ができてらいません.轄み珣り中ドライブ B 
中止く A >， もつ一度く R >， 失敢く F >? 


このようなバックアップのときは、エラーを無視してもコピーする必要がありますから 、 fFI 
キーを押して他の ファ イルのコピーを続けます。 

|参「考 "] 一度データエラーなどの問題が起きたディスクはすぐ捨てずに、もう一度初期化（フォーマ 

^ _ lj ット）し直してみることをお勧めします。磁石（磁気）によるダメージなら、初期化し直すだ 

けで問題なく回復します。初期化し直してもまたエラーを起こすようであれば、そのディスク 
は使用せずに破棄した方がよ t ゝでしょう。 


他のファイルを別のディスクに退避したら、 SCANDISK コマンドで回復させてください 
SCANDISK コマンドについては、本書の「発展編 5.3 ディスクを調べる 一 SCANDISK コマ 
ンドー」を参照してください。 
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腦 B 目的別索引 


ここでは、目的に応じて本書のどこを参照したらよいかを示します。 

参照箇所の最初の記号は、次の通りです。該当する編の中を参照してください。 

基：基本操作編 発：発展編 

日：日本語入力編 環：環境設定編 

■ MS - DOS の規則関連 

•ファイル名の規約 

基 2 . 1.1 ファイル名のルール 

•ワイルドカード（複数のファイルを指定する便利な方法） 

基 2.4.7 ファイルを検索する（使うと便利なワイルドカード） 

•階層ディレクトリ構造 

基 2.3.1 ディレクトリとは 

•パス名 

環1丄2 「パス名」とは何だろう 

■ディスク 関連 

_フロッピィディスクを使いたい 

基 2.2.3 フロッピィディスクを初期化する 

発 5.1 フロッピィディスクを使用可能に（初期化）する 一 FORMAT コマンドー 

•固定ディスクを使いたい 

環 2.8.2 固定ディスクの初期化 
•故障に備えてディスクの予備をとりたい（バックアップ） 

発第1章ファイルをバックアップ/復兀する 一 Arcada Backup — 

•ディスクをまるごと コピーしたい 

発 5.2 ディスクをまるごとコピーする 一 DISKCOPY コマンドー 

•ディスクの空き領域を増やしたい 

発第2章ディスクの空き領域を増やす 一 DoubleSpace — 

•ディスクの状態をチヱックしたい 

発 5.3 ディスクを調べる 一 SCANDISK コマンドー 

•ファイルの読み書きが遅くなった 

発 5.4 ディスクを最適化する 一 DEFRAG コマンドと SMARTDrive — 

•ドライブを変更（指定）したい 

基 2.2.2 カレントドライブを変更する 
基 3.2.4 カレントドライブを変更する 

■2 ァイルとディレクトリ 

•ディレクトリを変更したい 

基 2.3.2 カレントディレクトリを変更する 
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基 3.3.6 カレントディレクトリを変更する 一 CHDIR ( CD ) コマンドー 
籲ディレクトリを作成したい 

基 2.3.4 ディレクトリをつくる 

基 3.3.5 ディレクトリをつくる 一 MKDIR ( MD ) コマンドー 
•ディレクトリ名を変更したい 

基 2.3.5 ディレクトリ名を変更する 
•ディレクトリを削除したい 

基 2.3.6 ディレクトリを削除する 

基 3.3.7 ディレクトリを削除する 一 RMDIR ( RD ) コマンドー 
•ディレクトリの内容を表示したい 

基 2.4.1 ファイルー覧を表示する 
基 3.2.1 DIR コマンドで表示される内容 
♦ファイルの内容を表示したい 

基 2.4.2 ファイルの内容を表示する 
•長 t ゝファイルを1画面分ずつ表示したい 

基 2.4.2 ファイルの 内容を表示す る 
•ファイルをコピーしたい 

基 2.4.3 ファイルを コピーす る 
基 3.3.1 ファイルを コピーす る 一 COPY コマンドー 
_ファイルを移動したい 

基 2.4.4 ファイルを移動する 
•ファイル名を変更したい 

基 2.4.5 ファイル名を変更する 
基 3.3.4 ファイル名を変更する 一 REN コマンドー 
籲ファイルを削除したい 

基 2.4.6 ファイルを削除する 
基 3.3.3 ファイルを削除する 一 DEL コマンドー 
籲削除したファイルを復元したい 

発 5.5 削除したファイルを復元する 一 UNDELETE コマンドー 
•ファイルを検索したい 

基 2.4.7 ファイルを検索する 
•複数のファイルをまとめて選択したい 

基 2.4.9 ファイルをまとめてあつかう 



■バッチファイル関係 

#ノ くッチファイルとは 

環1.1 .6 バッチファイルの作成と実行 
•バッチファイルを作成/変更したい 

環 1 . 1.6 バッチファイルの作成と実行 
•バッチファイルを実行/中止したい 

環1.1 .6 バッチファイルの作成と実行 
籲 AUTOEXEC.BAT ファイルとは 

環 1.1.1 AUTOEXEC.BAT とは 
•環境変数を設定したい 

環 1.1.5 環境変数の設定と解除 
♦コマン ド検索パスを設定したい 

環 1.1.4 コマンド検索パスの指定 
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■いろいろな周辺装置とデバイスドライバ 

癱 CONFIG.SYS フアイルとは 

環 1.2.2 CONFIG.SYS とは何か 
•デバイスドライバを登録する 

環 1.2.5 CUSTOM コマンドの使い方 
• メモリを増設したい 

環 2.2 メモリを使う 

•空きメモリを増やしたい 

発第3章空きメモリを増やす 一 MemMaker — 

•日本語入力機能を使いたい 

環 2.3 日本語入力機能を使う 

•プリンタを使いたい 

環 2.4 プリンタを使う 
•固定ディスクキャッシュドライバを使いたい 
環 2.5 SMARTDrive を使うには 
_RAM ディスクを使いたい 

環 2.6 RAM ディスクを使うには 
•DPMI を使いたい 

環 2.7 DPMI を使うには 

籲固定ディスクを使いたい 

環 2.8 固定ディスクを使う 

•ディスクドライブを増設したい 

環 2.11 ディスクドライブを増設するには 
•マウスを使いたい 

環 2.12.1 マウスを使うには 
•RS-232C インタフ ェースを 使いたい 

環 2.12.2 RS-232C インタフェースを使うには 
籲グラフィック機能を使いたい 

環 2.12.3 グラフィック機能、フォント橾作機能を使うには 
•フォントを使いたい 

環 2.12.3 グラフィック機能、フォント橾作機能を使うには 


■アプリ ケーシ ヨ 上関連 

_複数のアプリケーションを切り替えて使いたい 

基 4.1 複数のアプリケーションの起動 


■その他 

#文章を書きたい 

基第5章スクリーンエディタ 
#テキストファイルを編集したい 

発第5章スクリーンエディタ 
•日本語を入力したい 

日本語入力編 

#コマンドの説明を読みたい 

基第6章コマンドの説明はヘルプで 
#ウイルスのチェックをしたい 

発第4章コンピュータウイルスの検出ーウイルスバスター 98— 

発 5.6.2 Windows のウイルス検出コマンドを使う 一WVB98 コマンドー 
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用語集 


用語は、英数字はアルファベット順に、その他は読みのあいうえお順に並べてあります。 

本文中の「■-半角文字」のような表記は、用語集の中で関係する事項が解説されている箇所を示してい 
ます 

アからの命令を解析したり、メモリやディスクな 
どの周辺装置を制御したりします。 


英数字 


#1 バイトコード 文字、 2 バイトコード 文字、 2 バ 
イ ト半角文字 

コンピュータでは、すべての文字が「文字コー 
ド」に変換され、数値で処理されます。「1バイト 
コード文字」は、丨バイトで表わされる文字のこと 
です。キーボードからふつうに入力した英数字文 
字が、1バイトコード文字です。 

「2バイトコード文字」は、2バイトで表わされ 
る文字です。漢字やひらがなは、2バイトコード文 
字です。 

「2バイト半角文字」については、「半角文字」 
の項を参照してください。 

—半角文字、全角文字 
•8086 系 

8086とそれを改良.発展させた CPU を総称した 
ものです。 

•AI かな漢字変換 

コンピュータで日本語を入力するための、日本 
語入力機能のひとつです。これを利用する場合は、 
CONFIG . SYS 、 または ADDDRV つマンドで AI かな 
漢字変換ドライバを組み込みます。 

•AUTOEXEC.BAT 

MS-DOS の起動時に自動的に実行される、特別 
なバッチファイルです。 

•CONFIG.SYS 

MS - DOS の起動時に自動的に参照される、環境 
設定用の特別なファイルのことです。デバイスド 
ライバなどをこの CONFIG . SYS で組み込みます。 

#CPU (Central Processing Unit の略） 

コン ピ 1ータの 中心となる 部分で、 ソフトウェ 


•DPMI (DOS Protected Mode Interface の略） 

i386 以上の CPU が持つ保護仮想アドレスモード 
を利用し、複数のアプリケーションが 1 M バイトよ 
り高位のアドレスにあるメモリを利用できるよう 
にするためのメモリ利用規格です。 

#EMB (Extended Memory Block の略） 

拡張メモリのうち、 XMS ドライノ くで確保された 
メモリから HMA を除 t 、た部分を指します。 

—HMA 

•EMS (Expanded Memory Specification の略） 
MS-DOS から使用できるコンピュータのメモリ 
容量を増やすための一方式です。 

i386 以上の CPU を搭載したコンピュータは、 
XMS メモリに割り当てられたメモリを EMS メモリ 
として使う EMM386.EXE (仮想 8086 モード用 EMS 
ドライバ）を使用します0 

— XMS 、 拡張メモリ 

•FEP (Front End Processor の略） 

もっともユーザに近い側で特別な処理をするプ 
ログラムの呼び方です。 

日本語を入力するのにどうしても必要な「かな 
漢字変換」処理をするための、日本語入力機能を 
一般に日本語 FEP と呼んでいます。 

—がな漢字変換ドライバ 

•HMA (High Memory Area の略） 

XMS メモリのうちの、最初の約 6 4 K バイトの領 
域で、拡張メモリが 1M バイト以上あって CPU が 
80286 以上の機種で、 XMS ドライバを組み込んた 
ときに使えるようになります。「ハイメモリ領域」 
ともいいます。 

—XMS 、 拡張メモリ 


付録 C 
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•HIMEM.SYS 

XMS ドライバのファイル名です。 

—XMS 

❿ RAM (Random Access Memory の略 ）、 RAM 
ディスク、 RAM ドライブ 

コンピュータの部品のひとつで、データやプロ 
グラムなどを記録しておく部分です。 RAM には自 
由に情報を読み書きすることができますが、一般 
に電源が切れるとその内容は消えてしまいます。 

「 RAM ディスク」は、 RAM の一部をディスクド 
ライブと同じように使えるようにしたものです。 
「 RAM ドライブ」は、 RAM ディスクを発展させた 
もので、よりフロッピィディスクなどと同じよう 
に利用できる機能です。 

— ROM 、 メモリ 

•ROM (Read Only Memory の略） 

コンピュータの部品のひとつで、データやプロ 
グラムなどを記録しておく部分です。 RAM とのち 
がいは、あらかじめ情報が書き込まれて出荷され 
ていること、読み出し専用で書き込みができない 
こと、電源を切っても記憶内容がなくならないこ 
と、などです。 

— RAM 、 メモリ 

•RS-232C インタフェース 

コンピュータと外部装置をつなぐ通信のための 
インタフェースの規格名です。おもにコンピュー 
夕同士のデータ交換（パソコン通信など）に使わ 
れています。転送速度は、 BPS という単位で表さ 
れ、数値が大きいほど高速であることを示してい 
ます。 

•SASI (Shugart Associates System Interface 
の略 ）、 SCSI (Small Computer System Interface 
の略） 

いずれも、コンピュータと外部装置（特に固定 
ディスク装置）を接続するインタフヱースの規格 
名です。 

SCSI は、固定ディスクのインタフェースや CD - 
ROM 、 光ディスク、イメー ジスキャナなどの入出 
力装置が接続できる汎用インタフヱースです。 

•SMARTDrive 
―固定ディスクキャッシュ 

•UMB (Upper Memory Block の略） 

コンベンショナルメモリのうち、 640 K バイト以 
上 1 M バイト以下の間の名称です。この領域は本来、 
画面表示用のメモリ（グラフィック RAM ) や EMS 


のページフレームなど、システムが専用に使うこ 
とになっています。1386以上の CPU の機能を使う 
と、システム専用の隙間をぬって、 MS - DOS 自身 
やデバイスドライバをここに読み込ませることが 
可能です。 

— CPU 、 EMB 、 EMS 、 XMS 、 拡張ファイル、シス 
テムファイル、ページフレーム 

•XMS (extended Memory Specification の略） 
MS - DOS から使用できるコンピュータのメモリ 
容量を増やすための一方式です。 XMS メモリは、 
本来ならば MS - DOS の管理外にあたる 1 M バイトよ 
り高位に増設されたメモリ（拡張メモリ）を利用 
し、 CONFIG . SYS で XMS ドライバ ( HIMEM . SYS ) 
を組み込んで使用できるようにします。 

XMS メモリが EMS メモリと異なる点は、ページ 
フレームなどのような機構を設けないで CPU が直 
接 1 M バイト以上のメモリにアクセスする点です。 
したがって、 1 M バイト以上のメモリにアクセスで 
きる機能を持つ80286以上の CPU でなければ 、 XMS 
メモリは使用できません。 

— EMB 、 EMS 、 HMA 、拡張メモリ、ページフレーム 
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籲ァイコン 

アプリケーシヨンの機能やファイルの内容を、 
絵柄で表現したものです。 

春ァーカイブ属性 

MS - DOS 上のファイルやデイレクトリが持って 
いるファイル属性のひとつで、ファイルを変更し 
たり新しく作成したりするとファイルに付加され 
る印です。 

• アクセス（読み書き） 

情報のやりとりをすることを指す言葉で、特に 
コンピュータと周辺装置の間で、データのやりと 
りをすることを表わします。たとえばディスクを 
読み書きすれば「ディスクへのアクセス」、メモリ 
を読み書きすれば「メモリをァクセスする」など 
と使います。 

_アスキーファイル 

—テキストファイル 
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•アプリケーション 

ある特定の仕事をするために開発されたソフト 
ウェアのことで、ワードプロセッサや表計算、ゲ 
一厶などのソフトウェアは、すべてアプリケーシ 
ョンです。「アプリケーションソフト」ともいいま 
す。「プログラム」と同義で使うこともあります。 

•インストール 

コンピュータのシステム構成に合わせてソフト 
ウェアを組み込む作業ことです。たとえば、フロ 
ッピィディスクで運用するのか、固定ディスクで 
運用するのか、どのようなプリンタを接続してい 
るかなどを設定し、必要なデバイスドライバを組 
み込む作業を指します。 

_インタフェース 

ソフトウェアとハードウェア、異なる種類のハ 
ードウェア同士など、互いに性質が異なるものを 
つなぐ接点となる境界部分の総称です。 

たとえば、「プリンタインタフェース」とは、コ 
ンピュータ本体とプリンタをつなぐ回路やコネク 
夕などと、プリンタを制御するプログラムを指し 
ます。 

_ェディタ 

ファィルの内容を編集（内容を追加、変更、削 
除すること）する道具となるソフトウヱアです。 

本バージョンの MS - DOS には、行単位の編集が 
できる “ EDLIN ” の他に、画面全体で編集できる 
スクリーンェディタである “ SEDIT ” が添付され 
ています。 

•親ディレクトリ 

階層ディレクトリ構造で、あるディレクトリの1 
階層上のディレクトリのことです。 MS - DOS では、 
カレントディレクトリの親ディレクトリを“..”で 
表わすことができます。 

■-階層ディレクトリ構造 
❿ オンラインヘルプ 

何かを実行中に、その操作方法などを説明した 
ヘルプメッセージを、その場で画面に表示する機 
能です。 

本バージョンの DOS シェルでは、オンラインへ 
ルプ機能によって操作方法や機能の意味や特徴な 
どのさまざまな情報を画面に表示できます。 

コマンドプロンプトからは、“/?”スイッチを 
指定すればすべてのコマンドのヘルプ画面を表示 
できます。また、 HELP コマンドを使うと、目次か 
ら目的のコマンドを選んで各コマンドのヘルプ画 
面を表示できます。 
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•階層ディレクトリ構造 

ファイルを整理して登録、管理するための工夫 
のひとつで、ディレクトリを複数持つことによ っ 
て、ファイルを分類して管理することができます。 

MS - DOS では、複数のディレクトリがビルのよ 
うな階層を形成します。このため、こうしたディ 
レクトリ構造を「階層ディレクトリ構造」といい 
ます。「ツリー構造」ということもあります。 

—ディレクトリ 
#外部コマンド 

ふだんはプログラムファイルの形でディスクに 
収められており、必要に応じてメモリに読み込ま 
れて実行されるコマンドです。外部コマンドのプ 
ログラムファイルには、 “ COM ” “ EXE ” などの拡 
張子がっいています。 

—拡張子、内部コマンド 
❿隠しファイル属性 

MS - DOS 上のファイルやディレクトリが持って 
いるファイル属性のひとつで、 ATTRIB コマンドで 
設定/解除します。 

隠しファイル属性が設定されているファイルは、 
DIR コマンドでは “/ AH ” スイッチを指定しない 
限り表示できません。また、 DEL コマンドでは削 
除できません。 

•拡張子 

ファイル名の一部で、ファイル名に拡張子をつ 
けるには、ファイル名本体と拡張子の間をピリオ 
ド （•） で区切ります。おもにファイルの種類を判 
別するために使用します。 

_拡張メモリ 

アドレス 1 M バイトよりも高位にあるメモリの総 
称で、 MS - DOS の本来の機能ではアクセスできま 
せん。 CONFIG . SYS で XMS ドライバや EMS ドライ 
パを組み込んで初めて使えるようになります。 

_仮想8086モード (virtual 86 mode ) 

i 386 以上の CPU でプロテクトモード動作時に、 
仮想的に 8086 CPU の命令を実行するモードのこと 
です。保護仮想アドレスモードにおいて、8086用 
のプログラムをひとつのタスクとして実行できる 
ため、マルチタスク動作が可能になります。 
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•かな漢字変換、かな漢字変換ドライバ 
コンピュータで日本語を入力するときに、キー 
ボードからローマ字やカナ文字で入力した読みを 
漢字に変換する動作をいいます。また、そのよう 
な機能を持ったデバイスドライバをかな漢字変換 
ドライバといいます。 

•カレント 

操作の対象になっているものを指す用語で、デ 
ィレクトリの階層構造の中でディレクトリの移動 
によってたどり着いた現在のディレクトリを「力 
レントディレクトリ」、複数あるドライブのうちで 
現在のドライブを「カレントドライブ」などとい 
います。 

籲間接入力 

日本語処理で、まず画面の下方で読みの入力や 
変換を行った後、画面上のカーソル位置に確定し 
た文字を移す方法です。 

4直接入力 
•関連づけ 

データファイルの拡張子に着目して、ある特定 
の拡張子とアプリケーションとを結びつける動作 
を指します。関連づけを行ったデータファイルを 
DOS シヱルで選択すると、関連づけられているア 
プリケーションがまず起動され、そのデータファ 
イルがオープンされます。 

•記憶密度 

フロッピィディスクなどの記憶容量を決める要 
素のひとつで、単密度 （ D )、 倍密度 （ DD )、 高密 
度 （ HD ) などの種類があります。フロッピィディ 
スクの記憶容量は、記憶密度とディスクサイズ 
(3.5 インチ、5インチなど）と記憶形態（片面、両 
面など）で決定されます。 

•キャッシュ、キャッシュメモリ 
—固定ディスクキャッシュ 

⑩クリック 

マウスのボタンを1回だけ短く押す操作で、ボイ 
ントしているものを選択するような場合に使いま 
す。 

_固定ディスク 

ディスク装置の1種で、磁性体を付着させた堅い 
円盤にデータを記録します。フロッピィディスク 
のようにディスクを交換できないのでこう呼ばれ 
ます。固定ディスクはフロッピィディスクよりも 
高速に読み書きでき、かつ多くの情報を蓄えるこ 
とができます。「ハードディスク」とも呼ばれます。 


❿固定ディスクキャッシュ 
固定ディスクに対する読み書きを高速化する仕 
組みです。本 バージョンの MS - DOS では 
「 SMARTDrive 」 という名前の固定ディスクキャッ 
シュが添付されています。 

—XMS 

#コマンド検索パス 

MS - DOS がコマンドを捜すディレクトリをあら 
かじめ指定したもので、コマンド検索パスは、 
PATH コマンドで設定します。 

⑩コマンドプロセッサ 

MS - DOS で、入力されたコマンドを解釈して、 
求められたコマンドを実行する機能を持つソフト 
ウェアです。 MS - DOS の標準のコマンドプロセッ 
サは “ COMMAND . COM ” です。 

籲コマンドプロンプト 

MS - DOS のコマンドを直接実行するときに、 MS - 
DOS がコマンドを待っていることを示す印です。 
「 A :¥>」 のような形をしていて、カレントドライ 
ブとカレントディレクトリ示す文字列と「>」記号 
でできています。 

籲コンベンショナルメモリ 
MS - DOS が管理できる範囲のメモリで、通常〇〜 
640 K バイトまでの範囲のメモリを指します。 
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_サブディレクトリ 

あるディレクトリの下に作成されたディレクト 
リで、ファイルを整理して管理するために用い、 
目的に応じてユーザがつくることができます。 

— ディレクトリ 
•辞書ファイル 

日本語処理に必要な漢字や熟語などの語句を収 
めたファイルです。かな漢字変換機能は、この辞 
書を用いながら入力された読みがなを漢字に変換 
します。 

かな漢字変換機能 
_システム属性 

MS - DOS 上のファイルやデイレクトリが持って 
いるファイル属性のひとつです。システムにとっ 
て不可欠なファイルであることを示します。 
ATTRIB コマンドで設定/解除します。システムフ 
ァイル属性が設定されているファイルは、 DIR コ 
マンドでは “/ AS ” スイッチを指定しない限り表 
示できません。また、 DEL コマンドでは削除でき 
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ません。 

❿システムフアイル 

MS - DOS の中核となるファイルです。 MS - DOS の 
システムファイルは “ IO . SYS ” “ MSDOS . SYS ” の2 
つです。 MS - DOS を起動するためには、さらに 
“ COMMAND . COM ” が必要です。 

❿システム構築ファイル 
MS - DOS の起動時に、デバイスドライバを組み 
込んだり、動作環境を設定したりするファイルで 
す。ファイル名は “ CONFIG . SYS ” に決まってい 
ます。 

•実行可能ファイル 

MS - DOS で実行できるファイルで、ファイル名 
を入力する（拡張子は省略できます）だけで実行で 
きます。 MS - DOS の実行可能ファイルは、拡張子 
が “ COM ” “ EXE ” “ BAT ” でなければなりません。 

•周辺装置、周辺機器 

コンピュータ本体以外の装置のことで、「デバイ 
ス」ともいいます。具体的には、プリンタやディ 
スクドライブ、ディスプレイなどを指します。 

•初期化 

フロッピィディスクや固定ディスクなどの、読 
み書き可能な外部記憶媒体をデータが保管できる 
状態にすることです。ディスクを初期化すると、 
内容が消えてしまいます。 

籲書式 

命令などの書き表わし方に関する規則で、コマ 
ンドごとに書式が決まっています。 

♦ショートカットキー 

DOS シヱルで、ごく簡単な操作で何らかの機能 
を実行するためのキーの組み合わせです。たとえ 
ば ㈣ +网キ—で DOS シェルを終了できます。 

# スクロール（バー、ボックス、 矢印） 

ウィンドウ内の表示内容を順次表示する方法で、 
画面に表示しきれなかった部分を、次々に画面に 
表示することができます。 

DOS シェルでは、ウィンドウ内に表示できない 
部分があると、 「スクロール バー」と呼ばれるもの 
が同時に表示されます。 スクロール バー内には 
「スクロールボックス」 と 「スクロール矢印」 があ 
り、これらを使うことによってウィンドウ内の表 
示を スクロールさせる ことができます。 

籲全角文字 

漢字やひらがななど、通常入力できる英数字文 
字（半角文字）の倍の幅で表示される文字で、全 


角文字はすべて2バイトコード文字です。 

—半角文字、2バイトコード文字 

⑩セン ト ロニクスインタ フエー ス (Centronics 
Interface) 

コンピュータとプリンタを接続するためのイン 
タフヱース規格です。 

PC - 9800シリーズで利用できるセントロニクスイ 
ンタフェースには 2 種類あり、それぞれ簡易セント 
ロニクスとフルセントロニクスと呼ばれます。前 
者はセントロニクス準拠とも呼ばれ、本体とプリ 
ンタ間の信号を簡素化しています。一方後者は、 
簡易セントロニクスに比べ、プリンタの状態をよ 
り詳細にチヱックすることができます。 
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•タイトルバー 

DOS シヱルの最上部にある水平の棒で、 「 MS - 
DOS Shell 」 と表示されています。 

•タスク 

コンピュータ上で実行しているひとつひとつの 
プログラム（アプリケーション）のことです。 

本バージョンの DOS シェルでは、複数のアプリ 
ケーションを動作させることができます。このひ 
とつひとつがタスクにあたり、タスクを切り替え 
て使用することを「タスクスイッチ」、動作中の夕 
スクを「アクティブなタスク（またはフォアグラ 
ウンドのタスク）」といいます c 

•-タスク切り替え 
•タスク切り替え 

複数のタスクを実行して、それらを切り替えな 
がら使う方法、またはその機能を指します。 

—タスク 

籲ダブルクリック 

マウスのボタンをすばやく 2回連続して押す操作 
で、ポイントしている特定の操作対象を動作させ 
るような場合に使います。 

—クリック 

參タブ、タブ文字、タブ位置 

「タブ」は、同じ行内で決められた桁位置に力 
ーソルを進めるしくみです。@キーを押すと「夕 
ブ文字」 が 入力され、「タブ位置」まで カーソルが 
進みます。タブ位置は、通常半角換算で8桁ごとに 
設定されています。 


付録 C 
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•直接入力 

日本語処理で、画面上のカーソル位置に読みを 
入力して、そこで変換/確定する方法です。 

—間接入力 
•ディップスイッチ 

コンピュータ本体や増設ボードなどで、ハード 
ウェア的にさまざまな設定をするためのスイッチ 
です。小さなスイッチなので、マニュアルでよく 
確認しながら慎重に設定する必要があります。 

•ディレクトリ 

ディスクの中で、ファイルやサブディレクトリ 
をまとめた集合体です。ディスクにはただひとつ 
の「ルートディレクトリ」があり、その下に複数 
のディレクトリを作成してファイルやそのまた下 
位のディレクトリを収めます。すべてのディレク 
トリはルートディレクトリのサブディレクトリで 
あるといえるでしょう。 

•ディレクトリ名 

ディレクトリにつける名前で、ルートディレク 
トリ以外のサブディレクトリには、すべてディレ 
クトリ名が必要です。 

•テキストファイル 

人間が読める文字だけで構成されているファイ 
ルで、文字ファイル、アスキーファイルなどとも 
いいます。 

•デバイス 
4周辺装置 

籲デバイスドライバ 

デバイスを駆動させるためのソフトウェアで、 
MS-DOS を使う上で必要最低限のデバイスドライ 
バは、 MS-DOS のシステムを起動するファイルに 
含まれています。そこに含まれていないデバイス 
ドライバは、起動ドライブの CONFIG.SYS か、ま 
たは ADDDRV コマンドで組み込まなければ使用で 
きません。 

⑩デバイスファイル名 

MS-DOS では、デバイスをファイルとしてあつ 
かうことができるようになっており、それぞれに 
デバイスファイル名が用意されています。デバイ 
スファイル名には、 “AUX” “CON” “PRN” “NUL” 
“CLOCK” があり、これらの名前をディスクファ 
イルのフアイル名に使うことはできません。 


•デフオルト 

•暗黙のうちに設定されている値や選択肢で、特 
に値を指定しなかったときには、その値や選択肢 
が選ばれます。 

•ドライブアイコン 

DOS シェル上で、ディスクドライブを表わすア 
イコンをいいます。 

❿ ドライブ名 

ディスクドライブ1台1台を指定するための名前 
で、 MS-DOS では、ドライブ名をそのドライブを 
表わすアルファベット1文字とコロン （ ： ） で表現 
します。 MS-DOS のほとんどのコマンドでは、ド 
ライブ名の指定を省略するとカレントドライブが 
参照されます。 

籲ドラッグ 

マウスのボタンを押さえたままマウスを動かす 
操作で、ポイントしているものを動かすような場 
合に使います。 


な行 


_内部コマンド 

MS-DOS のプロンプトが表示されていれば、い 
つでも実行することができるコマンドです。これ 
は COMMAND.COM によってサポートされている 
機能のひとつです。 

―外部コマンド 
睿ネットワーク 

コンピュータをケーブル（線）でつないでグル 
ープ化して、ディスクやプリンタを共有したり、 
データをやりとりしようとするしくみです。 

ネットワーク上にあって共有されているディス 
クドライブを「ネットワークドライブ」、同じく共 
用のプリンタを「ネットワークプリンタ」といい 
ます。 

參ノーマルモード 

PC-9800 シリーズの コンピュータで、 画面の解像 
度が横 640 ドット X 縱 400 ドットであるような モー 
ド です。1台で ノーマルモー ドと ハイレ ゾリ ューシ 
ョンモー ドの両方に対応した機種もあります。 
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は行 


•バイト 

コンピュータが情報をあつかうときの単位のひ 
とつで、1バイトは8ビットからなります。これは 
ファイルの大きさ、デイスクに記憶 i できるデータの 
量、本体のメモリの量などを表すのに用います。 

数値が非常に大きくなる場合は、1024バイトを 
まとめて 「K (キロ）バイト」、 1024 K バイトをま 
とめて 「M (メガ）バイト」のように表わします。 

—ビット 

•バイナリファイル 

機械にもっとも理解しやすい2進数（バイナリ） 
であるファイルで、内容はプログラムのときもデ 
ータのときもあります。テキストファイルと異な 
り、内容を人間が直接読むことはできません。 

—テキストファイル 
•ハイメモリ領域 

—HMA 

•ハイレゾリューションモード 

PC -9800 シリーズのコンピュータで、画面の解像 
度が横1120ドット X 縦750ドットであるようなモー 
ドで、1台でノーマルモードとハイレゾリューショ 
ンモードの両方に対応した機種もあります。 

癱パス、パス名 

階層ディレクトリ構造で、あるディレクトリか 
ら、ディレクトリのつながりを伝って、他のディ 
レクトリに達するまでの経路をいいます。基点と 
なるディレクトリから目的のディレクトリに達す 
るまでの道順を、途中で通過するディレクトリ名 
を“¥”記号で区切りながら並べます。ルートデ 
ィレクトリを起点とした経路を「絶対パス」、カレ 
ントディレクトリを起点とした経路を「相対パス」 
といいます。 

また、パスを使って目的のファイルやディレク 
トリを指定する名前を「パス名」といいます。 

―階層ディレクトリ構造 


籲バックアップ 

不慮の事故に備えて予備のシステムを作成した 
り、ディスクの内容のコピーをつくること。また 
はそうして作成したディスクのことです。 

翁バックグラウンド 

複数のタスクを処理しているときの、現在アク 


ティブでないタスクの状態をいいます。現在ァク 
ティブなタスクは「フォアグラウンド」であると 
いいます。 

• バッチ処理、バッチファイル 

「バッチ処理」は、複数のコマンドを連続して 
実行する一連の処理のことをいい、「バッチファイ 
ル」は、バッチ処理の手順を記したファイルのこ 
とです。 

バッチファイルの拡張子は、必ず “ BAT ” にし 
ます。 “ AUTOEXEC . BAT ” という名前のバッチフ 
ァイルは、 MS - DOS の起動時に自動的に実行され 
ます。 

•半角文字 

漢字やひらがななどの全角文字に対し、その半 
分の幅で表示される文字で、半角文字には、1文字 
の記憶に1バイトのメモリを必®とする「1バイト 
コード文字」と、2バイトを必要とする「2バイト 
コード文字」があります。 

PC - 9800シリーズには、2バイトコードの半角文 
字 （2 バィト半角文字）もあります。 

—全角文字、1パイトコード文字、2バイトコード 
文字 

• ビット （ BIT=BlnarydigiT の略） 

2進数の】桁で、コンピュータがあつかう情報の 
最小単位です。1ビットで「0」と「1」の、2つの 
状態を表現できます。 

• ファイル、ファイル名 

文書やデータ、プログラムをディスク内に保管 
するときの単位で、大きさと内容の表現は自由で 
す。コンピュータは、ひとつのプログラム、日本 
語ワードプロセッサで作成したひとつの文書、ひ 
とまとまりのデータなどを、それぞれひとつのフ 
ァイルとして取りあつかいます。 

•ファイル名拡張子 
— 拡張子 

♦ファイル属性 

ディスク内のファイルに設定された性質で、 
MS - DOS のファイル属性には「アーカイブ属性」 
「隠しファイル属14」「システム属性」「リードオン 
リー属性」があります。これらのファイル属性は、 
ATTRIB コマンドで設定/解除します。 

鬱フォアグラウンド 

複数のタスクを実行しているときの、現在ァク 
ティブなタスクの状態です。フォアグラウンドで 
ないタスクは「バックグラウンド」であるといい 
ます。 
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•フォーマット 

―初期化 

•プリンタ制御コード 

プリンタに強調印字やグラフィックを印刷させ 
たりするなど、プリンタを制御するための命令で 
す。プリンタ制御コードはメーカーごとに異なつ 
ているため、アプリケーションや 0 S がその制御コ 
ードに対応していなければ印刷させることはでき 
ません。 

鬱プロテクトモード （Protect Mode ) 

80286以上の高機能 CPU の動作モードのひとつ 
で、保護仮想アドレスモードなどとも呼ばれます。 

鮝フロントエンドプロセッサ 

—FEP 

#プロンプト 
—コマンドプロンプト 

蠹ページフレーム 

EMS メモリを使うときに、 1M バイト以下のメモ 
リ内にとられる一定の大きさの領域です。 

•ポイント 

画面上で、これから操作しようとするものの上 
に マウスカーソルを 置く操作です。その後クリッ 
クしたり ダブル クリックしたり、ドラッグしたり 
します。 

—クリック、夕'ブルクリック、ドラッグ 

癱保護仮想アドレスモード 

―プ□テクトモード 
•ボリュームラベル 

ドライブにつける名前で、ドライブやディスク 
を区別するのに使います。 FORMAT コマンドや 
LABEL コマンドで設定します。 


ま行 


•マウス 

コンピュータの周辺装置（入力装置）のひとつ 
です。形がねずみに似ていることからこの名前が 
つきました。 

•マウスカーソル 

DOS シヱルで、画面に表示されているものをマ 
ウスで操作するための目印で、マウスを机上で移 


動させると、画面のマウスカーソルが移動します。 
目的のものをポイントし、クリックするなどして 
目的の操作をします。「マウスカーソル」ともいい 
ます。 

肇メインメモリ 

―コンベンショナルメモリ 

_メモリ 

コンピュータに使われている部品のひとつで、 
データを記憶するのに使います。作業に必要なプ 
ログラムやデータは、いったんメモリに読み込ま 
れてから使用されます。 

部品としてのメモリには 、 「ROM (読み出し専 
用メモリ）」と 「RAM (書き込み可能なメモリ）」 
の2種類がありますが、単に「メモリ」という場合 
には、 RAM のことだけを指している場合がありま 
す。 

— RAM、ROM 


や〜わ行 


#ユーティリティソフトウエア 

ファイル変換プログラムやプリンタ出カプログ 
ラムのように、 OS やプログラミング言語の働きを 
助けるような補助プログラムの総称です。単に 
「ユーティリティ」または「ツール」ともいいま 

す。 

•リードオンリー属性 

MS - DOS 上のファイルやディレクトリが持って 
いるファイル属性のひとつで、この属性を設定し 
たファイルやディレクトリは、読み込むことはで 
きても、消したり変更したりすることはできません。 

リードオンリー属性は、 ATTRIB コマンドで設 
定/解除できます。リードオンリー属性を設定し 
たファイルやディレクトリは削除できません。 

•ルートディレクトリ 

MS - DOS で初期化したすべてのディスクが、最 
初にひとつだけ持っているディレクトリで、階層 
ディレクトリ構造の元となり、“ ¥ ”記号で表わさ 
れます。ルートディレクトリ以外のディレクトリ 
は、すべてサブディレクトリです。 

_ワイルドカード文字 

他の文字に置き替えて表現できるような文字で、 
MS - DOS では、 クエスチョンマーク （？） は任意 
の1文字を、 アスタリスク （*) は0文字以上の任 
意の複数の文字列を表現することができます。 
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索引 


【記号】 


. 55,57,151 

. 49 

. 51,156，157 

18 ， 102 ， 152,168，169 

. 28，136 

. 47,49,226 

. 18 

… • 29,47,56,66，150 
18,41,46,51,57,183 

【数字】 


2DD . 126,127 

2HD . 23,126 ， 127，185 

【A】 

ADDDRV . 157,159,161 ， 166 ， 172 ， 173,177，186 

APPEND . 67 

ASSIGN . 83,98,99 ， 129 ， 132，138 

ATTRIB . 105,212 

AUTOEXEC.BAT …19 ， 110 ， 150 ， 157 ， 161 ， 162 ， 176,223 
AUX .19 


/? 


+ 

> 

¥ 

* 


CUSTOM . 155 ， 157 ， 173 ， 181 ， 182 ， 188，189 

CVF . 90,91 ， 94 ， 102 ， 106，128 

【D】 

DATE . 215 

DBLSPACE. 82,84,86,93,94 ， 105 ， 106，182 

DBLTRANS. 83.92 

DEL. 50,52,53 .57 

DELDRV . 157,161，189 

DELTREE . 57,106 

DEFRAG. 83,85,88,90,99,129，131 

DEVICE . 59 ， 156 ， 157 ， 161 ， 162 ， 167,168 ， 171 ， 172, 

173 ， 175 ， 18 U 86 ， 187 ， 188，189 

DEVICEHIGH . 107 ， 156,171，181 

DIR. 48,49,50,54,94,217 

DISKCOPY . 127，185 

DOC . 18,41 ， 57,63,64 

DOSKEY. 158 

DOSSHELL . 3 ， 177，186 

DOS エクステンダ . 176 

DOS シェル . 2,17,47,58,84,86 ， 111 ， 129 ， 132 ， 134, 

153 ， 158 ， 173’176,186,216 
DPMI. 168,170.176 


[B] 


BAK . 18,52 ,53, 66，161 

BAT . 18 ， 19,49 ， 151,152，153 

BOOT . 183，184 

BUFFERS . 106,107,156 

【 c 】 

CD-ROM . 20 ， 135 ， 158 ， 161，181 

CHDIR . 50,54 

CHKDSK . 49 ， 109 ， 128，130 

CLOCK .19 

COM . 18 ， 1 9,42,43,49,151 

COMMAND.COM . 19,44 ， 109 ， 151 ， 156,213 

CON . 19,228 

CONFIG.SYS ……19,108 ， 110,153,155 ， 160 ， 163,224 

COPY... 50,51 ,73,10 6,219 

COPYA . 186 


[E] 


EDLIN . 65,225 

EMB . 108 ， 167,223 

EMM386 . 115 ， 119 ， 158 ， 171，176 

EMS メモリ . 59 ， 113,115,158 ， 167,168 ， 172 ， 175, 

181 ， 187 ， 188，189 

EOF .68 

■. 18,19,41 ， 49，151 

【 f 】 

FCB . 159 

FCBS . 159 

FEP. 59 ， 109 ， 157 ， 172,223 

FILES . 156,212 

FORMAT . 23,97 ， 125,127 ， 152 ， 178 ， 179, 

180,183,185 
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【 H 】 

HIMEM.SYS …59，109，156’157,163，167，168，171，176 


HMA . 106,107，156，167 

【丨】 

INSTAP . 176 

IO.SYS . 19 ， 104 

【 J 】 

JOIN . 83,98,99，129,132，138 

【 K 】 

KKCFUNC.SYS . 156，172 

【 L 】 

LABEL .48 

LASTDRIVE. 101,159,182 

LOADHIGH. 156,171 

【 M 】 

MAXLINK . 144，147 

MEM . 110 

MEMMAKER . 108，112 

MKDIR. 50,53 

MOUSE .3,71,84,86,94,129, 177,186 

MOUSE.COM . 83,186 

MSCDEX . 134，181，182 

MWUNDEL. 140 

【 N 】 

NECAI.SYS. 44,45，156，162，173 

NECAIK1.DRV. 156,162,172 

NECAIK2.DRV. 156,162,172 

NUL .19 

【 p 】 

PATH . 152 

PRINT.SYS . 162，173 

PRN. 19，173 

【 Q 】 

QBACKUP . 78,80,81 

【 R 】 

ram . 20,58,84,86,99,153 ，163，166，175 

REN . 50,53 


RMDIR . 50,54,56,57 

RS-232C . 158，186 

【 s 】 

SAS i . 177 ， 183 ， 185，186 

SCANDISK. 83, 85,88,90,98 ， 100 ， 104, 

106，128，129，130，132 

SCSI . 136 ， 161 ， 175 ， 177 ， 183 ， 184,185，186 

SEDIT. 63,64,65 ， 153 ， 155 ， 157 ， 161 ， 162 ， 177，189 

SELKKC . 157 

SET . 152,153 

SHELL. 153,156 

SMARTDrive . 107，129，131，134，174，182 

SMARTDRV.EXE . 167，174 

SWITCH . 173，184 

SYS . 18 

【丁】 

TXT . 18 

TYPE. 51,67 

【 u 】 

UMB . 91 ， 93 ， 107 ， 108 ， 109 ， 110 ， 111 ， 114 ， 117, 

156,157,158,161,168 ， 170 ， 171，176 

UNDELETE . 52,98, 137,138，139,140 ,141 

Undo ディスク . 129，130 

【 X 】 

XMS . 171,176,224 

XMS メモリ . 59 ， 158 ， 167，174 

【ぁ行】 

アイコン . 6,11,19,20,21,22,28,36,141,142 

アクティブ . 6,7,8,15,27,46,58,60,61 ， 62,63 

圧縮ドライブ . 84,91，93,98，104，105,106，128 

インアクティブ . 58,61 

インストール . 83,105,114,117，167，168，181， 

183 ， 187,215,217 

ウィンドウ …4,19,25,29,34,36,41,44,46,60,63,65，177 

エディタ . 63,65 ， 153，155 

オプション . 44,46,58,81 ， 93 ， 101 ， 106 ， 109 ， 110, 

114,115，116，135 

【か行】 

カーソル ……14,47,68,69,73,74,75,116,133 ， 193,216 

階層ディレクトリ . 26,225 

ガイドライン . 68,192 

拡張子 . 17,25,41,49,51,52,53,57,63,66,97,114, 

117，151，153，161 
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狀与培乂不 H . . h ハハハ 

仮稱8086车 ド . 


かな漢字変換 . 

カレントディレクトリ 
簡易ネットワ々…. 

. 59，168，171 

. 105,139,226 

環境変数 . 

関連づけ . 

キーボード . 

記憶装置 . 


区切り記号 . 

グラフィック . 

々リ 、、ノク . 

. 134,158，174 

グループ . 

コ ド、 . . 


固定ディスク . 

固定 ディスク 起動 メニユー 

コピ . 

"19,20，135,174，177，178’182, 
184，185,226 

プログラム . 83，111， 

119,182 

コブ、ノ k 、. 

35,36,50,127 

,, ( . 丄 

コマンド検索パス . 83，100，150,226 

コンピュータウイルス . 120，142 

コンベンショナルメモリ . 84，106，107，108，109， 

110，156，161，166,171,175 


【さ行】 


最適化 . 108,131 

サブディレクトリ . 25，104，105 

周辺装置 . 18,59，166，186,217 


ンヨー トカツ トキー 

照合 . 

初期化 . 

スイッチ . 

スキップセクタ… 

スクロール . 

スペース . 

スリープ . 


. 8,9,21，38,62 

. 127 

22,25,92,97，125，178,183,227 
94，100，103,135，170，171，174 

. 132,214,218,219 

. 7,13,35,68,69,72,74 

. 18,51,65,82 

. 183 


絶対パス . 

セミグラフイックキャラクタ 
相対 パス . 


151 

.67 

151 


属性 


93,98，104，106 


デバイスドライバ…71，106，108，109，110，113，114，117, 
155，156，157，161，162，163，166，176，186，193,215,228 

ドライフ . 4,6,9,10,19,26,36,38,47,58,59,81, 

104，126，183，184，186,187,218 
ド . ⑷，35,36,38 


【な行】 

日本語入力機能 . 19,156,172，192 


【は行】 


バイ I . 

パス . 

バックアップ. 


. 48,49 

. 56,65,67,150,215 

. 78,81,84,85,114，117, 

122，123，180，185,219 

バッチ処理 . 155,218 

ファイル…3,6,12,17,25,33,34,48,49,50,60,62,63,65, 
78，109，120，128，130，131，137, 
150,217,218,219,225,226,229 
フォーマッタ . 23,97，125，128,129，178,219 

フオノ 1 . 187 

復元 . 52,78,81，84,97,98，114，117，118，137，139， 

141，180,215 

プリンタ . 18,60，155,158,166，173,217,218 

フルセントロニクス . 174,213 

ページフレーム…… 109，158，168，169，171，172，188 
ヘルプ …… 12，1 3,71,80,81，83,95，109，112,115，133, 

140,216 

ホストドライブ . 86,91,104，105，106，107 

ボリューム . 48，126，128 


【ま行】 


マウス . 3,35,44,71，83,94，129，133,159,186,216 

マルチメディア対応ドライバ . 1 88 

メニュー . 7,13,38,72,76,94，159 

メモリ… 108，110，132，134,155,161,166,174,175，176, 


メモリスイッチ 
モード、 . 


181,185,215 

. 185 

46,60,68，183，192 


【ら行】 


【た行】 

ダイアログボ ッ クス……15,62,74,75，101，141，216 

ノス. . 10,58 

タスク切り替え . 58,59,60，170 

ダブルクリック . 11，14,22,60,61，63 

ディスク . 19,22,48,49,82,91,125,131,134,135, 

166，184,218,219 

ディレクトリ…4,6,10,20,25,28,29,32,35,38,41,46 
47,48,105，106，121，137，138，150,225,226,228 


リセット . 118，134，135，152，175，180,184 

ルート アイ レクトリ . 25，104，139,230 

【わ行】 

ワイルドカ—ド . 41,51,52,53,57,65 


索引233 

























































































